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刊行のことば

　国立国語概究所では，昭和49年度から同51年度にかけて，「「各地方言資料の収集および文字化iの

ための研究」という題目の下に，全国各地で方蓋による談話を録音し，その文字化（標準語訳・注

つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方言を現時点で録音・文字化し，国語研究の

基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方研究貫の協力を得て実施された。

　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であるが，その第一集として，今回本書を刊行するこ

とにした。

　本書に収めた録音・文字化資料は，専ら，矢作春樹（山形県），上野勇・杉村孝夫（群馬県），馬

瀬良雄（長野県）の四氏の尽力によるものである。また，話者として，佐直きえ，高梨八太郎，佐

直まさゑ（以上山形県），小林弥太郎，ノ」・林よ志ゑ，星野富司，小林喜市（以上群馬票），清水橘郎，

片桐としゑ，小池千勢（以上長野県）の各氏の協力を得たほか，現地教育委員会や有志の助力があ

った。記して深く感謝の意を表する。

昭和53年3月

国立国語研究所長 林 大
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方言談話資料作成のための担当者
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ま　え　が　き

　研究の経過’

　この研究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること

とした。

　51年度は収録地点を4地点減らし，19の府県について源則として50年度と同一の地点で，（a）

目上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性と若年層の男性との

対話，もしくは，両者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3項鶏についての録

音・文字化を行い，収録可能な地域では，付録として，畏話の収録・文字化も実施することとし

た。（c）については，「品物を借りる」「（旅行などに）誘う」「新築の祝いを述べるj「隣家の

主人の所在をたずねる」「けんかをする」「道で知人に会う」「道でE上の知入に会う」ヂうわさ話

をするJの八場面を，全地点共通の場面として設定した。

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究所で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50・51両年度分について逐次刊行していく予定である。今回は，50年度に収録・文字

化を行った老年層話者による談話資料のうち，「山形県西村山郡河北町谷地」「群馬県利根郡利根

村大字追貫」「長野県上伊那郡中川村大字葛島」の3地点分について，オフセットにより複製印

行する。

　話者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層話者による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期闘が比較的短い人

で，日常の生活ではもっぱら方雷を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との闘に大

きな方言の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で

も差し支えないが，話者相互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2．目上・E下の関係にある老年層の男性2入による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

一7一



らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，照地主階層の人物対旧小

作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる人物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している人物などを候補として示したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員）に一一ffした。なお，目上にあたる人物と

して，在外期閣の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年層男性と若年層男性との談話（51年度）

　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

相互の地位・身分関係は，ほぼ紺等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場面に慈じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。

　司会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研

究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方言の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住高等に，特に条件はつけなかった。

　録音量・文字化量

　50年度・52qi度ともに各約60分程度の録音量（51年度については，各項目平均20分，合計60分

程度）について文霊化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発言が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文字化原稿の作成・袋記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究員に配布した。

2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利爾者の便宜，文字化

　作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方言の性格によって，カナ表記

　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音量字母によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各担

　当者が「解説」の中で説明することとした。

3．アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて担当者の判断にま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8一



　かせた。

4　聴き取りが困難な箇所や，言いよどみ，言い重なり，言い直し，笑い声などについては，こ

れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場面，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを撞当者に求

　めた。

　収録方書・表詑・収録内容についての解説

　文字化原稿とは鋼に，収録方言・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　A．収録地点とその方言について

　　1．地点名

　　2．収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・芦数・人口・主な産業など）

　　3．収録した方言の特色

　　　①方言区画上の位置・隣接諸方書との関係

　　　②音声・音韻上の特色

　　　③文法上の特色

　B．表記について

　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で蓑わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明

　　など

　C．収録内容の概説

　　1．タイトル

　　2．録音年月日

　　3．録音場所

　　4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居焦歴・言語的特徴など

　　5．録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰囲気など）
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凡 例

1。場面，文脈，特徴的音声，方器形の意味・用法などについての注は各章の末尾にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番暑（かっこつき）で示した。

2．発書や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　線をつけた。

例　エッダクテ　エッダクテ。　（28ページ12段）

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。

4．醤いよどみは，その来尾に一一一……線をつけた。

5．複数の発言が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例　O　ムカシワ　ムギコムギ　ウント（Kソーイエバネー）ツクッタカラサー。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　（153ページ7段）

6．率いかけて，それを亡いなおした場合には，欝いかけた部分に。xx．x．をつけた。

例　ジベン　ジベ　ジベタオ　フカーク　ホッテ（316ページ6段）
　　9ズズ×xx　　　．＜Kzv

7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑），（咳）のように示した。

8．周席者の短い発霧や突然の訪問者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の暗随削除した際には，該当箇所に＊の符号をつけた。
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　　　にしむらやま　　　かほくまちや　ち

山形県西村山郡河北町谷地

樹春作矢収録・文字化担当者
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A　収録地点とその方言について

1　地点危　　山形県西村朗郡河北町谷地

2 Q又録地焉、の才亭亭

位置一一山形県のほぼ中央側山形盆地の北西に位置し、山形駅

　から北へ約20k肌。
交：通一一田形駅から奥羽本線で下り約30分、神町駅下車、バズ

　で西へ9kη嫁ク20分。　山形駅から左＞Kptkで下ク約30分，

　寒河江駅K下車、バヌで北へ8k　WtkV　20分。　国：欽の駅はな

　いカV、バス1は、谷地を娼、点終点として四方に通じており、以形

行きのバズな蠣切蒔間で、師　市K蓮する。

地勢一場盆地の北颪西｛拙羽山地、剰撮よ川く接レ、寒
　テ可シココ弓の光にイ立楽1し周た　寒ヲ可江川扇オ犬：地で、大イ奉菱ラ移K近い土

地を勘てV　th。“の東半分（全地域の寒心ワ割）が肥沃なrp野

　都で、で℃に集落駅形成されていろ。　四方を朗K囲まれてい

　るため、典型的な内陸性気候で、全園最高気温を記録しておク

　積雪量も多い。

行政区画一この地は平安時代の初期K閣発され、江戸時代Kは
　米・紅花・生糸等の簾散の中黒：地、舟場として駆幽していた。

朗湯22年に市町村制醸施され・良薬前の形をととaZた。

舞いて昭和2ラ年i・則臥谷地町西三軸構延村・北谷
地村が合併して、河姻軍誕生、翌年元泉地区の編入などが

　あり、硯在K及ん’で）、9。

ア数・ノ《ロー昭和引年旧現在　世帯数約4，900ノ多

　人ロ約22、4・・入。人ロは減少刎頃向があb。

主な産猿一米つくクが盛んで、賜荊43年には米作県’位償を

　受賞し、及当収量も塗〉国最高といわれろ。また：農家の副業とし

ての茸履表強固一の生産高を誇。ていた．さく励ぽウん

　ご・桃・しミぐどうなどの果実の生産・出荷も盛んであろ。

　　　　　　　　　　　　一15一



3　収録した方菖の持色

　①方言区画上の位置・隣接諸方言との閲係

　　　　蜥多々の：縮は、北奥方言区K属する2内方言と，南輿方畜

　　　区K属す長内隆方言とカベ豪く対立してい9．内陸方畜鱒，

　　最上地方・村山地力・置賜地労との間に、わずt、の対立が見わ

　　　れ：be；そとえば、　「がわいそうだ’」の分布の場合・、、比内ド方言は

　　　メジョ．ケネt最上はムゾサェ、回議はムンツコ（サ）エ．置賜は

　　　モコ。サx　といった分・布になフている。

　　　調査地、点は、村山地〕芳の方菖区に鶴してい珍。この地域は、

　　　江戸時代の政権下着や群雄割拠の影響もあ。てカ、、比較的旗章

　　　な方畜’分布を堕してい珍。

　②音韻上の特色

　　（り　「イ」と「工」の混同が’は琢はだしい。　「恩」も「駅」も

　　　「エギ誌、　「鯉議も「声」　も「コェ」であク、　「七八」も「石」

　　　も「エス」、　「絵馬」㊨「居閤aも「エマ」であ冶。

　　（2）　「ス●シ」は「ス」（S蝕）に、　「ッ・チjl＃「、ソ」（ts蝕）

　　　1くなク、　「ズ・ジ・ヅ・ヂ」のしY別がなく、すべて「ヅ」（dz畝）

　　　であ；る。　したvt’フて、　「火某」もt「　tw：子」も「寿司」も「・ヌズ」

　　　で劾、「梨・ガ茄孔ガナス」、「簡通「乳・ガシツ、
　　　である。また。「辻」ガ地脈が知事」もrソωヅ㌔とra　9。

　　総じて、　ドイ」諺受の・母音があいまいで、　「ウ」季受の・母音もやや

　　　あしぽいなため，歯ぎれの魚忍音にな。ていb。

　③　「シュ・ジュ・チュ」は「ス・ヅ・ツ誌1てなり易い、そのた

　　　め、　「十二」｝ま「瞬ヅー二」、　「主人』は「ス・ゾン」K、「寿・術」

　　　は「ズ（ン）ヅヅAKなワ易いが、それほどひどくはない。

　㈲　「冬」を「フヨ」、「雪ユを「ヨギ3、「露Aを「ツヨ」の

　　　よクにいう　ユ　　ヨ　の現象bx“、古い年代に残㌧てい：る。

　（9）連母音の「アイ」や「アエ」は、庄内・最上では「エー」で

　　　あみバ、＄dth・置賜では融合を起でさず「アエ」と発回する。

　　　した姻って、「塀」と「蝿」を「へw」と「ハエ」とに畜いわ
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　けている。

（の　語ヰ・言召毫の力行子音・タ行子者の有声化・が盛んである9

　「柿」は「カギ」、「的」は「マド」、「味方」は「ミガダ」

　と適者されろ。これは拾い世代でも盛んである。

（7）語中・語尾のガ行者・ダ行者・ザ行者・バ行者は、鼻濁者と

　なワ・「鍵・ゼカギ・甑Gi｝！恋・1ボマンド・・「数」

　は「カンヅ」、「壁」は「カンベ」のようK発者される。しb、

　し、若い世代では、聞かれなくなっている。

⑧「セ」「ぜ」をt「シェ」「ジェAと発音レ最hでは「シェ」

　よワも「へ」に近い。この柁点では、　「背中ユは「シェナガ」

　「先生」1ま「シxンシェ」、「風ユは「カジェ」であろが、

　使役の「…一一一せ；る」は、　「泣ガシ‘　：，ノレ」とも「泣がヘノレ」とも

　いうよクである。

〈9）　醜行音を「ファ」　「フィA　「フェ」　「フォ」と発音する規象

　の中では、「桑・鍬」の「クファ」、「塞ぐ」の「クフェル」

　が顕著に表われ，てい冶。

（10）　「家」や「良い」Izl「イェ」〔je〕　と・発音される力双〔je｝

　音賦蛎郷を中酬で根強くヲ芝。ていろ。

（ll）ヤ行手者が摩擦化する傾向があク、「山形」が牢ンヤマカ・ダ」

　輪読る．まk〔je〕も多少摩擦化する工臨蝿られる、
（②　「行く亘り脳／、「勤く亘田03吋のように　〔O）桝語頭に

　あらわ才〆しる＝：とカV’ある。

（｝3）心緒〔／～｝力儲位繭らわ才ほこと力蛎ろ。

　「云い」「シショエ」、「）含える」　「シシェル」、　「知らない」

　「シシャネ」、「仕余しする」「シシャマヌスル」など。

．㈹　濁者力寸清音化すみ傾向俗ある（

　「短．かい」「ミンツカ：二」、　「案じ事」「アンツコド」

　「座布厨「ザフトン」、巡演、rカキソメ、など。

㈲長音や綴看・三者を＋分K慈者しない傾向はこの地域にもあ

　り、「在郷」「ザエゴ」、「五合」「ゴンゴ」、「走フた」を
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　　「ハシタ」、　「食って」を「クテ」とい）。

　（16）アクセント

　　　朗：貯蓄を中心とすろ討財地：方（北村既郡の火部分を除く）と

　　米沢布を申IGとする置賜地方（小潮町を除く）とには、一型ア

　　クゼントカぐ・分布してい冶。　「箔1ユもP橋」も、　「雨」と「飴」

　　も全く区別しない方言である。すなわち、アクゼントという概

　　念を拷ぢ含わぜていないのでs一般にぱ、無アクセント地帯し

　　呼ば就ゐ。収録地点も、一型アクゼント輪帯に属している。

③文法上の特色

　〈1）椎量∵意志の助動詞は・「べ」であり、終止形に按続する。し

　　た耀って「読モー」とい）形がないので「五段馬寮」は・ない。

　（2）　USi　S　E；丁寧聡達トの憾言司、　ラ4テにヨ笠曼浩関の無言司の川本形に「　fftr　」

　　「＝事」橋脚：心すみと．きは、「着ッド・ギJ「来ツゴド」のように

　　「ノレ“カぐイ足音・化．し翻て「ッ」に嶽る。

　（3）　尊敬命・含法「～なさい」の意味で「～ツヤエ」を使う。

　㈲　　「「～しなければならない」は「書がンナネ誘「生ぎランナ：杓

　　のように、「ンナ紫」「ランナネ」を梗ク。

　（9）　「タaを過去のぽか．完了として特にi現在1のqとに便う用；法桝

　　着しい。大過去や過去回想のときにはrタケ・ダケユを使ク。

　（6）　樟蚕にそうなったことを表わすには「ラテ・ラタ」を使う。

　　鴛朝5ヨ寺に起ぎラタ」（19然K起き；る，a壱果k：なフrr）

　（7）　上一綬一下一段活嗣の動詞K読げる梗役の勘動詞は、「植）（1

　　ラシェル」「着ヲシェル」のように、　「ラシ／エル」を使：〉。

　（8）　可能の助動詞は、「レル・ラレル」毛用い；るかぐ、「来ろエ」

　　（来＞／れる）　「兇るエj　（見bれh）　「笑うエ」　（笑う乙る）の

　　よう｛こ、糸終止一ヲ形｛（「＝Σ＝」をっ｛ナる囲う強力x“特｛て奉護二んであ二そ・a

　（9）　主格を示す「が」「は」、対象を示す『が’」「を」などは、

　　使わない。タ寸象を強調して、　「俺バ叩ぐな」とも言ク。

　＠）　連体修飾語をイ乍；る「のAは「ナ」・や「ヌjK変化し易い．

　　「俺ナ舎一」「お前ナ本」　「拡ヌ木J「．桑ヌ木」なビ。
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㈹　場前・方向を示す「サ」の便嗣1よ盛んで、「　Ut　reサ泊ま；恥

　「孝絞サ行ぐ」の劫に使うが、目的の闇満ま便わない。

（12）理由表規は「サケ㌦「「ハゲAと「カラ」を併用してい・1，ヵN“，

　「サゲ・ハゲ」が右いと思われh。

㈹仮定烹現は「読めバ」はlxとんど使われず「読ムゴンタラ」
　「晃ッゴンタラ」「見ッ　：ンタラ」　「読ムゲバ」などが盛ん。

（爾　一般に、形容詞の沽用が：退化，して不沽発Kなフていろ。

QS）　丁ねい表現の「甘zeいッス」「そ了く。ッスaのような「’ッスj

　が多くイ吏われろ、

（16）　強意の助詞Kl叡「バー」　「ヅーj「iンタJなどがあク，複雑

　な＝ユアンスをもっている。
（1・？’）　「ホニ」「ヤッパソ」　「ホレ」など、間：授．助詞に転）菱しかヵ、

　フているものが多い。

4：地、転選定の理ま1

①昨＃の予備調査の際K、方畜保有量ボ大で、記憶壱確かであク、

　　発者がはっきりしている　いい話老を得られた＝と。

②　地方研究員（ヌ孝化担当老）が生まれ育った土地なので、文字

　　化や標準語訳しやすく、確かめやすいミと。
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B話老・録昔環境など
1　葺召和∫0年12月1日　4Pt貧者

2　山形県西村朗郡河北跡谷地庚2｝（下小路）

3　話し穿

　A　佐亙　憶え　（女）　明治36年生まれ

佐直まさ’気宅

．農業

　　谷地生まれの谷地畜ち。現俊前は録音場所（慌直まさゑ宅）の隣

　　で潅孔若し腰がら魅i・9じって漁襟・・従事して峡た埼方
　畜保有度量きわあて高く、話題もなく記憶力が抜群で為し好きで1あ

　　るe声に張りかやタケ発者トもはっきりしていろ。マイクにもナ認れてあ｝

　　う、語尾で魯癖馬すうのは、古い方言調の語ク・で、得がた・、方

　　畜A話し乎である。語う調子は早ロぎみで湾る。

　B　 高梨ノ＼太哀郭　 （男）　 大正3年主まれ　　 箋塁業　 建雰受：・会・社社員

　　谷、地生：まれの谷地育ち。i6歳の年かう10算間、権直まさゑ宅

　　に住殴込みで下男奉公、縮婚後は筋向いの主家に居住。その後も周

　　家の麹古巣を手伝。てし庚。その間、／樋耽イ埴隷ゑと一縷

　　に軸襟をして勘誘飢好きで吉舌題力恰ク。年令に比べ労言の保

　　有勲塙いts’，やや早Vで四駅力Nh小さいせいカ、、わずかにとち

　　りのロ調が磁られろ。

　じ　帳亙まさゑ　（女）　明浩34等生まれ　濃業

　　村山重湯野沢生まれ、緒婚以来現在地に居住。隣接申のため方言

　　上の差異は欝立たないが’、話の引き出し役になってもらフた。差寿

　　の唐橘読うため方言保有は高いが、ややインテジ的であろ。担x

　　薦の伯母にあたる。

4録音環境
　　・同席着は、議し＄と文掌化担当者の4人。

　　・同母考は・金量が気のおけない港向舟なので、話はスムーズに進

　　黙した。しかし、仲間うちすぎろために、あいつちが多く，1疑問

　　wes　“xかれなどめ語形が卸でくカ・。た。指示語の宏ヵ決が多tl

　　　つたのも、そのぜいであろう。

　　・音隈が重路唾’い《ぬ卑の音tl・“　しばい鎖まい・てし、た。
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！．冬の二兎享

詔し芽

A
8
¢

イ右…直＝　・きう乙　　女　　ヨ月治3・6年生rまれ

萄梨八太郎　男　大正3穿生ぎれ

佐常日く≦ゑ　女　朗差1　34・年蛍首1れ

A

B

A

　　　　　　　　　　　O）　（2）　．　．　（3）フヨナノ　ナエデカンドー　汰レハ　ユギ　フッド　アレダッズ

冬　など　何俸ともあれ　　ぼれ　　雪（が）降ると　あれだし

シャキンヨーシューダ　ワヲスコ。ドヅダナ　オドゴデ毛

　百姓：衆　蓬㈱　 藁オ国事だよな　　男　でも

プ駒ナ：ゴデ毛

　　　　　o
　女　でも

タラ　アソダソ　ダケッダナナー
　　　　　　　　　　　　　　oイ表　　編んだり　だったよな。

　　　　　くの
ンタタレッス。ホダーナ　オラダモ　ンダケチャー。アノ

そうですよね。　そ：ん噸　　俺蓮も　そうだったな　あの

　　　　　ぐの
オドツァチャ　アエデナテ　ホノ　アサゲ　ハヤーグ　オギデ

父幕見　K　　矛冒穿㈹なって　その　　1朝　　　二阜く　　起きて
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B

A

ドゴー9テ　ホノ
どこ（の家）でだろて　　その

（eンダ．笑　そう。）

コンド　（笑）　ワラブヅスッ　ドy

こんど「

六ソヤ

ほら

　　藁打ちす冶とよ

ドゴ’ソ：ゴデ

といぐそ：＝：で・

ヤ・ソテ　ホンテ。

壱われてそして。

ブダネゲバ　　ワラ

itr　teな瞭ぱ藁㈱片われないんだやのね・

　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　（？）
ドンカェン：コジャ　フ“ッタベ　ンェンニー。

　藁才丁ち　　は　　打ったろう　　　昔　（t言）。

　　　　　　　
ハェヅ　：コンド　テーサ　シビ　キッテナレ

それ⑳つ　こんど閣　手に　　ひび　 きれてな

　　　　　　葎ζ：（c四竃㌘な）

　　　　　　　　（1の　　　　　　　　　　　　　　（の
　，イェノマェデ’ナー　　ワラ　　ブッテダハナテ

　家の前（e寡）で橘なと“　藁（を）　打っていろよなんて

　　　　　　　　　　　　　　　　くにラ　　　　　リヨラ
ナェーダテ　ミナ　ァノ　ツヅボード　ア才デ
なん；だって　　みな　　沸〃）　　槌，乏棒と　　　　移ト欠で

ツカワンナェナダモナヤ。ワラプヅキガエナヲ

　　　　　　　　　　　　藁打ち焼鍋なんて

（B二ご）部こス蘇．

アエツ　ォ　ヤッハ。ソ　シ／タワ　：オド：ゴ

あれ　　 渕　やつ1’ま。ク　コ二人⑦）　男（oyフ

ナエデ’カンデ

／ぢはともあれ

　いンター

そウ

イエー

（喫隊i・

　　く　ぎ　

カガ’サ

オラ

俺1：

　（14　“）

エタ

いる

　　　へ　イェーテナノ

家で，なんか

ドンカェンコヨナェハ。『

藁打ち　　sね

オナゴダテ　デヅダエ　サヘラッダヅー。　アサケρ

玄なのに　尋伝v、　　用さ・せられたな。　　　朝（」il　1：）

母ヌ観（がり突欠：事で

（s笑！

X　　　　　！

エダドギヨー　ハヤーグ

いたとさよ　　．早く

　　　　く　ラ
ママヅメデ　才レ　ホレ
　　　　　　づ奄（かつ　ほれ

オゴサッデ

起ミされて

　　い　　　れフラフ）ソ

藁打ラ

六シテ　オラエ／

そして　俺㈲家の

サソナネケ匝。
しなけゑし〔ぎ’なら参力、つたわ1すよ。



B

A

B

A

B

A

C

A

アオ　タカ。テかし。

膨ト矢（を）涛ってか。

ンダー。　テヅンダエスロナテ　ヤツデ’オ：シテ。六シテ　コンド

そう。　手伝いしろなんて　　囲われて　そして。そ：して　こんど

ニナ　ナウナナテ　ユード　ホソヤ　アノ。＊ホレガラ　アノリャ

荷縄㈲なうのなんて　「諾うと　　ほら，　　あの。　　そ；トしから　　あのあれ，

ホダナ　ナソカエ毛　ブダンナ家デ。　サンカェ乏　ブダンナネデ．

そんな　何回も　　　打たなげればならないだろク。　三回も　　才fMxすればなうない，だ）B）e

　　　　〈iqt）
エヅンドデ　：ホダエ　ヤッコグ　ホダエ　ブダンナェ毛。

　’度で　　そんなK　柔がく　　そんなに　才丁てないもの。

ブダン　プダンナェケ毛ナェ。
x　x　メ
　　　　打てなカ、つたものね。

ンダ’一一　　工・ゾンドェ…一一

そう　　一睡に
　　　
雌　ワガンナェケ毛遮
蔽三iきて　きて　だ’めゼ’っナともの。

　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
ン　ンタ㌧。　ホ：レガラ　ホレ　ゴデ｝　ナウナ　ミコ。デ

ん　そうだ。　それから　浮敷　細縄㈲なうの　籐しべで

サンナネケドレ。　　　ダラ　アム　ゴヂナ……。

しな喉（ばならなかったろう。　1蕨㈲編む　細縄ム

ミナ　ミコ。ダケ毛ナェ　　木ンテ。．．＿。

　　　　　　　　　　　全部　恥しくごだ5たもね　1減とtて

ハゲ’コQアムナナヤ・　ミナホレ　ミづ。ナワジャ．ナッタ

藁力・ご（を）編むのなあ。み鱒騨藁レベ縄は　な。た
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B

A

B

　　　　　　　　　　　くスの
毛ノヅダナ　ンダゲ。ンー。　：ホレガラ　オゴサマノ　ワヤ　コー

もんブこよな　だから。ん　。　それから　　，蚤の　　　俸ら　　こう

コーゴデナナッテ捜テーマ。コーグコーコへ多！～

こう　　細驚亀｛を）　なって　そうして　　　丸　く　　　こう　イ撃った

ワラス：コ。ドヨ。オドゴシューダデ　六ダナ　ワランヅノ　ホダナノ、

藁λ土：事だよ。　　男　衆　でも　　　そんな　　わらじめ　　そんを

シトナゾサンニン毛　ヨッタソモシテ　ハッコロ　ミナ　ツクテ
　一　獲　　　三人．も　　　　想、人も　　で・　履くぐらし、　取んな　つ徳って

薪寂寡額ご諾ち㌃（。匙；撫ラ

　　　　　　　　　　　〈22）
ンダ。ツマゴワランヅガラ　ナニガヲダケハゲナヤ。

そ：）ウ爪掛わらし’体じ＾め　　　何わかもたったからね。

　　　　　　　　（23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24＞

ンダ。タガジョナテ　ナエッス　エッソー　ワランヅダドレ。

そう。地下足裳など　ないし　　すべて　　わらじだもの雅。

　　　　　　　　　　　　（29）
オガンナネドレハ。ニナナエナテ　ユード　ドゴンデモ　ホダナ

おかねばならないもめな。．荷縄ないなんて壱うと　どこの家でも　そんな

諸鐙蔭益（∵り（笑）

ンダ　ホシテー　ニナナエテ　ユード　リヤ　キューショーカ。ヅノ

そう　　そうして　　　荷諮亀ないフて　いウと　　ほら　　旧（の）　正月　　の

　　　　　　　　　　　　　一22一



ソユーエヅニヅーダモナ＝。

　→一ノ　ff　托ものね。

　　　“A　ンタ

　　そう

B

A

c

A

シヲテ

ー日

ホノヒデ　ニナダーゲ　ポノヒ．

その日で荷縄脚㈹その日ω鋼ζ励んだ駿よ

ンダ　マェガラ　ワラ　ブ’ップ

そ：う　前から　藁（を）打って

（㌦つ変とζ鶴

ホソテ　ン　トーガソ

そして　ん　　十Eの
　　　　（：泌）

ツカラ毛ヅ　クテナレ
カ傘浮（を）　　食フてな

　Aンダー0笑
　　そう

ぞ（Bンん）㍊読㍊三三塊a

　　　　廉轟論孤耕（Aζノ）

　　　　（笑）c穿）魏濃紫壌ヤ

　　　　　　冨凛：孫・（A競そ培う

　　　　　　　　ミナ　ナウケナヨ　ド＝ゴデ毛。

　　　　　　　　　　　　　　　　　と“ミの（家）で・も。

　　　　　　v　ナガンナネケ’ゾヤッコグナヤハ。

　　　　　　　　おが叙ぱ旛らながっ：冷よ　柔がくなしあ。

　　　　　　ジ〉ユーエヅづヅ　シシテンヂ’ホ’レ

　　　　　　　十一一1ヨ　　　　　　一Hで’　　ぽi）7

エヅネソ　ッカウナ　シトナヅ　ツカウ
ー年で　　　う更う分を．　　一　 東　　　　4吏．う

ナワンナネナダド。デ　ミンツカエナガラ
　　　　　　　　　なわ漁ぱなbないんだ’：しの。　　　　　　短い‘，’）がξフ

ンダッダナー。

そうたいよなあ　。

ニナダテ　ソユーヌコ。ホン毛　ナエゲ’バ’

荷縄だちて　ナ醤・五本も

ニナ　ペロ・ソト

荷壽毘（を）　すつかb

　　　　　　　ミナ

　　　　　　　金箭

ナンカ。エナガ’ラナヤ。

ノ長い〃）からな。

　　　　　くコの
：オレ　ポダナ。

掩　そ妹。

　　　　　　　　　　　＊　　　　　タソナエケベ。

なけれゆ’ @足りなかっ：たろう。



c

B

A

B

A

c

A

　　　　　（28）

炎劉ご壽広恋ノ鳶逐嶽誇繍。c著一）
　　　　　　　　　　　　（29）
バガハゲコ。ナ　アリヤ　クファ　ヘレンナ　バガハゲゴナ＝。

大藁かご儒辣　．桑㈲λ勅の大藁力・ご｝・〈。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈3e）
（Aンあし野土ん大きな）総）蓉甜菱認1（笑）

シト　ノ、xテ　ネデルエクラエナナヤ　オッケナ　パガハゲゴ

人（が）はいって　臓てられるくらいのな　　大鳶な　　大藁かご㈲

ナンーボ毛。

いくつも。

ジ漏齢がラニ娘iメくζ烈δの輪旋

ニツッカンメク。ラエ　ハエッゲ毛ナヤ　アノ　バ’ガハケ：コ。

　二＋貫臼ぐらい　1胴・っ兼もO・叙　あa　．大瓶かご

コンド　：コダナ　ツッチャェナ　ホソヤ　ホノ　アレ　ママ　そテ
ま・：た　　　　：こんな　　　　小でな　　　　　　　1まら　　　　そa　　　ZZ才（　　ご後反（を）才寺って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）

六幽レ　チュークラエナガラ　ホレ　スコス　オッケナガラ

ほれ　i17くらいのから　ほれ　少し　大きいのから

スコス　オッケ　（．＼ゲコ。ガ’ラナ。

少し　大きい藁かごか唖

ンダー　ハゲコ◎ダテ　ヨードソ毛　エヅドリモ　ホレ

そう　　藤かごだげで　　S遙しり㌔　　jEZ・直　eも　1＄　？・L

　　　　　　　　　　　　　－24一



B

A

B

A

アマンナ＊ドレナヤ。

編i協ば’ならなひもめね。

　　　　C3　2）　”A　“　．，J．　．マメ　マグ　ハゲ’ゴOナ　ツチャコーグ（笑）　コシェy

豆．（匂　まく　藻かごなどは　小さく　　　　　　　6栄フて

オガンナネケッスナ。
おカ、才訊は亀’ならなかフたしな。

げ豊二承繍勾チ季臨訂（Bン　　ん）調

エッヅダッス　ホレ。ホンーテ　ンヨッデンナ　ミナ

虜要・だ’し　　な。　ほんとド　　そヒ　は：　　（なんでも）みな

ワラザエグデバ’ソ　シヲ・　ホレ　マンニャワシェッダナヅア　ホレ

籐細工で1ゴかり　存ゲ（　ほれ　間t：合わゼてい浸んだいよな

ヒヤクショノ　ドーク。ワナヤ。　ミヌダテ　ズケナクテ

百姓の　豊具はな・壌地て　少なく。てt”

シトリチャ　ポレ　シタッツヅヅワ　ツグランナネケッヌ　ホレ。

　一人、て　　ぼれ　　こ二つず’つtま　　枢らお・ば’ならなかっ夫2し。

カ　カワンナ　ナエクテジャナヤ。ヌッダ　ドギ　キンナ
x

　　代わるの（がり　なくって　（＊　ね　　　　　♪需れた　　とさ　　箱bの（クリ

ナエクテ。　ホーダハゲ’六ダナ　エ・ソケンノ　イェーデ

なくって　　　た“：から　　　そんな　　一牽子の　　家：で

ザンニン毛ヨッタソ毛ト毛ヂサヂノ、テエンナダ毛ノ
　三人も　　「ng人も　　　野艮に　　出て　　い9ん夫犠もめ

ホダナ　ハエヅバリモ　タエヘンダド’　ポレ。ミヌツグンナ縣。

そんな　　そればかりでも　　大．変だよ　　な。　　蒙探みの　だサで右。



B

A

B

A

B

ホンタ㌧ハゲ　ヨヌコ。ドジャ　サンナネケヅダナ　ショッデーン。

　だ’カ、ら　　　　　夜イ土事　膝　　　　しなければ’ならなカbたんだ’　　　一昔一は

ンダ　ヨスコ。ド　サンナネケッダナナェ。

そう　　夜イ±茅（を）　しなけ才しばならなかフ夫もんだよな。

ン　ジューヅ　コロでデ。ナー　マエバン　サンナネケドレ。

ん　　　十ヌ奢・　　レ褒までは　　　毎晩　　　 しなけ～ればならなかフ％専aノぎょ。

ンナェゲバ　ハル　トzデサ　デノ、ノレマゲ　ワラズコ。ド　デ’ネケモ。

そうでな嫉と　落，（｛・）　野脚て　出冶まで　　蜘士豹雀　終わらなカち勘の。

タラダテ　ナンジューダラド　ホレ　アソデ才ガソナ宗ヅダッス

憺たちて　　何ナイ匁と　　　｛蝋　 編んで　おか刺ボなら葎かっ笈レ

翻ゴ

漏藷鷺㌶累）慕ζ（∵）灘）濡1
　　　　　　　　　　　　（33）
ヤッパソ　ミヌ　デネ　ドキ　アッケゾハ。
やつ1すρ　b　　彩ll〈かう　　完済契’しなし、　と，ミぎ（Ps’・）　あったもな　。

三際獄∵）笥趨象三ζヤ野送；愚＠、，

カガン毛ナヤー。

かかろも訟

；痴忽篇ヤ（脱り該沓魏ぴ筋譲二芸濡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）

ヒと駕力（Aンダベーそうだろう）欝欝鰍㌢7

　　　　　　　　　　　　　－26一



A

c

B

キ・レニナ　ズッド

さ才しいにな元かすると

（Aちζ蕩り

ツケンベー
つ｛ナるブSlろう

マル　フヅガ’カガッケ毛ナェヤ。

まる　　二日　　かかるんたちたものね。

アノリや

あのぼら

　　　　　　（覧ダり

ンダ’べ一　ヤッハ。ソ。

そうだ㌧うう　予フはeう。

ホ：ンiii　コンド　墨刺ヅ

そ）て：　oんどq客）　そ禦，を

　　　　　　（36）
ス’■：ブ　ヌゲデナェ

ウッンヨノ

後ろの

アエヅダド’

あれだと

：ホーノ

．カの

フヅガ’

二日（1ま）

コーカ・ザゾ

e♪　飾ク

カガ㌧ケジ’エ。

かがるん宍iち夫適の。

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
　　　　　　　　　　　　謙ナζ羨誓㌃一．（B紛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）

灘）抜嚇．
　　（39）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）

熱魏でヨ（∵）黙喜；綴翁1

ソダL。　ミゴ　アエ’ゾ　ヤッコグ　ブ’ダ，ネトご　ホレ

そう　　　藁しべ　あぐし体　　柔らかく　　打たないと　1まら

ワガエ乏ナヤ　ミヌ毛　ヨワクテ。

　　　だめだものね蒙も　弱く。て。

プダソナネケドレ　ミヌ

打たればなうなかっ志んだ　豪を

アノー　ハノレサギ　キテ

あの　　，蓉先回）　壕・て

無闇エド鞍鼻。

堅いヒ　れ　。

ク
く

コ
か

ソ
・
う
・

ヤ
柔

ゲ
ら

ダ
ヵ

ン
だ

ン
ん

O

　いツクソナー。

ろ乍ろのは

アラグド

あみくヒ

タソタエ
た’ん：だん

　　　　　　〈4e）
才｝ダレッケ毛ネ

断れゐんだ》，たものね



A

B

A

じ

A

B

ンダ。　カ・ソダェド　ミナ毛ケρデナハ。

そう。　　堅いと　　　放んな　　もけ“てしま，ワてなあ。

ホンデ毛　ヤンダクテ　ホダナ　ミデブヅ　ヤンダクテ　カッダグ

それでも　　いやで　　　そノ（ノな　　藁しべ拘（がフ　いやで　　　渇く

ブダラネナヨ弊％。＊

才丁旋うないのよな。

アノ　ドンカェソコ　オラ　，イェエ　エダ　ドギ　テヅダエ

あの　藁打ちは　俺　家に　填たとき手伝いを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　
オドツァチャ　サンナネクテ。（笑）　シビ㌧　　コゴヲ　ミナ

久豪見に　　　しなければな彰なくって、　　　　ひび（が）この辺（に）　盈んな

揚震潔：（B笑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊暴驚二（A懸りンpt（A　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
ンー　ホンテ　ヨルー　コンド　ユサナノ　ハエッド　ス毛テ

んそして夜（1勾こんど’風呂1てなどはいうと滲汲て

コンド。　ハネアカ。ッコ冒　エッダクテナヤ。　く笑）　木一シヲ

こん・ど。　浮兆び上が冶ほどi穿くッて　な　　　　　ぞうして

1誌豹、聡達蘇竃黒部∴（¢隠り

アレー　ヨノレ　ネットごギ’アガ’・ギワノ　コーヤグ　コンド（笑）

あれ　夜　寝祝さ㈹あがぎれの菅繁俸）こんど

’ソケデ　ネラソナネケドホレ　ポダナ　エッダクテ　エッダクテ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つけて　寝券げればなうながつたもんだ　そ：ん徐　　病くって　　　痛くッて　　。

熟ア鍵惚属照り㍉ド∴ソ（1）徽ζ1



ナェゲント　オナコ。シトダケヅナェ

ないけれど」　女の人だったよな

　　　　　　　　　　（44）
アガ’ギソ　キラスナナヤ。

　　あかき”れ（を）切らすのはなあ。

A　ソーダ　ァエ’ゾ　アレダベ
ラ拶

鍋

’㌦　ツガ’テ　　ユー　ド

ど’フちrかと　ひ：）ど

B

A

そう　　あれは　あ；れだうク

アクー　アエツ…
灰は　　あれ（㈲・・…

　　　　　　　　　　　　（妬）

1潔『c之臆詐距1孫ヅ鴇熱1：

擁二；ぎ篠ζ蔀（∵）柔姦
　　　　　　　　く　

藁属ゼマ（∵）

董罷菰（㌦一）郡

アロエ　　ズツザゲ　　ホレ！。

洗い㈲すbかう　ぼう。

アエーヅ　アノ

あれは　あの
　　　　　　（盤）
ワッダ　ドゴサ

雪りれプさ　ところに

　　　　しセ　　ツケデ　ナベ
　　つけて　参溺㈲

アグ　ス毛ウ

、灰侮）滲みろ



（P　「鞠イ可でも4皮でも」択、原形。イ可はともあれ・何’け＝？ておミき・とにかく

　　といフ夫意味であるが、　レよフちCbクめ意P界もあろ．

（・）間投助詞語鱗添7．　b。相｝の関醜呼量こ彪ユアンス
〈3ク　屋タトの農イ条京’1まできないし　というっもクた｝’っノミとのこと。

④　濃坐業をすb時に使う籠。腰に下げる小さなものかう背負フたク享

　　で漣んだクすろ大きなもめまで、さまごまA丈5さが’ある。水田地

　　帯で1「よi藁を原料にし、　山＄寸ではマタタビやあけびづbなどで6乍9。

　　また竹製のものもあう、在内でiよ魚寵（びく）をハケコOという。

（5）語尾の「ツス」は、敬語（丁寧）の意をふくむ終助詞。解杢一円に

　　分布し、使勝鍍が高いグ仲間うちの方言Kl拙てき　（・くい。
（6）

（マ）

（8）

才ドツァは、「お父さん」の意．のイ立掬語で、おとうち　fOん’とうち

ゃん・おっちfOん・・おどっあ　（あ㌧つあ）　・おど・ちゃん・、　など’め

順i；家格が下か野るttれてい夫。　チャ（a、格助詞「に」にあ渥ク

「サ」と同じ．村勢柁か最上地方一円1・分呼。

藁を二人で打つ時パ勧ら、藁打ちのことをt3，
「先（ゼ：ん）に」が原形であ5が、　「堵’毬」という意に使われる。

（9）　　閉才臭言司銚7用ヲ宏　　語勢8添九、　語診周を：っ1プる。

（1。）　両隣のうち、玄関側の隣家を　イェノマエ、裏1則の家を　ウラ（ウ

　　ラノAx）　という。

（の　　ブッテダは　魑去や完了でなく、現在「打っている」という意妹で

　　あろ。マダハンツタは「まだ走，ている」ことで、オレモミ

　　ッダ博「私も見てい1，　Artであろ。「た・だ」の変則的珊滋

　　であり、誤解をまね音やすの。

◎・）藁を打つ木掩直径20～30じ・mく“　il）　L、底磯う。

（13）柄が長いので立，て、あいつちをλれる。

㈹「た」の堕在的用法。

㈲「お母でん」の意明立相語，「サ」カぐ「さん」にあ筋敬諺。

（16）　「ママジマイ」ともvaう。

㈹　・一．　H寺にが原意。

（18）　しめり気をふくんできて繊維が㌧硬．くなつ　て

　　　　　　　　　　　　　　　一59一



㈹　藁レペでなった細引。太さ3砥艇ぐウvaで左なcaにした。小手縄3

（2の　含分でウなず㌦1ている。吉厩な語りロで、この入の持徴であみ。

（21）te　kた

（22）　爪先に藁でつまをかげたわらじ。冬や萱苅クなどのときには：“た。

（2・）刺子の足袋鰍管、鷹匠がはv・　f：ことが協称力咄たと思われる。

（24）一層か綿塵、

（2与）背負い縄をなう与中行事：。荷縄i＊、縄の中墨を直径3伽ほどに太

　　くし、声ないのない方で、三本ないlrした。

（26）　荷誘電ないの前R食べうAft　il。カが出るようlrtそして、　いい荷纏iがな

　　われrg）よクi〈縁起を：かつcaで・命ノhしプ5も・・のσ

（2Z＞　望ま磯くなし、気持ちを．相手に乳牛プける笈あに添之るようを用落。

〈28）

（27）

（30）

（31）

（32）

的

｛ボかでかい　　というタ感’じで・、学存大の藁iかごのこヒ。

k肱　クは無声音。FCLは古音の残存と尽わ躯る。
む

ハェ・レェの「エJは可能A助勤言司。「ネ・レエ」腓「寝ることができ

を「ハスルエ」は睡ること柵・茜」莇ク謡誠柳勤詞に
立読する。

「良い按配j・適a切な　参ビal・意。

豆まミのときに、種亘をλれて腰にさげる。

「晩補るが「場含べと」の意召卜うことが多い。
〈e・4）蓑の首のあたりの飾りをつけセ部分，ひょうたんや草花の摸様など

　　作り手それぞれが’、独特な編平方で、腕を競ったもめである。

（39）　雪の上にさらして、渋を抜いたク、8くし夷りすう。

（3の　　「ヌゲデナェ」は　　「ヌイデ’ナェ」のねじれ。

（3の　　1衆を抜かないて“　　の意。

（39）下着や衣服が赤らむこと。

（39）　「ミヅサasの縮音，

（40）　藁しべが折れてもげてしまうこと2さしていろ。

㈹堅くきク打てなか・たとし⇒べきところがreじれ層の。
（42）　寺の甲を指しながら

（43）　「ユ」は，湯も風呂もさす。
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‘覇　「キレルノワナヤ」のねじれ。

㈹　参局〉洗い㌧釜沈いは、毎臼の女盗のイ士事であった。木灰で磨いて．光ら

　　一せておくのが、女住のノミしなみであった。

（46＞鍋・釜の尻1貿びりつ峡煤．方言では「ヘソt”　」と・ゆ。

㈹噛釜」が語源。釜のこと。
（盤）　あかさ“れ　 のこと。



2　冬の水浸承

話し手

イ左直さえ女明渇36芽生まれ
高梨八太郎　男　大正3穿髪蒙れ

権直まさゑ女朗治34年kE　9れ

B

A

c

　　　くり

翻添）翻▽ごイ塾識と悔力1葦）C薪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

C勃鵠須宗サ摂、モヨニ蜜（笑）
　　　　　　　　　　（3）
（㌧り霞～ζ誉懇弓歪守：

　　　　　　　　　　（4）

エマ　コダエー　ホンテ　ユギ　スクナクテ　ラグエ　ナタゲント

7X（i3）　こんな株　　ぼんヒに　雪（か・）　少なくって　　楽K　　葎つたけ「れとs’

コラエ　ホンテー一σ

これ憾　　ほんヒに・…・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
ンデ毛　マエニ　ホレ　ジドーシャナテ　ア巧ガネーケ八ゲテ・…㌔
で　・も　（x）前にα扮　　ほり　　　　淘　夢力．車　　なんて　　　　孟うながつたから　…　…。

C㌻ダ）

　　　　　　　　　　　　　一55・一



B

A

c

A

B

A

B

A

望ご憲ごζ錦工（そ，

フロ7ダテ　ナエ、ダテ　　ミナ　　カワカ“ラ

風呂でも　 イ可でも　段んな　　）llかウ

ムガスナヤ。

昔（i＄）なあ。

テ：オゲデ’ナー。

身桶でなあ。

ンー　テ才ゲ’シテ　アダーナ

ん　　手桶　　そして　あんなに

蒜∵∵享惚照笑）
　　　　　　　（6）
キンナ　ミダzダド

昨日　　みたいだと

バケヅン　ナザハ　ミナ　コーソデ

バケツの　中なビ惨　みな　　氷　で

　　　（7）　（8）
アッッヅグ　スカ。ハッアナヤ。

　厚く　　　　ラik（が）　9：長ってね。

ン　ヌカ。　ハツテ。　シテ

ん　ウK（co・”）張って。　そ：して

’ノドサ止エ

外糧　出して

Aソ

　　　　クンデ　ワがサンナネケドレ’

　　　　汲んで　沸さねばならなかっ疫むの

嚢ご∵ぐり

㌃濃磁（∵）

　　　　　　AンダL　　　　　　（そク

ナエクテナェ。

（閣いて）なくってねe

　　いバ’ケツナテ

バケツなんて

　　アノワヤ

　／あのほら

　ホンi；”　シ・シvグ’

　ほんとに　　ひしやく（ヵN”）

　（c勃（笑）

ドゴンデ毛　　アソヤ　　ソラ　　イェード’

どこ嫁でもthSし　天気㈱勧と

　　　　　　　　トガ’ヌケデン、一。

　　　　　　　角孕かすんだっ；格もの、な。

トガスケダiノ。テンピサ　アデデ’ナヤ。

S，耳かすん笈㌦ナミな。　天臼　IX　　あててなあワ

一ろ4一



B

A

B

c

A

c

ホッダナ・・一一一一σ

そんな・一一一一。

ホダナゴド’　エマ

そ1んなこヒ　、A7けこ

　　　　　　　〈9＞
ンン　トガ’ヌナテ

／しん　角孕かすなんて

ナxモナヤ。

ない診の惣。

ヤカ“ンザ　 シ／ト’ゾク。ラエ

やかんノに　　一一つぐ・らしA。　や：∂㍉んソざらて

犠ご：ζ識：（Aご乙甲貿芸㌘

黍：1吉野知∵1．C妻ζり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
諾Cし、。っ慕雲叢馬つ轟．

ンー　シー　　タエデ　ワガシテナヤ

ん火をたし＾て沸かしてなおいろりiく、

謙霧π款ス〈A／t
　（le）

　　。ヤガ’ンダテ　シトヅトカエ

　　　　　　　　　一つきり

茗∴）

　　　　いナエケテ
なかっ夫汐〃）

ミッツ毛ナテ。

三つも・なんて。

　　　　　　　　　　（12＞
コニロリサ。六ンーテナヤー。

　　　　　浮んと1ミrs　，・9　。

・一 ?５一



（1　2）

（13）杉の下草や・陳や笹な、どをメ・D富め酷の。杉礁轡初薫も混¢

　　っており　『」してカ、まど・／）焚き物として女手適．であった。

　　　　　　　　　　　　　狂

（・）近年雪が㍗なくな。てい初で㌦証隼のようにと・・う意摩。

（・）雪の階段の段数．乎地の積雪力、ヴimasoぐ勃あ・た。

（3）　「落ちて」と「…酵りて」の話づ疹がコ司じで1あZ…～。

（4＞　7K　S反＆や炊1・事用具洗t・など’体、すべて、　表通一ク1；沿った小川でヤっ

　　ておった。　そ9をカワバ’タと言っていノミ。

（5）　通りでり窒汐いてVてもノ惹険で・1＊な1｝フた　と潅彪げ’うつ診ク湊蹉フ’た。

（の昨創お敏こんでマイナス1！度であった。「すごく冷ちこんだと

　　きに（PtJといウー意味

（7）　すごく厚く　と・、う意啄。　強意の表親なめで促者を強く言う。

（9）　氷一籍曼をぞすが、，水面にはったものをい：〉。湊すム蛇一〇4、置タ湯地才尺

　　分航て・1う．赫蚤上・北杣メど部裾霧鎚がとけ．
㈹　「解か曲尺して赴」の意。「トガ’スナテ　ユヲモ嗣コa叙onし。

（｛o）　言いかげ　であって，　「…・…湯を身帯して解かす」といラー意p／・　n）こと

　　を言わっもフだったといラ。

（il）鉄びんrbこと。元果檸「走湯し」一一→チャワガヌー）チャー：がス

　　一一→チャガス　と度化・し天と思れれる。

　　「・・…・大、髪築㌦，1ミjの言し4Vi）け。

一う6



3、崩／±享

話し尋

高直　きえ　女　朗冶36年峯凄れ

高梨八未郎男大正3瑠縁れ
佐直・まさゑ女　朗泊34年里まれ

B　タギ毛ノ　ショエダラ　エカ。ンナネケッダナ　ナゾナェ

　　焚き物学藁いには行㈱ば勘なカ＼。規耀な夏（働と）ね．

　　　　　の
　　ンダゲナェ。

　　だから思え。

A　ンダー　ヤマサ。ヤッハ。ウ　才ラエデナホレ　オラエノ

　　そう　　 t肩にね　　やつle。ク　｛奄家でな／（、、」カ、ね　 i奄劣之の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　　ジソカデナーヤマナエケハゲテホレ9tギージャ
　　実家でなんが　山＠ず）蓑かったから　｛まウ　まき（薪）藩

c

A

裟器畜益（B髪ζ

山でね
　　　　　（4）

え一認㍗寝：（∵！

婁二認㌘．（∵）

　　　　　　　　　　　　ぐの

ζζギ〕敦“い・
　　　　　　　　　　、

ヤマデ’

四で

ポシヲ　ホレ

そして　ばら

一一
@5　7　一一一

カウド

翼うと

オラ・ゲ
俺蓬丸｛す）



o

B

A

コニカ。ンナネケヅー　ホノ　アエマニ　ホソヤ。ター／　ヌ：ゴド’

行力噸憾ぱな悔力、。焔。⑳・含い問採　ぼう。　田の　仕享⑧

τ誌青謀＝（∵）論撫柔ヨ，喜説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ぎフ

（％農隙）ζう窮ご蕪蛮鴛癩驚玄ぞξ読1

シェナガ　ムゲッグヅ　才ラ　ホン……。
背中（が）　剥けうん裁、たよ　俺　　はん・・一一・

翻細1二1（∵：A笑）

観纂暁鶏じ薦驚寿蒲。ξヂ）董穿

影ごC鳶零梅）舞詩夏ハ

　　　　　　　　　　　　　　　くの
ショソタソダベ　ホレ。テズバ’ナノ　ミナ　ヤマデカッテナレ。

背負ったク夫“ろう　ほら　　手柴ない（‘参）改な　山で　　　買って救，

（cンダナェー　そうだなあ）之．奪ζζ蕎轟泌霧競殿蘇

　　　　　（7）　　　　　　、！g）
アノ　ユワギ／　ナペヤソサタラ　エッタナ　キーショエ。

あの　，岩木め　　鍋遣Rlま　　　行ったなあネ≧背負い汐。
　　　　　　　　　（？）

cえ読り豪「」毒ζじ蕊鎧ご蕎藁憩雰る

　　　　　　　　　　　　　一ろ8一



B

A

　　　　　（lo）

エッペンク。ラエ　ンヨェダシヲ

ーぺんぐらしく　背負い繊レて

クランナネドレハ　ヤッパソー。
来なければなうないンぢ：ろ）やつはρク

柔ζ射（B＞　ん）託｝＝

オランダユワギヤマノ　示一サ

俺童は　／老木山め　　方に（よ

瀦ち募毒な。莞

ンー　ホ：レガラ　アヌバ’　ホ’ソヤ

ん　　それかう　手柴　　1描

ザサギ／　テスバ’ダノテ　アダナ

さぐ1ゲの　手柴た“のって

スバ　マロチ　コンド

柴を京叙て

カヤシイ　エッタヅァナや
諾

　いンタ　ヤッパリー一　力

　　　　　　　　　xそう　やつは：。ク

蕎㌘C笑）勤ね嚇ひから

オラエノ　ヤマンナ　カヤ

俺家の　山の

㌦り孝衡諺

アド　クルマサ　ツケデ

あとに山草．に　　つけて

　アノ　ナベ’一一ヤグサダラ

　あの　鍋遣に糞ら

CI）

B

ご

　　　　　　　　　　　　　　　・ポゲェ　　．エカ。ネノ、ゲ

　　　　　　　　　　　　　　　そんなに67i　PtないP）3

　　　　　　　　　　　　蕪）

　　　　　　　　　　　　　　　キューソノ　テズバダ

　　　　　　　　　　　　　　　ミゆうクの　手柴夫’マの）

　　　　　　　　　　　　　　　ミナ　ヤマヂ　カツテ　ホレ。

　　　　　　　　　　　あんなのは　汲な　　山で　 翼って　倭う

　　　　　　　　　　ンヨッテナヤ。　ショエグシテ　ホレ。

　　　　　　覚んど背箆ってな　　背璽い出して　隊ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　タ・ギ’バ’サワサ。

十六負い〈1：）行ったもん竣“な　滝葉3尺に

　　　　　　　　　　カヤーブギ’ダケハゲ　ナエブカ〉ヂ毛

　　　　　　　　　　萱葺きだったから　どんなこと醐。てう

　　　　　　フガンナネハケ“カゲ……。
　　　　　　　　　　　　　　（一、

　　　ナンーカ。クテーナヤ　アソゴナヤー

萱⑫）・長くってな　　　　　　あそこなあ

一59一



A

B

A

B

c

B

蝕π窟こぎぼ重ぞ（B薫籍覧客砿エ）z

薪五究鶏言鶴な（¢ンン・一　んん一）読

　　　　　㈲
ドンドゴロノ　サガ…ヨ　ノボルエナェ。

ドンドコロの　）颪撚りよ登ろのに’ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノボ’一リデ’ポッダナ。　タルトジュー一　ヤッパリ　ニン…ジェン

　．登りで　　　そん：な。　　来乃途中（（“）　abっ〔ま。ク　荷材（息＊拳（を）

忽ぞエ塙工採魏蕊（Cンダ　そう）話しζζ

壼顔瀞読ごζ豊野）Qlifui（cナェ。Aンダガ’一　叙沁。　　ぞウだ5たが）

　　　　　　　　　　　　　一40一

　　　　

蒙禦（∵）㌫蔽孫7譲こごう（笑）．

ヤマソヤ　コノー　ノボ’リクダソ　ァッサゲー　ホンーテ

山1＊　　この　　登り下う（かり　あるから　　ぽんとに

1怨諺毫議一θ（¢ンダ・一　そう）Zpm　e

　　　　　　　　　くミヨ　
翻㌫㌧ご1三焦でエ0（dンダt一。　Aハアー　そう　　　はあ）

　　　　　
ミログヅヤマサ　エッタゴド　ナエケガー。

弥葦力寺山に　　行ったこヒ⑫）なカ、っ乃かい。

ミログヅヤマナテ　ホダェ　エザ家ナ。　才ラ・ダ　タエーデ

弥避妊のなんて　　そんなに　行か参いな。　イ六十1（1よ）　大ilCt継）

　　　　　　　　　　　　、、



A

B

A

B

！潔娘：c笥ぽ臓り醤変憲ちごζ薦ぼ寄絃

蘇瀞臓諏岬。諺1劉＃“｛ss：“ド

ショェeノ　ンヨッテ　アス　プルプル　ナテナェ。
荷・物　（を）　背負って（るので）足（かつlge’るふ。ろ　　なってね・。

著惣タ；学轟も㌃（∵）姦1ご議工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱
毛ンダxtナヤヤッ／xoリ。

もんだもの淑　うっ（よ吻。

ノぎ1累テ環ζ論楚．C斗ζり嵩ル

背負ってならよ。

　　　　〈17＞　〈lg）オカナクテヨ　ヤッバリナヤ。ターント　シヲッテ　　ノ79ンナネハゲ

おっがなくってよ　　N）っ1ボリ：な。　たくぐん・　背負って　琴1な1掌れ｛ボなら：蓉いかウ

ホレ。ンー。

ぼら。ん

履7ラマのノ瓢ラ翻）譲瀦憲1．（∵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
雛∴∫：1（Cアソゴサ……　あそ：こic　一一…）モ了景議や痴ンノ

一一 S1一



σ

B

A

c

　　　　（2。）　　　鈎）

ホソギナ・・一’一’アtヅ　ヌッド’ギアンドギ　マダ　ミヅ

i細丸太など㈲あ才し　するとき　あの1ミ（1）まk’S蓮，の

　　　　　　（22）
シェンーバェドゴホゴサガノボタンダ毛ナェ。
づ災いところ艇）　そこ　坂㈲登った／しだわのね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く23）

暴蒜錫審絃歌ciチ雇累寿薪ζど
　　　　　　　　　　　　　　　く2ge）
熱）（A　ンダヅ’ダ’一　ぞういう幻けだ’）汐熱葺（A篇｛∫為り易ち

muA　ナンカ。工　毛ンダハゲ’コノ　スコス　クンボミサ　ハエッド

　　　長い　　るんだかう　この　わずかの窪，ikに　はいると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2S）

犠冷笑）（A笑）ン鶏テ蕊ぎ論ご譲一（∵

蘇義脚窯よC謡⇒濡㌘某窟OC嘉懸り

トプント　ハエンナヨ。

とi3NOん・と　はいろのよ。

ンダヅダー　ヤッパリ　ナェヤ・一・一・一。

’なろほと：”　　やつ1ま。り　：なあ一。

ホンーテ　才ラエノ　コー一　×ケダナソダラ　アダナ　エソポンダテ

ほんと，に　俺家の　　興輔’たちなら　　　　あんなもの燧　　一本ワをちて

飾職・（Aンー　ん一）窮癒磁；認旛

シ。ッダンダ銑7，K・ダゲ謂ミナーアノ澱ギ

背負ったんだコって。　だ’から　　そこ　独んな　あの　雪囲い

一42一



B

c

B

c

A

c

B

c

A

手懸増森1背蘇∵㌶多ζ∵（A　，fう諾調蕎ぎ

韓儲姦£＝轟（Aンーん一）義ざを霧黎愚な：：

　い　　　　　　、、ンター　アエツ

そう

ヨンジューネンテ

　　四＋年で

ヨンジューネンナ

　　頃十三など’

ナルナー。

なるな一。

ヤマワ　ボンデ

山は

　　　　　　（3リ
ンー

ん一

ホダンデ

そんなでも

ンダ、

そう

ンダゲヨ

だからよ

サンナネドー

　　　　ンツン・ヤスエナー。　ナンネングラエナッカ。

あれ（は：）　スしいなあ一　　　　何年ぐらいたフ：たかな。

　　　C29）
キカ1ネガL。

きかないか

ナルナハ。

なうな。

　　　　　　　ナンギ　サンナネ
　　　ほんとに　難儀しなければならない

　　　ユ蟻霧鶏舞C修，

　　　　　　　　い　　　　ナエケツ。
　　　　なかったな。

　　　量談）窟、；ζ膝ゑ＝：c

　　　　　　　（32）
　　　　　コ・ソ・ソサ　キテ

　　　　　ぐつちに来て　町の方に

　　　　　　十三テ・ソケ　才ラー。
しなゆればならないって　罵っていノミもんソず　俺｛よ。

：オアダナ　ホレ　ホダナ

俺：蓬：な輿勾匪ら　そんな

）ホレ

　　　　　（3の
ヤ・ソバ。リナヤ・・ス。

　やち｛まσりな

　　　ツッカェハゲ’テ

ぼら（D）　Dt’）近いか）

　　　　え：）

マヅガダサ

　　　　　（Ak：）ti

タナギ　カ・ソタドギド昼

鳶（を）買・たときとか

エ・ソテ　カェテ　ナンキ：o

行って厩・て　難儀

　　　ヤマ　・ダーゲ’。

　だ’け（1‡）。

スパ

柴㈲



　　ヤマナ　ナエハゲ’オラエ／　イェーデホレ。
　　i｝1なピ　　なかったカ、う　イ奄の　　　　家で（1・X）　　ほら。

　　　く　
　　：；呈ζぞ歪tξ（Aン・一ん一）蕎蕩ご霞稀ζ森三7・

　　C㌫贈りそ議扇ζ議いC汐）誓評

　　シ劃括麗ζ㌃．（壕纂メ）

　　　　　　　　　　（34）
A

B

ハェヅ　ホレ　スンゲ　ショウハゲテ　：ホレ　ンェナガ　：オマエ
そ：れ（乞）　（9ら　 じカ、に　：s8負うカ、ら　　 1ま・才し　肯”守・（かつ　」七前

ユサ　ハエッド’ギ’ピソピリテ毒心。　（笑）　ホー漁　コンド
風届に　（ge　Uiうと・き喚て）　ひe　oひ0りしてよ一。　　　　　　　そして　　　「んと”

　　　（3　g）

ハスメデ　ホソヤ　ヤマサナ　エッタドギナ　コンド　ツギノ　シ

最初の貼）晒　 幽などド行。たとξなどZんど　次の　H
　　　（36）

アカ。リベン　オヅランナエナヨ。コンド　三郷とエ。傑）

　上り施㈲　降りられなひのよ。じんど　腓返糊して

コ嵩モ1シテじζ謙傷突起柔ド

ヒド工毛ナェ　コムラカエリワ。

ひと”し＾ものね　　　溺だ飛しう‘宏。

　　　　　　　　　　　　　一44一



A

B

A

〆
）

望新〉寄嘉二漏畷隠（B｝凄噸つ愈長簑

（ckre／i12Yf）

ミッカク。ラエガラダド　ホダンデナエナヨー。

三日（冒）く“りいからだ’と　そ：んなてrも’ないのさ一。

ミッカヨッカ　ホントデ　ナエZナヤ。コムラrrエリシテ。

三、国日博　　　本調＆で　ないものな　　｝挑逓しりして。

篇翫（∵）簾）ト㌫ド乱竈偽

一一
@4　5　・一一



往

（1）　山里、う切ク早しフを小i柴でご’飯を丈矢’くといク言忌をラ（ナてこク言っブ乏。

②　棚木。雑木の山K木棚を6W、賜り弄した一定の長釦（切フ／cボを

　　績み重叙た焚ミ木。描が多かフた。

（・）「フヨユと勧尺はほとんど生きていない．古い墨者？語形で溺。

㈲　「山で窺う斜剣ま二毛りあろ。①山の立木で買い、秋K伐採し適場

　　な長さに切って乾燥させておさ、復日、家に運δ1場含。②欄木ドな

　　・てい9bのを、山で質いとって復里家に運ノう、揚飢つまク，

　　①山ごと買う　のと　②朗に鍵て買う　のと　二通当であみ．

　　①h“最i安く、ついで②が安く、家に厘んでもうクのがいちぱ’ん島

　　く、この買い方をす＆のは裕福な家と餐われた。

（ぎ）　背中をさして

（6）　えんどウ夏・×ty　thクク・＄さげ’㌧朝彦翼など尺使う支．麓関の柴。

ω18）　地算6録者蛇の北方2～4κ伽のぬ瀞。

（9）　実家1て。

㈹　厘ペタかっ：た　といク意。

（il）　地．亀。多果者地の西メこ4K／vaの山♪e。

Gユ）県単。

⑧　地魚。　ドンドゴロが正しい輝輝。

G4）　：地鳥。

（1　lf）　rk，　fih　e

個　忌棒。荷棒。背顔い聖母や荷ない運．搬のとき　背甲。たまま／j・画す

　　る励崎を織る杖．こ碗域では普通桐の外帯で惚。
　　「＝ンジ’エ〉カゲノレ」　は：，　上のように　して小母する意。

G7）背負ってころんだ’ら怪我をするし、ひとクでは起1き上かrれないほど

　　の荷物を背負うの哲婦であったから、ころβ亡のiEIこわかつ夫。

㈹　「タント」を強め夫言い方。すごくたくぐん。

㈹倶し手¢佐直ま寸ゑの子息が興ちゃん。重緒地高宅であり，話し与

　　Bの若い蒔の秦云先．伍直興輔宅のこt。

（2の　＊i多の率菌つきのi＄．丸太。　もとカマ直4釜／5唖Pπぐらいの芒）の。雪囲いヤ

　　　　　　　　　　　　　　　一46一一



　　板設．小屋等に使う。

（2D勲凌すること。

（・・）狭いとミろを強嫉言レ肪。

（23）　ぼん・とう1ま、　カ、っし4だ’のた；’と：し4う。

（24）　麓のところ、広い亘1莇のあるとこうまで。

㈲荷をくずしてほこし菱とVク意。

（・6）……」，て語。て聞かせてoigaだと・へう意。

⑳植之Rみの樹本。
（28）　雪折れを防ぐ差めの雪’団い。　ソガ’キの語峰tしては，粗朶囲い・柴

　　垣一粗垣・粗囲い・タト囲い　などが考おら」？・（．る。

（29）　・一…一以上になるか　とい）意ク

（3・）敬意を姦わす「ス」1ま助詞なので、共」唖語に訳せない。

（31）地名。村山申湯野沢。話し手Cの生まれ夫とQろ。山添いの蒋塾。

（32）谷地。婚家である現づ主地，

（33）　＄まねをして、

（3り　すぐに一→スク。エー→スクPエ→スンゲρ

（3ミ）　穿導音づししている

（36）土間から座蜘協が喝ところに一疋エ寸中ぐら・吻縁をつけて調

　　くのかつ蓬家の一般的な上か・ク板で、あっ：た。



4叔母さんの卒倒

話し手

△
目
B
C

佑i直：き之　女朋潰36昇生まれ

高梨八太郎男大正3穿生蓉れ
イ丁子モまてざゑ　 女　 β月ラセ｝34年生巷2C

c

B

c

B

C

　　（1）“　．　（2）オベサプ　アエ’ゾ　アノ　タギ’バサワノ　サギ　オラエノ　ヤマノ

i細さ健㈲あれ　地階葉沢の　先“／蘇の　鋼

鶏ノ裳欝繍隣邸ヤ・（A受→
　　　　　　　　　　　　（3）
ンダ　アエヅ　オランダ　カマノン　ドゴデ。

そう　あれ陣　今回（グ）　萱男予の　戸庁で。

　　　　　　　　　　　（4＞
オレド　ホレー　スンサクザド　エッタ
イ奄と　　　｛まら一　　新イ乍．さ／《ノと（カ▽）　4丁フブで

　　　　　　　　　（S）　（6）
Ck／二）シ扉謡象青ノ禦聡

謀臣（Aンーンーん一ん一）

　　　　ctz）
アオ毛ノトリ

　山．菜才糸り（に）　（まら　ついて

ご謡硫。

麓（Aンーん一）

　ンー

　ん一

オバサド
叔母く？’んtth”

ポレオカゲデ



B

A

c

B

　　　　　　　くき　

薩翻夷懇で護潔ζ一C蒼）姦鎌禁1

シューエッツァエノ　カガサ　アオ毛ノトリ　シッタンダケー。

　周一さんの家の　　母親㈹　鴎茱到り⑧　　していたん・だった。

　　　　　㈹
ソーダ’ヅダース　ンー。

　な一るぽど　　ん一

ホシ／テ　ンダテ　チョンドシテ。アラテ　毛：カェタナ　ンナェベー。

そして　だ’って　じっとして。歩いて（て）倒れたのでiよないん：だ叶う。

毛・ソ継場タナ　ンナェナヨー。　オラ・ダホレ　ンダソシテ

倒れたので（的　　ないんだ’よ。　　　　俺違は　　ほら　　　二・紀で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1。）
譲こごモ㌫（Aンー　ん一）裟猟藁㌶㈹ア㍊一

聡ノ堤テ謡蕊（じ笑Aンー　　　ん一）変爺藍禁獄

ナエダキタバンデ’アンベハザアンマ＝チャェナ？　オランダ

どうしたんだ来たばかりで　帰ろうなんて　あるま▽蝋て」なんて　　俺蓮

裂）護款（Aンーん一）「鳶款一聡ご幅ナレ

毅熱淫書（∵）シ孫陥譲届購謙

認蕊㌃（A夏＝禦）蕩1ぢ庵蒜）器轟，

　　　　　　　　　　　　　一49一



B

顧乱忽壷隔子ハてζ∠庶C汐専；穿1り

ンダラ　ワガンナエッダナーテ　ポレ　：オンフ。テ　キタナッダナ。

これじヤ　だめゼなあって　　　　ほり　おんふ“して　来たんだ’よな。

ンダーヅダ’。

な一るほど’。

木ンテナー　アダナ　才ッケナバ’。

ほん’とにな　あんな　大柄な（人）を。

ホシテー　スンサクすバ　ホレイェーマンデエー　ソヤカトリ

そして　　新作さんを　　浮ら　　家まで　　之　　リヤカーを承って

藁ζく案宏蘇ζな（∵）薩llぎ募語源

zンダz六レ。rAンー》・ッデンヅテンシャナエッズ
ものだから　隊ら，　、ん一、　一皆は　　　倉転草（かり　ないし

壕すll副詞護濡漏蕩滋あ．（A著醤り

継㈲縦ζ鰍；ア（∵）1ぎ∴ノとク1，

蹴㌶蕊（∵壌毛彦，1濡冨ワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
誌翌誌一託：（A　ノ＼一　　ンタ“ヅ’ダ　しま一　　なるiまど5）ζ茎：ζ菰㍍ζ

野司G；一一（㌦り硫ス孫ヅ鴬嘉罷蕩ほ

　　　　　　　　　　　　一一5n一一



A

B

c

B

キ毛ヅ　ワレグ　ナタン“ベチャー　’ッズ。

気分㈹　悪く　　なったんでしょうねえ。

キ毛ゾワレグナタナヨー。
気分（が）　悪く　　なったのよ。

タダンナググ毛　ナタケナ　ンナェベガー。

立たれなくでも　なったのでは　ないだろうか。

話董≒記忽㌶＼・（Aンー一ん一）穿1寮歪魂：翻。

撫タ孫∵譲鶴諭プノ＼（∵）

　　ンダハゲ　アンベハー　アンベハーテ

　　k“か）　　り返ろク　　　　／送ろうって

　　（A　L／：）

Cナンテキタミロハナテ
　　な　なんだ’って　もうリ弗ってき笈，なんて　イ国命．は

ユタン9ベ　アレー。
「きったんだろう　あをし　．

腔ダ C穀錨冠（㌦＝）

一51一



（1）

）
）
）
）
）
）
）
）

に
β
色
侮
に
α
㊤
碑

オバ’サワと言うべきところが叡じれている。

オバサには次のよ）な意味がある。①妹・次女以下の娘　②弟嫁

③伯（未ヌ）母　④±もどク女　⑤婚期を逸した支　④おろかな娘

才バともいう，

地，名。＄果9地、乾のメヒ西3～4レ（｝・｝・t．の浅’乙U

地も。　同上

入危。話し手C　佐亙ま？ゑ宅の分家の主人。

ん名。　同上

カガサ　①母親　②（尋どもが呼ぶりおかあでん

ア：オモノ　山菜の詐旧称。、庄内の海．岸をの巻く県内金：域でイ吏厨。

雪で倒れた杉の若木を起です斥業。

敬語バス」
（lo）　アンベ（9．　「行こク」という意味だが、　Rこで惨「帰ろク」の意。

（の　　かカV’むしぐぐをして。



5　萱野刈ク

話し争

イ左直　きえ：．玄噛朗泊36年生まれ

高梨ノ＼太．郎　男　プ（正　33手生二まれ

佐直まさゑ　女　朗泊34一年峯・まれ

A

B

A

c

シェンニ　ホリャ　ミナ　クサや柔ダケハゲチ　オランダ毛

　老馬　　ほb　みんな　草憂根だフ授かわ　　庵た5も
　　　　　　の
アギー　スゴド　スマゥド　リヤー　ノーカリジャ　ェ．、ソタヅニ。

fli）i（　（i（）　イ：ヒ；茅（を）　壽卜えると　　あれ　　 萱野刈りには　 行ったなあ。

　　　　　　（2＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　（4・）

カヅギザワシュー　ンダケッダナチー　アッツノ　．六一土二。

勝木沢の人たち（1ま）　そうだ’つたよな　　あっちの　’∋ヲはな一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カウナダケンダナレ。

買うのであったんたな。

ホソヤー・一・…。

ほう・・…。

　　　　　（6）
ナンーカ。クテナヤー。

長く。て琢あ。

チ
て

、
ン
し

六
そ

テ
・

ツ
て

一
つ

力
刈

お
ノ
ノ卵

一

、
／一

ンじ

ん
一

ん



A

c

A

c

A

帆影）語rCナ嚢濃クテ）慧：
　　　　　（7）
　エーケデー。

よかったもの叙。

　　　　　　　　　　⑧
’・一 V♂　コンド’　ワラ　ホレ　ウッンヨノ　ホーサ‘
そうして　　こんとlll釣　蚕くを）　ほ、ら　（1　asの）そ笈ろの　　％に

　　　くq）

激しζ・（じンー　ん一）歪詫イ磁董バェ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
木シテ　ハル　ポリャー　コンド　ヤネフギ　クルナテ

そして　落に　　ほう　　こんど屋根葺き（尉来るなんて

　　　　　　くほう
ツケランナネヅナ　　コンド　ハエヅナヤ。

鍬鮒れ謙柳、。胤展こんと”それをなあ。

∠一。エナ土二
そうね一一　長いのをな一

ンー　ヨス　コンド　クルマン　ドゴマデ

ん一　葦く匂　こんど　車の　　　所まで

　　　く　ヨノ

オラダそ　ナソ　ツッチャェハゲ　謀
　俺も　　　背丈（かり　イ氏いから　　　　この

ポッツヨスノ　ボー／　ホーホレ

そ。ち萱の　穂の　方㈲｛詩
コンド（笑）シ三　　タヅ’アナヤ　晶晶ヅ（笑）

こんど’ @　背貞つたもんだよ　そ掌しを

　　　コ・一一

　　　こク
　　　　　（lo）
ノエアンバニ

適宜1（

　　
コー　タデテ“

こシ　立てて

タバ’ネデき

束ねて。

ユード

畜うと

　　　　　．　〈ii‘i）

　　ンヨエタシテ。

　　背負い出して。

　ナソーカ。エナ（笑）

長いの
　　　　　　　（16）
ヅルヅル　ンパラテ

ずうず9（と）引きず。て

　　。ホーンテ　コンド

　　。そうして　こん／ど



c

△
昌
R
）

△
〔
B
△
D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
ホ：レ　ヤネ　7エデモラワンナネナーデ　コンド　ハエ）ヂ’ナヤ。

ほら屋撫）葺いてもら三富悔し・んだからこんどそ麓使・てな，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IB）
ンデ毛　アエヅ　ヨッボド　シトキソイェガ　シタ亨ソク。ラエ

でも　　あれ（陶よっほ。ど　　一切以上　　　二切り　ぐらい

　　　　　　　（19）
ヨゲー　ヤマンナユリ　アレダ　ンナェガー。

多く　　　山のわのよワ　　あれじヤ　ないか。

ナンカ。エハゲ’ナー。

　一長いからな

∠ダナンカ。エゲ’ント　ソヨーブンナワ　ホレ　ヤマ〉ナノ　ホー

でう　　長いけれど’　丈夫なのは　　　ほ，ら　山のものの　方（が）

ジ〉ヨープンダテ　ユーケ・・ダ　ェ

丈夫だって　　　　言うんだったよな

　　　　　　　　（20）
カヤー・……

そうだねえ　　萱

カダエハゲL

堅いから

カヤカ。カッダエナヅダナー。ホンデ乏　オラエンドゴンユーナ

萱が　　堅いんだよなあ一　。それでも　俺家の近所⑦）　丸蓬など㈱

ミナ　ヨスー　アノ　ノーンデ　カッテナレt’キョー〉ドー3テ

放ん参　．葦（を）　あの・一野で　　翼ってZf　　協同で

熱烈夏．（8ンン　んん）貌ζ萬鋲銘∴）礁窟契1

（Bンん）孕（寡磁藻：i暴rξζ言∵ノ＼

（c哲芝罫疹濡敬境ぞ：な霧ごヅこ；

　　　　　　　　　　　　　一55一



c

A

ご

ヌi［1テ　ポシテ　カグナカ。ラ

抜いて　そして　刈りながら

鞍㌶ナヤ．（∵）

　　　　　　　（22）
ナワー　マシテハー　ポシテ

啓尾（を）　廻してぐ　　そして

　　　い　　　　　　　いクンナツ〉タナハ。

来るんだったよ。

ン　ハルサ　ナテガ’う

ん　　旧くに　　なフてから　そして

ンー　ハルザ　ナテガう

ん一　9i　；　なフてがら

ホーシテヅルヅルド
そうして　ずるずると

ツッチャエハゲ　　示ノ

　イ氏いかう　　　その

　　　　　　　　（2　3）
ホレ　ホッツ　ウラノ

ほら　そっち　末の

ヤンタナテ

いやだ’なんて　いわないで

ヤ柔　ンデ“　六レ

　　　　　　　　　　　　（2i）
（B条鵬デナに罵誌，

ホシテハー　コンN’　グンレーット

そして（　　こん／と“　ぐ’るつと

アノ　ブユ　ホレ　ホサ　タデデ’

あの　 冬鍵）　ほら　そこに　立てて

ホシテ　ショウナ。

　　　　肯鋤のな。

ζえじ諺ゴ訂．（ごンー　ん一）

オランダナー　六ダナ（笑）ナリ

イ奄なん・かq刃　　そんな　　　背丈④つ

　　　　　　　　　い　　　　　　い　　　いミーナ　シッパラッツンタテ　コンド’

盈んな　引ミゲちてしまうんだよ奮　こん・ど

ホーσ

方＠、り

　　　　　　　（24）＊
　　　ナヤー…一一。

1まら　なあ



往

（i）　野良イ士：事。

（2）河’北町内の小字．急、話レ手Aの生まれた所。

（3）　　　萱野メ4　り　　iて　｛ま㌧字『fっ　　ブモ三　t）　ノしノだ’　　　とし　し、　う　　＝こ　と。

（4）　勝木沢の方面。

〈s）

（
6
）

（7）

（g＞

（9）

（io）

Cl　1）

生えたままの葦を野ごと（翼う）。

ナンー一　1。クテはナンカ。クテ（妥くて）の強調した言い方。

艮い材質だ。たといウ意。

葦を柴ねるための藁。

手まねをしながケ……腰（劃デ伽て　としゅ意。

「イェアンバェイ＝アンバェ」かごイデオム。

いい塩梅・いい加ゲん・痘当・適切・手ごろi・など’・．D意．

立．てるしぐ’さを，しな籾ら。

G2）屋根葺き汐入。

〈13＞　車につけて蓮’験こと：ゆ

㈹蜘よ湿地に生炊いる肋、荷車力唾くまで（まい公塘いので．

㈹複数バだ」（痙）を用しぼいろカミこ鵬餌「づ輪どt」の意。
（i6）　二二に引ミずるよ：〉な状麹iになって　という意。

㈹葦を用いて

㈹屋根を葺くときの葺葦の長さ。50回忌らω。

㈹萱・茅・オガルカヤのこと

（2。）　　同上

②）　直径3n／70回忌らいの京を争で示して。

〈22）　葦の東を直径2へ！3・mぐらいの円錐：形状にまUあて立てて，縄をま

　　わしてしばっておくのであった。

（23）　末’、梢のこと。　ウラポ・ウラポエともいうσ

（凋　どんな労働もやつ笈もんだ　というっもクだっだ由。

一57一



6　二巴やし金と給金

話し手

A　イ左直さ之女面治36年生葦れ
B　　；葛梨／＼太郎　男　大正　3年生まれ

C　　イ左亘まさゑ　女　日月治34　fi三生まれ

A 　　　　　　　　　　くり
オラエノ　ァ京サ　ガッコ　ソヅキ。ヨーヌッド　アッチャ　リャー

俺家の　嫌ん㈱孝校㈲XFIjすると　　あ。S　1〈あれ
　　　　　　　　　の
竃1工細螺サ（∵ン）誤盆ζハ（o変ズ）

ホシテ　ムガスザヨ　ヤッハ。リ　アレンダケデァノー，才一

そして　　 昔はね　　 やつ熔二。り　あれだったもの　あの一一

ポダナ　ワレワレミダェ　ミンヅ／ミヒャキショーテ　ユタう

そんな　和れわれあくたいな　　水呑み百姥って　　　　噂畜つたう

偏が郭獄磁姦＝（¢ンーん一）革瑞翻
　　（3）
コヤス　ヘレンナ　ホノ　コヤスカ。ネテ　ユナ　ツグランナネケナヨ。

肥料㈲　入れるのに　その　肥し金って　　いうのをイ紡ねばならなかったあよ。

（σ蕊家が徽（∵）魏禁1ヤ

窟訓（∵蒲螺テ轟ツ示ζニエ罐ラ

一　58一



c

A

じ

A

（じソん）修訂ど蕊認1

ンダ’ゾンタ“。

なるぽど。

奴隷ヅ　コンド　ダンナガラ　ホレハ　マエキン　カッデ“ハ

それが　℃んど’旦那かう　　ほら　　前令を　　借うて

（c礎℃擁；（∵コ調黎／ま変レ（∵）

コヤスジャ　カッタ　毛ノヅナ　ムガス・　汐ンー一　！　ハェヅ

肥やしという刎塞賢っk　もんだよ　肯（1ま）。　／ん一一1　それが

ホレ　オラエ／　イェーデナノ　六レ　オラエノ　すドツァニ

［防俺家の　家でなんカ、㈲ほう俺家の　父親の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
㍊デ鶴募懸巣：福ごエ〉謀乳ヤ（㌦＝）

紮琴Σ／高終日㍊・（㌦え）窺ご窪海1

ホレ　エドトワノ　アレンダケデ　サガンナ　ド：ゴ㌧ダ’ケドレ。

1まら　　　糸取クの　あれた“っノミろク　盛1んな　　　ところぞ㌧たbの。

ンダヅンダ。

なろ1ま、とv．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
オッケ　コーバ’バソ　アッテ　ポレ　タシェーナテ　ユーナナヤ。

大きな　工場ばかク　あフて　ぼら　多勢なんて　いうのなどな。

籠（∵）儒ノ聯淫一籔峯輪スツド

　　　　　　　　　　　　　～59一



査ζハ∵乞）隷端秀累嘉芸霧篇（じン）

ホンダゲオラエノ　／エデジャ　ホノ　コヤスカ。ネージャ

だから　　俺の　　家でに　　その　舵やし金1＊

采論隣嬉認∵）猛裁弄謡鶴蓋董

ショーガヅ　ジェネ　ナエ》くデカンデ　モテクッケハゲナレ．

正月にilk　お金・（勧　 ×tyまって　 持フて塞たもん：だからな．

（¢ンーん一）頓龍雌鶏凝みぞ俳

ナナヒャグニンク。ラエ　エダケベ’アレ　オラエノ　アネナ

　七百人ぐ’らい（も）　　　儂kんガろウ（が）　づ奄家の　　姉寸ん（かつ

（じン　ん）茗1鰐：畿影三蕃ご談が毒；

蒸ご隷薇器（㌦二）笥謁葺；ご㌶謀1

アダナ　ワガヅニスノレ　ントンダハゲダガ　ナエダガ　エドカ。　水レ」

あんな　老死にする　　入だ’つたからか　　ど：）か　　糸が　　ほら

熟ト千難ソい犠蓑ζ癩議製；な（’Z＝）

ハエヅデ　ジョーヅンダ’テ　ユナンデ　　ポレ　ホーピ　マェ＊ン

それで　　上守だ’って　　　いうので　ほら　図嚢（を）・毎年

一・一@6　O一



B

　　　　　　　（7）

激蕨誌面窟篇ヤ（∵璃ζ1姦鶴
　（g）

寺間墳㈲わらった　ほかに

　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
ニジ〉ユーゴエンナン“ 堰@ソダッダナナや

二十f円なら　　　　　　そうだよな。

モラウナダーゲ’ナヤ。

老〉うクのだ’かわな。

　　　　　　　　　　　　　　◎の
ユエノー　モラウ　コロンダモナハ。
壽吉胃内《として）　もら＝）　　金額だものな。

ホンダドレ　オマエ　ニソユーゴェンナテ　オランダ

　そクさ　　あ｝ま完　ニナ五円なん’て　　　俺など（1の

サンジューエ／デキタンダドホレナヤ。（笑）

（誤納・〉多・ヤ円で　　来たんki’6のね　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll）　（12）
サソジューエンヂテ。オレー　コーチャ＝ンノ　ブェーサ・キタナ

三十円だなんて　　　　俺など　興ちゃんの　　　　家に　　　　来たのは

エと藩バン旛ノ葺罷ζ爺憶募夏∵∵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i3）　（jLl一）

．細ダ／篤づ三三諺ラ覇ごご，

ハヅジューエン。（笑）ホノ　ァド　ブッカ　ダンク。ン　アカ。テ

八十円（だった）。　　そ：の　あと　物価（diY’）ぐんぐん　上がって

棄ζろf，：（∵壕轡蘇評1レ（，訴

　　　　　　　　　　　　　一一61一



A

エゾネンハンぞ　カガ’ンナダデ九。

一角菖半も　　　　　かカ、、る／レだ’ものな。

ホンダヅンダー。ゴジューエンダラ　イェー　ホーヅナナヤ。

そういうわけだ’。　五ナ円なら　　　いい　　ぼう：だよなあ。

　　　　　　　　　　　（15）
エマ／　シトナー　ラーグナヅアン　ユエノーナテ　ユタア。

今の　　　　入なノレカ＼　　楽なんノだ’よノ塗　　　　糸口糸｝勺・なん／て　　　　いっても。

サンジューエンナテ　オマエ　タンダ……

三十円なんて　　　　 お’ま之　たヌ乙“一・…

　　ユタテ　ラグッダナネ。オラ〉ダ　エヅネ〉ハンモ
’百万（円）なん・て　いっても　楽だ’よな。　　／奄など’　一穿学も

弊宅Cり熱ノ面や懸鯛蘇（AK）奮濫翻／

論三篇ン毛（A笑）獄菰論le㌶論）

　　　　　　　〈16）
ホダナンダド’レナヤ。三川ヅオラエノ　アネサンダナマヱ

そんなもんだ’ものね。それがイ奄家の　　姉でん・は　　ゐ’ま之

アダリマエ　　ゲッキュー　　毛ラタ　ホガエ　ヤッハ。ワ　エヅネンデ

あたりまえに月給（を）　　　もらった　1蓉かに　やつ1客。ク　一年で1

鶴ニテ蕩夏姦（∵）二福ご彦控工

却ン鍬嘉ごζ1（㌦二）額久誇ぢ

キョーブェドガ　ナ＝ドガテ　スナ毛ノデ　E｛ラタ　毛ノヅァナヤ。

鏡参とか　　　何とかフて　晶物で　　もらった　もん・だよ恋。
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c

A

c

A

（¢ンーん一）望洋デ蘇云／

ジェネ　eテクッザゲ’ホレ
お金（を）　わってくるがら　ほら

コヤヌカ。ネテ　ユナ　シャツキン
’耳巴やし・会（と）　し、うのは　　・港金

　　　（17）

ンダハゲ

だ’かう

ンダー。ンダゲテ　ムガズナヲ
そ二う　。　　プぎ’カ、ら　　　　嘱者’など’｛ま

　ヅッカンデジャー　アネサ

　実家では　　　　　姉5ん老バ

：才ランタ“　イェー　　エル　　クヅワ

　俺（択）　家に　　尾，た　うちは

　　スッゴダ　ナエガ’ッタズ。〉一。

　　することは　なかったbんだよ。ん一ρ

カシェカ。ンナネケッダナナー。

稼がねばならなかっ夫わけた”よな。

　　　　㈹
ト・ソタタゲノ　ハンブン毛

取った分の　半分も

（¢　云二＝）　　象隻サ　　亥蒙〕宏＼ソ

（¢妻≒ζり

クンヅバ’り

屑（米）ばっかり

ンー。ホンダゲテ　ホダナ

ん一。だ’かう　　　そんな
　　　　　（2i）　　　　　　　　　（22）

　　　　　いニジュータラ

ニ十俵（も）　　ひいて

　　　　　（2午）

郵姦ダケ0（％

＝藁ご誌鷲（¢り

　　　　　　　ミナー　アノー

　　　　　　　政な　　あの
　　　　　　　　　a9）
ネンク。ハガランナネハゲ’テー

年令（5）　継めなミやなわないカ、ら」

ドコジヤ　ナエナーテ“コ2L土工。

と：ころは．　ないんだよな米陪なあ。

　クンヅ…・・

　屑　一一

ホリャー

ほら

　　　　ンダゲ

　　　　：だから

クテランナネケナヤー。
・食っていなきやならブまカ＼つたな。

　　　　　　　　　　（2e）
　　　　　　　ナヅコ。メ

　　　　　　　夏野（9）

　ンイデ’　ウッタドナデ

到った：そうだなんて　し、ウの；なら

ζ肱）

ナヅゴメナ

下米を

アソゴ／　イェーデ

あすこの　家で
　　　　　　　　　　〈2　3）
ユー iンダラ　ホーンテ

　　　　　　　ぽんとうに
　　（24）　（2　S）

　ムランデモ　エッケンカ

　　地区で七　一軒か

ホレグラエ　ウルシトナノ。

それぐ’・〉い　　売，る　　ノくなど馳o



　　　　　　　　　　　　　　　εi丘

G）　小学絞六年監

（2）　製糸コ〔場。まとわψ、らi象をと’るエケ易。

（3）金肥。

㈲　地激。南陽牢池勘て製糸工場があフ差。

（5♪工場主の姥、

（6）　「いつだつて」が原形。エヅダテ　（いフで汐）　を強め夫i形、

（の　たいした　を強めた、形。

（8）鈴金。

㈹　大笈な塗㌧額だよな。

㈹コロはくらいの意。ここでけ「…一一くらいの・鋳動の意。
（M）　士爵興輔。冷し手じの長男。話し等Bの奉公．先。

（12）　来たとき、住段こみで．奉公し乃とき　の’意。

〈13）　奉公先かう

㈹　塾「引っ」込む時」が原形。シコムには、の引っ込む　②引退．する

　　③身を引く　④・卒業’する　などの意啄か’あ6。

㈲　ラクナ（楽な）の強調形。

（16）　「そんなにも給金が少なくて、現金収入が少なかった」といウこと。

（紛　だカ、ら、姉でんの恩に報い多ためにも、姉ぐんのかわクに

G曾）　米の総収手蔓高

く19）　年一貢を納めることを　年貢バカノレといっノミ。旦那の家の番頭が、奇

　　で米を11かり、あ’るい三重マをはかフて、．検査を受けて納：めた。

（2・）　籾で保存しておいて、：夏の端境期i：，脱穀精米する米．

②）　俵（たわら）を　タラという。

（22）　脱穀して：。

（23）　ホンテ（19んとうに）の強調矛多，

（24）旦那衆力野掛お金持ち、素封象金満家。

（2S）都落町内含1てあ婦範囲の地区、区蕨、



7　蚕の収入

話し手

率直き之女
島梨八太郎王

佐直まさゑ女

朗治36葺・生まれ

大正　3葺髪まれ

明ヲ含34年生1ま才乙

A

パ
レ

A

　　　　　　　　　　　　　（D　　　　　　　　　　（2）

墓ご篇富繋累げラエ㌫ご玄（∵）

ングタテ　木レー　ヤッパグ　オゴサマノ　カネナ／　コンヅガェ

だ’って　　1まら　　やつ1ま。ク　　蚕の　　 ・塾など（；勃小鑑｝1（k一）

　　　　　　　　　　　（3）
ナテズマタグ　ナ黒毛カニ毛　力胃ンナネンダ・ソて　すう〉ダ

なゲてしまったつ　　いうん、なものを　　買わ夙や才Uボならないん：ぞ’し　　おれた「b｛X

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
亦レ　ハヅニ〉毛　キョーダエ　エダンダゲ　カ“ギ〉ビ巧チャ

豚ら　八人も　　　兄弟が　　　いたんだ冶、ら　子どもたちに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
カ・ソテケランナ家ベッヌ　ホゲナ　オゴサー／　ジェネナー

買ってやらなげをqぎならないフそろうし　そ：んな　　：蚤の　　　　　　金・なヒ“

ノ＝ゴラネツ“ンダヅ　ホレ。

　　　　　　　　一残らないわけだあな

蔑磁硝諺㍊ガ・（A∴⊇顎一・
　　　　　　　　　　（の

纂鶴蕎誌ダ旛㌘（∵）ネ海ジユ｛

　　　　　　　　　　　　　一65一



B

A

B

A

　　　（7）

　　　　　　　　く9）
礁＝）蘇マ嘉踏絃（じン　ん）衿回髭、

（σ密一嵩∵テ訊ダテ∫弱懸聡

讐驚．（％二）

芝ζ蹄舞（Aソーダ　そうだ）蜜裏憂禦1誌毛九

カンジョ土エー≡』±。

甚か定蔦る）なんて》、う伽ネ，

ン　ボン　iンヨーカQヅカンジョーデナレ。

ん　盆と　正資の：勘定でなあ。

　　　　くの

iゾェご　ハエラネ　毛ンダ毛ナー1．。

金（かり　1まいらなしく　もん．だ壱の微。

易ダー基訴（∵）住蘇魏基も；1£3，．一；．．．．寒，

三ζ論ジユィ忽就飯銚説（¢ンーん一）

　　　　い9マリン9テ…・一一一。

醤油だ㌧て…・・

　　　　　　　　　　　　一・ろ6一



c

A

が
し

A

ナンボ　ヤッスエタテ土二。

いくら　安くっブミってなあ。

∠二。　　クーッス　ホレ　ホダナ　　ミナ　ボ’〉

ん一。働し　ほらそれV全部金（・）

ンヨーカ。ヅ　カンジョーデ　六レ。ンダデ～＿　ナ’ゾカェゴナノ

正目（の）　　　甚暫定で　　　　　ほら。　だから　　　　夏蚕などを

　　　　　　　　　　　　　　　　Oo）
ウッタテヨハ　ポ’ンノ　スハラエンデハ…一。　木レ　サガYンダテ

縛ったってよ　：盆の　　支才ムいでさ一一一一一。　　　ほ．ら　魚だって

著熱蕩三笠匙翫梱三ζ一院：：犠熊評

（㌦二）獣ζ孟譲∵ド凱琶属妊｝葛草
　　　　　　　　　　　　Ul）
ジェネ　ダサ業ゲ’　クンダレナー。

金（髪〉　　才ムわないから　　食うんた”よなあθ

乏長享碗C之＝）］t：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1　2）
ホレー　ミナー　コンド　オゴサマナー　ウッタタテ　ズハラェ

ほり　　汲な　　こんど　繭なんか　　　売っセって　　着払い

サンナネデゴ〉ドナヤ。　ホレ　バ〉シューサ〉ナノ　すエダテ
しなr猟ばならないだろう　こんど’IX。　伊ら　H吃秋．蚕ごなと“　　　　　飼ったって

づンド　ズコーヌツカエ　オ．ガ’ネッ・ス。　ポダナ　示レハ

こんど　少ししか　　　　飼わなし、し。　そんな　ぞオし

シェンダグス）巴ヂダハーtテン押ゴシュ＿（磐アヂ

選択すろのだ　　なんて　　　　　　　ん　　男ノ）人たち（を）　あてに俸

サンナエナゲナテ　ホダナ　ゴド　ユテ　ホレ　すナゴシューノ

で1こないんだ’なんて　そんな　ことを言って　ぼら　9の人たちの

一67一



B

木ンマ・ゾンダ’オゴサマナテ　ポダ’＝コ。ド’　ユテ　オグナダケドレナヤ。

へそくりだ’ @繭（の金｛めなんて　そんなこ乙㈲言って　飼ウのだ㌧たよな。

バ’ンシューナテ　ユードヨ。　シ・テ　サンドモ　ヨガエグモ

睨秋（蚕）なんて　いうとさ。こうして　三ノ隻も　　四ノ隻も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　s’）
オゴサマ　才エダテ　ジェ＝ナー　エヅeンダテ（笑）カツヵツテ
蚕一（2）　　飼っても　金・参ど毬　　一文だって（なくて）

ホダナ　C笑　ノゴラネナヅアネー。

そんな　　　、残㌧ないのフぞものね。

　　Q“？　．　．．“　一．　．．．“　“　＊

ハエツバ’ンタ毛．ノ　　　　　　　　　ンタツー。
．それ｛ポかつだもの　そうだ欲．

かつかつで，

68



征

（D　「湘返り」（tSサ・イクル）が原形。

（2）蚕を飼うことを　オゴサマ才グとvaク。

（9）　　　「プ弓「も4皮に　・し」　カ▽原ラ形ρ

④「餓鬼ひ％」か源形．子どeJ・　IE＃．いつも腹をすかしてカベつが’っして

　　いることからの卑手ホうしレ、。「～びうJ1ま／く間の複数を表才ノす「違」

㈲欽だけでなくお金の薦弥。ffQといクふく編務。
（の　元来タマソは、自家製の醤油のしぼる前に臼然にたまる上質の醤碑

　　の称であ，たカマ、嫁製が減，て商勘・独ま掃眠荘が。て醤漕

　　の総称となフた。

（7）掛け買いで。代金あ乙ばらい〃）約束で商物を買って。

（8）繭を売ろことをオゴサマウルといク。

（q＞　薫直屋（いさ1ゴや）。魚屋。海産物を：籠に肯負っ養ク、　ソヤカーにつ

　　けフミクして一軒一軒売り歩く行商であった。

㈹　・一・一一　は，rすつかうなくなってしまウ」といウ気持・ち。

（1りたくさん食うんだよなあ。とし・ウ意．

（12）　亮つたとしても。

（i3）　肖ij減考「る。精選する。うレ、しノぎ亀｛ナ妥司：＞o

（i4）男衆連

／lの　いつも〉き“りき「ワで。　吉語「かつ拭つ」　の変イじか。　どう尺かこうにか

　　ヤ；つとま｛ミ、；ヲ、う意。

ω　硯・金収入はそれぞりない、養蚕の収入だけ・だ’というこヒ。



8草履作りと小遣い

話し穿

A
昌
B
C

イセ直　 きデし　Pt＝　e月＞G　36年≧kまれ

高梨八太郎男大正3葺生まれ
伍直まさゑ　女　朗治34＃生まれ

A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ
ジョーリナ　ツク々テ　へ・ゾデナエ・ソバジューサンシェン
草そ夷なと・い　　！乍っだって　　そんな毫のは　一斗で・　→’三」銭’

　　　　　くの
オド：ゴジョーリ　ツクテ　ジューサ〉シェンナ　ジ三一ニシェンナテ

男（物の）草履を　　作って　ナ三鉄㌧か　　　　一ヒニ藪⇔のなルて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
1の♂紗揚モノナヤづ⇔一1ホダけナンボ
＼　ん一1そんなもんだ’ぎ・り匁　　　x　ん一ノ　だかウ　　いくう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のエ・ソショケンメ　ツクタタテヨ　ホダ’ナ　ヨエ　タヅ’コロ　汰ダェ

ー一 ｶ懸命漁＝）　　　づ筆つたって　　　　そんな　　用に　立く匪ど’　そんなに

（笑）ヤ》パリー。

　　　やつ1容。り一。

オラエノ　バンサ　ェダ　ドギンダド　ナンボエッパ
俺家の　　　婆さんが　生きてたときた“と　　　いくう（かな）一把

ニジューヨンンェンダケガヤー。

二＋輝戯だっ托がな

ンー　ンダド　太レク。ラエ　ズッドギ毛　アッタンダ’ンデ毛ナ。

ん一　そウすろどそれぐらい　するときう　あったんだ’　それで右．



B

A

ハ
し

A

B

ンチ毛

でも

（Oンー一　ん一）ζ1記紘、）び悪計

　　　　　　　　　　　　　　くの
ンダテ　エッ　ポンド’ギ　ナエデ毛　ヤッスエヲ

　　　　だ’って　　　　そのとき　何でむ』　安いって

C嘉ゴ三泥ノxo気脈三遷窃ζ些
　　　　　　　　　　　　　（の　　　（7，
ンダー　木ダナ　ミナカ。ガリシテ　フス　　　い

そう　　そんな　・金艮総出で

諾芸無ヤ・（σ詑勘浜来

　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

ナエケ。

潔かった。

ホ：レ

ぼら

ユー毛ノノ

いうも〃りの

灘）斎夷別。三τ：⇒

ムガ：《　az一カヅポジョナテ　アン＋タヶザ’ゾー．

老rは　　　生ヲG補助なルて　　　　あったんプごろう訊。

駄議ヨ）奎舞鵡筆記夏湾諺一ノげ

　　ホ：タ“十・…一一Q

　　　そんな……。
　　　（9）
クェヘンナダ’ケッダナ＋エ。

A

起茨・だちたんだよな。

　　　　　　　　　　　　　　　　（lo）
壁ンーサンニン乏オガッヂ
子どもたち㈲ん一　三入も　　　置かれて

スナッダリ　ピョーギ’ナ　サッダリ　て・レンダラ

死なをしたり（亭主力N“）病気に　　なった：つ　すれig”

　　　　　　　　　　　
ポダナ　カガ　ナ〉ヅェガ　＋ッコ冒　ポしナや

そんな　妻博　どウにか　　なる伝ど　　（まう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ヤッハ。リ　ナ）キ。シテ　ガギビ巧　オカ。シcrナテ

ヤっ1＄oワ　難．儀1して　　 尋どセたラ（を）蕎てたなんて

一ア1一

テーヲユナー

亭2などに

ポンーテ

ぼん，とに

’e　〉一N

＼ん一1

ユ．ナ

いう：とも



c

B

C
△
〔

アンナヅァン。ンダデ　ムガズナ　ホソヤ　ジョーソ　ツクテ

あろんだ’よな。だ’かう　看などは　ほら　　草履㈲　　づ乍フて

ア／　コメ　かソテ　カヘダシトナナンボ’毛穴ンナヅンダチ。

あの　米（勧　買って食べさせフミ，ぺなど　何人セ　　いうん・ブぎょな。

（c議㌻脱二1

　　　〈1ヨ）

言ぎ霧ビ慈寵ぞ鰍蘇）宏ζζ（∵㌦＝）

アレンダド　ホレ　ナワ　ナッテ　ホンテ　ヅヨリー　ツクテ．瓜

あれだ賜うだ’ほう　縄（劾なって　そして　草，後㈲　づ㌣っで

　　　⑲
更㍗チヤ曝露謡で（Aンー　ん一）

ンオヤンヅホレホゲエカランダジョープ㌧デナエヶッヌ
ん　夫（的　ほう　そんなに体（カつ　文夫で　　　なかっ夫：し

採点謁∴誤∵∴∵1（c影A郭三三⇒

トごカ”ダ’　　スノレエ

土．方（を）　するのに

　cめ

竃菰野；蘇慮獄ナ上・（A毫≒デ
ポ・ヂ。ジ。一V・y　f7テママカヘデ拶！ナテユサす

それでも　葺履㈲　　づ乍って　飯く匂　食わ℃て　おくなんて　いうのは

夏赫ご∵蕪：森簿．（c、深黒＝1
　　　　　　　　　　㈹

（∵）稀窒青雲果た鷺編旧藩1ぞ

　　　　　　　　　　　　一72t一



B

A

が
）

A

コメ　カッ9
米（を）買。て

ヤ・ソスエツス

安いし

ンテル　ント

している　人（！勾

シテー

そして　令の

ポダナ　カシェラン・ナェペー。エマ　ジョワ

そんな　食わせられないだろク。　今ピ1さ）　草覆（は｝

シテ

ぞ：〈て

ホダ’ナホレ。

そんな
．（cンり器転カヅ

　　　　エマーノ　　　　　　　　　　　　　　ントリバ’一リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一入ばしっかク（の）

ジェニトリナテ　ユード’　コレモ　タエヘンナンクzナェ。

現金収入なんて　し1えぱ　℃れも　大畑なんt：“　b4な。

鈴一
　　　　　　　　　　　　　（cンAンダー　ん　　そうだ）

亀嵩ク爺（∵完二：

　　　　　　　　　　　　㈹
　　　　　い　　ントンタラ；　ジニニニトリー一

　　人だ’って　　i哩・金収入

＼　　　そうだ’、．

シそッサデ　エゲントナエ。

しているから，　いいけど’ね。

ポ〉一テ　ハエヅヤッノNOワ

ほんとに　それは　やつぱワ

　　　　　　　い　　　　　　　へ　’vヵvンナzナvケツァナや
使之なか、つたんだよなあ

　　　　　　　　　　㈹
シェンベ　アカQッシャェ。

せんべ1い㈲おあが’りなでvx。

　　　　　　　　　　、、

ン9“ Q
だから

ナクテ，

貧乏で。

ムヴズナノ　iジェニ

着一などIPt　　金■ネ

i！　cンーンゲ＋！ンー。

＼　ん一そうだネよ、ん一．

ホンーテポ9“ナン9ケー．ア・ヤ　へ・レ三江ゴ＋ノー・ホレ

ほんtに　そんな　そ：う；嬉た　あれ　　春＼蚤など　　　　　ばら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20＞
・ホンデ毛　マエ十ノ　ウッド　ヒャグエ〉サヅナ　ミルェ　ゴド

それでも、　繭：など（を）　亮，ると　 ｝百円才しなどを　　　　見られる　ことカX“

ヌ窯誕犠霧鵬ヅ熱藁菰船鉾突藷（¢ン　ん）



B

A

B

％1漏（B卿鵜三塁ジュー（’f，　iEt“i｝7　V｝）

カシェーダテ　ヒvグエンサヅナ　ミランナエナ9“ケ。　オ：ゴサマ

稼いだ’って　　　百円礼なんか（は）　見うれないんだらた。　繭（を）

ウッテリャ　マエナノ　ワダスド　ホソヤー　ヒ：ヤグエ〉サヅナ

売ってさ　　繭など影）売ゴ卜すと　　ぽウ　　百円礼などを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2り　　　　　　　（22）
毛ラテ　キタナテ　ポシテ　オィェペッサマケ　アケρw　マヅナテ
6うって　　来たなんて　そして　　お葱比須さ誹1：　　撲えろ　　まずしなんて

ホシチ　コンド’（突）ミンナチャ　ヒャグエ〉サヅ　タカ。ガヘデ

そして　こんど　　　汲んなic　｝百円為し（を）　　　持たぜて

メシェデグデ　ヒャグエンサヅナテ　コダエー　ネウヅ　アンナダ

見’せてたろう　百円札なんて　　　　rんなに右　卜うち⑩りあるんだ’

こ瀞烹（笑雨渓蕨青ノ隻概篇1（Z）（ごり

贈爵㌘郭呈幾重〉州紮侃）1二1：
　　　　　　　　　　　　〈23）
ヒャグェンサヅナノ　ワレワレ　ミラ〉ナエケ毛ナ　ホンヂ’毛

「g，i’

o］，札などは　　　　われわれ鯵）見られなかフ：た己のなぞんで診

薩……一・・’
！奄蔑垂プ参とい一一一一。

ミランナェ。

窺うれない。

　　　e4）

1…欝÷浩滋をゴ．（∵之＝）認

　　　　　　　　　　　　　一74　一



A

B

コソdガエナテ　ユタタテ　ゴシェンカ　ヅ・ソシェ〉ダデナェ。

ノIN遣いなんズて　　いフても　五鎮か　　　十鉄’ナごもの忽。

c事ざり藤野ζ誤ζ：

　　　　　　　　　　　〈2S）
ンダー。ハヅカ。ヅノ　オマヅ’ナテ　ユタテ　：ホレ　ゴシェ）ナノ

そう。　（IEInt）八月の　お祭なんて　いっても　ほら　五隻ギなと“

オランダナノ
4奄蓮し，など’（カN“）

ゴシェ〉ナテ

五銭なんて

エッシェンカ
ー鍍力・

オランダ’｝ぐ毛：

俺豊とも

才レ一

定（iE；）　一年

アダン〉ダド

順だと

ヅボン

エヅネンデ

　　で

毛ラウド　ヨローゴンデ’ナヤ　ポダナ。

㊨ラクと　屠こんで　なあ　　そんな。

ツネニ　毛ラタ　：ゴド　ナエナード’レ5

常｛鵠着う。たこと幽ないんだもの．

ゴソントがテ（笑）ポダ’ナバンデ。

　　　　　　　　　　　　　　．ヨ」、厘とかフて　　　　　そんな（金額）ま払クで。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　ソヤ　 ＝コーチャェンー／　 イコ＝一　 ニコニタ

　　　あれ　興ちゃんの　　　　家K　　居夫

ジューエン　アッド　エヅネン　9クサ：〉ダ場ハゲ九。

十円　　　　あれ，1ガ　一年　　　充分だったカいうな。

　　　　カッタ’リ　〆Aハーホ》ダがナー

ズボン㈲買。たり／は一そうかな

1鴬著幻想謀菰（㌦⇒蕪ぎ窪斐墓二

　　　　　　　　　　　　　一75一

綜鑑読匙二C穀闘



A

R
）
△
〔

B

A

エラネゲント　ホレ　ショーカ。ヅテ　ユーtド　ナエ〉デカンデ“Z

いうないけどi紡正彫て　　いうと毎年きまフて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26＞

款稀蕩ごサ㍊癖ぢlc見＝）蘇∴0

（∵二∫碧灘ゲ孝筋ン一義薫
ンー。ヤ・，ハ。リ　ンダEナヤー　ムガス　ナエンデZ　木レ

ん一。一やつ1ずり　そうだね　　　昔（は）　なんでも　　ほら

ヤ・ソスエクテ　ホレ。　ヤッt　エr’ント　カワンナエナダケ

li］ii，くって：　　　　　しまら。　　安い1すれと“　　　　　質：乞ないんxだ’っ　プ乏

〉テ毛。

でも。

叢読鑑（㌢『）嶺孟最読彦鍬

ンダ　ト＝ランナェッヌ　ナェナダケ毛　ヤ・ソバ。ワ　ジェニ、

そ）　とれなかったし　ないんだ’つた6のやつぱワ　塗ト洲

　　　　　　　　　　　　　　　　く27）
募脈∴讃朔リ匙壕訂0（8；の）v＝：

　　　　　　　　　　　　（28）
オナコ。ントノ　ジニトソナテユーナナエケ2ノナェ。
女グ）　　ノ〈の　　　金＼とつなんて　いうのは　 なカ、つたb～の才訊。

（∵∵ジ覇糊ソノ灘詔一〇（A卿

ンダデ　ド：ゴーヂ’e　ホダナ　ジョーリジャ　ツクタナヅアン

だ’から　ど＝：でも　　そんな　．草履は　　　　作ったんだよな

ムが．K　一一。

・蓄（は）

　　　　　　　　　　　　一76一



c王

（D　十’．足で一把。

（2）　巾三寸で作Kくいカベ、女物（ウニ寸八分）よク，ねだ’んが高い。

（3）　ホダナ（だから）の強め．た形。

（4）

（5）

（d）

生藤葛のたしになるほど。

どんな品物でも。ど’んな商晶でも。

全員の協力llよって葦履ができた。草履ができbまでa奥津は、

①わらしごき　②節ぬミ　③殴こし（米のとぎ》ナ）っけ　④水洗い

⑤飾干し　④節切ク　をして「節」を礁る。そaあと　⑦草履編み

⑧槌でたたく　⑨金棒でのす　⑫＋足ずつ束掴る。

一方併行して糸亀ないをすう。①わら才丁ち　②4毘ない　③撚りか1ナ

④こすワかけ　⑤丸める
か・く上．必で士：事のため1（，家族全艮力“，手わ｛ナして、　手ゲ云った。

（Yフ藁の静

（8）　ストローを切る。飾と節との間のズトw一の都分芝ワる、

（7）生活ヵ塔し・、、経済醐・苦しし、騨飛ヒ。

〈lo）　残されて

ω）　ナンズェガ　ナッコロで「ひどく」といク慧’味

（i2）　オヵ9ス　は　①育てる　②β、くらます　③茂らす　④繁茂さセる

㈲近所の主婦のfe。

（粉　才ヤズ　は　①父親　②男の成入　③夫

㈲　ゆミのでん

（16）　ママ　カヘデ　才グ　で「生活を斐重いる」「生討を立てる」

㈹「もう」というニュアンス，

（lti）　①多見金収．＼（老）　②生計主体老　③稼ぎ’乎　④お金ヒ7

㈹誰題の流れと1欄係なし｛・、茶菓をす鋼てし％。

（2のミルエのエは，可能茗あらわず。
（こ21）　　　ネ申イム　1て：イヌミ　え　　る　　こ　　ヒ

（22）マヅ　間投助詞的楼美ら芝。

〈23）4奄達　という意yネノミ’か「　ひ・ラミーなおっプ：ミクしていうと；さlrイ吏ウ。

　　　　　　　　　　　　　　　一7アー



（24）　　よっ　tま。と“裕ネ届な

（2S）旧暦八月十五冒を中1心に行なわれた谷地八幡神社の例祭。迩在で右

　　bつとも賑かな祭うで、昔は一週間もの間続ひたので．谷地のバカ

　　祭りとも、ド〉が祭クとも呼ばれ、舗多文イご三略地舞楽と凱旋奴

　　（ふり女又）かぐ有名である。i睨デ王は、　ブし月ナifヨElから三1ヨ間ヂアなう。

（29）ナ錦。最上噸勤り町の釜淵。

（27）　「良くないしな」のねじ：れ。

（29）　ジニトリ　のお金eラ．②理金収＼　③収入を摺るたあの仕事。

一78一



9　1iZ守ク

話し手

△
目
B
C

権直ぎk鞍骨治36新生翻れ
高梨八太郎男火干3拝生まれ

佐直まさゑ　女　朗治34耳生孝れ

A

B

A

B

ヤッノぐソジュンジュントホレコンド毛ポレーアし
やつtまDつ　 ）i野々と　　　　　 illiら　 手どtもくを）　fgれ　　 ≡ろキt

窺∴割球気て眺（c罷⇒之＝1

　　　　の
ゴログニンナ　アダリマエナンダケ（笑）。

五六人などは　あたりまえなんだちた

ホンダー　ゴ切グニ〉　スヅハヅニンナ層〉

そうだ　　．五六／気　　　κ八・丸なと㌦ま

ミダェダケハゲナヤ。　犀ン　ンダハデテ

脈い蘇栃筋一んだから
コン h毛　オカ。シテ　ケランナネミダエナ　モングケドし

手どもが’育てて　やらな蝋ぱなうない蔽啄侃だ。た瞭

ンダゲ　ェヅンバン　オッキナナ　コ　コン毛ワツア〉
　　　　　　　　　　　　　　　スすε’から一香　　　上碍などは　　手守端托よな
　　　④
ヅ㌧一・ソトナェハ。

ずうっとね。

　　／ア鯛マエ
＼んノあをりま九

　　　（2）　（3）
　ホ9“ナ　コンド三一バ

　そんな　写一ど’もを

ムガ’ズ。

vi刀煤f　1＊　e



A

B

A

B

ンダ　ヅーット　＝コ＞eリヨハ　ヤッハσり。

そう　ずうっと　手守だったlj　ヤっぱク．
　　　　　（g）

諏ζごドζえll葛柔膨浮篇ワ罷傷）

バッツノ　ホーバ　オバンナネケッス。

末っ手の　　労を　　　おん肘しなげれけご’ならな・かフたし。

　　　　　　　〈6）

諺蘇）グワ競（B笑愉識論ぼ一ワ論、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
コンeリワ　スネーナ。アノー　ツッチャエガラ　ト毛デサ

子守は　　　し’ないな。あの　　小（い（時）かう　野良に

ご警終：蘇ζ鞠（㍑乏匪ご盗需：㌦二）

ヤッパソ　ワガエ　バ’ンチャド　シタン　エダ’ケハゲ㌧ナ。示／

や切削若い　婆さんと　二人　罵ったかうな。その

シト　ンタ“　コ）eリ　シテ　ケッケハゲ　ボレ。　ンダゲ

入9蓮くてバ）　」チ守ク（を）　して　 く字したカ、1）　　1まら。　　プ≡ゴカ1る

ト毛デサバリ　デハテ　アラタヅダナー。

野弥麟かク出て　あるいたんだよな．
　　　　　　　　　（8）
オラエノ　フンiジコナノ　ンナエナー。ヤッパリ　エヅンバ＞

5奄家の　　 ’菖・士子など’淳　そうでないな。　やつIEFOり　一番

射潔畜ご！ハ．（弩㌃よ航り至護轡

　　　　　　　　　　　　一80一



A

B

バンカダ　；ホレ

タ方に　ほう

ンダー　亦シテ

そう　　そして

シテナヤー。

して叙え。

　いンタ　ヌル

そう　する

ドゴンデそ

　　　　　　C9）
ママヅマエシテ　才ゲナハーナテ　ヤッデチL。

ご・飯のバ士度して　おけよな　なんて　いわれてさ。

ショッデンノ　ントナ　オ7？X“ンナネ　カンージョ

昔の　　　　　入なとい　おん［零、“しな｛す才しばなうないつむク

　　　　　　翁ぢジヨ濡姦ハ；（Aンー　〉ダ’一　そウ　そウ夫”）

ど瞭濃欝享轟㍑ζ（Aニゥ㌻磁轟，

磁藻：鶏（A卯彦翻ラ傷∴A；翻

嘉灘著瀞謙lc藻：蓋）米

一81一



　　　　　　　　　　　往

ω　手どもの数、むうだいの数、について言ゲていろ。　t

（2＞　わう手どむなんかば　といクややなげ’fO　t7奈ニュア〉ズ。

③　一・・をiざ　のタギ存か．

㈲　何年もの間、長らく。

（5）デハ・レ（出張る）の家を出ろ②勤めや拳却（出る③野劇埣

　　　　　　　　　　　に出る。

（の　第一子が、第二子昂三手をおんiダし，壕1二手が第四子の子守をし，

　　第…三手が第三手の子守をすうと）、クぐあいに　順送bにすbぐと。

（ワ）　①小さい蒔から　②小さいといラ：哩由で　の二つの囲タ亥かつあるが、

　　⑦の：ぢは右’老の便嗣渚であ：る．

（8）　話し手8　高’委だノ＼太官βa）長女（第一寿・）e

㈹ご飯仕舞い　とも。

一82一



10　手足による農作國業

話し手

　A

　B

　c

佐直蓬え女
高梨ノ＼太郎　男

二二まさゑ女

朗〉含36年生’＝まれ

大正3年生きれ

朗泊34年生まれ．

A

B

エッソー　テアスンデ　スネゲンバジャ　ホレ　キカエ

すべて　　手足で　　（作業）しなげれば　ほう　機械俸

款欝・（㌦⇒＊

ンダゲ　：オランダガラ　カンカ。エッド　ヒャキヲヨー　ヤンダナテ

’だ’カ、わ　　俺など’カ、う　　　考え、ると　　　　　「百女宅（が’）　　　　いやだなんて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ユナ　ナシテ　ヤンダテ　ヤンナネミダエナ　毛〉ダ乏ナェ。

勧の　なぜ　　いやだって　言禰ぱならなし琢たし・なもんだもゆね、

エマ　ナヤ。ラ’ク超こ二。

今　　なあ。　．iX≦でなあ　。

（A塾。易㌫）奪ご寡三言；ごζデ嚢ζ劣

藤；ζ鷲ζ認親（∵A∴ヰ㍍り

　　　　　　　　　　　　　一85一・



A

B

A

　　　　　　　　　〈2）
オラーダナ／　アエヅナ　ドギ　ホダナ　トーガ毛　ハヅガモ

俺i壷など’　　　あ才しの　 ときは　そんズな　一十日も　　：ニーや日も

　　　　　　　　　　　　　（3）
鶴（。罫蘇り冨外輪乙謡家評し、。二三平

熱㌃ノ＼悩㌻）

ターウナエナノ　ホダナー　ヤ・ソバ。リ　エッシューカンカ

田起こしなど（を）　そんな　　ヤっ【がワ　一一一　Pt，間か

トーガク。ラエナ　ヌルンダラ　ミナ　ユービ’　ズカグエ

ー1一・Eぐらいも　　したウ　　　段んな拓（が）　四禽に

玄塊逼塞∵二番継馬：

魏蘇霧∴二）乱）：；藷齢裂1∴ζ）

ンー　ンダベハ　ヤ・ソバリ　木ダナ　エ・マナノ　エマノ　シトナ

ん一　そうだろう♂　やつは。ク　そんな　A7など　　令の　　人など

ダンテ　カゲデナバ’リ　ミナ　スッサゲ’ンダ’ゲノ　ショッデン

軍躯）細プてば’。かク何で宅すeかうだけど　着捗

ホダナ　ナエッスホレ　アゾダデレ。ポダナハ　トーガグラエナ

そんなものは　ないし照　　あれだ乃ウ。そんな　　十日ぐらいも

タウナエ　ズルンダラ　ミナ　ヌカグエ　ナテハ　ユビ　ボーダナ。

田起こし㈲　　したう　　　政んな　四角1：　　なって　　指（かつぞんな　。

　　　　　　　　　　　　　（s）
タウナエジャ　ァエヅ　ッッカヲ　エル　スコ。ドンダ毛ナヤ。

唄起こしkX　　あれに　　カの　要　IP　仕：夢だ’もaな。

　　　　　　　　　　　　一84一



B

c

A

B

A

B

A

B

ンダゲ’オナコ。シューナ　ラグデナエッダ’ナナヤ。

だ’から　女の入など（｛9）　楽でないんだ’よな珍

ラグデ’ナエ　オナコ。ンユーナノ　　ンー。

楽でないよ玄の人など㈲　　々一。

　　　　　　　　エエ塑。
　　　　　　　　　手間ど㌧るもん：たちた。

論識磁ヨナエ．（∵廷盗ヅ

藩忽工き、ケ（A望窺霧忽恋♂ラエトケ

タウナウド　コンド　ホレ　ァメ　フラレッド　ニバンヵエズヲ

暁恕すとこ々ど｛訪雨（lc）F隼うれると二番vaしとい。て

峡） i∵）ζ燕ダ轟磁篇よ（A芝生

カワガ’ネハゲ’一一。

重力、ないから一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　（6）
ツヅ　シネトごット　コンド　ツンブンナェハゲ’ナ　ヤ・ソパリ。

土㈹乾力、恥と　並露幽）国巡いかわなや・　（30ク。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

慕翻；鵠ζ：ワ烈∵）三三∵エ・

（c誇Ak＝無二郵諺野轟∴ξi劉ン

テマ　カガッケナェ。

手間ど冶もんだったな。

　　　　　㈹
　い　　　　　　いンタ　ァエーツワ

そう　あれは



A

A

ツンブサンナェケモナェ。

砕かれなカ、つたものね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lo）

叢シタ欝潔二〇（∵り漏（諮

テマカガッ坦ごθ

手間　ど㌧る　　　カ、ら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
当駅菰姿態工（㌦二）：翼ち2蘇客：
　　　　　　（12）

Xrl選録焦（㌦二）

ホノ　アドカ“アワヤ　コンド　ンマンデ’アノー。

その　後か　　あれ　　ミんどは　馬で　　　あの一。
　　　　　〈1　3）
ンー　クレギり

ん一塊切
ン　クレギワ　シ　スンナ　アッケ・ソヌ　タツンブステ　ユナー
　　　　　　　メん　外切ク㈲　　　するの（カつあった　　　田潰レ　って　　いう

蕪）蘇（笑）蘇テ舘ス／議艦募ナ（劉

1：霧ざ霧厩嘘テ謙㍊了．（A芝勤

アエゾ　デデガラ　ラグエ　ナタケゲントナェ。
あ｝aしカゴ　　乞撤てカ、ら　．楽に　　　　　なつたっけ・けと；’　kao

ンダ　ンダー。　マサカ“リデ’ミナ　ツンプサンナ木ケモナヤ。

そう　そう一。　まさかりで　＆んな砕力、なければならなかったんだ’ものな。

　　　　　　　　　　　　－86一



C

A

B

A

c

A

B

（Cンダ　そう）完＝：

無；，（Aンタ“デレハー　そウだ5ナ…もの掴）

カロクテ毛　アエヅ　ツンブンナエッス　竺、
軽：くっても、　あ名α窪　砕｛すなし1し　　　　　　だ’からヂ云σ

ツンフ“ソ　ェデナェー、

万季けないものなあヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C14一）

蓬ぼ㌘毛1ζ（β諭三ぎ訂逃路ぞ

誌為綴（x）：埋門裟：雲亡蛮繰1笑）

アエヅヨ　チェット　ントナ　ミッド　ラグミダエダゲ〉ト

あれ1店葱　　ちょっと　他人の㈲　　，見ていると　楽みたいだ1す：れと“

　　　　　＊ホンーテ。

ほんと，に。

　　　　　　　　　　　いウワッツラバ’リ　ツンフシテ　エランナニ…スナ

表面ばっかウ（を）砕いて（閤　　いられないしな

ホンダー　ナカ“マンデ　コー　プ、ソトルクラエ

そうだ’　中まで　　　ミう　つさ通．るくらい

漏爺蕩訂著叛：（Cン9“一　そうだ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
コンド　ツンブンナェード　ゴマがサレッド　コンド　タウェン

こんど、砕けないと　　　　ごまかされると　こんど惨田植の

　　　　　　　　　　　　　一87一



A

B

A

B

A

ドギ　シ，ンヨ　カゲネクテソヤ。

とき⑳代掻きが⇔まく）できなくって煎。

コvコ旦エ±
ごろごろしてな

薪；鵬霊（A㌦り‘勝り蘇㌘fぞ

ワガンナェナナェー。

だ’めなんだ’よな

ンダー　ンダーゲ　タツゾブ〈yヤ　ホレ　コー　コマグ

そう　　だ’がら　　塊；打ちは　　　　　ぼら　こう　細かく

㌶スド翫ぎナ度∵．（∵）記嘘欝ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　（16＞
アダリナノ　ホダナ　ンマナノ　エダ　イェデ’ナノ・一…　ホンーテ

あたりなどで　そんな　馬など　　ノ零点　家でなんか・・一　　ほんとに

ホダナ　ムラデ毛　二広ッケンカ　ニゲンツカェ　ナエハゲテ

そんな　地区で・t，）　一軒か　　　：風車子　レカ1　　ないから

：オラエデナノ　六レ　テーデバ’リ　サンナ＊ケツ“。　クレキρリ毛

俺家でなど　　ぼら　手でば㌧かりしな瞭ぱなら参かっ夫な塊切ク渉

；；認B叢厩θ
　　　　　　　（17）

ll添謙憂ご簿疏A器り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ag）
クリキ。リデバ　マダ　ホレ　クファ　サンボングワ　ホッチャド

塊切りとい雑また励飯x三本鍬㈲　そっちにと

：著擦罪なご乏瓠煮1（β二繍謙1



B

A

B

A

B

A

　　　　（19）

並……。
持ちか之　　一一…・。

　　　　　（20）
アエヅ　コー　コー　ニンド’シテ　マダ　スング　コー　トカエデ

あをしは　こう　こう　二、度やって　ま乃　すぐ　　：こウ　持ちかえ・て

（A㌶：）：；漏蕪謳薦菰（A　lt”，j‘S’，F，［ごり

認訟鵡鑑㌫霊1…訟（笑）（B笑）

コンド（笑）　アヌ　キッテナヤ。

こんど　　　尺（を）切ってな。
　　　　　　（23）
アッチャコッチャ　ナテガー。（笑）

あべ　　こべ・　に　　　　なって　か。

ホーダ前チャコッチ毘ナ弾ズヅラェダレ
そうだ　　あべ’　こぺK　　　なると　しにく、いものね

姦ζ訂。ぎこ蓋（c笑）談姦ξ盆二犠ス

　　　　　　い濃説諭差読麟戻（c窃、；途翫ごワヂ

　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クレギワナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郭話ワなんか

ポレ　タエシ・タ　ポダエ　テマ　カガラネゲ’ド。

ぼち　たいレk　そんなに手間どらないけど。

ンダ　アエヅ’一ダド　バエー　スルエケハゲナ。

そうだあれだと（塊描の）惚さでき勧疹な

ヌルエケハゲナや談

で・ミ尺かりな。

　　　　　　　　　　　　　一89一



B

A

c

A

B

ナエンデカンヂモ　エネナノ　イェサ　ショッテンダケハデナェヤ。

何はと撮れ　　稲など外濠・　背負って（来て）だ。たからな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（均
（㌧∫一儲艦7じ渤撫ソーフ語0

ムガスナヤ。

　昔はな
　　　　　　　　　　　　c26）
熱しぎシテ（Ai／1⇒策ンデ蕩嘉；疋

　　　　　　　　　　　くコ　
木シテ　マロガネンデ’ナバリ　オラ　イェー　エダ　ドギ

そして　：束ねないでばっかり　俺（鱒実家に　いた　と．きqま）

マwガ素ンデナバリ　ショッタハゲテヨー。ヤッハ。リ　ヨーグ

：東組ないでばっかり　背負ったからよ。　　やつはワり　よく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠s）、、
ホンデで　ワワアエニナヤ　ザグザグデ　ヤネケツ　アレ

それでも　割合いにね　　　さいくさ“く　　しなかった　よ

ホンデ’毛ナヤ。　ホダナ　マロテル　テマンデショッタ　ホ

そをしでも船え。そんな束ねて哺手間で　背負った方㈱

謎謎ノ1磁級疑ζB聴しζ一∴
ツ、ソヵエ　ドゴンダド　ンダケ毛ナェ。＊

近い（田の）　と：ころだ’～二　そうた“つたわの才1λ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）
オ　オレー　ショッタ　ゴド　ナエケデレ　コーチャ＝ンサ
×

　　掩1（内　背彙つた　ことが’なかったものな・興ち　mpん’の家に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）　　　（3り
1ぎ侠）（A笑ンダゴデヤー　　　そうだ’ろうよ）菩論濤山郭

　　　　（92）
ナラビガダ毛　ワガソナエナッダナナェ。

並べ’方も　　　わかi）7なかゲたんだ’よな。

　　　　　　　　　　　　一9C一

タ
た

キ
来



じ 論憲ヅエ託（㌦暖聯ぞデ
ョンジューク。ラエ　ショウケハゲナー。＊

凶十（東）ぐらい　　背負クんだ㌧たからな。

　　　〈g3）

タンートンタ“zノナェ　タントショウ毛／。

たくさんだ’右のね　　たくさん背負ウむの。

A　ワン9り一ント

B

A

B

A

B

　　　　　　　　ウエサ　コー

湾曲して　　　　　上K　　“こう

ンマグ　ナエハゲナェ。

うまく　ないから叡乞。

ンマグ　ナエ毛ナェ。

うモ圭く　　　なし、芒ノのね　。

ハエーヅオランダ毛イェー
それ’よ　　　づ奄たちも　　　実家㈹

　　　　いショッタツー。　1，k9　一一ナ

肯負ったな一。　そんな

　　　　　　　　　（3s）
ヅルヅル　　シッパラテ　　コンド

ず纂るずる　引，ばる状態｛てなって　こんど

（峡）

　　　　　　　　　　　　（34）　st
ヨーハンヅ　ナラネド　ァェ・／

両端φV）　　なりないと　あれは

　　エダ　ドギ　マWガ’ネデ

　　いた　　とき　　束ねないで

ニーツグリ　ヘダ〉ダド　ダメダ1

荷存り（が）　下手だと　　だめだ．

　　ア・コ◎ツラ〉ナグナヲ峡）

　　　足（を）　蓮べなくなって

ヨッ木。ンド　ァノ　カケρン

よっぽ。ど’　　あの

ンダ　…ヨッホ9ンド　ア．エヅ’ニノ

ぞ：う　　　よっ　｛ま。と’一　　　あれは　　，荷の

ヤシt：ンマ　ヤシェンマンデ’ダド
×　　ヌ　x　　メ　　メ

　　　　　　背云い梯子　でだと

　　　　アノレ毛ナェ。

加減（が）あるものね。

一9礒一t

　もさツクリヨー
う乍つ　よう（カvり

ヨツボンド

よっほ。ど

アンナヨー。

あるのよ　。

イェーデント

良い1す：itとい



c

B

c

A

B

A

青筋請．c⊇ζ⇒

　　　　　（36）
　ロ　　　いば　　　　 い　　　　　　　　　　　　　　　　もも

　　　　　　　　　　　　　　いア／フフツンツァ　ジョンダケツナヤ。

油屋の爺さんは・　上手だったよな。

スコースヅヅダゲント。

少し　ずつ　だけど
　　　（3の
スメデナヤ　c＞　スメデ　コー　ワンク。リーント　コー

締めてな　　　ん　1締めて　こク　湾曲さ一せて　　　でう

宏㌫し漏藩ズ）諺看ζ喜訓潮リ
ショッテ　サンナネケドレ　ムガス　ヨーグホンテ。　ムガズノ
背負って　　しなげればなうなかっ夫もの祖　昔は　　　よく　　　　ほんとに。　　　管の

シトナテ　カランダ　ツンヅエダヅナヤ　ホンデモ。

入は　体（が）　読いたよなあ　それでも
　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
ンダ　ボレタゲ　ジョーブン・・一…・ポーユー　ウンドーバ’ワ

そウ　それだけ　丈夫　　　　　そういう　運動ばかク

タテッサゲ　ジョーブンナダベ’ナェー。

してるから　丈夫　　　な々だろクな。

ンダナン＿。＊ン＿ンダ。コヤデポレコンドエネ
そうね　ん一。　ん一　そう。　諮厘で　ぼら　こんど稲（匂

コエ：ヂナヤ。ホシテ　：コンド’　アメー　フラーネド　ホレ　ソドデ

扱いてな　。そして　こんど　雨（か“）　降らないと　ぼら　，屋外で

　　　　　　　　　　　　一92一



c

A

浸染望潮∵）娠ボ晶遷変ぎ姦蓬㌘霧；

ハエヅ　ポレ　カグコ。シテ　エ％　ヘッデオグナヅアン　コヤ〉

それを　ほウ　覚悟レて　　稲㈲．入れて　置くんだよな　納屋の

ナガサハ。

削てぐ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
ハエヅ　コヤ　ナエ　シトンダ　ィェーサ　ア／　ミナラテ

それを　葎纏つない　人たちα斜　家の中に　あの　又なして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）
c芝ζ）ζ1製隷・c餓冠∬身蔦1恋：語；1

ヤシxデ。

さゼて。

ンダド　アメ　　フッ　ドギ　　ホレ　スコ。ド　ナエワゲダ　ホノ　エネ

　だと　雨＠マ〕降るとき㈱ほう　仕享び、ないわけフそ　その　稲〔を）

弐漉藍畿1じ：c芝が遷；1ζ氷嵩臨；llご裁1；

コンド　ナガ〉ナ　ハエッタナ　コンド　コガ〉ナネヅアナヤ。

ミんど　 屋内、の　　．入れてあbのを　’ミんど’　才及かね｛ゴならなしNa欠。

（Cン　ん）妻；tζζ祓窪、識）颪嚢で詑：諫

薪聡識レム羽慣．（∵り蘇7潔
　　　　　　　　　　　　　　　　く4i）
ホーシテ　シエンニ　アダナ　ノケPスネナバソ　ウェ“7ケモナや

そうVて　Ye　l＊　あんな三二など｛謝、り繊軌だ。た劫な

　　　　　　　　　　　　　一95一



R
一
A
U

囲
し
△
∩

¢
△
〔

c

ホシテー。

そして

ンダーナ　コメ　デ・ソケハゲダ　ンナェガヤー。

そうだな　米（かつ　多く：とれたからで・ないカ、なあ。

ンダベ　アレー　ノグスネ　ハンブングラェ　オラエノ　イェーデナ
そうナ｛’ろう　あれ　　　　芒添fe’（を）　（作付の）半’分ぐ’；うい　　／奄の　　　　｛実：家などでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）

薪薮猛奏1（∵）二聡1鶴案ぞ訂轟．

タエヘンデ　ノケρ　ミナ　モプルクラエ　ヨサンナ掌ドレ　コ〉ド。

たいへんで　芒（が）全部　むげろほど　打た叙ばるらないものなこんど。

毛　モケ9・．ケヅナェ　ホンデ毛。
メ

　　もげ’るらんたちたね！それでも。

ンダ　毛プ・ソケ　ホンデ毛　ンー。示ンデモ　アダナ

そウもげるもんだヨた　それでも　ん一。それで沽　あんな

　　　　（43）
アエコグナテ　ユナダド　ノケ『一・……。

愛飼なんて　　いうのだと　：芒か“

ンダ　アエヅー　アエヅー　ンダケナー。

　　　　　　　　　　　　　　　いそう　あれは　　あれは　　そうだったな。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）
ミンツカエケハゲ　ホダンデ　ナエグノ　アワヤー一　iンギ’シマド77“

短かかったかう　　そんなで　ないけど　あれは　　敷島とか
　　　（4S♪

トーコ。一ナテ　ユー　エネダド　ノゲ　フットクテ

東簿んで　の縦と　細太く，て

裁契嘉ヤ｝（Cンん）部隊ξ縫こζ：

　　　（46）

野馬傷泰認1τ窪蕊獄（㌦：）

　　　　　　　　　　　　　一94一



B

A

B

A

B

A

c

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4ワ）

部穀箕謡孫ご：（eξ『グ1，V）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ク

雪下狂言陥芸諮以∵三態嘉み1τ薦之

烏嘉ご諜ζ：（c茎多り

　　　㈹
乏カェネーケモ。

／到れなかったもの。

ンダー　モカエネクテ　カラ　カッダクテ　ホシテ　ボレ　ノケρ

そウ　　倒れなくって　籾：毅（ウつ堅くって　　そして　詳ら　芒（が）

ミンツカエケ毛　アエヅダド。

知Σカ、カ、つたもの　　　あれだ’と。

ンダ　スコス　アガエーミダエナ。

そ：ク　少し　　赤：い　　ヌ（たいな

アガクテナヤー。ンダL。≧二＝。

赤くってなあ。　そウ　。ん一。
　　　　　　　　　　（ぎ。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SD

　　　　　　　　　　もし　　しロンマク　ナエ。ホンテモ　タント　デル・ソテ　ミ〉ナ

篭くながっ．た。　　それでも　たくさん・　できるって　波んな

ウェンナダケダレ　アエヅ。

植えろのだった歩なあ　あれを

ンデ毛　ムガスナノ　ホレ　ネンク。ナテ　ンマエノ　ンマグ

で’も　　　十一など筆　　　ほう　　年貢；なんカ、　旨いとか　　　旨く

　　　　　　　　　　　　　一95一・



A

c

B

c

A

遷り競．ζマ論1ひ1二1∵

　　　　　　〈S2）

磁ζ銃ご（∵）論紮扇1磯郡グノ
　（53）
マエヨ　シギシマドガ　トーコ。一ナテ　ユナダド　ノクρ

前よ　敷島とか　　東郷なんて　い勿だと芒かu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（醐

ヨレネクテナレー。ナンギサンナネケ　ァエヅンダド。
も　じブ㌧なくっ　て　なあ。　　葉建イ義’　　しな1す才賦1こならなカ、つた　　　あ才した“と二〇

　　　　　　　　（S5）　〈55）
∵曼藁；ダ／郵亀雰メ／c二ζ）二脇孫ぼ

ンマエケヅナエ・…晦ダ⇒

旨がつたよ才a紀。＼　そう　ノ

　　　　　　　（ざ6）
ン　フス　フスワ迅。
　　メ　メ
ん　　節藁下酒。

ン　フスワラナンナ。

ん節食Kなるの．
　　　　　　　　　　　（鋳）

奈義認蕩；翻篇ナー（∵）瓢．

　　　　　　　　　　　　　…96一



B

A

B

A

アレンダデ　木レ／。ホンデモ　ムガズ　シェンバンデナバリ

あれ：だろて　　ほら。　それでも　　昔は　　　千歯扱きなどで’は㌧かク

　　　（58）　　　　（s9）
コエダゲ　カゲ’マダバ’リ　アッテ　ホレ　エ　ホダナヨ…一…。

才及いたかう　穂つき籾くばかり　あって　　ほら　　之　そんなでよ…一’陰。

　　（6。）

スグ三三ス　タエヘンダケッダナナェ。

劣り残り打ち㈹た）、へんだったよな

　　　　　　　　　　　　　　＊ヨシテガラ　トスナダケダレ。

打・てかう鰍か隔ん芯た。

ホシテ

そして

コントご

℃んど’

カジェ

風⑦・り

ンダ

そう

　　　〈62）
ボ’ンコ。ナスデ

唐竿で

ホ／　カスバ

その　かすを

　　ハエツハ
　　　それを
　　（66）
トごゴダ’テ　コー

とこの象にも　　こう

アッド

あると

　Sl　．．st

ホレ

t湊ら

マダ

ま茨

　（63）

蘇論蔦楓薦（A奪り奪ご！

　　　　　　　　　　（64）
ζ罷；ζ総と；ζエ．c竃多）

　（65＞

コー（笑）トンバシテヨ。

こう　　　飛｛ボしてな。

ヨサンナ木ドレナヤ。　ボーゴナステ

才抜測＊“ならない初叙。ボーゴナスとい。て

ワンク。リント

湾曲

O一ン
ん

一ン
々

B
り
　

ゆ

ナダ
よ

ゾ
の

、

五
レ

ケ
た

ツ
つ

ア
あ

ヨッタリモンテ　コシラ：　タダガンナネヅンダナ

国／、もして　　　こうして　ロアかればならないん：だ’よ

り
　
　
ゆ

｝
一

ン
ん

ヤナ
な

1蘇（β茎ζ遠；麓

ハエヅデ　　コー　　サン＝〉毛

それで　　1こう　三入b

　　　　　　　（∵）麓



c

A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6Y）
ヨッタンク。ラエシテダ’ド　ハガエンケント　ントリシテナンダラ

四人　　ぐらいで　なら　はか（が）行くけれど　一人で　　など

ナガ’一ナガ’。

なかなカ、

逝ナンダラ　ヨレルモ∠記±工。
一入で　なら　　　もげ’るもんでない

彰誘1差穿・㍑⇒

7kダゲムガ’ヌジャ　ホレ　カナエジュー　ミナ　ホレ　ァデ

だ’から　看i3　　　　ほら　家再中　　　　みんな　tgeii7　あてに

ミンナンテ　サンナネナダドレー　ンー。＊

みんなで　 しなければならないんだ’ものん。



（り　「ぎいたくなる　という　ニュァンズ

（2）　諺i繁丼冒や野灘家ミぎの時9こやしてしべ・る・

（3）　チョスは「いじる」意U’あるが，「こで群島事のことρ

（4）　｛トの乎を才旨して

㈲　ッヵラ（カ）の強めた表硯。

（の　シネ（干ない、早々、ない）

（7）　ツフ“ス（砕く）

　　　　　　　　　　　　　くれわ（8）　荒，起こしした田の土塊を、：塊割クなと“でた1…いて江田か1て・砕くこと。

（9）　アエヅ’ワ（あれは）の強調しだ表1硯、

（IO）　　　ユ　イ　　。　　各家，相互間の　互助費》な　労イ動力　〃）　交換ii：こ　よ　　多　共　周ノ労イ動σ

（1りコワij　1ま「疲れ献轄1馨る、翌年の乃容詞。

（）2）　ムサ・イは，の減’らない　②減クirくい　③消滅’しにくい　意味の

　　形．容詞。反対語は　オケナイ。

㈹塊打ちで砕けなかりたところを、さりに細かく鍬などで切ク割る。

㈹ノシャゲテ（伸し封デて）カベ原形。

㈹　施打ちをいいかげんにして、ごまかされると。

〈i6）　エダ㌦aタは、継．続や黙読を丞ら’わすθ

（i7）　アエンはアレと同じだが，やや強調して示す＝ユァ）ズ。

　　ここでは「手による労働」を指してし曙。

㈹　田畑の荒起こしに使ク鍬で、身が三本にわかれている。

㈹　ス春心ル　のとクかえる　②ずクか之る　③持ちか之る．

⑳鍬でさくろ手まねをして。

倒）　アェ：ゴとわ。歩巾のこと。こミでは「足の曼び宕」　アコ。ツソ。

（22）　ハラダクサイとb。ハラダはの嘘　　②でπらの　　③9ずい　　の意．

㈲足の運びと三拳鍬割塚か黒蓋ぐ、正しい方向にならないこと。

（24）　（23）　に同じ。

（濁　ジェンブ（全部）の強めた干肉。

α）雪國の崩に稲はコヤと噸ず’れる納屋兼作紫場に収網す珍のであ

　　つた・。土間床が普通で、かなり夫きな建物を湾1っていた。
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　　その蔽舎の上のカまで稲を積み上げろことをさしてい；る。

（2の　稲の旧株ぐりいを刈り取って稲，束にし、それを六つ（六；把）ぐらい

　　～まuめにした大きな稲束にするの三富で、それを一束といった。

　　そ：こでは、　「大きな東にしないで」

（28）　束ねないにもかかわらず　背負。ても稲はくずれなかフた：と。

（2e）下男斧三三の家に来た年は。

（3のやせ馬．やせた聯晴須クほどの択山の荷物を背勲ろという意。
（31）　稲の。

（32）ナラペガダモの糠じれ。

（33）　タン｝＼（たくさん）を強めた表i現。

（34）　荷イ乍クを指す。

（3り　葡然に「引フばるよウな状態になって」といラ意。

〈3G＞話し手（ンの分家の彪入。油売ラ行商であった。

（37）　才奇纏i、で荷物をきりつと｛締めて。

〈39）　農作業に適する

㈱稲を蓮び入れて積改重淑て

く4e）　ボンボントとも。①ごみやちりの舞い上がる形窓。②炎が盛んな形

　　容。③草などが勢いよく繁茂する形容。

㈲芝（のぎ．稲嶺などの果実のタト1微の知てあ旧い毛）の長い稲。
（42）　芒の長い稲

㈲稲の財齪，．

〈4x）　x，

（45）　t．

（46）籾．殼や芒や藁屑などが下着にささって、ちくちくと肌を刺す減じ。

　　オラッ木。イが原，形。．イラは、いらいらする’いら草’いらだだし⇔

　　いり立つ　・いう　らぐ　　などの　「幽いら　（苛つ3　と同じ参診♪原であろ）o

㈹　必読を巌才・す。

㈹　石取り　で3，ろクが　穀取り　で勇ろうか

（49）　稲が倒イ大しない性：質であった。

㈱X甥　ンマクナイ（旨くない）の強あた表硯。ンマッグがよク強い。
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（52）　コメヅラ（米面）。　米の外観’毘｝’ゴ之

（tr3）　嚢薗という品孝重がづi…られよウになる以前。

（s4）　ヨレ木（選れなし〈）。老竿でたたいても雛駅藁レペからばらi＊’‘　e＞

　　に取れなva。籾だけをとク蛋すための作業だったから「選る」とい

　　フたものか。

（ss）稲の品種。

（Sら）　藁丈：カぐ島くて，　草：履の；杉〔料（フズ）をとるにi適した稲‘の品種。，米i宗

　　旨し・グ収穫量が少なか。た。

（sg）　ボ’一ヅ（坊主）。芒於ない品穫の総称

（St）　コエダゲ’く：汲いプ…から）　コ／ゴタとハケの融者。

〈s9）カゲマダ藁レベから粗粒がぱウばらに散らないで，籾がくっつい

　　たまま穂ごとむレクとられ夫：もの。飾（籾通し）にか1ナても、箭1の

　　中にタ契り、　さればといってs捨てるわけにもいかず：再び叩かなけ

　　ればな）なかワナ…ρ欠け又　であろうか。

（60）スグロ　藁の外皮などuカゲマダとが混じク合ったbのe

　　スグル（之りすぐ9）・→スグリ→スグロ　が。

（6i）　トサンナェ蘇（籾遍し）にがげられない。

（62）ボ・ゴナス．唐竿連記麦打ち棒のこと、：なし捧力煉膨、，

　　「zなす」は、穀物の穂かう果粒（穀粒）を切ク津参す。脱穀する

　　こヒ。

（9　3）ノ善竿で打つまねをして

（醐　風でごfy　fi6わらを：飛ばレて、カゲマダを選別す’る。

（65）　飛ばすと：きのしぐさをして

（66）　どこ（の家）にだ㌧て

（8ア）　ハがエク。　①イ士事が順調に進む　②三三がどんどん進行すろ。

一雀01一



話し穿

A　　佐直　き之　女　朗治36年生まれ

B　　高梨ノ＼太郎　男　大正　3穿生9れ

B

A

ヅエンプン　ポッツコッツサ　コンド　サンカ。ヅァダリ・ダ’ド

ずい献ん　　そっち℃つちに　℃んど　多感あ1｛iりになると
　　　（り

認舷護議齢（ハlg’）才ゾζ詔ダド

エツンバ’ン

ー番

（㌦⇒

　　リエンクテ

　　（2）
　　　　　　　れ餌ζいう偽ね、（

　　　（3）　　　　　　　　　　　（4）
ヒロ・ソサダ　チンド　テンドナテ
　　　　　　メ　メ　スラム『さん（は）　　　　　　　　　，天。童じゃ：ない

“ンナエガヤ。Aホンダベチャ

　　　　　　　　そうだろうよ

ユ級ナエσA

　　　　　　　　　　かて・ソ　フケエトこ㌧一サ

　　　　エタ
42了くって　（言。て）いる　じゃないカ、な。

峡） ﾞ誓ζ芦。之二）

ホッカェドーワ　アタガ’エ．　ドギ　ンナェド

北海直は　　　暖い　　　詩で　ないと

　　　　　　　　（s）
メーサエニ　ミルダラ　トーガ　カガルテ

明細に　　　．見るならば十B　　かかるって

北海道に

　ワガンナェベナ

　だ’めだ’ろうな

　　　い　　ンデ毛一

　　　でも

ユー iダンデ〉ナ
いうん．だ’でもな

・一 P　O　2一



R
｝
〈
〔

B
△
〔

（㌦＝）歪縫計毛σ

コッツサ　エカQネ　ゴンタラー　エ．ンカナーナテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エダ〉ダケゲ’ント。

こっちに　4回忌ない　ならは“　　　4了：こうカ、ななんて　いたんだ’つた1ナど。

（笑）ンダ　ヤッハeリ　アノ　ワガエウヅエッテ　キタ　示

　　　そ：う　やつは。り　あの　若いうち（に）4予って　来た　方（かつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g＞
イx一ナダ。トスエングド　木ダナ　クタービッデ　ツカッデ

いいんだ。　簿㈹行くと　そんな　くたびれて　疲れて

アつがンナェ毛　ホダナハ。（笑）　オダクサ〉アダリァ　チョード

歩けないもの　　そんな　。　　　お宅さん．あたりがし　　ちょうど

．イ＝アンバエナ　トスコ。ueダ。アラギア〉バエダッス。

いい具・含・な　　　年頃だ’。　　行くには絶好です。

マンダハヤエベナー。（笑）

まだ　　早いだ’ろうや。

　　　　（q）
ハヤーグナ　ナエベヅハ　水ダナ　エマミナ　ワガエ　シトバ’リ
早くなんか　　ないだろクや。　そんな　　今・はろくな　　：差…い

タント　アラグデ’トショソ　イェガ。（笑）

多勢行くじ洗いカ・年前　 よりも。

ヅェブン　ァラ’グエ　ナタンダ　ホンデ毛ナェー。

ずい献ん　行くように　なったんだ　それでもね：ち。

　　しもアラクー。

行くね尤。

　　　　　（lo）
ワッ；グエクテテ“。

蕩く。ても。

　　いンターッス。

そうです。

　　　　　　　　　　　　　一103一
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B

A

B

A

　　　　　（1　［）

誠　ヤヅシューナノー　トスエッタナバリ　ミデンダゲント毛
こっち　谷：地の入など’　年いった人は“つかり　ゑたいだ“けと“

　　　〈12）

サンバダシューナ　イェアンバェ　ワガェナバリミダエダナー。

ジこ畑の人など　　　かなク　　　　類い入．ばかク教たいだな　。

ンダベース　エマ　ワッガエ　シトバンダ　ァラグナ　ミナー

そうでしょ）　今抹　飼い　　　入ばかクだ才奪くのは　みな

ンー。ヤ・ソバ。ソ　ゴジュー・ダ1エ　　ログ’ジューダエダド　アレダゲンノ

ん一。やつは。ク　五ナベ　　　　六十代　　　　だと　あれだけど

：オランダミダェ　ズヅソユノ　ウェー　ナッドハ　ホダナハ（4）

俺なんか　政たいに　　七→一の　　　　上に二　　　なると　　　：そ／しな

　　　（i3）
オ毛ヤミデ　トッガェ　ドサナ　アラガンナェ毛ナヤ。

心湧乙で　　　　　遠い　　　　　所Kなど　衷テけないbの　　ね。

ンダゲ’ホユナ　ナナジューダエダラ　ナナジ≧一タヒク。ラエナバーリ

だかう　　そういう　七十代なら　　　　　　七ナ代　　　ぐらいの人ばかクの

コー　トズンナバ　コー（笑）ズカン　カゲデンェデアラグド
こう　年の入を　　こう　　　時間（を）　かけて　連れて　／｛くと・

　　　　　　Q勾

鼻轟又編蘇諺ゲなばり寛慌蕊誌
　　　　　　　くISS）
トスー　アエヅナ　シトナ＝。　木／　トス　トヌ：ニ　アエヅ

年が　　あれな　　入は叙。　　その　年令別に　　あれ㈲

スッド　ホダンヂナエナ　ソナーCガヤ　ァエヅァ。

すると　そんなで　ないの　でないかね　あれは

ンデ’モ　オランダミデナ　ナテガラハー　イェノ　シトモ

でも　俺蓬みた）、に　な。てからは家の　人も

　　　　　　　　　　　　　一1　e4一



3

A

ヤッハσリハ　ホダェハ　トッガエ　ドサナ／

やつは。り　　そんなに　遠い　　　所などに

ヤッダがラネハゲナ　ンデ毛ナ　ヤッハ0リ。

やりたかΩらないからな　　でもな　やつは。り。

蕩ζ窃；（∵遷罷エノ入，

細網’ごエノ油屠ζご（Aり

　　　　　　　　　　　　　　　米

ダシァ

出して

シトヨ　ナナジューダラ

　　　　七十なら
　　　　　　（1　6）　．

　ミンナ　ホユナタZノ
　全，員が　そういうのだるの

筋ぞ論客ごつAり

木ンデ毛ヅブンナカ。ランデ毛コレハンヌヅジューノ

それでわ臼分な状ら　でも　でれはんM十の

ウエナ　ナッド　アンマン　トッガ’エ　ドサナ　ヤ・フハ0リー

上などに　なると　　あん：まり　　遠い　　　　所になビ　やつは。り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lv
エングダグ　ナエミデダ宅ナヤー。　六ンテ　ヅンプント　タエデ

窄『きたく　　ないみたいだ’ものな。　本当に　首分t　　　たいして

ツがワネミデナ　　ント　ホリャー　アド・ソ・ソデ　：てンダ　コ・ブツデ

違わないみたいな人くがりほら　　　そっちで　死んだ　：こっちで

　　　　　　　　　　　　　＊ラ《ンダナテバソ　ユーハゲテ・

死，んだ薗なんてばかり　いクから。

一fO5一



証

（り　旅行（〈ミでは観光旅行）に行くように。方言のアルクは井盈語の

　　歩くよりも、意味範囲が広：いようである。

（2）　雀見光旅4予をするには、もフとiう適している　　ということ。

③　誰し手Aの甥で、話し穿Bと同じ職場の人。

（4）将棋のまち天童苧（温果地）a：と。

（S）見Sつもクなウば’。右い畜い方。　普通は∫ミルキダラ」といク。

（6）　九州一周亥符子

（ワ）　3ヒ海i道：に4テぐうウ、な　 といクこと。

（9）クタビッデ（＜たびれて）を強調した表現。

、｛9）　ハヤグナ（早くなんか）を強調した表現。

（lo）　若くフていても。「指いくせ：t〈　」といクニュアンズがあろ、

（1り　地危。河北跡谷地。録音歩也。

㈹地名．河北町谷地の小戸急。録者地の西方しぎK甑。
（13）　　思）、病み　　　　カ＼1’原形⇔

G4）　トショツタナ　のねじれ、

（15）年光いた

（16）老人だもの

㈹　大抵

一1　06一



ノ2　　　植　樹　と　　日　　呉頁　権

話し手

イ左直　　き之　　女　　朗治36年生・まれ

高梨八太郎　男　大正　3年生まれ

権直まさゑ　女　朗治34・年生まれ

A 　　　　　くり
イェアンバエ　才ッケナダ毛

　ハなク　　大きいのぞもの
　　　　　（2）
ンダナ　コノ　タガサイ≠ガナ

そ：うブ乏プま　　：こノ〉　　高さ，よ　りも

z＝1（鷺㍊瓢り江

チゴ・ソト　ン　カワタ

ぢぶっと　ん変．わった

　　　　　　（3＞
エダマスエドア　オレ

，階しいと｝慈って

コ／　トスエ　ナテ

この　年1［：　なフて

　　　（4）
ワッガェ　モノニ　　“

若い　　　煮に　　叱られて

　　　
鰻（そ一寸篠．（九

　　　マヅドガデ
　　　ネ宏だとカ、って　茗うん：だ圏つた。　だみ、ら

　　　ウェデケダ毛ナナテエダケハゲヨ。x
イを（Pt）　植．充て　やった6のななんて　いセつげからよ。

　　ハヅジュバ’ソナテ　ンー　ヨー　アダエ

　　ノ＼十にもなって　　 ん　　よ　　あんなに

コシヤガツデ ﾇ㌃（笑）（8り轡

　　　　　　（6）

　　　　cクー畠翻　

ンデ毛　マヅヌギ’ッタテ　ホダナノ＼

でも　　＊公のオ：といってb　　ぞんな

　ヅ・ソト　タッガ’：Zナダ　ンデ毛

　ずっと　高いんだ　　　　でも

　マヅヌギ　ナニマヅドかしテ

　松の木㈱　河とが松とか言って

　　　ユナダケヅ。ンダゲ

一10アー



c

A

B

A

B

ゴヅェデ　毛ラワソナネテ　ホレ　ヤッタテター。木ダナ
根ぐぎKして　貰わなければなうない，て　隊ら　言われたっていうんだ。「そんな

ウエデ　コンヅエデ　毛ラフンナネナテ　ユタテ　エマナ

上だから『根こぎにして　填わ秋γれば’ならない』フて　畜つたってFA7　raん・か

フンヅカ“ンナエハゲアく裳）ユギナグナテガヲダテ　：オレ

根こ趣でき心筋　　郵）なくな。てからだ』。て俺（ぱ）

翻篇（笑）（喉）認：嵩等）（cり

　　　　　　　　　　　　（1　O）
ホダナンダゴ’ンタラ　　タケ“ヤニ　　ゴンや繍。
そんな（言い分）だったら　竹，谷に　　叱りれる論広だよ。

イェー

家㈲高いので　　日陰に　なbかう　　イ鑑く

ナナジュークーダドレハー。

　七■一九　　　だ’ものな

　　　　　　　　（7）

繍ノ総総箭ドス鶏恋ちナ．（∵）

磁　ワレノ　ヤズギサ　ウェダナダラ　ゴンヤガレッコドモ

そして　自分の　屋敷に　植えたのなら　叱られることも

ナエケベナヤ。
プま＝カ、っア～：ろうカS’なあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g）
ンダケベゲ’ントモ　アレアド　Aエダカエデオカ。・ソド

そうだ’ろらけど　　　あれだらて　　ホ文鰺）　払って　威長ずると

1繍ノll物謀濫諜¢り憂；：㌘
　　　〈9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　Sl ユギソ

・雪の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i　1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワレノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「お前の

タッガエハゲシカンゲナッサゲ（笑）ヒッググ

一1　68一



A

B

A

B

A

iンアケuナテ　ヤレルヨーナ　毛ンダベチャエナ1．a（突）

してくれ」なん、て　宅；われ；るような　　もん・だ’ろう　やな。

ンダベナヤ。アソゴ　ダ比ブ　ンカンケ。ナテッダレ　ナヤッヌ。

そう：ぜろクな。あそζ　づこいδ“’　臼豫に　　なって冶じゃないかね・

　　　　　　　　　　　　　　　　〈12）
k，S，1：ぎ謀姦爺り漁協ξ鴻募萬（A；；ζり

　　　　　　（13＞
フミヨッサェンナ　モ毛ヌギダテ　アレ　コッツ／　ホ　iンカゲノ

文義さん家の　桃の木ゼ，てあれこ。励方冒陰の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

オカ。ラネクテ。

大：きくなうなくって、

　　　　　　　　　㈲
才ラエンナ　デパグ／　ハダゲ毛

俺家の　　村｛まずれの畑も

　　　　　　㈹
ブンサクサエデクファ　ヅーット

文作さんの家で桑㈲　ずうっと

（㌦⇒巡警

ワガンナェナ…ヨ。

ぞめなの（。

ンダベー　ヤッバワ
：そう：だ1ろう　　やつはρリ

シカゲ

　　　　　　芝㌃訓㌦二）

　　　　　　　ウェデ　才グハゲナレ。

　　　　　　　植：えて　置くからね。

　　　　　　（i　tlF）　（1　9）
エッケンドー・　iノグラエ　ナンーダテ

ー間（L9の中ぐらい㈱何を檀渋，て

　　　　ナノレバ’ワンナグ

日戸会G（．）　なb　lzk“かりでなく　地力（を）9及うカ、5だ’ものね、

ンー。　オカ。テガ’う

ん一。　「大きくな，てからほら

　　　（19）

ヅースウハ骸ナヤ・ iB二膝）

ホレ　ホリオゴズコニ　タエヘソダ　ンー

　　　呵り起ぐすのに大変だ　　ん一

一109一



c

A

B

A

B

o

ハゲア　　ホレ　アノ　　ハヤグ’　ユテ　モラテ

がら　　ほら　あの　早く　　言フて　糞って

㌫ご遂麗ζ：1£謀（㌦ゴ詳ζ錨蘇筑乞た霧1＊

　　〈2t）　．　〈2？）．　（23）
奪嵩鳥餌飛雨壕ζ彫棊為。託＝）

オラェノ　ハダゲノ　ンダナー　エッケンハンク。ラエでデ　コー一

俺家の　　畑の　　　そうだ’な　・・一一PeX手（2・7Wt）ぐらいまで　℃ク

殺認1藷：ぞ1議弘㌃：（A笑）蕩き…

タオシタzナ＝ハ。

倒したものな

望ご灘酒1．ζ誌訟忽毛歌（eキッタハ切っちゃ表）（蘇鴬

（σゑ駕ラ膀雛（Ck）X＝．

募媛フ課罷（∵）見＝．

　　　　〈2ip）

ンデイェー
そりゃ良い

アソゴ　ロソーダケガ’レ。

あの麺魯桑だ。た。け。

ンダー　wソー。　マエネン　オラエデ　カッヲダンダケドナヤ。

そう　　魯桑だ。　毎年　　　イ奄の家で　買ってたんだけどなあ，

（A　k’：）＊

NIO一



狂

（1）　いい塩梅に・が原譲。ここでは、かなクの意。

②　天．井をさして

（3）　細雪ましい（1心が”痛む場ズ態）が原形。

〈4）　ワガエ（拮い）を強めた表現。：老人の北隣K伍んでいる工藤：某：s

　　四十‘六煮’の男をさしていろ、屋敷の境K近くオaを植えて、エ藤氏K

　　しりを汐ち：こまれたことをいっ’ている。

〈5）　おもしろくなくって

（6）　年・令・を畜クときi（、　一イ立数ツぎけで一苔）習’慣が；；ち冶。　八十・歳などの場

　　合は、チョードと百ウ。

（7）夫のこと

（9）掻き取って高く伸ばす

（？）　木艮ごと引さ三部く

ω竹谷碗工藤某は、竹谷氏の南1卿（二階建ての大きな家を屋藪ぎク

　　ミぎワに建てていろ。そのため竹．酵母の畑は終日田陰になフて、迷惑

　　を『こウむつてい珍。

（の　エ藤装をさす

（12）　自分のく：とは　わカ、うない‘tiのだ’　という気才寺ち

（i4）　ワガンナェ　①分からない　②だめだ　③いけない

㈹　工藤某の家の日陰になっている挑畑の持主の危

㈹　出張り。町・村　部落などのはずれ。出張：クの対語はスグ（宿）。

（16）艶名

（1η　一一間通り

（18）　ナソダテ（何でも）を強めた表1睨。

（IOi）　地力。　l　lF物を威一長：させろ土地のカ。

（20）松の木を峯亙えて、　しりをもちこま？｛た・Ptt，丈。

（2∂　すぐ南幸クの

く22）　誕し手（）の南隣ク〆）1家の人．名

（23）善桑．蜘矩大で柔らかく水分移く養蚕K適する．巨木だった。

C24）日陰にならなく，なってよかった　ということグ

　　　　　　　　　　　　　　　M11一



B都市計画と移転
話し＃

A　　イ右三：直　さえ、’女’朗治35年生まれ

　　高梨八太郎男大正3年生まれ
ご　　イ左直まさゑ　女　朗漁34’年生まれ

A

B

A

ナェ〉ダがナヤー　ドサー　キラル　Eンダが…一

どうな：るのカ＼ね完　と“：こK（蓬が）七口れる　のか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（o
アエヅ　キラルーテ　ユード　タデラシェネ：ハゲナェハ。

あれ　　（塞暁力v）七刀オじるフていうと　建てウゼ：ないカxらなθ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
（Aンダペナハ　そうたろウな，）ぎξ毒2醜蘇ヤ（A稀）

諾掛（Aンー　ンダがL　ん一　そウカ1）k／．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
ホ・ダゲアリャ　アノ　ショーエヅwサエノ　ター　アソゴ

だから　　あれ　　あの　正一郎さんの家の　　田㈹あそこ（を）

ウッタナナノ　ンダゲ　アダェー　＝スノ

売ったのなど　だ’から　あんなに　西の
（Bンミナ立エ堕　ん全部売れてしまったな）繋熱

イェー　タデダデァレ　アソゴ。アレタゲ

家を　建てたじゃないかあそ：一　eあの分t’け

一112一

ホー　ソヤー

方　　あれ

ご都誌謡：（㌃）

ミヅヒログ
直＠・り広く



B

A

B

A

B

c

B

ナッサザテ　ホレ　アゲラヘダソダベ　ヤッハ。リ・

なるから　　ほう　あけさせたんだ’ろうやつはσり。

ンダ　アエヅノ　ホー　ヒカ。ズノ　ホー　ミナ

そクあれの　方　東の　方は全部
　いンタベナエハッス　ンー。

そウでしょク叙　　ん一。
　　　く　
アラダメカ“ラ　クッ　ド’ゴ：ホレ

改日掛、Eラ　　　　　　来電｝　　所　　　　tまら

アソゴ　アゲルヱ

あそこ　　あけろように　したんだからね。

慕と1翻（㌦⇒蘇こ差農菰1＼0

　　　　　　　　　　　　　（7）
ンダヅダナナヤハ。ミナキマタンダペハゲナハ。

そうだよな。　　　全部　決まったんだろクかウな。

羨気書霧：（㌦二）

ナンヅエ　ナノレンダがナェ。

ど、んなに　なるのか穏β

ンデ　アイナ　イェー　　　“

んでああいうのは　家（を）

　　　　　　　　　（9）
ドー切　キラルテ　ユ｛

ウラタナヅァナハ。

亮れたんだ’よな。

　　　　　　　　くの
　　　　　　：ガ・ソコノ　ァドーサワ

　　　　　　導枝の　方へは

うノタンダゲネ、ウ　カッタンダッスヨ

　　　　　　×　　　　　　　　1翼収したんたいしょ

　　　　　　　　　　タデノレ・ソタテモ

　　　　　　　　　　建て．るっていっても

　　　　　　　　　　　　　　　　く9）
　　　　　　　　　　　ワがッテッド
適，路（献）切れるっていクのがわがっていると

　　　　　　　　ca）
ホーユー　バ’アエダド

：乏う1ハう　 場合7ぎ’と　　禾多転す：；ると．カ、

　　ミナー

　　fyな

　　　ミナノ、。

　　全都、

セ銘
売った

ホレー　ン　ホゴサ

ほわ　　ん　そミに
　　　　　　く9）
ケーカ。グシデッド

計画していると

イテンヌルドが　イテンヒドガ’テ

　　　　　　　移車窓費とカ、は

一115一



A

B

A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　（1。）
ケネ　ゴ’ド’エ　シヲ　スンナダッタデネ。

」呉れないことに　レて　（建築）する々だそうだよね。

　　　　　　　　　　　　　　　　
ヅロエナバソ　：ニルテアデ㌔ワラワう

ず珍い人燭かつ　尼ゐ。ていうんだ。　急いで

　　　　　　　　　　　　　　　㈱
エラネ．毛／毛　ウエダソ　マッタソ

いうない　ものも　植1乞たク　何か

（笑）ポダホンダー　ホンダ毛ナヤ。

　　　そウ　そう　　　そうだものな。

ンダテタヅギサー＝ホツヨー
だって　立木．に（も）

ンー　ンダヅダー。ンダL　アソッカう

ん痴　なるぽど。　そう　　あそミから

キラルテ　ハナズ　アッタンダヅナヤ。

切れろクていう諦くがつ　　あったんだ’よな。

キララネ毛ナヤ。

切れないものね。

　　　　　　　　　　　〈13）
ンダ　アソゴ　スロサエンドッカラ

ぞウ　あそ℃　四郎さんの家の所から

ダエプイェー　タカ。ガンナネナ

大分

　　　　　　　㈹
アソゴ　ゴンスケガラ　アソゴ

あそこ権助岬肋吻あそて
　　　　㈹

鵜罧鰍で脚（は一

　’t（

　　　ンナェド　六ダナ

　　　＋で’ないと　そ：んな

ミヅ　キラノレテ　ユド（笑）

蓮ヌが）切れろフて　いうと

スルテヨ。

すうって・19。

　　　　　ツグナダゲナェ。

禰’償金㈹つくん／だかうね。

ル
る

う
れ

キ
切

ゲ
ぐ

ス
直

ツ
つ

マ
蓄

　　　　　　　　　　　　　　　　マッスケρテ　ユード’　ンデモ

　　　　　　　　　　　　　　　　慧っ直ぐっていうと　でも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　アンベ毛アレナ　ホンデ三一。

　　　家㈲　移転しなければならない家㈱あろだろうからなあ　それでも。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
　　　　　　　　　　　　　　マーーッスケDオッキリミ・ソツァ

　　　　　　　　　　　　　　蓄っ直ぐに　押切直に

　　　　　ナソナン酬A勝り齢’ワ0

（A景）夢巡警三型瀦認戴絵絹：

一114一



A

B

A

B

A

B

A

ソダレバ’アソゴダレバ　ホレ　イェー

そんな’う　あそこなうは“ほら　家（かつ

七一バ’ンダゲ　イェーヅダナナヤ。アノ

田ばかりだ’から　良いんだaな。　　あの

ナンナダペ　ンダラ。

なるんだろク　では。

ヒログナンナダガスン九ナ。
ノ広く　　なろ》のかも　知れないな。

ン　アソゴワ

ん　あそこは

ユード　カネ　：カガッヅァナヤー。

いうと　金・（が）かかるんだ’よね。

　　　　　（18）
／ダ　ジェニー　ケルテ　ユー

そう　　補イ賞金（を）　呉れるフて　いう

ンーダー　ホダナ。ケンナナ

そ・ウ　　　　　　そんな。　呉れろのなどては）

　、、　　㈹

孟ζ魏の変鷲（笑）（C笑）

ケッキョグ　ホゴシテ　毛テグノ

縮・易　　　　（家を）ほこして　移転すろの

エカ。ネゾダッスネ々。

いカ、ないん・だ’しねe

　　いばゆンータアーハス。　コンェーソタテ

そうですもん・葱。　楕沈なくって㈲

コシェランナネグ
才存えなけれ｛霊“ならなく　なってな。移牽i孟すれ1＊“

謡院ぎ（βζζ）

ミツ“@ヒログ

藍㈲広く

／＝一ヅダアレナ。ヤッハOV　イェー

良いんだよあれに。やつは。り　家（を）

　モノノ・……。　（笑）

　bのの……。

サンブンノエヅモ

　三分の一も

　　Otr）
タカ。グテ

移転するって

木ダチ　ケー一
　　　　×　　×
そんな

ナンノッタテ　イェグ
なんのフていフたって　艮く（は）

イェー　ドゴナバつ　コンド

　　　　　　　　良い

ナテナ。エ：コ。ガシ＝バ

　前などばかク　こんど

フkレ。　　ンダゲ’一

ほ．ら。　だから

一1　1　5一



B

A

ヤッノxoリ　イェー　タカ。グデ　ユーナワ　カネカガルンダ

やっぱり　家㈲　　移転すろ。ていうのは　’As（が）かかるん．だ

ヤッハ。ソナ。

やつiづ＄oり7thlN　o

フルエナ　モテッテ　タデンナダラ　アダラヌグ　タデダズ

右「い家を　もワて行フて　建てるんなら　新しく　　　建てた　カ（かつ

鶴薫ζ㌘ハ・A暴嚢ハ）ミ岩ナ器：乙／鍬

ンー　ンダ。ホダナ　カネ　カガ’タ　ワリァエ＝　・イエーグ

ん一　そう。そんな　金⑳つかかった割に㈹　　良く（iE）

エカ。ネハゲナヤ　ヤッハ。ソ。フル毛ノ　ンi／ヤケ。デソヤ　ヤッハ。ソ。

いかないからな　　やつ｛ま。ク。・三物（多）　　イ士上げ’て　　は　　　やつは。ク

（8霧㍑二1

一員6一



乙i丘

ω都市計呂の道蹄予定地には建造物を建てさせないといク話題。

（2）　路線が決定すると

③　人．危。

（4）　道路の予定地を空地にして

（5）地危．河北町の小字名．録音地の光方猷伽。

（6）．谷地中部小聾心のこと。側目から．谷地中考校，谷地中都小学狡のす

　　ぐ西榎4にバ’イパヌ：道，薩｝々ぐ出来る；予定Kなっている。

（ワ）買収濟政になフた

（9）ユーナ　と畜クペ：きとrろ

㈹　理由にあたるものを，三．回b言い笈之ている。

（1。）　サゼソナダッ　タデネ　　のねじれ。

（の　ワラフラ　は副詞。ワラワラド’ワラワットとD。ウエダソ1：係る，

02）・一・…したクなんかゲ・一一・シタワマッ．タジ　が慣用句

（13）入危。

⑯　人．る。

（i5）　地．51！7。金景音地の東方1に／骸の喜β落。

G6）　五爵が乱読すろように。道か曜通じるように。

㈹　タカ。グ　⑦持つ（手掛く）　②携える　③持ち上げる　④将ち遍3ぐ。

　　　　　　⑤移転する

qg）　ジエニ　銭だげで｛＊なくお’全の総称。ジ凱・ジ〉エ末とb。カネは、

　　や一やご女まった言い方。

㈹　補償金を支払わないうの。

一1iアー



ノ4　田螺と婬

話し尋

佐直　さ之　女　珊泊36年生・まれ

高梨八太郎　男　大正3年生まれ

イ左直9さゑ　　女　　B月ラ名34一年生まれ

C

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　o）　　　　　　　　②
アノ　ツンブンェメー　リャ　ンェック　クッド～ギムニ

励　祠螺捕り　晒　飾句困近つスと
　　　　　　　　　　　　③　　　　　　　㈲
（Aと脇激ζ：乞ζ学課斐緩支叙）篶

　　　　　　　　　　　　　
コッツェ　タンポ’エ　エッケ、　Aンー

こフちに　田圃ド　　ノ唇たっサ。　　ん

ツンブ’ワ　ソマエ毛プと。ンヂ毛ナ虹。

　田虫累t水　　　旨いもんね。　なんヒいっても

アエヅ　ンマエ並二。B∠　オがスゲナ　ハマプリナー　アレナー

誘れQわ　旨いや　　　ん　　おかしな　はまぐりなど　あんな

鰯鋪ナー㌫濡ヤ：（∵∵：
　　　　　　　　　　　　　　　（6）
セ総総鳥ソ蕪ちギ〆／ツ塗二（∵）夏ζ窃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て～　　、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁ツンプドゴ　ヌコ。ド　ンテデア　ツンプエタ
戸斥（で）イ土：事俸）　していて「あ　田虫黒（かつ居る。　じゃあ　温虫累を

　　　　　　　　　　　　　一M8一



〈
〔
B

△
〔
δ
D

△
〔
B
△
〔

c

駕ニデ聯蕩ん鋸ご粟ζ1轡奪t孫で
　　　　　　　　　　　　　　　　
認：（A翻感想（の霧篇

遡’ッス　　ターガ’ラ。

楓かうで・ずか　　習かう　。

ェダンダケナ。

ノ議たん：だちけな。

ナェーダ　ヨグ土血。
なんだって　よく叙　　そんなに。

“ンプヅル…毛　シテ　ケーヤナテ　ホシテ齢〉　毛テ　キラ：

N十六紬i￥。て鋤悔んでそして／ん嚇ちて来て

蘇鰯㌦り逸散㌃認窟、読∫1

ヤ・ソバリ　ツンブ’ンマ．工毛ナヤ。

やつ16　oり　田歩累Qさ）　旨いものな。

ンマエナー。

　老いなお。

ツンブド　ナンコ。ンダラ　ホンーテ　メケランナェ→一ヤ・ソス。

　咽螺と　いなご　なら　ぽんとに　見付げりれないですね。

ナンコ。ンダラ　ミランナェ。

いなご“　なう　　見つかうない。
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B

ハ

B

A

B

A

B

　　　　　　　　く　の
∠立　オバナザワノ　ホーサ　エガネド　ワガンナェそナェ。

そう　尾花沃の　方に　行力啄書見られなし、初な。

（∵）鶏舎：裏ン涯闇協2三窮取塞
　　　　　　　　　　くの
（¢玄；婆話ヵ；寡ヨり銑・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

血ヤマッタテホダナチゴドハナパ鶏ンダラダゲ吋
だって　由といフたって　ぞんな　序ようど　間近かなどならだ’1ナど

カワー　アソゴ　アッサゲ　カワサデモ　テーボアダソサデ毛

川（Pt“）あそこ㈹あるかう　川Kでも　堤防あたクにでも

ネンゲデ　ネェッド　アユニ　エギデンナダガ　ナエンダカ“。

　」逃1ゲて　　いろとマ　あんなに生きているのか　『なんだ’か

ll描謙駕ヤ｝．廃B迩濡了∴／蛎

工ノレジヤヨー。

、居ろってのは：よ　　。

　　C4）　（IS“）

そんな　考えでいったう

ヤマアダ⊥並　（笑）

似のあたりに

遊一　ヤツハσリ。
そうだね　　やつtPtO　b

ネケ9デ　　ングナ。ハエヅ

逃げて

　　（1　6）

サバダ’アダソエモ

ラ尺火田あたワにも

エランナネナヅレ九。

いなければ’なうないんだ遮ね。

　　　　　　　　サバダアタ”ソ毛　工ネデー一。

行くのが。そ勧べ沢井あたりにも居ないだろP，

一1　20一



A　ンダーナヤー。

　　そウだね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（11，）　　　　　　　　　　（｝s）
C．アレノ　：ホエ　エネガヤ。アノ　スンヅタ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ’〉：カエヌンツ“／

　あれの方に居ないがい・あの志津だ覧の　玄海志津の

　・ホーナノ……・σ

　カ’など’ぐこ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹B　アッツ　アッツ／　ヤマテノーエ　エネヅ。ン。〈’ザワ／　ホー
　　メ　ズ　メ

　　あ，ちあ。ちの朗詠の方に㈱渇齢耀・ん，間沢の　駄㈱
　　ミラソナェユーダヅ。＊マザワノ　ホーエナンゴ　ェダナデ　ユー

　見られないようだ’な。　間脳の　：労に　　　いな讃が）．屠笈なんて　いク

　ご漏箭寡σ（㌦’㌦⇒

　ホノ　トヅニ　アンナヅンダガナヤナェー。A

　その　　」ピ地｛（　　　（搬かご）　あろ～のプごろうフカ、なあ。

　　　　〈20）
　ナリゴ／　ホーエエノレッタ　ンナェガヤ。B

　芸子の　かで　居秘のじ砂いかい。

C∵山回ンノ耗ラξ宕（∵）三二議説
　　　　　　　　（2り

　　　　　ゆB　コドス　スエンブン　ナガルルマ・　ホーサ　ン＝メ　エッタテ

　　　　　　　　　　　　今年㈱　　ず’い6rん　　　　　　　　　方に　　捕り09　行ったって

　黒蟻（㌦り

一1　21　一



A

c

A

　　　　　　　　　　　　　（22）
オラエノ　ホンケノ　オッカダモ　ニンド　エッタナデ

俺家の　本家の　嫁たちも　ユ度　行フたなんて

麟ナノ話（∵擁；ζ㌘豫1ヤ：ζ霧

エク◎ニ　ヤッハOVヨー　タッフ。グ　ニンツカン　：汐ガ’ッド

行くに　・やつぱクよ　　たっぴク　　ニ時間　　かかるそ♪だ

クルマンデナー。

　車でだろ

ンー　クルマンデ。　ンダゲ’テ　ヤッハ。グ　アサケρ　クラエ　クヅー

ん　　　　車で　　　　　　だ’かる　　　寸6っ1ま。ク　　　車冒　　　ff9し、　　クち酢）

（∵劇ζ変とζ㌃潔嘉詫嘉灘ζ1．

雲離テい号慮：（8欝希）蒜グ

認：藁シ漏三三劇そ（。か；：識

藩で影ζ：（㌦り濫淫薪」環）詮諺

ント　エダケテダデナエーダ　アノ　オマエノ　ホーデ

入ψ9融っけというんだ「なんfr’うてあの　み前の　労で

ご認憂影潔擁謀護。ζ：じ託り歪濡姦ゴ

クーナダテ　ユタエバ’オラホデ’カネテダケ　ナテ。ホシテアノ

食）んだ」って　言っ夫ら　ワ母方で㈲食わない」って蔦けなんて。　そして

　　　　　　　　　　　　　一1　22一



c

A

B

A

B

ラエネ／モ　シコニメ　ゴザッン・ヤエナテ

「来年も　　捕’りiぐ　し、ウっしゃい」なんて

キタアンダデら（笑）＊

来たフて言うん：だ㌧な。

　　　　　　　　　　く　リ
ヨーグ　タ　コカ。レンナ　マ　マダ
　　　　　　　　　　　　メよく　　　　〕召（を）踏みこま才tろのに：　　　まフミ

ユー `ャー。

言うこと毎。

ン　ホゴ’ラー……

ん　そこ

エ辺＿底力　ンダゲ　ホダナ　タソト
あっちの　カは　だかケ　そんな　大勢Qの

ンガネナダベチャエナァ。

行かないんだ’ろウよなあ。

甦ダドー。ソー。　エネカソ
行かないんブミちて。ん。稲刈り

義ζ震認熊（㌦り薯ミ“｝．

ハェヅ　　ニヅヨーテ　　ユード

それ・か静　日曜なんて　いっプミら

ミダェダデナェハ。dンー　Aンダベー
が女たし、　夫≡i“よ　な。

エツテポレ。じンー一

当子ってほら。　　ん

ナルテダケナ。

なうってだっプミ：傷。

ん

AZ一“）

　　　　　ぐユヨノ
ツカエ毛ラテ〈笑）

招待されて

キテケラッシャエナア
来て　く　ブミ｝いぐrし、

ン
x

ンッタ　ント

していろ　／〈コ、u

オベナザワアダヲナノ

　尾花沢あ亥クなど

そう御㍊
　ンダゲ　スコ。ドモ

　だか）　／土：事も

なん・て

オマヅリ

お鷹ラ

クノレマデ

車で

　サンナク“

　できなく

一1　25一



　　　や　　い　　　　　い

　　なる｛｛表ど覧。

A　∠tif“ナ　ヤッバソ。

　　そうだ’ろウな　やつlaO　P。

　　ソー。

　　ん。

磁）駕こぞぞ叢蘇：（Cンん）

一1　24一



往

0）桃の節句。旨螺とアサツキの酢り未噌あ丸を侠弛るのbs”慣例だ㌧た。

（・）r来る時i＃　」力糠義、

（3）あとの文の内容をさす．

㈲　シェメッダぱ　硯在進行・維続をあらわず。

　　シェメ　ダは　過去・完了をあらわす。

飼　房た右んだフた　Il　1＊　とい♪ニュアンヌ。

（の　蔵船。討ぬ申袖崎

（7♪窺在

（8）　高関は地名

（9）　下地。煮物などのしろ。

（1・）地箔。尾花沢申。

（の　なぜ　尾花沢の方面にばカ、ク　蝿釈いろのか　と畜っている．

G2）　なろ（9iとり　そクカ、し、　とレ～：）気持ち。

q3）鼻端。間迩かの意で、ハナサギ、ハナノトッツァギ　壱摸ク。

㈹媛が山に逃げこむという西之。

㈹勘定
㈹　：地ん　録音地虫の西方15K雁、由添いの村落。河北跡

㈹㈹　地名1　心眼町。自ぬの登クロにあたる

㈹±tZk酬跡。志浄玄海などへの入りロ

（・・）爆鰍県の嶋獺泉・蜘ま蛎恥三三の県境一帯移く
　　イ生んでい冶といク，

（2D　：地箔　船形県最上勘摩赤1倉温泉。官民県境づ寸近。

（22）　おかあさん・（主婦うの着麟。オッカァ。

（23）おイ篤いオ犬（仁恕待走書）をわらフて　が”原羨・X・3

四稲臨倣こむ。漕ぐ。励、麹醤、草赫ど・で興｛・（いヒこ
　　ろを、踏みわけて歩くこヒ。）りをコグ　じもひ）。

一1　25一



15小正月の行事

D

△
月
R
ド
ム
μ

話し手

　ハ

　B

　C

　D

佐直　寺え　女　朗泊33穿隻まれ

高梨ノ＼太郎　男　大正3年坐まれ

権直・まさゑ　女　朗泊34年生まれ

知筆管樹男　昭知　6坪生まれ（研究員）

ハナスシテケル　シト　エネナヨ。

話してく畑　人㈱いないのよ、

ンダ　ハエーヅワ　ド：ゴデ毛　ソデモ・…・・。

そ：う　　それは　　 ど’こでも　　でも

ンダ　ミナ　ミナ　ン〆毛ンダ毛ナェ。
　　　メ　　メ
そう　　　　　すべ’て　やったもんだもの楓。

省、押訣講（∵）鵜論浜ダ『’…

蹴繍ζ；シ窟ごヅ森賊）
アケ。ダナヅダナナヤ。

侠丸たもんだ’よな，

　　　　　　　　　　　　一126一



　　　　　　　　　　　　　　　　の

B国?ξ．（∵脂慰搾森鷺霧読テ0
　　カナ毛／毛　カシェーダソダ’ヤズマシェランナネーテ

金物（も）　イ動いたんだレから　休ませなければ：ならないって　　（捌髪か

ン　毛ン　2。
　　レたわん・：だ’疹の。

A　ソ　　・t“n．一 ホレ　“力　毛ノヅダナ

B

A

B

A

e

ん　年中

ホ：エジ’ヨドガ’

庖丁とカ、

ナニドガテヤナ

なにとカ、って叙　　フライハ。ソと．カ、って

ヤ・ソパリ　ヅコ。グモ　ホレ　カマノ

ヤっ1ま。う　　　地美言だ‘t”　　ほら　　　．各の

　ぞう　　　　十：六冒　　はなあ。

ヤスマシェンナダテ　ユナデ

体菩せ冶んだ’って　　いうので　　ん

トッタンダベ　ムガスナァ。

取っナζんだ乃ク　着はなあ。

ソーダンダゲツネニ　ツカウ
そう　　 だカ、ら　 営K　　イ吏ク

カヘランナネーテ　ユー　ワゲデ
食わセ：なけ；ればならないっていう　わけで

　　　　

窟」悩ちり

　ぼれ　尋更う物をだな

コガダナドが木レ
　ノ］、刀　 とカ、　1きiれ

　フラエパントガテ　ホレ……・

　　（為ン碧

カワムギドガ　ホレ

詠むきとか　ばれ

ぼれ

ブタZ　ミナ　アダナダン、ゲ｝

ふたb　ろ～な　開くのだかう、

二
に

ミ
味

イ
意一

う

ユ
知

太
ぞ

一ン
ん

A

　　　　　ドーグチャダテ　水レ　モヅ’

　　　　　道！具Kだ’フて　ほら　倉等（を）

　　　　（Bζ騰磁：

蘇）繕書斎（∵）謀ζ：

一12フー



ム
ハ
8

A

B
△
〔
R
げ
△
〔

ユッテナヤ　　ミサツヅンー’。

結ってな　　紙に　　乞んで。

∠並サンボングワナ　クワナ毛テ　クランネベ。
だ’から　あれ　　　三本鍬など　　　鍬などては）持フて来られないだ’ろク。

語鰐：；勇薪ぞ藷ご1諜く謀（A霧
　　　　　　ぼう　　　　　　が

藷冥㌫（Aホダユッテナヤ　そう　　（老ワてなあ）稀！ζ劣君ζ炭

　Aホシテ　ミナ　カシェデ才グナダケ。
　
（
　　そうして　数な　食わせて　おくのだ’つた・

ンダゲ　ァド／　ンヨーカ。ヅジャ　毛ヅ　ソート　エッケヅンダナ

だからあとの正目とのものは餅（が“）クんと腰島たんだな

ムガズナヤ。

着はな。

ハヤグンナイェガテ．竺。

卑くの（正月）よりも忽。

互ンドーク。サ　ミナ　ホレ’　アゲランナネ毛ノ。

　誌下僧に　すべて　ほう　　恢えなけ超ボなわないもの．

ジェンプダ毛ノ。

　全部だもの，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ンー　エマナノ　ポレ　：オラエ／　ジュンイチダナー　・ホレ

ん　　今など　ほう　俺家の　純一たちなど’　ほら

者険嶺乙）萩鷺レ蘇1（Cz’）ζ1

　　　　　　　　　　　　－128一



c

A

B

A

B

ヅドシャダテ　ホレ　カジェカ。シz＝デ’　オグナタ・ハゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　余計車だ’って　　ほら　イ動力、セ：て　　　　 おくんだ’かう

∠U＝Lt：’ハゲテ

そうた“　た“から

アドノ　ショーカ。ヅナテ　ユタテハ　モ＝ヅナ　’ンカネゾハ。（笑）

あと，の　正月　なんて　　言フたフて　碧浮など　フかないな。

オラエデナ　ツカネハ。
イ奄家で・など’　つ：なないな。

ンダー　ヤッハ。リ　ソダヅエマナノ　アドノ　ショーカ。ヅナテ

そう　　やつしま。り　 そうだ覧　ノ今㌧なと”　　あとの　　＝コ三目なんて

瀦端罧ぢ．（8嶺蕎論プヅド誌，ノ

キューノンヨーカ。ヅキューノガンヅヅホレミナーホノ
旧事の　　：正月　　　　旧暦の　　．元冒併）　干れ　故な　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く6）

鶴．（∵）気サ裂謁駕耗競ニモ藁凄デ
　　（の

づヤサ　フrエデ　ホシ／テ（笑）eヅシテ…・…

　　　　　　　　　　　　　　　へ紬厚Kおいてそして　餅そしてω

蔭懇菖潔と｛鵬儲（∵認i遜怨ク
アケ。デハ。＊

借えてぐ。

　　　　　　　　　　　　一129一



A

B

A

オラエノ　ジュンイチナ　ホダナ　ゴド　シテ　パンチャ

俺家の　　託一など　　そん・な　℃と㈲レて　み婆さん’（勾

　　　　　
ヘッゲナサアゲッゴダナエペチャエ　ナニモナテ。（笑）

そんな初に　挟えろ。とは　ないた”5うよ　　なにも：なんて。

ナンニモ　ナラネ　漁’ゲンドた。
なん’1ても　　ならない　　冴女ナzい1；な．んだ’1’ナとh　ね。

　（曾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いウサ　ネンージュ　六ダナ　ツカテ　エンナタ　毛ノ

お前　　年中　　　そんな　　使って　　い冶んだ　右の

ク。ラエ　Eヅ　カヘランナネベゾテ　ホシア　ホレ

ぐらいは餅㈲・勧せ椒材（ぱ）肪勧だろクよフてそくて　｛蒔

誌ノン差ごヅ灘1・（∵）Z／一i

　シ・ヨーカ。ヅ

　正周

k1“

（eX”）

一て50一



（i｝　入間ども｛ま“つかク　　の意

（2）　匂在かぎのこと。

（3）　結わえ，hレぐ’さをして。

魯）　切ク餅1：し一て

（S）　亥密し1手Aの孫

（6）劾ゆ確機測騰具宿肺具を集めてfRAれ傭謝の意
　　を表わし瓦こ親ま、ヨ穀豊穣を祈る4予事であ・X．と同時欧釜・

　庖丁・蒜し瑛噛在鉾鍋など創本まセることによっス家族全
　　員の’脅沐めを徹底すせる庶民の知恵であった。この行事は、正月も

　　1ネめない嫁たちへの最高のおくワもので1あったラう。

（’Tl雪国である効、留襟回兼物置が’、購濃嫁に醐・る。
（9＞　卑めブ…「ぎい方　 「そん・なくだらな：いものに」の意

（9）　第二人称：の卑めた言い：方　サヴ・・ンサ・ソナ，ダなどは同じ。

一一 P　51一



16田楽焼さ

話し手

A　　伽直　き充　女　胴差136簿生；ま・れ

B　高梨ノ＼太郎男大正3if　llEまれ

C　　3験直：鴛さゑ　玄　朗差134年生そ糞れ

B

A

B

A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐリ
ボシテー　コンド　ヨルサ　ナ・ソド　ホレ　デンガグヅ止。

そ：して　　こんどは、夜に　なろと、ほら　田．楽だ’よねえ。

鍔繋留ご；（∵穀壽霧ぎ

諾9藻旛㈲器ζ（A鰐）磁ζ麦とζ姶

デンガグダーテ。（笑）

田楽だ　フて。

ンダ　ユ・ベナ　木ンダケヅダナ　ホレ　ゾユーゴニヅノ　バンテ㌔

そう　昨夜㈹そうだったよな　それ　→一，五冒の　　　刀免で

ユンベナヨー　ハエヅ　デンガグ毛ナニ毛　ナエヂハ。

昨夜よ　それが田楽もなん｛ても　なくなったもの叙。

ンダ　ドゴーデ’毛　ホレ　トーフサ　ホレ　クルミミソナ

そう　どこ（の家）でもほら　豆腐K　　ほら　胡桃味噌など

払蘇麟ぴ慰τ㌘変詫（図需舌甥若

　　　　　　　　　　　　一152一



B

パ
し
R
ド

¢
R
ド

パ
し
ム
〔

シー　オエデ　アンプテ　ホレ　クタ毛ンダ　㍊・一…・

火（を）おいて　あぶってぼう食フたもん：だ’

　　　　（2）

ユペ　　“。ダナ　ァエヅナヤ。Aンダー　コッコー。

昨夜だったっけな　　あれはね。　そう　　コ》コー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

ネ談蕨葛（∵惚黒レ（A笑Cり鶏フ

篠臨（Aホダー笑　そうだ）綜磁ノ塗鵬ぞ

読A三管り（笑）

ト蘇弼契㌧∴）ア募熱烈「・（∵A斗1り

帖アシ犠∵ゴナ㌃詰（㌧の’（蘇（、）

コンェダソ。

斥つたり

　　　　　　　　　　　　㈲
ドー・ソナリ　マエゴ’ンダナテナ。

どっさり　　舞いこんだ：なんてな。

ホンダ　ンー　ホシテ　ヤッバワ　ホレ　ダンゴイェガ　モヅ

劾だん　ぞしてやつは。ク鵬団冬よりも　餅（カリ

　　　　　　　　　　　　一155一



c

A

B

A

B

A

イ蘇論計り聯諜鴇李レ（Bンダ　そウ）

コツコ。　ハエツ“モ　コノゴロ　コネハ。

コッコ（脚。　それも　　このこ’ろは来なくなつ夫な。

　　　　　　　　（g）
コネナ　シ　ッツモ。

来ないな　でっは。グ

シトーリ毛　アラガ’素。

一人も　　歩・カ、ない。

deデ　アラグナテ　ユタナ〉デ毛　ナエナダガヤ。

学校で　　歩くなって　　言ったので　　　ないのカ、ね。

凝臭優♂『誤濃：義（β汐募ぞ謀る

　　（6）　C7）
翠黛慧諺こ漏益騎蝋笑）（A笑）

ムガス／　（突）ブンカザェ。（笑）

　　　苔・の

B　プソカ
　　x　　x　x

A

B

アダナ

あんな

スンナテ
するな。て

木レガう

それ以来

　　いアエツァー

あれは

　　　文化財。

斐躍競農こし（笑）（A笑）

　　ゆ
木エドミダエデ　モラテナ

乞食みたいで

　ガッ：コノ　ンェンシエ

　学挙交の　　，先，生（が）

　ナグナタンダド。
　なく　　なったん・だそうた“。

　　タンダ　モラテ　ァラグナテ

　　たた”　もらって　 歩く：なって

　　　　アラグナ　ホダナ　ゴド

もらってなど歩くのなど　そんな　こと㈹

　　　書蘇ん発礎揚ヤ・（∵）

コンツ“ @ムガ’ズノ
x　　x　　メ

　　　　昔の
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A

じ

A

B

　　　　　　　　　　
（㌦⇒毛義毛ズど劉ζ

ギ’ヨーヅミダエナ　毛ソダデ」。

行事政たいな　　もんだ’よなあ。

イミ　アッテ

意味㈹あ。て　歩くのだよな

オラエノ

掩家の

（BL’一一’）

とト帯訓A斗∴；ζ：㍍）

コッコナテ

コッコなんて　いうの㈲　　矢trフ夫ん：だ’よ

アラガネ毛。dンー
歩力、な：いもの。

マヅ’／　ウツチ毛ナー。

lRTの　　うちでもなあ。

ナエ毛。イ＝一　エタL置
ないむの。実：家に　ノ琶だ　ときレ藍。

オラエン　ド：ゴ　ダ’ド　アラッケナ。

下家の　ところだと歩いた。晦。

アラグナ嚇レナ0 ic譲
　　　く　
カヅギザワノ　アダリジャ　ァエヅ

耳券木沃の　　　あたりでは　　あれ

　　　　　　（の　　　　　　　　　　　　
（12）

　　　　　　　　　　　　　　　もミ　オラ　コッチャ　キテ　ハスメテ
　イ奄（1＊）　こフちに　来て　　初めて

ユナワガタンダチヤ・ iα㌦｛

（ん）記　：雲霧二1－

、、　　、、

じ

　　　い　　ンデ毛

　　そ也でも

　アラガネヅ

　歩かないん：だ。

　　オラェンド’ゴ

　　俺の（実家の）所＠）

　　　　　　　キエダ　：ゴド

そんな　俺㈱間いた　℃と（カつ
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（り 旧暦の正則5日の晩に豆腐の田烈究きを食べる行事があ。た。

そして、この晩は、　「コッコー　　ダン：ゴti・xが　モヅイェー」とい

って、家庭を訪問する，二子どbザ・年男fちは、それでれ袋を持フて

餅や団等（ま油玄にして終わった団子など）をもらい歩くならわし

であ・瓦かけ声力吻この風習を「コツコ」と言った．コツコーと

いう老岬からいウと、鳥おいやかセ：島や火伏セ：の系統であろうか。

生忌寸樹主餅で心し、っぱ）惚有った体への植物蛋民の禰給であ

ク、厘動不足を解消する行為として直切なものであった。

（2）1所究員（矢．作繍）に向がって言らていろ。

（3＞

（4）

（5）

（
6
）

お祝いの行多なので「めでたいもの」を手にして訪聞ブう年男が

多か。た。千両箱とカ、福俵・米俵とか

「アギノホーガラ（吉方から）シェンリs一一バゴ　ドッサソ　マエ

ゴンダ」などと言いなダら、千両箱を座敷に　授げ’こん．だクし’た“

「ひとつも」が雨後。少しも・ちっと＄・さっぱクの意。

田楽とかコツコとかの風習・行事

（7）原義は「所」であろうey’sこの地方でIZI「享，との混Sムカ幌わろ。

（g）　アkエドは内陸地方に分布。庄内；地方はヤツ＝コ。

（9）　「貰い申す」が原義診河北i町をtl・19’に2、3igr3すん分布。

⑩　地温。河北㌫の中の小字島。話し手Aの生まれた所。

（の　現在の居イ忌地。女昏家のあるところ。

㈱　ハジメテ→ハシメテ　のように清音化する。ザフトン（座布団）

　　カキソメ（書ネ万あ）　ホドント（殆ど）など’かr湾ろ。
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　　　　　とね　とね　　　おっかい
II。群馬県利根郡利根村大字追貝

　　収録・文字化担当者上野　 勇

　　　同　協力者杉村孝夫



　A．4ヌ録ナセ点どそのう畜について

ユ．）セ点、名

　．群馬厚牙督賭陽1レ根拠大客追貝

2．収録地点の纈
の位置

　東経139度45劣．5t緯3E度55劣、，橡高約67r観。
◎梅見

　動・膨、1ワ渓谷で知うれる吹劉の滝があり一勲詠城a、が跳望出来．

燭囲に沌・チ×一トノし以よのムがつら㌃る．ム蘭島凌覚挙てある．

⑤交遡

　素面よ越諺駝翌唄，駄下車．国直／ス。考族きべ7xで約音∫～．so分．・東

で鹿13ρ　分。

④」e勢

　乃島Pl・票遜川の！合歯並嘉、て，肩の侵蝕1（歳ツて歩来た乙憶えSUtる

二、段階の立陵fi1なす焚帯てあるが，そグ丁度，二・才乏蕩の復置である。

の行氏文屡画（刀変：勤

　覗痴3ノ耳9月3ク8．東堀声＠碍瓦心心封7㌧合併ドより∫肢の≠ヅ財qが’

設．潔ミ：Ptる．

④，戸数・メ＼ロ

　（，病根掲）日覆，孝1］．5－Lr与ノz，ノーa　1、ヨ毛朗LデZ　七竺ヲ夢数／、77／）L一　 くYtコ69

／5人　｛男3s／／　ぐ3、3－04／。

⑦三㌔因業

　．出直業が主体である．
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　3P．4．又録した方言（7）特色

①万百区画上の位置・薩擁諮方言ヒの関係、

　当右記i9，古言区画M，このa也k脅む・群馬県の大部分￥埼玉県中部以

iSア♂どとしもドあ関）勤か・・e・・る。ただし鈎爾東方言の特徴kしZあ

げt｝’双る推量を表わす「ブ〉ベー、（だろう）1氏当書窪でね「ダ。ぺ

”’“@」とf」　一一・てお’ノ，こ仁座藤西ご知螺・ぐ福島県の承面り齢較ゆ通

t1萌諦の担量を表mサ形式とb寛ずる。乞こ5が，こmは②di賓韻上の

牛絶の填てと’｝歩げうよう｝・，最高に有メ噛が続くヒilz一郵ミ促音と鯉声

そ臼。「uるヒいう雍L象za一ってあワ，f也の文畝虚病徴．向えぱ｛彩屡詞の透

吊イdビて’tg前記ナセ，或と1一：t異なっていて§きしく⑰度し東t）言的弓穆気乞商し

ている。

　1終助詞「A二、t9・超矛に」Σ＋年度録畜のE，鮎にはあうオール氏ていないが，

少なくヒも誌乙台違の若い頃嶺で1　ltよく洞いら’Iしての；：．　「ムL、拳・よ

姻その蛮化昂くあi「ムe．，　プA．e劣やカ〉≠らんるのiX￥馬県ζv

ゴと締彦・闇地回かiてPtりぐ痢琴∠ム由比域叔か1ナ奇王・県西鋒にt冴ら八う♪、

画関東力婆メ義の中でもβ布¢限う）荻た京冬β力詞1ぐ砺る。

②音韻よの特色

　（イ　）　才白の種．類

　共逓諦の拍例えは服諦・鎌予博tの記延など1・好5れ蒼もの）の・f・（1Z…

ヅオ〔螂・，ヅ・・闘士6x・可ε畝拍があ瓦＆t・，二＋轟代

一下の場紬二ほ残幼凋の拍を指っ看もあ翫
圃

　　‘亭甫説】．Jlls’い入の

助飼　丁ヤ、

「キャー」

ヅn　r．＝］ソソガク（六．東フ

・ソァ　サソツ7（セん江ん），オ。・ソフしヲ（叱ら肌た），マサ

　　　イソソァン　（∫ε気一　【R｝］之ん♪

みエ　ろ、．4エー6｝・さい）

デM　　ト・一ダソ9ヲny一　（どうおつ　托のだよ）

　　　　　　　・デ《一、の形庖，福建客k・thサ助動詞「ダ．と終

　　の添虫・合したもの。イtuに，桑冬助詞　「カ、　と　「’マ．　の溺｛良冶’した

　　もある．re　＃／sでは琶志裂表わす動動調「べ一・ヒ終助詞
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r

♪マ」　の扇虫倉しfヒ　　ご・て一」　，がある。

　（口）拍ノ）テ予予（音節、構装）

　CV／　OV£i…、　Cザ〃，　ぐV改　 CSレx，　ごSレ／β，ごSv〈！ノ。£

V6～　（フ行tQ／ノ・記．づ，観．・e，ノ0／でCレ講造：ヒノ1る。ヤ省tl《フ行1　’S

　／ク4、クec．ク・．　’Wtt／でC9レ薦薩と渥2：〉　eごぽ与音音素．レ／ほづL壱音素．

ふ捗母音音素、Eほ表音音素．パ’3艇音音嶺．　Q～7梶管暑素）の他に．

〈／ノ。ゾff〈／，　，〆∬a、csレ〈／ζ～誇よu’畠ご〆！～！E乞いう構豊の音飾が

あ5、

　圃パンデ詩κ認♪の第一者紳，して、（鳥）の第一音節

　　　ごVE〈ノ　シラーンカノ〔知Sん顔♪の第二書節．づケバ　イ

　　　　　　　　ーンニ（行ゆざし、・・n　IZ）の第四省ド　ヤ“f一ンデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　（》ぐフたいの’ご）ノーji；；i；二音節．にクッデ　ユーン（引

　　　　　　　　　く乞畜うの）の第⑭蜜飾

　　　（：ゾEQ　 ケーソテ　宍ラ・（帰ワマ干て♪vrt第一音習習，マーッテ

　　　　　　　　　　クLル（回ッてく承る）の第一音節，”tし一ッ⊃

　　　　　　　　　（貰い5♪の第二音節．イーッショケ｝メ（一生懸命）

　　　　　　　　　の第一音節

　　　ご5V〈／Q　イヤ／ッテ　ユー（イ起：・多zと：言う♪の第二音節

　　　CVNE　ドンーナニ（t’んなに）の第一琶節

　　【補詑〕＝の砲Cv〃0などの，構造．もありぞうτあっ、た7・．し、妹ム

IC卸ゲF一音節構造ね当乃es一　Z”も体猷の周辺的三門．ビある。・ンデ、　t？

「乏れ．で・の弱9つ形ご89。長音蛮煮博連母音の融半長番イヒしたもの

の1女半音｝5．または～ラ舷言周のr＝劇t：麟つ・さ肌＃一ものこあワ，拷変：畜・蔭・素t？A力爵司

　c／aの勇馬まり病うてあゑ、最後かS一＝一一ノ畜㊨のイ6・1晦ξ；’購き表！わ寸「ッテA

め前trイ経下宿奮でお冬atる窪鞍　）“』来るi易・合にマざけあら庁）卿しる．趣∫号奮の島虫合，

長宿音蓋の挿λ，弱まワ形の基底に1お隔蛉形，長音憲牽の搏入ミ虚㌔

い葺多弍．　鯛9窪tg拝ラ式が勘ワ、　よ・，美』底のLペルーぐ1ぼこ承．5の・畜・鋒やノ購造：も

i解消ミKし誤。乏こご．一力でねこ肌うの構造窒シ縫けるた切に’長書「琢駅の

月兇露理象など診みs）Kしる。
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C〆ffζ～今乙レQ　ゲta＊ツテ。デ（thせないic電うので）

Ct／　ENゆごV〃　才メン4（h・まえの匁7．アレダネンカ‘あUtでt？

　　　　　　　　　なθのゆ、｝

‘ハ）ユ墓母畜のee・Fx　i　7ミカ・んごある。　「アイ，t．　「アエ」；　「アウ、；

「オイa，「L71”　．［　．ノ「イエ．　・9　「J・．　一．；・ゴ㌦倖だ乙勤書司の卦）∫

「ユV“’”　」のの・融合長剖縛翫ま札「ア”」ノ咳ワ・のよう・・

￥ty音・w］：k．　・9・itんご母音が繭く場合｝・も「アー．．rL）1一一．のよう

7て融：’合する．皮者について密7盈あ～ずる。

圖　アワ：アー　カーラ（♪三原♪　，　ネバザv　〈＃ge羽沢　駐セ履ユ），ア．

　　　　　　　　　一ノン（粟飯）

　　　ノワ・／t一　壬ノ。コーン（物思ω、ゲンノーナンザー（玄翁

　　　　　ゆア｝　ねどは）．コンダー（づ、度は）

　旧説〕　「フユ．．「ウエ．r・」ビは・八イ予．（6虹え．て）．オン皿イ

ソ・s／｝thユイ八（1みしういヒ言え！ず）のまうにrアイよ，¢了うイA　とPtsるこ

ど・もあ5。

ぐ→サ奮，み音の共題語との婦応ご租立つものは次の～亀ワ．

イ：エ　エバソテクぐ戚顕フでいr＝），メッカッア碗一つかフZ）．

　　　　工し9　一’t’ン’！1イ（λ肌たおしうい）

■・ウ　アスコ（6Zこ♪．ゴbxナンズー（胡麻など卸、スンナノ

　　　　　（eんなもの）

ヒ：ノ　ント（入乙ハンゴソベシッテ　’7レ（勝三州皇がワてく

　　　　ゐ、　　シ〆トフユシ》x一　（一一一冬中フ
　　　　　　ノ

（ホ♪ラ行弩

・ラ行脅博．擬音イヒ，ラ脅了与審ぢt”）Eま要19ラィff　9．〈金イ本の丹兇畜ノ弱まワ㌔

ど愛躍が老レ・・．

　う：／　マンナクヅt／　，。　ナン「ネー像デ」くて11　tuらt」　v、ノ．フン

　　　　　ネート（瞬らなし叱1，ツク／奉ン（作らtuいの♪
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　レ1ソ　　ク／tカ　　ン’ン／ネー　（二来るかしKしfuい）．　！7ンネー　（く爪ない）

　【補疹党】　ラ行者の擾商イと’訂ヱに豊力蓋司ノ旦力動詞．補助一回詞の詰，望でおこ・

し㌧後にX定Z＆わす「な・、“、・椛比X表のす「な・ノ織蕨司のT、あ・

VUどカ㌧く5場合之：’ある。

　レ：イ　ソイダカラζ乏れだ刀、5）　ソイテガレ9（睡，して｛1ガ覧た♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　γ（：φ　（吾音の好脱旛♪　ヒソパラエーチマッテ（引っ1ガラ威てし設って））

　　　　　ダカー　（だから）．ヒソ・ブケード（鋭だ1フれヒb）

　レ；／（レ0拍乱落λソデ（Z・Pt・Z’　）

（八）促章

粛東方言が促音：勲號・こヒほ有洛で幽る．当量奮にお・・ても促内諾．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　の
イ懸挿入ね盗んにおこ㌔わ承．る。イ足畜の挿入ほ形態蓄のつ隠ゼ母におこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　
なわ肌る励’に、彩式の第一拍めと第二拍めの闇にもおこ㌧わ畝る．促

音／（13ノ擾畜ね有，声チ音a，乙、　bなどが後押している場・合tr誘こる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　が　綴畜ガイ足音イピしノ　痛ラ拾手者‘蓉無！参づ一二蚤七ノ　C．　Pとfよる。

画調，顧声（踊ノ，ワケ。4（捌ケ地），株。ソィラ書き

　　　　ついて桁沸いて），マ／乙ク。テ憎くて）．ん。矧

　　　　（掩だけ）

　　2、ヨッポド（よほど）．ヤッパり　（やはり、、ブッツケテ03ぐっ

　　　　けて♪ノオッ　ソロン労ツ　タ　（甦う）ガフ焦）．　イ・ソクラ芒　（の

　　　　くらごも）

　　3．サ。ヅア（t［，んざん），コッター（β度1の．’Y　’v／1・．ぼ戯）．

　　　　ビフポークジ（園丁籔），ソノ　タッピニ（そのノ隻に）

　　　　tJ＄’，「ダメベー、も「グ・ソペー、（だうう）ヒなる。

　　冷、そのイ邑　オッ※一（大きい）．ソソヅぎ（て，ノ琵紹．ダセネッ

　　　　テ、アデ〔干せ．「勾いヒちうのてつ

　　　　くイがか
（ト）侵音・悪書音響め挿入わ盛んごある。長者奮圭’コ，演調表現の場

冷形式の第，ヰ醐ヒ第二拍Mの闇に芋軌ミ舵饗21

画ユ、アンスソンナカ。タ（あまワ為なか。た）．ミンプ蔭♪．
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2．

　齢’霧櫛一方

ね常ド短呼従さge．因定してUるものヒ

春ド㌔〔ッ降t）短晦～イヒ柔肌喪’フしてゆオしマいるものヒfO　v’ある。　1禄C＞めの・二．

序’1熔園定してnる二もの。第．三塘りねヴ）肌てい騒＝わのこあう。

　ハンタラ（学俵），イッ」／aケンメ　ぐ一．生麺・命）ノ　ヒラガワ（三三

　置　t也名　 】・：）

オラナンゾ（faL　tsぞり

デーッケー（大蓬い），ホーントニ（／＄当に）ノテーソデ（て

んで）ノフターり　（二　／〈）．与ヤーーント・（参々んヒ）

だだし、次のよう駿％二下め聯三拍enの闘の場合もある．

γラーンカノ（知Sん顔）．ドンーナニ（どんtslc）

　　　，長・音の短〔呼イヒ　（一長・蕾者・素の溺乞蕗）右みらオaる。　こ飢1：

　　　　　　　　　　　　　　ノ発誘の庭ノ隻＼r癬蝋によって畏、

（のぞの幾S音の無声イ瞳続漆も盛ん1・齢る．アクセンFのt・1・・の

19V9・」の諦分こも無声化がおこX．まr＝．しeのよう鶴狭い母憲の

みな5ず．e．4、　Oなビの広P母音でミえも、支泳でラ：勢・が弱9フ謝

場合や速濠の違い発話の場・飢無声一参畜の後で無声化すgeことがあ5。

　k．t、戸ね下宿ム窮イズてす9どく聞こえ壕。

　ガ行争音ね諺呼で口♪訴む・煩ノ奪擦畜en　cX〕ごあk、

　「キー・ei　・9ンブ・（喜〔勅Sxん1・3i　），「サイキンナ・←最憩の

thように擾＝：音で終わる薇艀」幼詞で1な4ガ’緑とく乞き隠逡，声ドよっミ「子」

と㌔5。

　ア7包ントロ下京式であ否ガ、二拍名詞の第五類1。，属する語には：東京

語6り．頭高型にウ三型がヌ寸弄も一するものがある．

⑤女該上の引色

でイ）「ユ。9。ケ、値。t・7け⊃aよう㌔形武の慢亥匁想起干るt）＝

い方のほか　・キカソタソ9ヨユ　（聞かせ終ものだったよノ．　Tア宍ネ・一

ガ　デキダソタ．ヨ、　（酌、店ガでミ錠もA餐㌧t：」’）と｛1う形荒子あ5・

（fi）澄用

力変動詞13　Tツィアkラレ9メ建肌てお藤ク．「i・デ轡
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ノテ、（持ってこミゼて）のよう1で共轟滞のま然ヨ鉢相当するヒこ5に

連旭彫Ll爺」形．があsの敵る。

　サ亥動詞で口「ワラ7　ンlbッチx一ト、（暗くすると・、うと一ク、

「ノ／レプド」　（す5’り〆しど・も）．　「ンレベ、　（す爪は1つのように終」と，

連擦，仮定鶴が連繋形ヒ同じく語斡がf込で姶まり、一段化の傾向が

み．ら勝る．

　吾多容詞「なしl、　la「ネ，カッペーj　（然かうう），　「ツノデ　ネータッ

テ、　（角てなくてもクのように，末然吾ら．雨承狂うが泉冬止、1耗’と1司じ「ネ（一）」

のK＞｝でな弓無♪金用プどの傾1匂力、協ナごうれる。

　助：動飼「ぢ、の仮．定：形ねrイ、ソトーダうA　‘一斗なe）♪Aように　「ダ

ラ、である．また，衷の例1な連体形の「ダ㌧であるttみら承よう。　「ケ
ンカ“@デキノム　　トキダデ、　（憲監二1　が生き承るヒき：「sので）

　勤飼プ落3る、　〉ぐ　「．歩く。などがτてil：於乏く形隠㌃オッチ．、　　ア

ルッテ．のようt・促蜜イ更となう．

　イ吏綬の過勤詞「・・t・／レ．の過難壁1な，「クワン9．（食rtstt・　）．「ム

カシがタり　》テ　Xカシタ、（s6　it　i］　＄して聞かせお）のように「シ／

クJで　（Ps　5。

　（八）　錘の揚糸口

　助麹酸τブP縦の連用形「デ’．　・9助命・ハa／lxpず遁拷動飼、助

動詞1て拷註する。

圃f，Lダカラ（，来うのだカ＼らク　，イグダ’カう（イ了くのだ1カ、ら）．ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　ク1レピ　フッ9デ（明くる1ヨに幹っおので）

　共通語の・n．｝：あt・　5ヒこうt：そWtがPt・Oら永もいこと1：9・。Z，

移隠詞連握影と立坦坦飼・ガ、、霧、態，の功動詞・ヨーダ、の連体形と逆

馬皇；表わす助詞ブニ、ノ動調の連・体形と母的国表ノわす．助詞「　一；一s　」，，名詞

と名：言司なビが直応接蔽すう．

　1動　デッケーガ’　アッ・9イネー　（六きいのがあフた憲ね）

　　　クし一式ーナニ　イプダカラ　（暗いようtJのに行くのだからン

　　　コメー一　／＼カ／L二（矛、敦量るのにク

　　　　　　　　　　　　　　　　一1　4　5一



ソユー♪サン　トキ（t二・」耗歳のヒ望）．オメー　セワソ　ナ

ル（おまえの麗羨勧てなる）　ソノ　メー二．（そfuの前に）
　　　　　　　　　　　　ノ

（．二♪貝力勝の規騰

　当方勧・おい《脱落する助勧3・h”・．．・オ．．r．・．。の二者であ護e

四割が脱窒するかわり｝：イ漆言の家尾嶺が長呼ミ爪る。

圃ガ・／㌔一一　・〈サンナクナ。夕（久弥ミんカN…s〈鵠た）

　　　　　　　フリーム　 デ’夕　（ク弓一Aが嵐た）

　　　；才　　：　ノ9　　　　ナニ　　　　トツ　　タ　　（イ『∫ri？S．と　つ　　†三　）

　　　　　　　ア’9マ　かサエ4．γタG頑を碑ミえてしまった）・

　　　　　　　ダンボ　ツクッラ：、〆（函戯茎フ〈フて、1る）

　　　ノ；ど　コメー　ハカ／ムニぐ．米2量るの’・）

　　　　　　　ハダギー　　♪V・ソ　ダ　（駅為匙・igつた）

　　　　　　　ヨクー　カ’fテる欲塗力’いて）

　　　二こβ　　ビノしマ　ノナーエンニ，　イグ’（ビノし《に，応二援に・膏く）

　　　　　　　ンー＝一一セン　テソタ（糸冬単文1ミtJつた）

　　　　　　　トコ　♪マッタソペ　、どこじ〉ぐつたろう）

　　　　　　　ヘー”Yイ　デネーカラ←A泳に危＼ないから）

　　　二．：E　　．」tラガ　　ウチー　　／7ノ．ン　し丸、の叡に来る）

　　　　　　　ミー　 フノし（髪Llて来る）

　　　　　　　ナシー　 イソラニ　（返．し｝＝イ写フて）

（ホ）ヂ子纏の「｝：21：．tw当す一当fJ言の鋼霊爵aな「．ユよである。

回　ンタエ　ダイブ　ミセガ　デ㌣ア（下、こ匠い武店がで詮て）

　　ニグラノ　マンナ刀ユ砺プノ、”ンドイテ備鞍の真西いコ

　　ーデ鼠博さんで診いて）

（へ）掲遇表現溌毫しZ・k’5ず！象rでも芽齢の差のあるもの）卍で

わ塚とんど151じ彬戎皇用いi。ただし，　「ネ／カイ、　（無いのかね∂，

「アッタイづトー．（有フ喪よ触）ドおう畝溺よう㌔「・1’　．，「ネa甫
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「，ネンカ、，アアッタナー」といラ乏爪．S）のない形走ヒくらべるtよt7

物愚轟伽傷・し舗汐昧者1ミ対しZね丁畢度のあ・洪通訥の罧須き

卵い萎こと1＝よって4寿蝦残イ立蝕高幽るヒ爾ヨも。疎遠．さ匙や表B月してい拶。

そのイセ，メ乏幡によフて　「ンnノ乙系、の助．動銅がfクソツケラッガイ」

（あ’つ1つなミの♪，　「ウソー　イワッシ夷ノLブユ　（嘘襲お壱・、fJ　iミるも）

グ｝ci＞う1て：用いう｝れ，一（｝、る。

4　その他
①，也点主袈足di理由

　築L粋急群鳥県〃）方毒きよく微して口多比点であうこ乞ヒ調査看の身近．

ts．都協’L方畜三三の便カツ昇うれ、継翫俸制が整Zkfすいこヒ・・

よゑ、

④畝力．者の比名

　0　，　3　　　多差し　手～＝　rlし：．

M47一



　S．表fi”b　rフ・、て

支琢必心血声表記看励タカナ奢菱1慧．翻こ届tcr．肯ミ5Sk．

すべき、力勃ナの表耐具体帝動乱，そのイ也の掩号について説明
すろ。

（イ）パ・夕・カ，腎の与音口鰻形武の頭覆て噛’ド」鋭い気智盆帯が’てDる

が　，　1才ヒ・ノ毫イ立一dl　l？　そ蛎塁（17’，材’十ヒ　td　し、。　　f　ptへ’戸　，　セ「＝　t　ノ　｝ε～　k　］

（口）ザ行の与音｝つ・繍う式の頭位で1τ・囎智のLd篇．　乙（ちコノ中尾

位痴話擦音のtzコ，〔5コ．

（ハ）カ“イ納音口恥形態煮グ房｝位ご蔽穀奮［SB、その他の転置で1・Zi）

摩擦畜の〔y3ごある。

（二）ライii与音口下田各形武．の意企では鰍裳イ導の　　しδfコノそのイセの位

置で鳳弾き畜£f］Zあ5。ただし，この音ね無騰ゴ乍ね溌音では弱まワ

ぜすく，古が歯ド逮しないこヒもうい。

（ホ）工段劉づワィ戸・よオイ、オー21　．　tsど連母音の融面長創巴

だものの前半者昏衰表グ）る場冶：こ感半広≠暗の［Eり，母音㌧オユ．　「ウa

の後ご・酵適々看の匠］，その槽ゲ・位圏乙言tE〕よしもΨ聖族い

〔εよ〕　ご’ある．

（ぺ♪　「一」ね長畜グノ後学都t：1を　f〈thしノ　「→．需半長者の復学鋒

［’Ja、t表　rt）す．

（ト）カi9力物心の・．一襲締が無剤ヒま臼つ泊幽しているこ嬢

表〆りす．この記，多博爵に「セミ〉ぐ廷声、良わ表めす。

（チ♪カタカナの上の「一。隠アi7セントの画を表〆『）し，そ：の後概分メデ寵

号のtes・暗険ま・ゆ高発話セ弱こと乞討．ただし、文節ごヒの分
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かち書告であ蘇あ、文第ヒ丈節の閤の横線のゆ脚めロ高さの変イ肱回

すものZ“　」？　r」い。例えば「ミ々ノ　ソ、ザイ　ヤツ・9ン分．（’9．　O）　＄　1＝　xe

フ仁の鉦）では　「ミ・マノ、　t・／、ザイ、ゆ爾び高さであるニヒき表m

してt15．蘇、文9”・｛ヒ資紳・付ミ妹符号店縦アクセン嚇（二つ

殊上の甚本アクセ．ン「節か5㌔るアフセ．ント飾。甚：，r｝・ア・7セ，ントkS　tgほ

ぼ文節ぞ論・相当す翫）にツナたものである．こ）？k　｝1　．、挿の会認が

蝉値で発詮ミ氏文鱒ごヒドくぎ・て概恨脈かbけて’L　t”9・’」・・ヒ・、う

・9i．夢ミ．カ＼らの当然の’〕扇継て（ある。

（の支太あるいI」文節素のワ．，「一’ly．・独昇調下隣調蟻耐。

乎薇鋤備｝守フセン脱号ヒ区琴肌㌔カ＼。たが、例えば「ヘー．、　・・1

戯・ウ伽評以調であるJrへ．1・、・。たん特に高くt。。てカ・ら後

下＝隣すること乞表わす、

一1　49一



　6．話危・鋲音聾魔など

ユ．三音年月｝ヨ

　躍加ダρ年y月ノ5日

2、録畜場アテ

　群馬県固根群梁倣船人寧遭貝85／垢鍵。ノ】〉林弥メζ郎氏宅．

5、話し与の氏后・性！生年・言下・雇イ＄一半・窪諺的特徴tuど

　ノ」、赫弥人評　　（男）

現住所，群馬轄別事暦博門跡3天辺亀県

生・年　　　　七月；台40年ノλフ弓　∠　6

最終学歴　東祠尋常高蓉八部手事

兵虚1　乙ヌし

藏業　裟案、縛ま

馬鐸釣物馬方覆峯よくイ宗隠しマ～＼る。

　・ん杯タ志ゑ　・す♪

現ブi所、群鳥同病β麗戸別才芸才丈3追．県

生与　　明∫註￥風聴7ノ弓ノラ日

最終塚．蜜、東村尋常高専爪蓼教導

弱腰　　農業

鷲婚’　肝胆！年旧東村た琴イ，爲からい玉東村人写遷奨1⇒識す。

畜三三特敵．方覆窒よく保有していろ。滋と禍気て聞いV．こヒについて

　　　　も直儒議法乏使，石臨場感あゑ肛うようk鈷寸、

　星野　錫司　 （男）

三位所、群馬県同一冨ン縦財1六客追県

生与　　丸正9辱1）Aメ’7日

最終蓼歴　寿与4磯馴魯

兵翌　　雁叙ノ5＃ノ2A2S，ヨPt征、弱加2ノ年6司ノゲ日帰還．
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雛　灘（sig）
畜諺的網徴　力穫塾比較約よや保看しZいる。説明叉て口摩しい」ま釈が

　　　　フくたあに博ミ冴こけガ多い．

　・1．赫喜申

：現イ生所群鳥県47ノ麟勢’応跡寸天辱追呉

3x　4）　晒ηノケ年11月70fi

艇終学、歴鋳鳥県立等根農赫高薯轍酔

藏歴　潔業
al　t」役織（久職ク　剃榔寸簡在藏中

畜諦的特徴芽隣町こeあった方畜一事ノ受。共遜L羨ヒカ毒煙吏、・わけ区習

　　　　鯉し（いろ。

4．鎌音楽尭
①威序メ箋

　よ記議し5！　mイセ，調：査者）野勇，誘茶の接得にぷ蘇ξ辱L㌔、毒＝一，録音

拍当盾序努くノ孝未が同霧。

②論の進行壕ン（ノ兄

　勇らかじめノ掃泡⊥ておいセ事事（巷グ｝ユメ渉、遊び，り惹†，天候ruど）

丘八弥喜市氏が進行役褒務’プ2，姦・線の・提洪をおこも一た．．グし．ガtu

うずしも唄乞改爪．た昂題ば．か・）て’感㌔〈，関連じく虫くくそ鈷題Kつい

’〈19固愚な盈即行にまカ・せ慈。

◎場の雰団亥b

　ノ1v赫亦太郎氏と八ノ林よもゑ’氏は夫婦，ノ1＞泳夢申氏鳳そ“t庭み、星野富

司《ね適ン㌃の欧で〃）る．星野氏にノ1＞林氏宅凌でご足一労き漂貝一圧、

　靖討，麟，デしばなビ1工能＼てヒ（9～ち。民℃囲じ　捧かうの、絹，音褒

遮蹴しょうとし於が．鳥の．声，和動草ハ畜なビが蒔ミ聞こえ煮．

　東の午後の黒崎、茶匙飢り磁が♪t4ご×・力次諭・断行した．

④録者栂・デープ

　ソニー　オーフ。ンデンスケ，ノヂ。ノれ／砂一
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1 雨乞と天気祭

♪1、彬永太帥勇

ノ1）林よ走ゑす

星野富司男

、】、赫喜市男

明〉合40年1λ月6〔3生

8月〉台40年マ｝銭1『日生

大正『辱】同λ7、3生

舜醗015・年ア1月ノ0日｛生

k

A

イママデニワ　フレダネー　才トトンカ“　ヤッパリ　コーアッ’9／

　’今　ミで1：1？　　 志療鰹“A　，　　一8＄埠）bs“　　紬ta’j　　　このようγ8翻κ態．

　　　　　　ゆ
　フッi・7ソカイ。

　た’」つた　の　かれ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ
アー　7rトトソワネー　トーモロコyガ　ヨレタネー．

　　　一等埣」まPLノ　　　　蚤蜀冶ミjO・“　　　，粧れモう1ぐ「なったぬ．

ヨレタイネー。　（悶ノズーット　ムカン’モ　ソーインガ　アッタソ

泥庶うに㌔菰ね、　　　船と　　拮わ　　そういうこヒが　あ。ちの
　ゆ
ケブ》。

カ、い。

ムカソダ・テフ・タヨ．アマゴイスル・テラン㌣ツt｝ス
　着t，’＋って　　　あっ聡よ．　　雨乞．乞　 香るヒ館っt＝’）】，天気督．乞

ノレナンテ　ユッタカラ。

する　マひどヒ　　　ちつ幸ヒカ’ら　。
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o

o

T

アマコ“イ　？タワ　アソキマツリ　i／9リ　オ一骨一）ぐ　♪マッ！9ヨ

　諦乞を　し総り　　天覧　窯な　し荘弓　　火，騒ぎ馬左　し粍乱

一　 〇

テンキマ’ソ唇ト　　スごイフ“ソ　Vッタヨ。

　　天気　 無亀　　　瞳分　　　やったよ。

ムカソ／がシンコクダ。タヨーダ菊．

　昔の寿が　　 5張　刻　 だっ↑1　¢うだし蔚。

ソソコクダ。9イ；一。7・一コ・クレー（oムカソワ）スVバ

　　ノ県刻　だフ医よな。　1う　　このくらいに　 （緒μ　）　　な爪rご

ハ’　，ホ、ソトこ　 アlzゴイ　スベーナンテ　オーサーR“g“イナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
もう　　噂～　当1＝　　爾　乞乞　　しようζJビヒ．　　夫、騒ぎ　r～ぜな．

ムカシワ　ムギ〕ム「ミ　；ラント　（kソー／エベ冤一．ンッヲッ9カラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　

o

　着円　　犬麦、1岐を　叡さん　（そういZlずre。）　作。勧・ら

翌㌦（・ソーイェバコナイグィ。貯留・庫ジ司斯）

さ。　　（そうい丸ば’　　このあUだ　君。てし・t・・S　　友じい？　S．が）

　　　　　　　　　　 ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ムギコムギが　ハユルッ4ユンデ　テン蔑マツリ　シナケリャ　ド

　木麦　，ム麦が　　生え5ヒいろので　　天知際乞　　しな1す叡ぱ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こるひ
一シ’ヨモネッア・テソキノ　ビilビ’1　シテノレノニ・　ミノカ寸；デ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　k“うしよ5もtJtSヒ天斐しが　ビリビt｝　しこいるの1：　蓑笠で

フノー　マルン廿不一。

　　　　岬呑んさ　わ・。

アノーイt’ベソ々ルンがビラがノノフドー・f　〈ネ。（Aソ

　　　　　一庸　　やるのが　　乎円｛毘名）の　あ・琴動祷くゼ齢

一一 B）（oソーサー。）オフドー骨マー　ミズン　ナケー　イレルト

　　　（乞うミ。）　　廓・不勤激を　　　メくの　　印へ　　入照るヒ
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o

アメカ“　フルッ手ユー　　ワケrヂネー。

琢｝；が　　 ￥騰るヒいこ）　　庁）けで胴・ゆ
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“　cs3）　一一一　me　“sv）　pt　umキー4やンナ　ソー　オ・t；　1ワ　ネーカナ乙。オレつ　ナソカィカ

　宰ちkん・み　乏畑ビ　愛え｝客　翻ゆ・tis。　掩｝＊　阿〔強力’

　キータa一．ヒラカ㌧デオフドー分ヌー　9キツボイレつカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　聞いt“よ。　乎い1で　　 ＄・不勧激を　　　滝壷へ　　λ廠翼力・ら

うフノレタ“O一ッテ．

　【面が】碑δだ55と、

ハー一　パー
　　　　　b
　ぞうが淑．

オレガ4ド’1ニイル　ジブンワ　ヨフ・一　ヤッタンサナー．ダ

　痴が　 4鳥けヒ紛li　いる　　曲伽3　　よく　　　）・t・　m拓の）な。

ケドコ・与一　liテッカラ　八ナレヲノ功う　ヤノレカ　マンネー

ぢけ激ビもこちら【皇更」に．采て．t］’　5　　翻颪ひるカ、ら　　正4為ビは」やδかや5ないカ’

カ　ムうノゴ　与ノ1“ッテノレ刀ラ　ワノフソネーケド。

　　蔚が　 電って｝、るカ・5　　　thカ’らtdし、！3　Pt　t’。

ムカンモノフ天ランンコーやVヨl」　＝シテ9カラ策ゲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　昔　　　着　　｝1　　　　　　　　　　　　　　　イ鴬　　イ‘ll　，ま“　hブ　i｝　’　　頼fJ　1ミ　　　　　　　　しz．い　寸℃　カ、ら　　　　袴《ご

｛一　ハー　テンNマツリ　スベァ　ァマゴイ　スビ々一ナンテ

　　　もう　　天気傑を　　　しよう　　繭先乞　　しよう　なし‘ヒ

マッ・9ンダイナー。ク与a一十マエ　モーソコソデ　7マゴイ　ス
　　　　　　　　　e
やつ製のかよtJ。　　　　丞長様へ　　 申し込んで　　雨乞を　　する、

！レ　アンt’〈マツa　ス　tLッラ　ソ／　タッビ∴　一’9ッ9ン9ヨ。

　　　天気鮮黛　　声5ヒ　　zσ・　　鴻いミ　　や・於《だよ・
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0　イッコー　ソ／　刀ソケーノ　ネー　？トが号　コし一　 ジブンノ

　　　まつ蕊く　　　　　蘭磁の　　　繰ω　人がさ　　｝ポをノ　白タの

　　　クS一遍狛ヤli　5一ンデー（Ki一ヲーーカー）ソレーア
　　　◎
　　　口藍徹過ユ童　　　 量りたいのて“　　　　（おあ　　　そうカ’）　乏｝れえ

　　レサー　（k7一　キッカケ」モ　アノしカうプ。）ソー　イー　きッカケ
　　　　　　　　　　　o
　　勘戯　　 （・・い　　き。ね博わ　　薦からも。）うん　・・い　㍉が‘うで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆジ
　　ヂソレー　シτバコレがヤレルカラ．骨五一ゲゾプソザソ

　　　　乞颪き　　　オkla“　　こ胤が’　　）entるカ、ら　。　　イfz藷と　塘、なビね

　　レデ　　モ．一　　スこプロクニ．　ヨッパ．ラジ　ラ　．

　　瀦で　　　壱う　　　　へべ稽Ltすtこ　　　　　・瞬っヰムって。

K　モット『L　ムカンワ　ソーユ　 ド果デモ　ナ宍u一　ナカナカ　イ

　　　も7ヒも　　　・奮tB　　　　τういう　　　噛ご喝　　　なド㌻嵐iゴ　　　VJかなカ’

　　マミテーーニ　バンソ《クダトカ　　ソーユノモ　ろクナカッタタッベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勲　　　θのように　　　　日免　繭⇔ぜヒカ’　　　モういうこヒ：し　少なかう裏～ゴろう

　　カラネー。

　　　声’うね。

T　すク7．9燕　ろつfカッタww・
　　隻1　　　　　　　　　鯉　　　　　　　　　　少もか’フち，　　　熱かっ撫
　　　　　　ノ

○　ソイデ　ナター’フ弓アノしッター　アプナカッ9ンデ　ソイ’デ　ソ

　　隻2額で　金宅赴　制麟・勧して　　齢が，た。で　　τ叡ぐ

　　／　トシカ“　井・ラー　イマワ　ソユーカ！fジ㌧テ“　ソヨーバご一　ナ

　　その　　耳が’　　ほら　　　・タは　　　集公前て・‘　　　　　消戸加・

　　ニ　シノしケド　7チa一デM。’9。ぺ．ダカラ　ソントX　オレ
　　　　　　　　　　o
　　イ再を　　オ51T》hビごその当時は3　Ex表z“　　や，マミろう。　　たs’bs　tN》　　　モ《Ut鴫　　　i　ttが

　　　　　　　　　　　　　　　（36》
　　カ“　アノー　サケノ　ヤドワ　スノレケド　テンをマツり　ト渓　ミ

　　　　　　　　　鴻の　　　宿tな　　すさゆれげも　　」蔑銭餓A　　　　爵の

　宅
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K

o

T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
9ヨー⊃ナ9一フ’］アノし。9一ソτユーコTワゴメン
　ように　　　蚕壱を　　振りあるいち・｝　　　そのよう㌔　　ごヒ嚇　　 三二

ダカラッrf・　L一デブンダン4、一ニオコFワil　シタダ。タイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　だ’からヒいう（nで　　　　　勢団灸に　　　　　　　由断tJな　　　し裳の毎“っ匹よ，

　　　　　　　　　　　　　　　　もやう
　ソソ’9ラ　コンド　キオッケマス　ナンテ　ユーンダソ与ユワ．
　o　　　o　　o　　 o　　　　　o　　o　　 o　　　　　　ρ　　O　　e　　o　　 o　　o

　　ぞうし態〉　　今康は　 緊な件けま肴　　　なビヒ　　・禽5の餐罵陵うお’よ。

ゐhTツつソー．一x－yレ蘇アラィジキノや瀞
　　　o
だから　　・CA　Cっ滋　　　f｝いう　　　幽れ餐竃ぬ　　 藩い　　β毒期A　・gr　｝aり

リプンカネU一かソ字テゲナカデノコラナン4よン飢
　　イ5「ガノね　　　ちし♪色　　　 びヒいく　　申て“の　　 これドき　イ再ヒいうのた“．

ダノソミミテーナンi　マク9しテ（アンー　ナッタンダネー。）≠

熟恥よ鞠・紬　　　怨叡　　（うんノ　　　td：っ餐の餐£tfta，。）

ツ9ンダネー。ヤッペt］ネー。

　ts，tの七二　 。　　や1笠つね。

ハヤ7　イエベ　ナソー：eモ　ニゴう・：7ガ　ネーカラ　 （Tソータ“孕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　掃く　　叡ば　　何も　　　一回象バ　無いカ・も。　（ぞう～惣。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ
一．）ゴラフ。t’　．Lンダカ　イヤソ。テ　ユンダカネー。ソンナS一

　　　娯楽ヒいうのだ噛ガ　　　　子守ヒ　　　　いうのだ’カ㍉ね　。　　そ二のようなゆ

ナ。

デ｛　 ムカンワ皐一。へカシ「フー・9ッテ　9一　センパイガ　イノL

z“ 焉C　巷1オ船。　　　　毫陪k言ッても　　　註　es　　先輩が

ンダカラ＝i｝一　くA・O・笈）オレガ　ムカソッヲ　コー9一一一　『ξ一ケド’i

・雛オ験　　　 擁が　＃・t・う　・t　t’“・無・ツ鮒も
　幽）　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　（㈱　　　　　　　　　　　　　　　＿

㌦オしヨリ　ムカシガツエングカラ．ソレデ丑コーユ　きセ
ー　　　掩副　　着ダ　　強いの惣’から．　乞魚ご喝　　こう・・う
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o

A

　　　　　　　　　　　　　　　　（輿
ツ　キセソニ挙一　アノー　ハノしゴガ　スンデ　コムギカソ　スム
。　　　　o

毒静　桑飾に船　　　　　　 春転が　 寸んこ　　か麦メ1！が　ぐ古と

ト　皆トキてい｝　ツイテ　・千ヨット　イキ　’～ク　マノブ　フッタイ

　　　4tきまり　　つ、vて　　発うヒ　　 危を　フく　　間力“　∂～つたよ4a．

茅一。　（k「9一　ソー　ソー　ソー2イマジャ　　ノベツマ7ナソ

　　　　（モう　　　　Eう　　　モう　　　　そう。）　　！今でね　　　　　のべつ　まく・セしに

ユキノ　フルでデネー（岩窟）。

｝轡の　　　梅るまぐ　ぬ、。

　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 ア　　　　　 　
イー？！つサー　イロイ。　’ど’7ルカラサー。　（ソーダネー．）ムカソヤ

　参ittさ，　　いろい5　　作るヵ・らミ。’　　（そうt。“蔽。）　　巷崎

　　　　　ぐ45｝
一　シューコ　カウ　亨トモ　9ソト　ナカッ9ノ．クワガ　イ9
　　琢来敷　き　｛Srfiう　入：も　　trくQんは　い㌔カ・っ在。　　桑が　　Ja　l　b

ム。与ユンデ．ハπゴ刀。・ゾグケグ，ぺ．ぴヲー．ソイデエ

　繕うので。　　蒼蚕萱　幽訟ざけ篤う。　　　ぐ弘の　紬ぐ

・ダマメッt■よ．・ナ　 イヅ＋ナイ　ツつソネーシノ　トーEDnシモ　 ’アレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　枝豆ヒ、、うのね　　一・勧　　　イ爲“unレ、　　　玉易盗s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
ゲッペ　ジブンデ　7一ダケソカ　ツクンネン　　（τンマノ　エサ

　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
琳榔う，　齢ご　　喰う蜘しか　　偶恥・・　　（、爲の　　鋼ヒ）

ト）エダマX《一甲ン9“i77一。（Tエグマy端一福ヤ
　　　　獄　i鼓で糖　　 ないのだものね　。　　　（挙支　豆で’は　　　 もいよ総．）

一；9一．）（Aエダマメワ㍗ダ．）ソ動ラ5．　n“勃。タンヂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　
o

　　　　　（JS支　　豆．は　　　暮い（A長“。）そう餐“カ・ら　爾が　　無力・彊のさ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐみ
マカラヘギ・ムギガカ9ズ宥ママー㍉力励・オイレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　コぎ㌧カ’3　　　　メ：麦　・ヨ・麦ガ“　　か於っ“いて　　大豆の　　　　，石少寄せわビ　　終めBしiず

べ　ソイデζト・ギ｝ヒマゲ。ダモノ。

　　　乏承て“　　　一嫡期　　　霞段ぜっ驚もの。
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丁

A

o

A

o

ヒトッt・k　ilヒマ9“。タイネー。
e

　’fi考募月　　fipaだ’っ仁よ淑。

ソー。ソイデ？骨トリモノーデマメンナカエ　2→トり一。

うん。　tllt〈“　葺取a集　　で　　Sの　中へ　　草取，｝a

イマー　ハー　ソレがソーゾ　・q　ネンダィ．イ。イロ　ハノしゴ

参ね　 ‘t，う　そ肌が　そうで購　　ないのだ楓。い9い5．　着査を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仰　　　　　　　　　　　　　 ・

カッ7　シニL一コー　カッテ　バソシ’∴一　カッテ　ソノ　アイ→ナ

　divZ　　h）k蚕1｝s　御って　　晩叙2　　細って　その　　醐に

＝　 エタ“マ×ダ㌧　 Tマト9“ノマー。　（了トーモ．ロコソカラ茅一e）

　　　二二や　　　ト9ト》ギ脈。　　　　　（i’溺盗力・られ．）

　　　　　　　　（ゆ
トー：とOユソ9カう　アーンテ．

　£燭盗だソゴ5　　　　ヒても。

9カラ　ソノ　カソ　イッソヨケンメーニ

ボカ’ら　　その　　薗　　　一竺　懸・tsii尺

セヅtト　ヤッチタン→、
　　　　　　　　　　o
泡ワせと　　 やっていたのさ、

ノベツマつナシ！。

　めバつ　まくfJし。

ソータイナー。

　そうだ’よta．

ク骨力りべ一
e

　葦間，1ぱガ’｝

セッ三

二うせ
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後

2
3
4
・
5

1　　「コー7ッ9／　ア“19／カイ、　「雨が長く｝降らない4起態だ㌧プミの

　　か噸4at泡。　「コー9“ッ・9／　ダッ’9ンカイ」とも聞こえ．函。無～豊

　作㌔発奮。
　．　r3レタa乾記した。．枯ぜしるぐ前1てtd　）た。

「アッタソケyi 〔砒aokEac〕翻力詞？カ・・γヤ・鋪蛤約．

　　「トモゾーサン」友吉（人名）＋じいセん。

　　　　　　　　　　ハエル、ゾ1’3取うた木麦・ホ麦が二二できねいヒ　　「ムキ：’コAギガ’

　　芽が滋Z．しきう。

6．　「デン幣ノ　ビリビワ　ソテノしノニ　ミノカサデ」天気．が良くZ8

　　がカンカン照。Zいるグ・に一二力鱗るよう1・k、顧パ菱垂孝で雨乞

　　玄袴る．ねお，この終誰ね途ヰぐ｝ね・じ爪て雰弓，　「ドーソヨ芒ネッ

　　テ．まぐ鳳尺屈祭1＝聞して，その後は雨乞に関しく墜ベム肌Zいる。

fr　　　「オラー　　・・・…　　シ’ヨー，カ“ネーカ“　ア　ノ　　・・…　　一　アノレベー」　OtQκ

　　ヒ房粉内溶の温温二士遠しZ・＄・・rkい峻蘇が、モ嵐を「ソ、

　　一ガネーガ。まごで窪屈し、kめ細歪ド応じ二三器に切幡えた。

9．「バソig一ソト。擬態語で表惰叢（・母音圖き無声イヒミぜスレ・る）。

9．「ソレカラ、卑・で嗅昧。

lO．，　「アメ　フッタッゲ．卑臼て・喚昧。

11．　「るットキ。曖昧z：庖味不曙。

12．†マエ／ヒ、皐・で不明膿。

15．　「フ」　工FUt　rユ。覆、、なみしのr…あ1：1嵐常あ5オ）爪上い二二の7隻の

　　イ水よがみs琳しる。

14一・「キー9ヨ・£kl比φ。コド無＠a6乍プ♂発音・
E’7一 D　rオーヨメこ1“トaフ〈世迷遂。渥すごし，大い｝＝匪｝つたの竃．「ヨメー＝ゴ

　　ト」ね泣き合、4i集県悉取瀞と口劣類オ覆｛多率典δlrのっている。

｝6，　　「「ソーーソー、ノ、ノゾソ」　稽、・tz．，＝こプ塗く，　ξ1爵くaL慧ミ＝｝れて㌧・ア葛。

1ワ．「キー茄「キー，　1“A名、喜市の蝸．

1曾．　「ダカ→．　〔da　ka　’1　’ダカラ〆虜§意り石ラ。

t9．　「フtl　9ッヲカラa　〔r14冒奮は稲く．　「ラ4タッチカラaの↓う

　　　　　　　　　　　　　　　一1　67一



　　にも醐こえ．る。

20．　「コンラ」　「ユう一」の毒い誤り。

Zl．・カッノxoピア．遊《犬場のあるフ．一ルの名前。

22，　『ダ’カー」N“カラの．ξ務怠つ署多働

Z5．　「ソーダ、ンペーa・亀争響し．

24，　「アしグ／＞e．　〔qredapコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ25，　「テンキマツッテナ」無造イ乍な発音。テンキマツリッテノ丁フゴはよ

　　り丁睾r勾イ二三である。

Z6．　「テンキマツリワー、雨乞の方で琢tsぐノ天気馨の二尉tラi鶴周し毎

　　力説：のたあドrりよi：β、抜フめの了クtントの山ンがで電ている、

ス7　「タイコナ〉．熱三二な発音。　「タイコナンカ、園まり丁寧ね彫菱。

ス8　　「ズブdクニ　ヨッバラッテ　ミンナガ、　ア砦が’ヘベ肌庁に酔v払

　　・㍉耐肇1記法。

2鉱　 「オッツ7レルJ　〔Ot亡＄Ct　KerLU〈　］とも聞こえ5。　〔r）の発憲のた

　　あa佳の持5上がり口P’一　TJ＜ノー告肯が車笈口盗1誕瓦づ’いくノi二二髪あこ

　　している。

30．　「サ碁一ゲ〉が」　「サトーゲソ、ね／〈履，づ左籐，源爽の峰。

3で．「イ与㍉旨与一払名渦桧癖の暁麟緬講話瀞砥グ暖．

32．田イキン山冠店の連弓形．
53，「ギ4。ンナ、犠一蜘初回の四声形．
3穿，　τオボエワ　ネーカナーa　「SL’腱．K勾いかなa　4　急、

35．　　「コレガ　　ヤレノしカラ、　オ不i≧言寿つ　しくごさ：をししな，がら・。　　Ψ函塗が薇（角蓄

　　力’も、　4、急。

56．　「サケノ　ヤド」人が藤急♪て適を慮笈むと．きlr提秩するイ会t湯．

謡．　「ソレ　ユー　コト、「ソしワ．と毒いかのて「ソーユー。乙養い

　　なおそうヒして　「ソーi6η音昏二三完に金いカ、けた「ソレiて’イ総用し

　　お。

S9，・ソγタラ　コンドキかソケマス。．・・Pt・＆〉・／fi　・・；・“・tE艇声．
　　　ゆ　　つ　　ゆ　　ひ　　　　　む　　ロ　　む　　　　　ゆ　 む　　む　　ゆ　　む　 む

δg．　「イマンッテa　「～ピ差うaPt叡の　「ッテ”ドな1履畜の宇受にやφ～らめ

　　Atる．4綾畜の　th　1：賄，が続く畜節レ構造が霧する。例タト的。
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2ro　．

41　．

47．

43．

44．

4g．

46　．

47．

49．

「・オレガ　ムカシ！ソァ　コ・9一　ネーhドサーaこの苛5分IGS　A．0

の契・、∠壷ts。てい5。

「ムカソガ　　ツユンダ馬力う、　「昔のことをよく欠uっているカ’らaの

竜。　「♪酌がタ禽い」　ヒ同じ、根ト亀の；表：三晃．，

「ハノしゴ、五月よ旬寺帯立の蚕・。

「ソェーコ、セ．月下旬掃立の蚕。

「ンマ／」r順順nの．擾音が形式の頭位に立ってし！・：5。

「坑［・S4］文泉の弱即）移。

「管ッカケ、ヰン耕．・砂きすくっz豆の．木に2弩ぜ護作：業．。

「バンソ・一、「8鰍査mこ凱八肝旬棉立の蚕。
「トーモロコソ9L’カ∋、　「、五蜀，；黍・1もつ官るのぼカ’もユの莫』。

　，養蚕只関しZ．　19！欝馬県の義蛋習俗。ノ群鳥県煮嫡委輿会事・紋局．躍加

4「（　ag　5肩き参照。
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　　　　2　壮健芝居

A・kン赫弥太二男明治40年｝2月6θ生

0　ノ｝・跡遵｝もゑ一ltss岨冶40年マ群1『8、生

T　星野富司　男　大正鱒困Z7β良

Kノエ、替喜布男昭和／5年17月フ。臼良

A ダカヲ　　ソ　ノ　　ジブソ

だから　　　その　　 鴫ゲ

♪マ　カッア　フビャー

　　噴フて　こよう

ヒマダカラ　ンバfヤ　スビャー

蝦コぎハ　　　芝居墨　　しよう　，

ナソテ（kソーダネー、）ワケーソワ

もビと　　（そうゼ聰乳。）　　着£〈　le

一ソデ　ソーケソシバイや

老衆で　　s±健莫鎌屋

ヤツ’yン’9ヨ。

やつち偽だぱ。

ソーケソノ〈ヤッテナ

rソーケソバヤ．ヒいう四包【例コ’ H

ソーケン
　　　　．
国土健顧．

ソーケソ4ユナ
「ソーケンaヒt・うmIet｛ny・j？

ブツベーンヤネーhナンヲ

　しようでね9もいかねげk
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ノ　ワケー　ヲが。4＝一ネンノ　ソー。

　　拮い　　蓮中が。　や　卑の　　濯土　。

7　一一　ソカ　ソカ
　　　　　　　　e
詣（タ　　ぞうカ’　ぞうカ、。

　　　　　　　　　　　　　　しミきy一ソ／▽㌦万ンダ．タ亨・しゲ．（’ンー。）ソーケン．天一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの
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　　　　　　　　　　　　　　　　　oxズxY
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しタナ
ーナソテ。ソィデミンナ　カク　AうAうデハナpmeケ｝
　なビ隻、　乏颪で　　矯　　 ・各　　層々で　　 若し＝　　過を

イ・丞一ダナンテrtラーホーエ£〈　’7ト灘？；7ゲ・≠ン
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ソーサー
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そうき。

ソイデ　ミンナ　カ7
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ンタイテサーき9
　　炊いてさ　来遊
　　　　　　♪

ムうデ　7ノー　ウ与デ　 ミソナ　セキ八
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τトニ　 ミンナー　オキNクニ　セッ9イ

人、・　　窒　　　吉井・・　　拷狩
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フレガ　廿イ：ゴダッ’9カシンネーナー。才うガホーゾヤ　ソーケノ

融が　豪後鶏齢し輔・噛・　　　掩赫で・づ　　取健

ンバイや与ユノ。ラ：ヌブ’イマデ　ソメ又イテ　テヌ／ブイマデ　ソー

　業り居鳥t（いうφ膝ζやつ嚢の1な】、　奇事式まで　染齢・抜い笑、　　脅キ式きぐ　　』±・健こ

ケソrt　一1カイン町ン4↓イデタ勃γテ（0ハ；一一γタ

　　　　也呉潤建騨う　　　　親ご跡乞　ほ　 （純を　　廉
　　　　　　　　　　　｛B）
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　イ汀9寺仁彙ゼよ
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ソー．

何ぜっマ3
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ヲ＝＝＝万ヲ’レーダカソン’i“一
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　覚えは　熱いre，t’9・。

ソーケンシバイヤナン千ユーナー　コし＝モ　ノッテネーヤナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
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　　二草取ワ　ほ　　 終るしさ　　　（　うん。）　云ようビ　　 8殿td　A，だ謹
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　はり
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ベソaワ　｝〈コソ4ユワ　ネー。ソノ　バン＝■」ン　・ヨッテ。
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ゾンジマトカ　ソーイ　トコン“々ネソ，

　神山　ヒカ、　　　そういつ　　　戸斤「ζ㌦職tsい（h　75、。
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ジンジ夷デヤ

　ネ申祉で
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カーラデ　カーラ三ヨーノ　コイノブ　プア・一二才　犠スミィァ甘一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
河原で　病原涌の　　諏ガ　舞筍芝　寝い之ミ。

　　　　　　　　　　　　　くユゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコヨひ
ソーラ　ヨーイ〉ノ々　ネングイ　ミン／ナ　ノ十、ソ菜一　刀エソイデ置

　ぞ湘。　啓易ご滋　、懇い《だ噛　　身蜜　　紬．木ミ　　担．いで

コーユーニ　ミソナーrテ　ヨシズー　ハッ7→一　プテー7クILン

こうv）iXfi　l：継・・で　　葦雄　 ＄長。ζき　舞畿　偏曜

ダ丑／。

　もの。

へ一・

へ冠

タ＝ジ・一ノアガー一i・r・一・一9／レpmラ（Ag＝ジ。『）デー。T・一一

　ノ｝中の　　　亀中が見1ミ　塞うの㌻～ゐ’も　（澄守　）　　大もい

　スイデ　アるコマデニジューマデ　77ノしダカラ．コー　メグ
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りジ〉ユー　　コー二，凶客　アー　ンーナ｝、）　ソイグカ・ラ　　に一な・テ　　ダ　　サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？〈xx
回り中　　　　こ5　｝2。　（承多～　ぞうカ、9）　　そ，魚し眞…ごカ、ら　　　どちしてこど「うして3

　あう
寡　（kサブ天t乙キ　ツー”ヲ1Lダ’　イワユノし〉ヲ’カラ　サジキが牙
　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

三二　（機葉匁序乞　　イ餐うのだ’桐ノ　いぬゆ＆。）働’ら　横敷が

ワタナンテ　ユーダカラ。ミーンミテ　サジキが　メチルンサー。

　籍参た帆ヒ　窪うの勘・き。　大勢の。て　糧敷が　難％のさ。

サゾキガ．オッ・9ナンテ　サーギ　アソタッペ。ダカラ　ソレヨリ

　オ醸藪ガ　　葺各もおなビk　　，聡ミ“ガ　嵐っおるう。　餐力’も　そ肌羨ワ

　×一か’　八9Y／　カンベデーニ　ムカーソ　アッ9ンネー。オ

　輸が　　中番谷《範名〉の　よ・幡谷に　　　昔　　　　演う餐ね．

へ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　 ロや

ラガ　ヤット　7トボエル　ゾブン。　　　　！

私が　や，て　　・覚λる　　　藤分tZ。

へ一。

　へ丸。

ジーナンカ　ジューサン千ユーカ

　じtl「SJビ1が’　　　す　工‘歳」と　し1＞カ、

　メワリカー。ソイジャー。

　条冬り　乃、。　　　　　　そ爪て“は　。

ソノ　シブン9ナー、

その　　　滋無分た“「uあ。

ソダナー。

そうだなあ。

ソ’一9

うん。

ソラ　ナニ　トンフ
　　　　　　　　　N
ぞ》短ぱ　網ノ　辱欝tま～

9イゾs一

　大課

　　　へ　　　　　　　　　や

キュー峯ンコ自デ

ノ乞　厚　碗で
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A　ソーケンゲミッ与』」ナ　八一

　　　冴±　健，maヒいうのtl

　　カイノ　ワケダイナー。

参（ハ　　　ff》tT　lざな。

ワケーソ

ワケー　　イ？デ　 イエベ　 セーTソ
差レ、，　今q“　宕えしガ　　青埠

セーネソカイノ　ワケカ．

　老衆，肴年会の　めけカ・。
　　　　　　　　　　ロず　
，オッカイワ　ソーダカモ，

　　遡皇県は　　そうfゴかも

セーネン劾ヨリャー　ソノカーントシガ，オ。雫一ケド。

　　春辱・会よ’lta　　f・toカ’わワ　年が　　大笠い口畝ビ。

プッケー　　アーマデ　ノ＼ベガ　ヒ日カックン．

天寛い　　 デーマで　　巾毫ガ　 田力’つたの【ゴゴぬユ。

ソー9カラ　　ハバガ’　ヒレーカラ。

　乏颪葎“カ’ら　，　ウ蓬が　　 ，広いカ’も。

ヒラガア9りつ　モ　モヨリノ　ントサーネー
　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　メSY
　乎円　幽在ワL3　　　暴寄の　　入さね。

　A一　　一、，
　　　エライ　　　　　　　コド9。アー

そうモ）　たいへん㌔　毛のビ。
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儲　 riN?Ｎ　S　S’拭も　掃、　ぬ奴ね　，　返“．．・…aくてi・El

　ナン冬一カラネー。）すケー　ミンナ　ダンテ　カッヲ　苓テ　カ

　k＄なi功・う壌．）　kX　賄　　MLZ　賀．〈　蚊
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　　　　承欺さ　、　抱乞　　 寸9　．aNぜったよ訟。

ノ
ンー
　　o
㌔51＃と。
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　　些し漆　 ノ窯衰　：取．てあ・いく
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　　　　　　らヘンーナ　Aラシュー

　塘　　　胴ヰ　　　 わらむしろさな

　不コー　タシ！テー　スイテ．
　　　　　　o
　巾きみ亡3き　出して　　　藪：いて。

マ　　　ソ　レガ’　　ナツノ

3あ　zmが

　　　ソースりやー　サケナンソ“

　　　そうす嵐1；ゴ　　　　　5＠もビ

ダカラ　オッカイ／　ソーケンセ
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丁

アレー　赤ントイタ　♪マツ
　　　　　σ
ホ爪「乞　　　千してあ’い↑…　　の蓋

　　　　　　　　　ゆひ
ユ／，ヨーナ　イロ／

のような　　　色の

アレ　　デノムンダイネー
　　　　　　　　　　　o
諦底～試　　潔5mだ“よぬ。
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ソース、ト

　　o
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A

o

o

T

オラー　六一ノ　ヤマニワ　ネーケF“　牙一ヨーノ　ヤマニワ　イ

穐の　方の　　lh　ir　la　韓い、tPt・£’　・大鳩の　　ぬに雌

ックラモ　アノム、

いくもて“も　　ある．

ソイデ辱　ソ　L一

そiA　Z“ @そmを

　　’

　　　ソースト
　　　　　o
　　　そうするt

イケーLンカ“　ネ・9エニ　テノムッア　tごソサク渉ンガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

翼擾響が　戯穐iL・：　t」・5・tc　9作tr　kカs“

ソノ　tz一ダ’ガナ　 マー　　ドーユーグヵ。

その　　だいぜガ　　　ti　8　　ビ「う1｝うのだンb’　‘タ台つたよユ．

イヤ　イ又デモ　ソーユー　ヤツオ　ツカッアルダ子一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
いや　　ノ参でむ　　　そういう　　 ♪ヤr紫　　イ更ッてい葛点。

レサー

詣厭ミ

ノへ＿

〈え

ソベガキ

蕎麦…馳を

＿＿　　　　Bt｝　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　 （52，

センジ＝テ　アノー　ソノー　ユ　ネータタテ

　煎じて　　拗う　　そのう，鴻を餓葺駅

　ンテ　フワンタタッタイ。
　ウ　　　　　　　　　　　　　　 ゆ

　して　　・飾跨のだ’。養よ。

’イケーLンガ’　イー　9ケ9“
　　　　　　　　　　　　　　ゆ
二巴轡’二　　良い　わ1すだ。

o

丁

o

丁

ア

ユッタブヨ
　　　　　o
言っおmPt’よ。

ケーフンオ　モライー　㌣9

　鶏糞麹　　 貨い｝こ　　aj　r：，

　ノ
ヘーー

モうかれe

ナンア9“bタラ　　ジニ

ど・うしてだと二吉ったら　　　籍に

　　　e
ぞう静三編

7レオ　フ！7口・ニ　イLテ・け一一
　　　　e
あ二三　　袋に　　入療てミ

茸レン弓一。

絶の蜘＝。

インタソータ不一

良・・のぢモうぜ偽

アレー
　　　o
詞u盤。

　宍ノー
e

　β籾

コーヤッア　　ヤノしト　　7ノー

こう’・ぐ・ッマ　　　♪ヤ5tt　　承のう
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o

丁

K

丁

o

丁

ナゼILソ
　　　　’＞t　e

辮でうのガ。

ナソ9ソータヨ　ソコエ　コー“　イレテ　㌢g入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x》8xxメ
　tJ．K　lざそうだ’よ　　ノ　　　そこく　　　こうに　　　’入れて

残プτ荊、
蕊払　　「ftdうlxど。

ケーフンii　コト　バフンア　コ’9－　R｝夕’ケR’

　実鳥糞ヒいうこヒ．，　　鳥糞ヒVうこヒ陪　　　蘭いたけ爪ピ

コト（A菊ベフンワズアノ
　　　　　　　　　　　》くメX
こic　　　　、馬糞tA　　　あの，

ノ
ヘー一

　　e
〈ス．。

ダカラ　イーッヲ＝　コト　薫一タケド：

悌ち【，騒はコ虫陀・、う＝L2　蘭・肉うれビ

ナー
　　o

カンプ工

　竃静へ

？9スンタ“ド
　　　　　　o
P曼すAκ㌔て。

　　　ケーフソテ

　　　鶏ee　t・う

ツケノLンタソータヨ
e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n

つ1寸1§のた“乏う」ぎょ。

ケープソラ　ンラナカッ9

糸田19　　　知らながつたな。

k ネー　々一フ
　　　Yソxxx
淑えノ

パフンワ7ンカP。
田儀ia　　良いのカ・瓜。

丁　バフンワ　イ”ラシ／一
　　　　　　　　　　　　　〇

K

丁

、長講　　＆．・らい・。

イー　マエッカラネー
IVVWV　’ @　　一　．　．
良い　 ，　」．㌧く前からK。

パフンノ　ァノー　マダ

　三門の　　茂の　　　まか

ユゲが　　ユゲが
××sc》ぐx

　　　　湯姦が

アッタZ7イ　アッダカイ
メX　メ　×　》《》くX

　　　　　　　ek　nSい

タッア必。

itiワτいる【のをコ。

一2e5一
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A

0

0

　　　　　　　　　　　　くうジ
赤ごタ／ト　ン！タヨーナ　♪ぐヅ

　　　　　9
ノボタンと．　　し巽二野㌃　　 岬つ

フ＝～粛タモチ．（k豊ど笑）

うんノ　」牡丹’餅。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨぢウ
コア▽オ　ヌノニ　ヅヲンデア＿ビニ
　　　　　　　　　　o
うん，　あ瞳　　　弗尺　　　包んで　ノ　ガーゼに

イマ　イネーカrラ　9’Lメダイ。

’今　　　　　いtJ　Oカ、ら　　　　・だめ1貯‘ぬ。

ンーマワナー　ソーウィがネーヤナー。

　鳥熔な　，　そうロ　　いかもい縛ね。

ソーサー　ンーマワ　ミエネー丑ノネー。

　そろミ　　　鳥口　　　魁之ちnbm湘b

　しイ不一rしノー　ホッカイド’一工＝デモi：　イカ“ナノアワM－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　いも1｝もの，　　此＞5Sli’亀くでや　　　イ牙かなけれ1ゴ・

カーーバジャー　コゲソー　トットイテ　アレワ　ナンノ　？ス’ノ9“

　Pl場（地名♪で1計　秀糞藍　取。くff“e、勘’a　イ可の　　｛＃｝　r・“．

　　　　　　（55｝
　ケツアツノ

　　血，圧の

ケツフツノ　ク・スηダ。
　　　　　　ゆ
　血圧の　　薬だ。

ケッアッノ　？入り9ッテネー．アレー　ズ・｛；’Fイテネー

血圧の　　薬だ詠ぬ、。　　お櫨　 孔てあ、いて瓜

ケツアツ／　フス9。ソ／カー／イチし一ノ　カイコ／　コグ』ソ
　　　　　　ゆ
血圧の　　薬　。その伽り　一冷の　　蚕の　　礁

夕不一。イ千ハご一ン　与ッ今一、

だ｝捧。　　　一　番　　　り・さ㌧、。

　　　　　　　　　　　　　一206一
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0

A

アレー　オ、ソトイテネー
　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　e

　蕊敵．層｝二　　『：しておいて窪a。

ヤスミメーノ。

　林斜前の。

ンー。

乞うカ㌧捻。

アー　ソレコソ　コ《ッケー〉《ネー、×一ネー。

誰あ、　モ肌こそ　　葡力’Oxtz　AQ　　　哩えなP・

キレー！～プ’ヨ　　ソ／カーシ／。

　造嵐いt＝’tよ　　　　でのカ’げ）ワ。

ソー9“ lー　イ‘／rレー’ダ’ラb

　石う7ぎ湘　　　 一ノ書なi。

ソ’子ト　八ダが　：ヨクナノムナソテ　ユワネーカ、

でうす9と：　　AIし1が　　よくなるなどぐ　　　言わtuいカ、，

ハダ’モ　ヨク　ナル汁一ネー。

　AIZも　　よく　　「ftJ　3さ慮。

天ダーヨクプノし坑アτ：ワイワユノ・ヨービヨ刊。？ソゲ

県｝いき　、叔kるミ・潔颪i言　　戸ケ謂　　　　（繁蘇素㎡カ’ら淑ゆ

カラネ・）ヨーりkノ：7ソダカラ。

　　　　　　　　む　　　　　舞緑薫せカ・ら。

トーキュー／　アレワ　貯バサントカー　ソレノンデルダナン
　東点の　　　おa｝人溝，　畜1ガミんの　eこ3は　　モ八墾　7iR　A．で1、るのだなビと

テ。

【言ワZl、るコ。
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1．』 茶iユアノし。タn聯詩醐り・ナリアノし。夕．．rf／Ls脚下の

　　程。

又．・キドク．・腿肺刎・籠』 g偽。択後で・計ク．い、う形式
　　も訟てくる。

5．　「イソバタケ．石の多い畑。

4．　「トヤマヤ／、　「ト♪マ叉ノ．と：疹うとこう蓋蜜眉善麓整えるたくめに

　　「ヤ議の背節き添えゴ…。

5．　「カサー　ハイアガッテ」　「ヵけカーi）之．草鼠力、19め｝づ「ζ迄い上って4

　　の竃。

6、　「オ9ジバーサマ、　「タジ」は凶名，

7・　「ンッ5タ・　9∫μ亨尤軋］　r－t31ZS噛飾ま音脅。

δ・「 狽宴Oで1㌘　il？　7を7？iナ・セさや餐弁。反綴的表現。

9．　γホヲ」　「ソー？ア」　ガシ2欠のように縮系勺：さ承た。ソ　七／テ〉・永｝

　　シ／テ〉ホソテ〉，ホテ
　　む　　　　　　　　　　　　ジ

ρ．「ヨソー．人名、晶ゑの嚇鼠．

11．「ヨソーミズE。テコ底ささ順克直持β餌で。
　　　　ゆ　

ロ　　　　　　ゆ　　む　　　　　　む　　ゆ　　くコ　　　　　　ね　　む

　　　の
12．’ノマナ㍉　ンンジマウ．さミぜ鷺丸塵拷2秘ご。

　　　む　　ロ　　リ　　む　　む　　　　　り　　ゆ　　　ゆ　　ゆ　 り

β，・ゴクゴクゴク。装やミ危擬声語、
　　　ゆ　り　　ゆ　ゆ　　む　　む

’4．　「クソ、㍗ノLン、（くるの）の縮約形。

15。　　「夕“メg“メg’Sメ　　タ“メタ“メ　ユ　ミrさやミ．声。イ硲く2翠｝コに。

　　　　16．　「ハアー」　［）くa：］磨擦口弱い。

四．「カカカ㌧山下之匂恥の急．
18、　「7｝しか　 ヨメコ“ノ’ユー　 コト」　フ4ムの畜うごヒ」L盛いカ、けて

　　立場踊子。入颪、に嫁比ラニ疑旧い・記し総，
19・写響丁テ≧ダTAミセ）ぐミ多・摩拷誰広．

zo．デビ、一ニンカ・イル／グ＿ささ聖き声．後拷話法。
　　　ウ　リ　　　ゆ　　　ゆ　　り　　り　　　　　　ゆ　　ロ　　 む　　　　　　り

Z1　「クーソよ一ケーホーE　プニモL　アノしモンカ、ミ：ミ）ぐ皆，声．塵捧
　　　ゆ　 り　　り　り　　　　　リ　　ロ　　タ　　リ　　ロ　　　　ゆ　　ゆ　　ゆ　　　　ロ　　ゆ　　リ　　ジ　　リ

　　詮法。

ZZ，「センジグ￥テ、〔・・35i」a∫ミ榔無造イ勧発童．

　　　　　　　　　　　　　　　一208一



25

4
－
5
ム
γ
7
9
0
1
0
1
Z
3
4
－
5

「7ノー．指派イN名言通。匙い｛荻しなカv’ら話レマい5t＝あに尾位の柏

が』長呼されている。

「ソノ、間授飼角痢嫉。

「センノ・［s・勢］無造作菊鵬。
「イラネーッAダ婁く発・音。適接姜倭》去て“，

tソコカラノj予明瞭。　「がサガ猛骨ノ、　というノ樹皮の形ノ蓉5しい。

「ソノ　ソノ乙！．二麦の丁の発離によって峻夢刀ら炊に。

「マツ」♪契のハの発語lrよフ《途伽t｝，｝れ蓬，

「イロノ」取のTの発誰によ。て途切＞x爪粒。

「センジテ“　〔5e三うlte〕・無造イ下㌃発属藷。

「朴三夕乳「ネータ・9yr．姥・・間違・・．

「マツ、♪幻のsth発話によッて途加5肌た。

「ガ㌧ゼこコ♪ASの1〈の醤琶1でゆフ《途初ム小．　k、

「ケツアツノ、らカク｝，Aの発諺によっZ遍切ム瓜ち。
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k

　　　5　昔の商店

ノ】〉赫・弥太郎　男　明冶卒D葬12月6a生

ノト二歳志ゑ，力　明治4．○辱マ月198生

星野　窟司　男　大正『耳｝月2『日生

八二喜市　碧　昭卿15埠11自lo日生

o

丁

0

T

：マーズAカン役一永一ント：一オッカネーンタ“yテネー　アキ

談ず’　　　壱1な　　　　　．本当［：　　　　穐うい、のた㌧笑職

ネーヤガネー　ナンkゲンモ　ナカッ・9ッ4ユーカラネ・一（Tナカッ

　商店が船　　　　 イ町車千三　　　なカ㌧技ヒいうカ・ら齢．　　　　　（もカ㌧たぬ、。）

ダネー一　．1包ンコー　カうニワ　ヨmズヤダ’ケンカ　tカ、．9ッ4ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　，線桑ト裳　　　賀うに雌　　　 ガ屋だ’iTしカ’　　　　　tdかっ養ヒいフ姦も！｝賜・。

ッ・Xモノネー。

ソーカソン不一ネー。

　ぞ二うカ、し承fuい〃偉u

ソーダ’t／ツタ．ヨー。

そうに噂し「言，篠《ま。

コド■ン　下キニワ　ソ了ヨーili　カネコサン与こ（A「7一ダ．）

　　　　　　　　　　　　　メメ
昏痴 @蜘轡　び　　蝕んの蜘て（・・幻

　　　　　　　　　　　　　一210一



　　ツァノー（AモT万τリサンが卯。為テヤ。9ネー．
　　遥メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アギどズ
　　　　承のう　　 （　矯㍉が　　葉氷並んがも・。　）　　　　　や，柊熱9

A　ソーダ。

　　そうだ“。

　　　　　　　　　　こり
0　ソレ　オレfソゾノプ

　　ぞ爪ほ　　 メムもビ薩が

　　　　　　　　　　　　　　にひ
Aオしナンゾガオベータ／ガ
　　　掩なごガ　　　　覚え烹のが

丁オTFンゾガオやヲ。カラタ『

　　　イ塗な　乞ドノジ　　　　　　　　　　　　　｛萸Lλ．てカ、　ら才ご。

0フーrt　rfンソ労（AソソSX・プレ・ぐ穴一ノガッ｝ユ

　　うん，　私なビが　　　（ぞめ腔に　　泌ば　　もう）学厳へ

　　クル　ソブン／

　　来る　　爵分の

丁　 ／9ユ　タイプ　 ミセノラ“　デ’キ9。
　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　下1こ　　だ’い多ご　　ノ薮が“　　～ゴ告亀。

A　ダイブ　ア宍ネーノデ　デ箸／57　，vタ．

　　　　　　　　　　　　　◎
　　1ざいβぐ　　　商店力“一　　　ごきたやめだ馬。

k　ドン〆　モンガアッ・9ダヨメソ’一チソカ／　みXニワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　どんな　　ものが　　承っ餐のガ趨，　由じ’いtdど’の　　tうイYN】鵡イよく1＝は。

A　アプラNガ　イッケンハ　ヨOズヤガ　イッケングL一丹。YKワ

　　　三三が　　一軒と　　　万屋が　　一軒ぐ’もいミ。　　三田

　　　ノ　　ノミ♪マカ“　アッ9グレー。
　　　XXX
　　　　　歓屋ガ　　あっセぐらい

　　　　　　　　 へ　　　　　　
oア太キソペーサンガア・タヨネー一一　。

　　歩あ　　　　イ金町さんが　　　 （タ，†ミよ瓜。

　　　　　　　　　　　　　　　一211一



0

0

ハ

キノベー昔ソ　アッタネー。

　ノ血乎芝ん　　　　あっ在ね。

ソッツぐガ　宍ンペーサソ・ブッペー。

　そのン気が　　　　イ金耳zミ：んぢうう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおラ
ソしドー　7ノー　カイッツアン／　ノヤジグ　コオ升ンガ　7レ

そitt・k　　　あの　　　嘉一ミんの　　　1親父がノ　　光さんが’　　廟纏

一　　ヤ・・タダイネー。

　　やフ養のだしよ胴。

ソレ、ソカラ　スごット　ノ∠条二：　ナッテぢブ。

　乏脈涛・5　　　　すちと　　　if乳｝　z　　惣ッてだ。

ゴフクマメヤッテ
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　呉月忌盤　　〉ぐっ笑、

ンー　コフ7ヤ　ヤッ・9不一
　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

うん　　　呉8踊鼠　　やフ桜臆。

ソレ／一＝　k一フヤオサンペードンが々。9グ。
創》｝　前）：　　　」豆ノ蔚履紮　　　5浮さんが’　　　　ゆぐっ’長の1ご。

昇／ペードーフッ与ユーデ。
　　　　、　　　　　e

　二牢豆腐乙いうので。

　　　　　　　　ゆ
トーフλて　ソレガ

　豆ノ鋳，厘、　そ爪が’

カにヤカラネー　　7ノー　　ノカ“イマデ　ナガイノ　イ’ノグ竃づマデ’

　二三，屋か5胆　　　颪のう　　長鱗｛名ξり註ごノ　長暑の　　　入口まご

ゼンブ・’9ン六グツクゲ、

＜二藍～　　田　醗かっ餐の餐’。

タンボダ。タンダ。

　田　薗蔭ちたの季ざ。

　　　　　　　　　　　　　　一2f2一



o

A
μ
0

了

ハ

o

丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
タ／武ダッ・9／ft　＊一　ソデナガイワ　ナガケードープズー、ン

　田圃だっだのさ掴，　　　｛承で　一長菩t9　　長イ新1豊で　　　　す、ヒ

ト　エレー五ンダッタソネー　（Tエレーモンダッタネー。）リョー永

　　　たいしたもの鶴たれ，　（たもくレtミものだしつ経ね。）　　両オが

一ガ　デッフデー　（Tイ’i］li’ガ　フッテ♪タン’ボデネー　（T／9イ」どタモ・

　　　大工菊　　（遊が　拓マ♪田圃で煎．　（勧したもの

ンタ㌧／9ネー。）水ンートニ。

　ドつた淑。　）　，本当に．

　　　　　　いタイン9モン9。
　　o
　たレ、しお『レのた”。

ムカ／ヤー　kタラー　ア／　“アレ9“y・9モノ　ヨベナカッ・9ソ4．．

　昔口　　　滅多に　　砺の，　灘確㌧たわの，　　避く萄力㌧た℃ロう

一モ．ノ冬一．（γソーラシーネ・一。クチャーソみ　オトりツギが　ナケ

　わの磁。　　（ぞうsレい鰍。）　　Swんe　、　　冷取り日豊”が

噛一（丁》ρ牙クノへ々ニイテ　トーレナカゾ94。一蓄

尉編，（うん．）奥の　　書嵯κ　・民，三三が講・・ら淑。

ソーーフシヘー不一。

　そうらしい　齢．。

ンム輝ヨ外汚＿シアワアτ働ラ
　　　　　　　　　　　　　ε》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
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　　　　　　’
レーナ　）《ヅ。

　　　　ict’つ　“

クズノ

嘉の

コ／クし一チ

こthくらい一㌔
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　こ！乳　　 このく5いの
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ノ　・今の　　　角藍謎くめぐ●らい、
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アー　クズコッテンガ　フッタネー。

ああ　　萬燭ヒいうの，が　　あっね磁。

クズコッ4ユンガアッタッペー。

　葛甥り覧うのグ　　砺たろう。

4ヨーB“　アノ　メk“　一ノLガミノ　・チYズッダ’：ヨー．

夷うど　　あの　　　武一ル嶺恥の　　　茶十三よ。

ソー　　コしニ　　ヒ　　ヘー　　モッワグレーナネー。
　　　　　　　～α
をう　　　こ威に　　　　　　懐衰　　抽？おぐらいも【太ざのユお。

コしヨワ　フテー）マ．
　　　　　0
　こ肌よワ　　本いよ。

ハ。
うん。

イマ／　刀ンズメグ／0ソンナ　ヤツ　ミ　ミ）鵡ホンカー一　骨ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆tX　　x×y
つの　　　罐雑ぢ　，　　（モん㌃　　♪ぐつ　　　）　　　謀，泰力・　　　二本

ボンゲイナー　ビョーキミ×一、

　だよな．　　　病気見翁：鼠に播。ζレ民四調。

サンポン　　コーニ　　ビs一キミメー一　モッヲ　　クルソ。

　蕊漆　　　 こeT　i：，　・病難尾舞1‘2　　　捨ッマ　ぐ蓉のe

＿　　　＿　　　　　＿　＿　　＿　　　　＿　　　＿　　　　ノ
ゲッテ　ニジュー　アレガネー　ニジ盗一　こジューゴ1zンカフL一。
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ごう　　　　　　　　　削れが湘　　　　　　　　　　二：←．五銭力’な．

（0突ノ　≡「ク　カ7一　ッ9ヨー　．オT　 アラー。

　　　　よく　　買いK　行ったよ　　ゲigla，あ激1オ。

ビM一キグナンテ

　病気ざ暮ビヒ

ソレト　サトー．オネー　　コー　　フクロダ’ケワ　デーッケー　　フクロ
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
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　　　　　（5k，）穂。う　やツ　砦，　紗擁をtc

ッタイネー　ビョーキミ×一ニ　ミンナ。

つ笈よ版，　　編k見鑛1＝．　　　宕　。

ビ3－Nミメーサ。

　病鉱見輻ミ．

オ赤：’コ＝テノLヨ．

　esえZtt5ま、

ソT　iニイツノ　ビ．ヨー宍ミメーノ　ソナモ．ノダ、。
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動　　　　　　　　　　　　一一　　　　　α佳一の　　　病誌舅L舞【つ品鞠ミコ。

ソレ　愚　ユイツダカラ。
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　　　　　ゆ
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（にラ㍉。）〈ノムサキワ　点ラ　ヤマヅキト
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ソーダッ9ネー。

　ぞう餐“つた斡．

ン　八ジメテノ　　トソ’ブケワ　’・S7ビ　イッツAク　ゲ’9

うん，初蚊の　年勧丁は　足袋　一足，下駄

ク、タビ　ィッツォクゲし一　カッテ　モラッ・9ダケデ

　　足袋　　一足く・　s・い　　　買って　やうッ持ちi†て“

？トフユジュー　ハケ7L　iンジャーネーb

　一侭ヰ　　　　　　穿1†うやので1寸ない。

イッツt

　’メ更．
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「ノナソ工タモ．ノ、この音P分ノム声で。

・ハナソ、次のAの縄話によってkfiL・切ら颪托。

「ンー　　き手。一ダ’ッタネー、発話イ全・体八声で。

㌧オサソヤサマ凋あ｝1／綴匙註つる行鼻．

「ジェーニサマ．B，、の神レ搬。

「セッキ・ユ　ソヨ・チューi離…，者の窃絶β月Zl」i＃Tセ4一イソヨー“k書

っていうノヒuうこヒであ§。その」竜、妹園暮尺正｝ミの着‘物皇貿って

ぐntSこe，であ5．渥だし，この後の。の発話左睦って冴畿．
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星野　富司　男　大正脅年1月2ワ8生
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でうだ。　　是，屍・金鼠出R　　 行っ彪ワ　　ノ譲図還》尺（回転多）に，　・白蝋竣ごi3
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　　　　じいノ蟻が　　皆員っマ　守たのだ。
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大董い
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この　ムX　　越廉のカ’ne。

コノ　ヤマ’ユソテッ9ンサth。
　　　　　　　o
この　　ム亀　　 越してけ6渥のこ。

ノ
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　　e
そうh“Aa。
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シニッパゲL二　7ウヨーa　シテ（T
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。　’
@　　　　＃

起文してい，餐のさ。
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　　　　　出て菰イ号っだの1ぼ’1，
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　　　空～＝　　足尾乞力、　　そん7d　　鉱d｝・tが　　 多力、？た　　　めけだ’。

A　コーザソガ　ズーインサ。

　　　鉱山が　　拶いのざ。

0　オラカ“デ’一ンナッテ　コソダー　コソダキリュ．一一ノ　ウメダ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　イ奄な乞’磁　　　三寸ずわ　　ζ生瀦蜘で
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0
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o

Rイトン　ィッア　Z嶽∠　ソB一ワ　　　ニネン　イッテ　ソィ

尋4　資って　　　　　朗加　　　・x　’4　）：　47・マ　酬こ“

デ　カうダンデ　マイッー手▽ッタ。

　　身体が　　9V。Zし巴瓦

7一　ソ3一ワ　ニ不ン。

由あ　　6召知　　　　二・辱力’ne。

ン／ン　オジー　イ与ネン　ミズン　ナカデ　ソゴト　な／トフユシ1一

．ik、　掃い　一埠　、水の　17こ”　イ壕を　一丁中輝の
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　　　　　たまら｛寡いさね、
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　三角織　イ弓〔のイ±卑」　｝zイ予，ノ…の3

ゴガンコージダッダネー　　誉サカタマ4一．

　護岸エ畢だした船，　　　　’久力町に。

アー　カーラノカー。

論あ　　♪可ノ績のカ＼。

キ茅’1＝＿ア㌧（AN／、）キ・9／ネー。
メメぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

　　オ詞桂の　　　　　（うん）　メヒの嘉。

フ》ラー　ソー　キすフ
　　　　　　　　o　　　　　　　

o

5ん，どう　　乏う　　此の。

ノ
ンー。

ぞう仁ちたの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 が

／々ンンカー　シ／ヨワンイクノ9L

写項が

ノコッテノレカ　ン／不一ナー。

づ浅ってii5カ、　　　しオしもいts。

ノコッァルカ　’シ！ンネーナー。

　残ってl13カ、　　し｝久，ない㌔。

ソヤー　キ、ほ一ガワノ　ゴガンコージ。

では　　メ1置生イfi　’1の　　　　護岸エ專【掴’，tg　］。

ソーダッタイネー．アレガ　アレア　ト熊ノ　ゴガン⊃一ジダ㌧9。

　乏うち㌧荘よ｝鼻。　　看れガ　 荒爪て，　晒の　　護岸工毒だった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆソしが　7キャー　　ウ」／一　　ヒーテ　　ドニランピキダモノ菜一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
それが　　なけ片しは’　　2iを　　9／VIマ　　　と｝’たつ弓）さぢ右の｝孜。
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ソー・ダネー。

そうゼ齢．

ン：ゴ得。

てうミ。

ウンソーヒ論ガ　牌ッピキ．
　　　　o
　運送，引きが　　　　　 ど蓬ッ夢ノを。

ウンソー豚ガド9。ヒ徴．
哩蓬引セが　　　　　 ビ餐っ箏按。

ソノゴー　コッ与ノ　サ天＝丁ゴージノブ　ハジ〉マッタ　弓ケカネ’一、

その4乳に　　　こちら¢　　　薦少肪工嘉が　　　調ま7喪　　　わ1†カ、颪？

　　　　　ケのコノ　ンガキノ　ンガキ　シガキダッケ　　ンラィワノァー一。

ごの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉、岩け㎏履）ゐ▽

ン’ラ’イワ　　ハー　　ソー　　フしッア　　ク／しム　ズ㌧　ト　　アタラ≧／ク　　フ己

　梱る　　　わう　　ぞう　　tdって　　　くるヒ　　ずらと　　　i新しく

ソア　 クノ乙’ナー。

を，之　　くるつ。

アタラシ・！7　ナッテ　クノしダ深1　一一　ヲ；一ワンナッタカラ。

　　　ρ
　1新しく　　　なつq　　ぐうのグ点．　　　tl召　ftzaに　　　fJフたカ’＄。
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・イカリめ旅館の屋男．

「ミ手サソ、人名壕知琶の田各＋ミん。
　　　　　　　ノ
℃ク・ノンノぐ乳場所名。嘗淋署がある．

「カセぞ二」a働き1＝という意味寿信ま凧二ζいる。

亨tz一力・ソヒニ、〉欠の0の蓬話に建って喧切ら爪た．

「カンノ．意味不明。

「工、調査者，上野勇。

「シくヨワンイクタレ．薫味不明。

了｝ごタッピキ2’材ノドの頭に鑓．のよ｝fJもめぎうちフけマ縄で牛に引，

かせる醒送法。噛の運搬と牛の扱い．の喚参照。
「ンガキ、話，者の説明でσ乎瀧ヒいう）ジ土名でゆないカ＼乞のこヒ。「ン’

ガ’キ」　ヒハラ1也，蓬1葦㌔い．
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屋野　二三　男　大正脅琴1月2ワR生
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　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　一ワ　ミ／ナー　ジ’ゴ臼デ　ヒクんカ　　ドタッ仁。キサー。
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ズλ、

15，

z牛，

2S．

zb．

2，7．

X＊，

z9．

30，

　引，
．．．pm

　5え、

　35，

34．

55．

56．

59．

58．

3；9　．

40．

1
2

今
峯

「va　£5引丈。嵐の．弱ξり蘇5。

「シ9ダゾ」碗亡ttda・ZD・i違約畜こzωけ文点の弱意り形．

「トミtl　Yン券ダノ、　rトミ与Nンaね人名富司キちゃん’。

・xソtz・￥が㍉ヲタカうナー．随瀬があ．た．縮誘らとム

てΨ面積烹病っていた．と慮中て’もいもあした瓜じ｝代文。

・メソセキガ　ア。タカうネ㍉助詞・カ“．ρ音質、奪擦音のεγ司．

「メソセ宍ノジッ／フカ『フ．ヒも欄ζ諮る。

「ツフル」　r　ts　di　k　tLt　hua　j　Σγ・コの経音の托あの’舌φ動きはめずカ、。
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

［亡5む長exrコ　とも雇罫こえる。

「スェー議　巧畝二1スル〉スユー。無造イ乍ta裂音：。

「ソγ9．ソγタラ♪ソどタア．〉ソγタ．・ラ・・猪が脱落して

「ア」・母奮回縁：が「7ご長音と㌔1）．さきlr題呼イピさ爪托もの。無

記仁ね発音。

「㌔（CS　？t／　・9ンダ・糊置ア∫1ぢ姻のやシ4・・（ン擁い

乏こ郁い。

「ミ　ツガユ　　rミ　ツ、　はメ、名〉駈美。

「フンネーケー」　［　k“A．　n　nE二ke＝1

fジュー7一ベー　コクカラ・「丈旬衰憲うiの竃で「ジよ一クー

　ユー．と言う。

「ヨーイジ｝・q一ナカッタネーJ　「大変だ㌧た1ねx，の寛」。

「ソノ、　〔So．R・oコ。　・スノ。に近い音。

「ソPtソ．　〔m二Plコ
　ρ　　　　　　　　　　　　　　　o

「シx一ヨーセゴし、　「シュー　ヨース1レaPt琶い閣薩い。ま援1な　rス」

の竜め民意点が蘇よs］，t7’つイ念いちen・セ。　Aように間こえた．

㌧オカナソカa　㌧すカA　ね人，名。j憩濁。

1ケーッ＝デ、　［iく乞二t七e〕。

「イマノ　シs一カイセキ。先に民力畏なつ挺rショーカイセ渓A

ヒ、、う鳥の名と同じ音であるの起。

「ソ蕊、照タ短ヒ荏いカ、けて｝ぐめた。
　メネぷ

㌧一、鵬口曜嬢薦えてい瓦匙巾ず発し勝．
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49．　「曳闇）．あしhN　13で何堺にkるガ・襲差えているち赫闇ができr＝。

魯・　「ハ9チゑカラ　＝ジ・一ゴカ　ロク　￥千7く4ゴ三＋歳過ミ

　　と言いkN・lt　Z緒芭　「．：．＋歳力・ら。と傷いかえた。てのrfM　1て「カ

　　うまとの間に亀の4％止も〈Vgらわ爪た。六，・ヒ，ハ1読虫言でも壱う・，S

　　うに年灘数え荘．tざんだん＝音量1なノkさく「」っマいく，

45・　「むソ3一ネーa　聴∫o：ne二1・無造ゴ令な発：憲．

∠｝6、　　「サー」　　〔5a：1　。

4n・「　・’q・テ孝免vatte　¢g　ta　］イ・ラ籾の翁詞形・

醤。『ソーダイネー、［s・＝dゴ解：1。

49．　了アタマー刀う、　「頭き，、　ど茜うつもソカ’“「豆東力’ら」　と・きし、「u（iち・し

　　た。　「フ9マーil急「頭を、の竜．対象蒲を語，来母音の引等の1ガレ

　　｝・よ。Z2．h3こヒね蚤お譲の特徴の小ヒフであ5。

2ヲO．　「ナノ7プッ　！ヲイ」　「プク’ダッ　タ　イi　あiliit～壼ゴ乍な～子音。　ア・7超ントの

　　型力・3もr＞Si＜P一”7だi41萢であることがめか§。毒し，　「なく㌔

　　ツ～ミ」でみ欧1ずア！7セ）でNLfナクナツタ」ヒ㌧る。

51．　「デンヨーネー・　「デンヨー．ねTにヌ寸する丁郵体。kね丁よりわtt

　　三下。

．5Z、　「メモ．ッ9ツタ。過去画・越．

，　一278一



　　　かみい　な　　　なかがわ　　　　　　　かづらしま
III。長野県上伊那郡中川村大字葛島

　　収録・文字化担当者　馬　　瀬　　良　　雄i



A　収録地点とその方言について
　生　地点名　　長野県上伊那郡中lii村大字葛島

　2　収録地点の概観　　長：野県上伊胃躍β中隔ネ軸伊那谷めほぼ中央，

」二で…昇寿1～君Pの最南音Fにで立置3r　る　。　ヨ月）台22．年（1889）に・葛島村，　犬章ネ寸，　四徳

村の3力村が含・併し南向村と称したが，日召：和　33隼Oq　S・S）庁桐村を藍蝋

（中川才寸となった。天竜1村をはさんで左岸に南向ジ右岸1こ｝i桐が位置す

る。大草がそのtP　IN：一S一ぞある。入．ロ55ぢ2人（昭5i．3．ユ），世帯数13

08（B召5i．3．ゆ，面積77．24噛㎡。

　霧周査地点心妻1よ中lllヰ寸の最南端にイ立淫し　，西区天竜iilに面し，南熔ノ］、

渋川1こよつて下伊那郡こ境を棲して｛，る。よ．伊那地方・1　Cあクながら．文．

化圏の」＝がらは飯田’下伊男耳文．イ乙圏に属して‘）る。主産業はb、ってlg養：

蚕、現在は果樹・蘇菜の載堵。人・四5人（昭Sl．　3．ユ），世帯数223

（昭Sl．3．1）。

　3　　｝又録した：方畜の特色

　　①　方言配画上の値置・隣楼諾方言との関係　　長野県の方言は，

東条操ftの匿画に従うならば東郡方言の東海東th方言、都竹通年雄氏ド

？走）写らば東却方言のナヤシ方言（長皇ラ・ム梨一静岡方言♪に分類ざれ

る。長野県の方言1よさらに奥信濃・鈍信・中信・南信の各方言に配分ざ

れる。南信方執ま木曽，下伊那及び上伊那の虚血の方畜が『こ相嘱し，

ty　ili村方割まこの中i。分類ざれる。南信方言ぞi9西却方言的特徴が長野

県の他の方言と比較して多い。

　　②昔減上の特色　葛島方畜のモーラ体系は調査してないので，

同L“　i7　iil村の片相方言のものき示r。宕醜「ぽ松下rc佐氏（明23卑生まれ）。

　　’H　’O　’EL　’e　’i　’J’U　’J’O　’ja　’wo　’wa　’we　’wjo　’wj　a

　　hu　ho　ha　he

VU　DO

gu　ge

ku　ko

りa　りe

ga　ge

ka　ke

’
i

hi

oi

gi

ki

zし藍　Zo　　2；a　　ze　　Z1

びu　了。　’ja　’wO～va　栂e’wゴ。

←づしl　　　hj◎　　　hj　a　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一

りju　　　I］Ljo　　　三）ja　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一

gj　u　gjo　gja　一　一　一　一一一

kju　kjo　kja　一　一　一一

zju　zjo　zja　一　一　一　“
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cしl　co　　ca　　一

su

nu
S
r
一
◎
遺
し

sa

a
a
灸

S
r
d
τ

ci

Sl

rl

CJU

sj　u

rju

nu　no　na　ne　m　njti

凱疑　mo　rna

bu　bo　ba

胆
戯◎

O

P

斌
U

P

N

me　ral

be　bi　bJ’u

Pe　pi　pju

e　　i

CJO

SJ　O

rJo

脚
，
噸
ゆ
㌍

Q

cJa

sj　a

rja

nJ　a　一　一　ig

瓶3a｛　一　｝
bja一一一　一　’

円a｛　一　一　

　　　　／　hu　’wj　o　o／　［〈1）　Lu　wj　o：　］　（g　X　）　cT．　／huVoo／　［　〈t）　Luj　e：　］

　　　　／h　・’wj・・／〔〈1’w　wj・：］（笛は）・ヂ・／岡・・／巳φゆ・］

　　／c。／，／ca／に次のような場合iCあらわれる。

　　　／’。9。QC。。／［。9・Us。：コ（お’そ卸馳走．）

　　　　／’j・・d・Q・am・／〔j。ld・t「・am・コ（雷様）

　　獄お，この方9ぞは，rcとえば　　　　　　～

と発音され，木曽の山村ごkaida，コζ19発音が異獄る。　また，

親r隻の：気撃ち8あらわす一ナンia，

通．は〔ηa窯1あるいla［ηa飯コのように発骨される。

この方言ゼはロ母音三軍に対して鼻母一菅貴

考えているが，疑問の点tあるので．

h＼つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一282一

芙踊語尺π∫いも一ラlzついてがんたん’こ言兇日月しておく。

／’we／は次。）ような場含にあらわれる。

　　／’weeVa／【we二taコ（綿いた）C千．／’eeta／re二ta］（焼Llた，aNいた）

　　／ka・wee／［kawe：］（買vl・）・F．寸義・ee／政ae，］（代えi・⊃

／’w◎／は決のよSな門派にあらわれる。

　　／hana’W。／［トa脚。］（鼻を）、S．／h。na’。／〔ha。a。］（三糸者）

／～Jo／・／’wj　a／は次のよづ啄場合iqあらわれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　一 （冬を）

（冬1よ♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「嗅・ぬ魁k副・コ9T：1・　［レ・jid・］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　軽（，教：意ζ

　〔naN］ζ発骨されることは稀1ぞノ普

　　　　　　　　　　　　　　そ，んなところがβ

　　　　　素を認めるべきぞ1よな｛）かど

　　よ．のモーラ：表に19この、点をかVえな



　音戸上の特色こして，まず喰頃骨の特色凌あげる。茨蓮溜め／a♪｛／，

／a’e／に対しノee／の対穴1＄る語り味い．　r：tえば，／ees。／（’聯§・），／’ee

d・ウ…／欄柄），／tl・ep・e／（大概）・／t・・k・／（蝉支）・／・・eeb・／（前歯）・

／’“dee／（EQ・caへ）なび枳挙にvU勘鞠い・（1わthるサ行イkfE　・｝ハ

ナイタ（富舌tた）♪サィタ（差しn＝）なごも♪O・x方奮乏19／haneLetaノ，／S

e（＝ta／とtgる。

　ラ襲新書吾の／ヂe／1＝対してig幾・っヵ、の語・て・／ee／が’ダすノ慈・す’る。　rcごえば，

／ノee／（家），　／長eeγru／　（5肖える）　，／ヒγ｝eepu／（見える　）　のよS　Iz　9　（

乃へし♪r・ひえ（寺門）j，r姿ロ、甦ト）なご’IE：／hi’e／，／el’e／であり）／heeノ，／tee

e／で’ウ才ノた一す・ること1まなしへ。

　その他，芙通語の／o’fん／0℃／，ん1｛／VどIS美通語と同じで『あり，た

とえはしンくよ一K：ヌなし，／ee／や／亘／が’ヌぞ応・ずること19：rgい。《列とあけ隔ljし‘δ：ノ

／・u’j・’i／（5R“）・／5id・’i／（ひどしリ，／kik。｝eru／欄こえる））／’。b。

’・閃／（覚える），／sabu’i／（冬．りなど。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　この録音ぞ連母肯の絹虫合がそれlaど憲篭められぴvのノよ，　この融舎・が近

4〔ri　N，　1・行なわ柵ぐ7」・ている、最・のほb’，話1手の学歴や彼等の属

してPるP魏が関伽ているであろう．妹，録音とい」“とで話け

が緊張してuτ・こt’さS　igよそ者である調飾ゲ晒して・たことr」

t“もこのこと｝こ関イ系があると思われる。

　次に，毎者の・無声イ乙。言周回したのは次の諸’語である。

　　銘，鹿，下，菊，吃る，（頭の）」、げ，拭く，拭け，突く，突け，

　　ロ，導け物，つた（蔦）、歯し，月，一t一，，鮪ヨ汽車，・欠く，着くプ来

　　た；振．っでぐ，吸った｝P奔った，食った；奥，松，菓子，＝書く．

　3回発潤して｛ら・た。工回でも無声化の認められTcの’a次の論語ぜ

ある。

　　ノ菱、，下，ワしる，　（頭の）ユけ。

つまり，舟昔の傘弄db　i写象IIS極めてtケなしsiとが分・わ、る。　そ｛てそれの

認められ九語iよ，ずべてCiCV～C。C▽（Cl礁酵者音棄）の／V／が’

／e／ノ／a／のよ5に広い母看の場盆ぞあることが注屋ざれる。

　この方言にはrもどもと促者のないところ尺儲を入れる現象」が認

　　　　　　　　　　　　　　　　一28　3一



められる。ハナッカミ　（鼻紙），カラッカゼ（空風），；ゲケップチ　（蓬．

庫象），ウワッヵ一（上皮），ウッツクシー（美しい），ヤヤツコシー（や

や《しし㌧、♂）ア』rと。

　金田一春彦氏の介類によりて，内地方言の音韻を表θ本方言，象β本

方畜，薩偶式方言の三つに’分けるならば，中学村方畜1よ，表日本方言に属

することにな∂。設た，採垣実子財疋って表題峯方言と東臼野方畜と西赤

本方言とに分けるならば，東臼本方言的特徴と酌巳本方言的特徴こ8あ

わセ：橋・っ方富とい」ことが○できよ5。

　アクセントiこついてちょっと角回れておく。この方畜19東京式アクeン

トに属し型及びその種類1諌東語と同t’であ’ノ，型に前回lr婦藷も．

東京語と老干の蔭地協あるものの，それに勢い。

　③　文活上の特色

　イ）　中川村ig文JX工東西方言対立の境界，地帯i〈位：置9る。U9，この

方言ぞ東9P方言的特徴と示ずものと挙1デれぽ、次のとesグである。
　　　　　．（注1）
　　　ソ・・一議“（そうだ）　，アカクナノレ（素くTb｛’る），カッタ　（買，た♪

　（注⇔　 ソーダlaソーナと毛あらわれる。むしろ一ナの方が基底3

　　　嘗倉ヲカ、乙いうθ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　次に西部方里的特徴き示すものき挙げれば次のとあ男。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　の　　　　

　　　イカン（竹ヵ’ない），イカナンダ’（行がなが・アの．イカ轟ヤー

　　　（行がな1アれ19’つ　，デヨ　（溺ろ，。

垂直の取り管財よる絶㌔訓・挙・痒・・ろで肋部茄的醤徴の

方が’やや多（1と．宅；えそうで・ある。

　（強｛）　以工のほが’＝も．継脅売薦こしてフットル’（跨。ている）と

　　　便・、，フッテル’劇吏わ奪い点、尭算置で抵（希なζ・職）サシクま

　　　セータと蓄うている，麟・「d’ζ肩亭ノ西書予方虜「魯勺特徴としてカewえk二ど

　　　がでaよう。aた，継続黛と紹果態とfr　XeZエL■stiしなtt点なご・

　　　’3索音昼・芳1ぎ倉勺三埼徴ど見る二ど；ゲできる。

　口）　敬．参吾的ラ萩硯、がゆたb、で・ある。ネ厨与t二寄る二eを・勧めるのに、部ぐ意：

の雑夜により、，ズひようぢ縷ηの言・・方ガあ弩．

　　　ヨレーヨソナーヨランカーオ・ヨリナー1ヨットク〉ナー
　　　　　　　　　　　　　　　一284一



　　　オヨリナンエ一望ヨljテーーオヨリトクンナーオヨリナンシ

　　　ョーオヨリトクンナンショ
　よ．の中力・ら等寿徴農勺黒毛，のにつき’ン噛し「き兄明する・

　り　一ナンシ、　　軽い敬・意と蓄髪獄をも・て使われる・オヤスミナ

〉ラヨ（あ・休みなでいろ才トソナンンヨビあ腫取ソ＜τ趣い），ゴメン

f・ンショ（ゴ免、鄭ざい2写r・・。

　｛リ　オーテ　　上のズヨワテほ，オヨリルどいう敬語適言司尺助詞一

テが’下棲した毛ので，　〈才ヨリァ　オクンナ〉やくオヨソア　才クンナ

ンショ〉の後半吾アガ●狛雛「・Vれたと｛みること：がで35・ぐの方言でia唱

い切ソがオールて・あらわぐれる歌語誉詞が渉負」緊に賢し、ら埆み。たとえ

ぽ♪アル（あ9」ノミル（見る2♪ケール（り舞3，の璽力暮ヨを側1：と3ζ，

そψtそ”取，　才　アグノレ，　才　ミノレ　ノ　オケーグ　ノレt　し　τ用い　られる　。

　以よaほb・，敬語的表着どしマ特微増7tの2E，ゴ，2参げる。

　紛　アワマス　　この方畜で’よゴザィマス〈古西で感ゴザイマス・レ．

ニプ㌧ザワマス、ル’｛f奪われる♪のほカ、にノアリマスをゲ吏ラρたどえ’ご，〈コ

／　トコロ　才サラク　ァツマスナムシ’〉　（ぐのkころお暴5ごポい．9

すね）のよ到・。アリマスば丁辱守をあらわす補助馬飼として，広く男

性，女椎の彦別研く用いられる。

　の．一　tムン、サAバナン　これら1・念を才甲し・余剰と含み．
あ文意を多）らわずのf：用vノられう。　筍父意’ま一ナムシづ・砂最毛高く，　一ナ・ンtg

最モ低い．・♂S・，一tムシ，一ナムtg免写層の一統て・思われる1：Y一　？、i…“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。　一プム15［衿am］　と溌…宥される．　また；，　一ナン感〔斡a：］忍rこ19［η貧
　　　　　　　　　1

　し屓］と唖者され9。　しつ’し♪ここぞは筒碑含ゑ参乙を・用い．こ哲9を一ナン

でゑわしrt。

　準その他．
　♪評点選：是の狸由としてば♪第ii〈馬1’頼が中1リネ才の方言につu7以前婁同

回し律こどガあソ，その方叢についてが亨ツよく知ってtlるこごをあ’ヂ

る。第21：　｝9守μ1解が文彪」二東西両方畜。∫意界メ也第iてあワ，東釣方官対

立が案襟の直話の中マ・どうあらわれてく5，・hS，一興味深…　たkをあげる。

そグ）　f也　 ．　民き食の　 す　ぐれ　すこ診吾ワ　手　ヵNt　こ　グ）オ守に　い　5　点　t　　，　こ　こ　 を選’ま’tt　る　理
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由の一つになっている。

　録告チーフem聞き取ゾ7・界朗なイ固所，方畜の意味、用猶でろ審な点jg、

話1手のUと’ノ、庸・K櫓即氏．に就尋ね‘1・。氏にはこのため1・甚時間何

回にtわr＝ソこす易力いただいた。　まん，氏には話1釜の．選定をにいめ～二

1て録骨調査のもろtろのこと尺つPてこ一一協力いただいた。この錬音調

査に1よ沖裕チ玩（東京女子人’Zf文理学却学幻が同行し，その手伝・、．Er

した，。氏tまさらt：釜粂着チーフ。6、らの♪費孝弓の文字イし、央遡語畜尺で’，馬　i＊Rと撰力

けた。　ま驚，ラ争書IX馬茸貢則子グ行亨つた。
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B　表言己につし、て

簡略者声表記の意味て・庁・・鷲用v　r・．それぞれ所力雰の表わす具

体鳶凧を次にがんたんに示す，

］
一
」
］
〕
コ

似
o
a
e
1

「
「

［
ど

「
」
r
し

ウ
オ
ア
エ
イ
ワ。上に述べた母者の具俸音声の説ヨ胆

た場合にもあて13・まる，

ユ1〔押］

　ヨ：〔jO〕

ヤ；［ja］

　5：　［wol　一一　［woj

　ワ：　［wa．　1

　フ1⊂委田、］

ホ：［h。］　丑者間て“財主鋭h］｛3［A］tひる。ハハの場A。t同じ。

　ハ1［ha〕

　へ1［heユ
　ヒ：匂口．［gilの摩椥譲通語のようド強・tg　3’　・，．　eユ，ヒ・，

ヒ・やめ場／含もi司じ。

　t」　：　［Ccu　］

　ヒヨニ［goユ

　ヒヤ：［ga］

　ク。：：［，財3

　コ．：［D。］

　カ．：〔∂a］

　ク．；［seコ

　キ。1〔Di］
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円唇でびくノ平唇。

基本母音の〔o］ふりt、ない。

基本母音の［εし］よクt後寄ワ．

基本e昔の［e〕よワも加・。

基奉母音の［玉3よりt多少調導爆1詞早く，　がつやや後

　　　　　　　　　　　，丑者が子音ととも1＝柏を作フ



　ギュニ〔yj　uu〕

　ギョ：［5jo］

　ギャ：［pj　a］

　グ：［9LU　］

　ゴニ〔30］

　ガ1［sa〕

　グ1［se］

　ギ；［gi］

　ギ｝：［gj　LU〕

　ギ・：［3jOコ

　ギマ1〔sja］

　ク1〔k　La］

　コ；［kO］

　カ：〔ka〕

　ケ1£ke］

　キ：［k1］
　キュ　：［kj　LU］

　キ・：〔kj。」

　キャ　：［kja］

　ズ＝［d細バ烈⊃．一搬1・母貴間て“は摩擦叡Z〕、弛のイ曙て倣擦

若£dz］があらわれる。他のザ行の才白でも同じ。共通．多音’二EF，・　1フうようひ

母看め牢舌化i＄認・められなt）。ただし，　〔dZCU］の摩；瞭者［Z］　が弱‘、個

／く、ヵぐこ｝る。　　〔d㍉菰メ1くiNj　（豆負布）　のよう　f：。

ジ
ザ
ぜ
ジ

cd」ikiユ

h：
ジ3　1

Cdzo　，　一zo　）

〔dza．　，　一zaコ

［dze，　一ze］

C　ds・バ」・コr・だし・吻〕講擦翫ヲ・棚・個入がいる・
　　（二一昌）　　グ）　」L　　う　　1：，　　ジエ，／ジョ　　ノ　　　ジ〉ヤ　　　〃）　場！含　｛　　｝司　　じ’。

　［dsしq・一5しU］

　［　dJo，　一一　sd　1
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　残　二［dブa・つaユ

　ツ：　［t　s｛LLkコ共通語にあ・け5ような中舌化俗認められひ‘㌔　ただし．

［七S、LLtコの摩擦者［S］の弱いイ固人がいう．　C・tsU・　t・LU・」備）のよう～㍉

　ソズ；［tso］

　ツア；⊂tsa　1

　チ：〔t51］ただし・LtJi　3の厚：際章［∫］の弱い個入ボいう・〔　tSitSi］

（喜い　の＄う1こ。なあ・，　チェ．チa，チャの場・含・も同じ。

　チス＝’⊂七∫ua］

　チョ　；　にtJOコ

チャ；呵凋
　ス；　［SCUユ　共通唐吾i；あ’Etうようひ母骨の中妻化は診忍められひt）。

　ソ：　［SO］

　サ：　［sa〕

　セ：　［se］

シ1［／i］

　／pa　：　［SLLt］

　ン・；［∫・］

　シヤ；⊂∫a〕

　ル：　［drしu．一f臓コ　一揖隻的ド・母・者’間で’‘ま弾き音［9ユがしあらわれノィ也の

づ立1置では弱1帰皮裂者でWa　3う。4固入ドδ；つて1さふるえ者・を用いb。あk

・、13この者の方が二の方言て・D！告初・のがも亡れひCl。囲」1さ他のラ行の

ガ？の湯／含・も同じ。

　ロ：　［dro　　－ro〕
　　　　　　ノ
　ラ1　［dra　2　－ra，］

　レ：　〔dre．一reユ

　ワニ　td践　　一ri〕
　　　　　　ノ
　ソユ；L㌔似・一rj　eq〕
　ワ・ヤ　　：　　　［6rja　　ノ　一七j∂Lj

　ド：［doコ

　ダ：［daユ
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　デ：εdeコ

　ト；［toコ

　タr〔taユ

　テ；〔te］

　ヌ：　［nuコ

　／二　［no〕

　ナ：　［na］

　ネ：［neユ

　ニ＝［押ユ

　＝2；fμコ
　ニヨニ［即⊃

　㍗：［paコ
　A：　〔m財］

　毛：　［mo〕

　’マ：　［ma⊃

　メ∫［me）　　　　，
　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　ミ　；　［鵬工］

　ミョ　；　［mjo］

　ミャ：［mj　a］

プ：［　b．］硝間．て“｛；　｛げ（｛ざ吻一Eコ・蜴締掃・この劇・

4也のバそすφガ21二つ｛’マ　：し同じ。

　ホ”：　⊂bo］

　ノぐ：　［1）El．コ

　ベ∫こbe　1

　じい＝　［　bi］

　吃；嚇哺
　ビョ；cbjO］

ビ・・吻a］
　一；　引轟音をあらわす．

　ン；語末ドあ。1（さ9Nユ．瞬’i：，　Lh。ntoユ（本と）、Eh・mm。ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫
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（，本も）ノ　　〔hoうD6しコ『　（本力ぐ）ノ　　に』o飯va／∂Lユ　　　　（　本t3）　　tド　と“・ク）　〔？コ　　こりつコ　cSコ

〔餌コ　ひ　どをあらあす。　ひお，　文ネ助詞と　tて用いられる　〔na7コ　［na鼓コ

　　　　　　　 ヘノ

のε：］臨コ㍉前に述べたようにτン」であらわす．
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ゾ仁ig…コ（一層）・［ippeN］（一遍），ε　itt・：コ（一等）・B∫∫・；コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ（一升）・鱒ぢ・ごコ（一町）ぴどの・口ゆ〕［ヤ〕中など勘らわす・，

　その4也輿要1二涜・C’て本文，の5主で“述べう、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
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Cl　諺老・録壱環境，芹ビ

t　タイト’レ　　懸島与／参の言舌」

2　録：者与月日　　照和50昇1ノ月15β

3　〈智者場所　　長野県ム伊那郡｛中嚇す大字葛島字疲：場

　（4ev．眺）

4　話（手　　清＊倍郎底　男惟　BR5S13ワ耳生まれ。

　　　　　　許デネ同と　し　ゑ，氏　　女’r生　　9月ラ93？年生　ま　れ。

（庁桐と

シ看水惰即齢長野県の旧紳字訓即諾を経て伽休学教授と㌍ノ、退

官後ノ卿里」二近e飯田女5短期大学の教授こひり，現姦に至る。就学．

就職のtcめ、凝て・の鰯油ま約4勝．臣が。て、多少輝輝に1峡通語

め影響ヵ幌ら嬬いわけで1碍・・．言叡好きであ％話（の速度1審告通

雑履。

　｝1稠と〔ゑ如桐じ中嚇寸であるボ，六4片桐のt｝1・geれ。とつ目1・1・22

歳の時・・5現勢地M主む．豊島の方言・｝｝桐の方野曝蜘・見うと異な

う点がないhflで【越・、が、大きく見てほぼ同一ど考える．職業1綿業。

方畜の保有度1記の年代の女性の管通移度．吉飢好きであ9、話（の速

度1み告通ネ呈度。

　5　・録画環境：　同年看と〔て調査：老　h・“　or：．二入の間柄が義理のPt？

と弟の閥像て“あbので，幻・，業者場所が‘蔦葛い信撃て・あることもあ

り，話題測りの馴噛毒飢て“あbr・めもあ・て，話の進行状況1畝A一

ズであっ　斥。

！　タイトノレ　　「幼｛｝ころの遊び㌧1

2，3，4，5｛9「縞手本の話．1・同じ。
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　！　　タイトノレ　　　「昔の嫁八ク」

　2虜柔者脚年月a　日謬穿v50算tl月i5日

　3　鍛者場Pケ　表野県＃伊那君附・μ嗣人字葛島字渡場（小池チ勢此

　　のち宅）

　4　話し手　小池穿勢氏一女修明強32卑生まれ
　　　　　　　ヲ看水惜即氏　one性　閉〉参37年生凄れ

　・トう弓勢伽玩地主噸級の象の幻れ、刺棉・迦、赤穂（現駒ナ根

布拍気つぎンその後、夫の剃壬‘・劃指本布に一吻主む夫の死そ斐、

再岬噸1涙ワ，雛維き・，硯存1・皇b．よそて励生胤ま多勺15親無

職。話（好きであワ，力穿ワのス・・一ドでて3ぱ酵誰ご轄・。

　シ勧（’醗畝ドつ・て｛ボ鰯手本の話」の4を参照。

　5　録者環吃　　同序煮と1て調査老ヵ暇｝た。話（はもッばら小池子

二三乱し，斎k’三無【欄き手応あういf聯しの多箆凱二一めプ・。
看がらの奏Ptワ・合・‘ll巨｝，をであワノ録者場所が・トラ也政の質宅『であうr＝あ，小

池鼠1卸ラックス1て，てきぱきと話ξれ瓦
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！縞手本の話

諺し与

　（略号）（氏多）

　A　　ラ看水悟郎

　8　片桐と亡ゑ

（性）（生葬）

男　　B月ラ参37年生まれ

女　日彫参39年生まれ

A

B

A

s

　　　　　のオネープマー　コネーダ

み義姉様ノ　こめ間
　　　　　　　　くの
テ　　キテ　：オクレタ。

　　来て　 くノビごフた？

　（の
ハイ。　アノー

（9t＞。

　　（7）　　　　　　　（g）
ダシテ　オキマシタ／。

出｛て　おきま（たの。

　　　　オ・一カナ。

そうかな。

　　　　　　　　（1　Q）．
ハイ。　オゴ1ランチ。

1ふ（｝。　4卸i覧になって。

A　ワシワ
身ム19

（2） （3）

ゴモシン　シトイ．タ　シマチョー　モッ

あ・頼み　してお‘｝た縞手本き　荷一っマ

　　　　　　　　　　　　（6＞
　　　アワマシタモ／テナン。　ニサンプツ
あのう（Jl望U二ら）あワま（たものですがらね。2，3冊

アレオ

あれ8

　オモイダシテプ
　　恩｛）出1てご，

　　　りり6　 ノ＼イ。　　ココニ

　　15‘》e　　ここ．1こ

（A　アソマシタ．　　あワ3・｛ttか。）

二⊃＝コエ

　　　　（U）　　　　　　　　　　　　　　　　（12）

ミノレトナー　ナクプッタ　オカーマノ

見るとなあノ七くなった　あ’母ぞんめ

　　　　　　　　　　このウーント　ウレシーンナ。

と。ても　嬉しいんだ。

ここへ

コトー

ことを

オジサンカ。　キ毛ノニ　シタワ　ハカマニ　シタ

あ・じごんが指物に　　（たV　ネ奢tc　　lた
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　　　　　　　一eg）
ノ刀。　アワマスフ。

のが　 あるで（＄う。

ハ

B

A

アール　アル。　コレーノプ　ハカマダ。　コレDe　テユーカ。ッコpt

あ一るある。　これが　衿ガ，　これが　特絞へ

イッタ　　トキニ　　ヤツデナ。

行っ1＝　時1く　（は・、た）やつでな。

Oイハ

　
ラ
　
　
　
む

　
1
6
0

。
（
ン
ん

0
’
う

は
フ
弘

コレワ　ミンナ　オカーマヵ。　オッタ　ワク㌦ジャー　ナ

こktま　みんな　お母さんが　緻・た　わ∠プで‘ま

クッテ……。

B

A

B

なくって・・…・。

ロコ

セーング
塗・Pt、，　P

　ぐ｛偽
レズ　ヨソエ

茄を　よそへ

フーン。

ふ）ん。

ノ

先
の

狗
ら

　
　
　
つ

コ
黙
こ

㍊獄篇（A　ソーカナ。　　そうか暮。）

アグテ。

上．け“て。

　　へけソエ／

それで’

才・ンフ　ヨソ／一　イタダィテ　｛一タトカ

縞手！本’さ　 よそのを　　ア喚いて　　　 象ノヒとカ、

フー＝ナン
．5・一う　‘こねノ　　　　家てい

（A．，7，．L」　）

クチデ　　才ッタノカ。

コ／　キ

この

ソー　ユー
　も　　　　　　ちそつ‘・っ

ヨソカラ

よそfO’ら

A鴛蕊．）窮

轍。たのが

（A　，ew　iiを㌻：つこ凱裂

キメテ　コ・一一一　ユー／ヲ　マタ　ヨソエ

沃めて　こうCeうのを　また　よそへ
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A

B

A

s

A

B

ハ

xxti2一一一
t｝P。　（イせt：　t）やり詳（t“

uatL？t7　ixd

ワグテ　アグテ
／分㌧げて　 あ‘’プ’て

コレア　ソ／一

これ停　そのう

シランケード

知らんけれど

ハイ

それカ、ら　　　～3二‘｝

イレテ　 ソレデ1 @スミデ’

入れて　　それで’　瑛で’

コレデ　コー　チカチカ

これで　　こう　チカチカ

キヌイト。

絹糸e

コレア

これ1；

王二・

之え。

一／デも

ので’

アノー

あめう

りニ

　ヨソカラモ　コレ　イタダィテ　キ・トソマスワケ。

　よそカ、らも　 これを　 フ’ﾎ‘｝て　　采てあ’ワますわ「プ。

　ソーモクゾメ・ソテ’ユーカ　 クサキ／いメッ：テユーカ

　三木豪めつ“て （｝うカ、　　　　く（yき塚ヒグ）っ一て‘｝うゆ、

ソー　ユー’コFテ“　ソメタンタ“ナ・一。

そう　　｛｝う　　ことてい　　深あノヒんたいζヌあ．

一眼憲∴冷暗ζ詣～つ

なミ／議ミ鎧（A，娠）量ま牙

ソメグ。

探あて。

にカツトノレワー
’9t

W乞っマ。｝るめtよ

ミンナ　ジプン／

みんな　自・分の

オバーチャンZ。

あ・19“あちeんカぐ

トソマシテナン。

とワま（てね之。

　　（18）

シクタトカ

シクタとか

　　タシチマ・ソア

ワtC　 歩しち，柔、って一，

キヌイトズラ。

糸角糸だろク　。

　ウチデ’　トッタ　　イ　ト二刀．一。

　券で●　t・lc　糸だ筋。

ア／　イッショケンメー　プクソッチュ

あの　一三懸命　　　隆繰ソとn）

　　　髭ヌ（㌧逼り『『謙ユワ昆

　　　　　　　　く　の
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　　　携キj7．タ

朱て，

タマダトカ
三E♪繭ノごとb、

なok：：霧∴ぐ

B　トリマシタノ。

ど’J夢［たのe

モト　シクタッテ

もと　シクタフて

　　　　Cae）
　　ブイノ。

ないの
　　a

二鰍簾㌔孫瓢ン（

　　　　　　ぐをけ
テデ’　マワシテ　コー　アノー
考二て”　　　回　（て　　　　　　こう　　　あ（ク）う

A

訂κボ，（β

B

A

c）

A

ソソチューノデ

ワどいうのて“

ナン　　Aアレデナンね。（
あれでiS　L

O

　
O

榊
7
て

ン
つ

し
…
γ
謄

）

ソレジヤ　ア／　　トギニ

それt“や　 あの　 時に

テデ　マフシ7

ア／一
　　　　　　があのう　　イ可の　　糸の

手て“　ljコtて

ナンノイイトノ　コー

こ）

　　　　いクチa　一“タ

ロΣ　　出

町（断つ謀ζ㌦目窪誌篇二∵
ア　ウツキ。。

あノ　うっ♂覧（9ア！孔つ。

仁ツカカルンナ。

引っ移極・うんだゆ

ソーソー．

そうそ）、

ソレデ　トッテ

それで　と。て
誓ζ貌四二義ナ｛（∵）撫．

ニ　ナッテt一　トッテ　キ：ア・。　アレ　ヤルト

　　ブど7てなあ　　 とワて　　きて。　　」あし　 で，うと

：コー…・・

　　　　e
vつ一噂「噂

　　　o
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B

A

B

A

B

A

B

ケッユー　トレマシクナン。

飴権　　 とれま｛たねえ。

肱ζ．（∵）㌻寡濠篇1

ソーソー。

そうそう。　　　　　　　，

ソーシテ　コノー　キヌイトヲ　ムカシ／
そう｛て　　このう　　魚角糸と　　　看め

一コ　オケーコサマカ。ハイットルトカ。
Xメ．X

　　　あ㌧蚕・Nt訴bx“　　　i2｝oっているとカ、σ

　　　　　　　　　　　　　　　　cfatv）
キヌイトバカソタ“ト　　　　　　tt

蓄旨糸は“カ’りだ塁と

　　　　　　　　　　　くユリ　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　　　　　　　　　シトタ“ッタカラ

　　　　　　　　　　入だ亀つたカへら

　　　　　　　　　　ソシテ　ウント

　　　　　　　　　　そ｛て　うんと

オケーコソッキチュッタジマー　ナイ。

オグーコノ“ソキ　フて言っア。 じで・あなこ監．

ケーコゾソキ／　キモノ。

グPtコソ“ッキ／　　　ノ看隼勿。

ソーソー。

そウそう。

ゼンブ　オカイコサマ／

’全老P　　あ・蚕ざまの

キSC＝
X　x　　x

　　　　絹織物とねえ。

（β笑）

ケ
ど
蚕
／
の

オ
・
あ
ソ
そ

才

（Bハイ．｛，茎い）素冷評∵（蘇で）。

キヌオリモ．ノヲナン。

A

B

オケーコノ“ッキッテユッタナー。　エー　ソックソ

オケーコン’一一ッキ　　っマ言ったひあρ　之えとノ　そつくツ

／　イトが　ハイットルッチュー／カナ。

　　糸力x“　 1｝c》フていうっマt）うのカ、な．

ソーソー一。

そうそう．

一298一

才カイコサマ

あ’蚕ぴ孝の



ハ　　　オゲーコソ“ツ　ニモ　ノ

　　　正絹の

　　トコロカ。　コレオ

　　ところカぐ　　　これき

キ　e．／　ダデ‘

一物だカ’ら

イーダ’エ　キテッテ

飯田へ　着て行・マ

」ジョートータゾ㌦ノチュッタンナ。

上算だぜッて言ったんだ。

ノ霧，甑篇（B

1罫）履及晶／虚；盆力三二二藩んげや㌻二

ナ・　1

な。

B　　　ソー・ソー。　　コいッ　　　コレ　　キノレト　　＝ゴ’

　　そうそう．∵っ」kX着多と替

　　カシ／、

　　者の．

A　ソー．　ゴ’ツイッテ　ユーケドナー。

　　そう．　 こいつt、フマ　葛ラ91れとt’ひあ．

ら

A

キテッタラ

着て行。紡

ハハオヤノ

’母親の

徽規（

　　（2S）
ゴツイツテユーカプン　ム

ごっ。｝　・てv5かねノ

ソレデf一　　ワタン　　コレ

それでなあ　　私が’　これを

ワラワレテプー　 ミンプニ．（笑）コンナ／

突われマなあ　　みんひに。　こんひめ

テオソノ

毛織ワの

BtilX，（　）

シマノ

縞の

アトフ

あとは

　　　　　　　　　　キ
　　　　　　　　　　スメ
　　　　　　　　　　き

モノ　キトノレ／フ　　才
　　　　　　　　　　活×
竜の　旛ているのは

ミンナ　　コンカ。スソズ鳥ラ。

みんな　細縛だろう。

コンナ

こんな

ワシッ

わし

ソーン岬。

そうそう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐユ6）
ワラワレテアー。　ハツカシカッタタ“。　ソ／　ウチニナー　ソッ
笑矛つれてひあ9　　万’いす“カ、‘カ、フたんた㌔　　 そζフ）　　うら’：ひくを〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　くユのコラジューノ　オカーマカ．　テ才ソデ　 テ才ソッ・チ＝1一　 コトノぐフ

そこら中の　母親が、与織りでフ手織り・マいう　諌．’・
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ムカン　アッタカ

首　　・あ・たか

一トイ　モンタ

te　liものだ’ノ

　　ワタシ7

　　私1ま

　　タ　トキニ

　　た　ときIZ

　∠」正・
　　くれた。

B　づンがヌソ

　　　　ドーカ　シランケードモ　ソレデ　コソヤー　ト
　　　　とゴラカ、　　’矢汐らぎ‘ttプれt“｛ノ　　それτ“　　こ4レしtlt

　”7ソヵeタイモンダゾ・テシトカ．ワラ・テ至
　　あワが’たζ、　tのだそちて，入．が　 笑って！

ハオソダケ　　オカーマヵ。　コンカ。スソヲ　ユ・ナエア

　羽蜂哉だげ　お毎さ人ヵベ系首妥許のを　　ぐし5えて

A

B

A

B

A

　　　　　　カッテ　毛ラヅテ。
多甘垂守を　　賢って　　もらって。

ウン。　ソレデ　トーキョーエ　イッタ　トキモナ　コレラ　キテ

うん。　そ玖で　東京へ　　　行。た　ときもな，　ぐれと　着て

・ソタンタ“フクラ。

窮‡つたんだP・ら。

ジミダッタフプン．

♪也ロ未だったわねえ。

ウン　ソーナ。　コレデ　キテッテ。
うん，　そうナご。　　こ’れを　づ看て才まフて。

砂嵐鴛てぞ：．

ウン　　ソレデ　　オカーマカ。　コサエテ　　クレタモンダデ　　トートィ

うん，そ雇で　お毒さ入が　tC5えて　くれたものだゐ、3　旧い

　　　　　　　　　くユヨラ

4∴ノ蕪黎1夏」∴多言メ1（β釧轟∵論
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B

A

B

A

ソーソー。

そづそう、

コレ　ドーダナ，オネーサマ　コレ。

↓れ　　と“うだな。　労義女市ざま．　　これ。

才モイマスケド　チョット　オーキク　ナッテクリゼ…・一．

思いま4けれと“ノ　ちょっと　　　メこ＿匙く　　　㌔ぐっマ＜’れcaf’　・一・・…・。

イマ　ミリマ　ドーダナ　コノ　イ幽一　ガラノ　ヨプ・

今　　見れiE［”’　ど）だな，　この　良い　ネ丙の　　良：（。

　　（29）
オヤ／　　コシラエテ　　モラッタ　　eノ：7ナソ。

＝柴見’ミ　 、こしらえて　　もらっプこ　 牛勿’まねえ。

イー　ガラジャ　ネーカナー。

良U　柄じゃ　ないがワ。

イー　　シマ才　イッンヨケンメー　カン：がエテ。

良u　縞8　　一所癒命’　　　考之て。

一　タイシ’タ　モンタ・
みん・」気の利・・た冠した　勧だ．．

ホントニナン。

　　　　　，本当にねえ・

コレオ　　ソメタゾ　　キヌイト　ィレ／タソ　　シテ。タイシヌ

これ左　　・染：‘to　t＝　’」　絹糸と　　入れたフ　1て。．i〈　tた

ナー。

なあ。

オトコバッカ　　ヨニンタ　　ソイデ七　　バカマニ・

　男1ごがク　　4／k　8、それでる　袴1こ

　　　　　　　　　　　　　一501　一
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B
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ムカシ／

鶏とト（∵ノ鉱V ：才ッテ　キセタンダデ

シトワ　エラカッタナン。

　　9の　　 人は　 イ算力＼つたねえ。

A　ウン　ソーナ。　ゼーーンブ　テ才ソデ

織フて　　 ラ看セ＝た入だ’カ、S

B

A

B

A

うん，そうだ。　　全音P

ドモニキ
　　　　xxイ美に

ナンシテ

何して

ソフンァ

自分で

ウン。　タビ毛

うん。足袋も

ヌッテ・

縫：。て。

クレテ

くれて

ンフンア

紳で（1∴つ1：；のノ

　　タb“ダッチ　ミー．ソナー一…。

　　電送だフて　　みんな…・一一。

自分て・

：コ

ハカマワ　シタテヤサン
ネ含け　 イtC立屋さんi〈

テ　，オトコ／コ／　クセ．ニー

　　男の子の　　　くせに

ダシタケレドモ

歩レたσれとト・も

）

チ多一ガク

中学

シテナー。

して∫♂あ。

　　　　　（30），，

ンヨ’ンンヤア。
尚，もネエで，

ウン　キレーニ　タタンタニー。
）ん．　きれい’て　畳入だよ。

　バカマノ　悪馬ミカ，タ

　　，袴の　　畳み方ゐ

ワソ　チュー・・一力σク　イッ

わしカベ中学iて　　 矛＃ってノ

イチネンデ　ジュープン

エ与τ”，　　／3b5

“一 @ミンノ’　ヒ，ックソ

　，みん・ノが”ひ㌧＜ラ
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B

A

B

A

5

A

B

A

ノ＼一 @〇

（3あ。

ハヵマ／　ヒオぐ／　ムスげ刀タナンテ　ムズカシーモ／。

袴の　細め　綿話方なんて　　難い橘の。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
デナン。

て“ね詫。

≒寿、．（B部）姦そ，；

ンエデ’；才ボ’エテ

それてポ　覚えて

冨ぎ♪影，ζ1：1薯ζ一塁

シエ　ブラプグ。テ。

腰へぶ尿げ匹てP

ソレカ◎　ウッ　トノレノワ　　タ“イタイ　　コハ立　 ：コハゼ’。

　　　　　　　　　　　　　　　　ズスメ　メメベべきく
それカ“売・マいるd＞　tg犬体　ぐ1翼覧事て＞a・｛2・e“・

コ三三ア。

こ。ぎゼ：ttて’e

；：億膨ん∵藁儲1女三凱淑

ノ』甑力。三三5（㌦；つ1ご

ムス、ン

締ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3リ
　　　　　　　　コト　チャント　才ポエーテ

　　　　　　　　こと　ちゃんと　覚えマ。
　　　　　　　　　　　　（32）

　　　　　　　　熟船繰そソ諺

アック　ナノレト　ヌィデ’

暑　く　　　な6；と　　・　βゑ‘｝で’

コ

Bξ結誤）

　クラ・＝　マー

　フろに　茎あ
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　　　　（33）　　　　　　　　　　　　　　　（34）
オカーマワ　　コドgJrvF　　繍し　　コプエテ　　クレタモンダ’テ㌦ソラ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～あ’・牙～ん’tg　・チィ芸と　　！客っブ：か　 こしらえて　4れた．ものた“b’うと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐあう
：く∵㍊認1；～1：∵鵠子気＝（B霧．

ソーダブン 1語） カンシャッテ

B

A

そうて“すね之 露謝と

ユー，カ

いうカ’

モチデ　ヤヅ
　　　　xxx気持ちで

ソンナ　キそテダナ
そんな　　気持・ちだ捌，

　　　ソーンナ　キ

　　　そんひ

Yットソマシタナー。　ワンヤ　ィマ　ミテe　コ

ヤっマPま（たなあ。　わ〔侍　 A7　　見iも

・・一一E 塔i　カ“ラ　イー　ヵ“ラダト　ズモーーナー。

こんな　柄　　良い　ネ肉だと：　恩うなあ。

アワマスー：一　イマモ。　コンヤ　eッァ　クリヤ　ヨカッタナー

あクますよ、今も。　今・夜　 掲って　く抑訟　よかったなあ，

アノ　クラ＝。

あの蔵に（あるのを）．

ソーカナ

そづがな

アワヤー……。

あれば…一・。

B　ネマキテモ　コシラェテ

寝巻でる 」しらえて

カッタト　オモッテ。

カ、つたと　恩って：。

　　　ζ3句
也ンセ．’ンテ’モ，　キテ

フ乞生にでそ　　、矯て

A　ソーカナ。　、コンマ　ダィジニ

　　そうがひ。　．〉れは　夫事に

　　一トイ　モ〉ダニー。

　　薄v・　、みのだよ．、

イタダキワ　ヨ

いただけば　　よ

シマットキナヨ’。、　コリャー

しょっておさタさいよ。　これは

ト
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B

A

B

A

B

A

B

アノ

あ4）　縞の……

ドノ　ウチニモ

シマノ＿vv．．．AA．．．．＿．e＿

どの　家ll・〈，

　　　　　（3ワ）
サー　ミナミノ

Eあノ　南の

ンフン

ふんふん

’”

アルラカ　コー　ユー
ある4）だううカ）　　こう　　　C’つ

アタワニワ　マダ’　アノ

あ戸り’こ侍　　また“　あの

　　ヤツ／、。ソ　ジオワ／　フトンヲ

　　ヤっ｛30ワ　　織’ツの　 ふどんを

スニ。

がぼすよ。

バー。　　シマツ／　　イー　　ウチ1ジマ・・…。

1鍋。　始柔の　t・CI家て・g＄…・。

ンーソー．

そうそう．

トットイタフナー。

取ワ7竃・・たよなあ。

ハイ。

1ざし》。

A　 コソマー　 トーFイ

　　こねさ　尊・・
σ

「
騒
。

ダ
た

ン
の

モ
、
も

モンk

毛　th　（9

　　e

フトンヲナソ

ふとんをね宅ノ

コシラエテ

こしらえて

（Aフー

オイデマ

いらっし
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シ王

（1）　6（9ハの実兄の妻：にあたφので1こう呼’N，オネーサマよワも少し敬

　趣旧くし∴徽の気？estこ妹・乎跡’舜ネーマ．

の語源的t：1痘うまて・もなくヂご魚’tU。

（3）　シマチョーは「縞帳議で「縞手本ユのこe。多島織物のtfiれ端と貼フ

　つげプζ見孝L中畏。

（4）　オ～ルて“あらわれる敬語動詞の過，煮形．　「収’録地点とその方言IC

　つ｛｝て」の「3．収一二｛t：方畜の才寺色ユの中の「③文豫払・n　＃寺色Aを参

　照ぞれ1ヒけ。

（s）　［AeLそユ

（6）　［na∫ごユ。「A．9又金山φ也，嚢、とその方苔につ‘｝マ」の「B表吉乙緯つPて」

　の関づ一部分と参照。

（ワ）　もっとも年．一長の老で’停ゲーテεde：teユが聞かれる．｛｝わゆうサ行

　イ者便ゆこの方言て判各以前13カ・な’ノ行なわれて口証。

⑧共通諦の文末助詞「の」の彫幻・迩く，断定表現’禰Pられ、語調

　をやわらげる。たビし、共通諦と1撰な？，9　・t’｝　t使い，一ノヨや一

　ノ宇とひうこと‘ひな〔｝。

（9＞　同L“ようにソーシデノソレデなと・li，ホーシテノ水イデ「■tどと「d’る。

　一カナ1ま話し与の清水函’二よれ1よ目±，餅の凪別窟く使われるど・づ・

（IO）　ゴラン（ごkE）に封しマノ　」主（4）　て・’述，へこたオーノレa）敬語彦力言霊の

　形武’Xあてはめたもの。r：だしノ1ゴランテのみて・，オゴラン’レや才

　ゴランタひどの膏ラ1ま㌻t｝。

ω）義姉て“あS6ドダ祖てAl・；・・劒尊敬表現を使・マい勃・，　Bヵ・こ

　のge　An　1：一ナンを使。て敬意を示すのi・対し，　A　fa　13・　tんどの場合一

　ナーX　4更い，一ナン｛＄　1・2の例タ臣除ぎ便・惣・躯、。これ1むig

　性乙女牲との髭いが．あうO　｛gこの地方の中岬都会・食畑布Z中’倒・新

　fミF起こりつつある軽い萄文意をあらわす一ナー一をtワPれt＝ものか。

q2⊃　　ジ註（1）参照、。　　「祖．父A　　「孝旦「母認　　「XA　　I3ノ　　そ　れそ“れノ　オ　ジ’一　「マ　ノ　ニ才ノぐ

　　　　　　　　　　　　　　　一506一



　一マ　オトーマ。
　　　’
（1　3）　一ナ陪崖ケ定7あらわす助勤詞の壱いVOワ。　一ダもも用いられう’t’㍉備

　ナの：方が吉tlと｛｝ウ。　きた，　一ダド；しへこ報酬足？やわら’ゲノ吉永ゴ翼の気携・

　ちZ多少こめ，ていねい芭加之bと・、う．一ナ1耕熔動詞の言・吻

　り1：も決のようにあらわれb。コノ　ヘンワ　ヨ・レワ　シズカナ（こ

　の辺i3　i（侍箭ガだフ，

d4）［6∂、司のように聞こZる。：の種の者声｛ハイで表記け・。

q5）　一うは推量t表わす．この方嘗で停椎田を表わすものと（て．　一ズ

　ラも絹いられb。　一ラこ一ズ・うの相違lgノ　ーラの方が澄修歯す生が高くノ

　ースごつ。）方がづ啓いこいう，曇、1てあb。

de［陥，γ1．応答のここ（i；’　（Sこの1まヵ・（：V　h・　・sり力雰表言乙の耳体者声と

　島往れているものがあb。

qワ）　［kire　Oコ。国力言司の「を」　｛3ていね」いに／YE5　pasざれbとき停ノ　どのよう

　容環境ドあ。てもMコ．し・・し、助詞・Σ一楯劉雨漏両ec・も

　会話惣砿いe音［eコ，［aコの）21“　｛3　rOコ、じ○コの次て・’1ま［　ha　ko：コ

　（箱を）の場倉のよう1壕母音，狭い母骨〔i」、ご側め次τ・戚w・ユ

　て“多見れ　そ）　こ　　とニ　カぐ多　L、◎

（18）、一番品賓め悪‘、繭。

（19）　タマ13王♪繭。　2匹の蚕・が’t、っ　t，31ミづ乍？r＝繭。

（2。）　一／を男性が’便。てv　bイ列．注（8）参照。　ひあン　ナイ’凄ヂ三来ζろ方9で

　｛Sネーとびうのが著通．ナイ1二眼らず，この方言（“侍ノ共通語の蓮母

　者の一アイノ　ーアエにあたbところ1：t＄一二一があらわれるのが一・般

　移C？アぜフf二とし、う。

（21）　もっと年長のフ肴で｛＊マウェーテ［　ra　awe：te］となる、いわゆるサマテ

　イ巨躯形は今回のイ録fて“1鍋らわれ勧・。r・・．シ主（ワ）参肱なみ，こ

　の点にっtSマの指摘〔静・下省略する。

⑳芙逸語のhi・1：この方言のsiの苅／心すう例ll｝・　z．の方苔で1砂か・・．「

　人・a）　igeが「一つa「ひり」びど1・認められbi・とと穿る。

（23）　一ヵラ陪共通k語的。・；注来の方言で“　t3一デヤーモンデを使う。！会話の

　中1：一カラのあらわれうことカぐ6守どきあb。　この素・につt｝ての手矯オ商は

　　　　　　　　　　　　　　　一507一



　以下堪略すう。

齢　一ゾ。キ｛ジ1＄“ヵ・りAを意謙する棲尾語。才ケーコゾ’ッ制湊正絹の

　意。

（2s）　「ごつごつtt：ユの意。

　　あ（26）融1＝t3ハごカシクテとあるヵ㍉ここはハ払カンカッタ。三水氏（B＞は

録昔の。の都分を聞tlて、後都プ吏櫨P言い方だと醐‘ o7・b．
　ハッカシカ。タダは中・り村特車の方言の言。方’貿まひ｛｝。ハッカシカ

　ツタンナあういσハツカシカッタンダとひるべきところて“ある。

c27）　［の文はここでuギ断凝れ，雨渓ま的1：次に1＄続かな‘」。

（28）［ki　mOt／i勧。

（29）　1ヤニの蓄い間蓬〔・。

㈹痴K氏㈲が亀学け・・臨撚藩中学枚の駐寮・飯田布上・an　wにあ．

　τこ。

（3D言eよごみ・協ジ，このよ湾発音と3’6。

（32）　留めこ停ぜのづでわ’ノ1ご御．でき吉んだ足袈。

（33）⊂oka：ma7］細いi・　［・賦m鱗ユ…」う・・聞・之る・㍉言似弁の

　ラ看水氏バ才カーマワだし聞き耳又られた1：めノ本文で13そのよう1こ才及フ

　τ二。

（34）　よく瞳コきこれtuxし｝。ぎ潅（，考＝て“あるラ青71くtiv　l　9！本文の」〔うていi；ひr・ク、と＝

　よ　毒われう，

（3s）一ネ引拶魂語的，靖・K底の発話眉ま崎桁一ネーが》屍じる。ただし，

　この，熱にっ・・ての手彦樹C3以下で’13省略’する。

（36）録省θ秀　t：肉！序しr＝馬♪頼を楯9。

（・り家号。「5諸の嫁パノ」の話時・掃色氏の家の家号。
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2　幼いころの遊び

客須…｝

　（略号）（氏，る）

　A　矯・k借郎
　B　　片ネ同としゑフ

ぐ惇）

男

女

（生年）

朗ラ台37年生れ

Pβラぢ39年生れ

A

B

アツヤ　ムカシフ　ドーダッツラナー。　ア／一　ズ←コ／コト

あ栂ま　昔は　　どうβ。んだろ樽あ。　あの　　男の各と

　　　　　　　　　　　（ま）
才ンナ／コト　イッンヨニ　ア／ンダコトモ　アソタシベツペ
　女の子と　　　一一鰭に　　　薩んrこ　ことも　　あフたしノ　別々1ミ
　　（2）

ツニ　アソンダ馳コトモ　アッタル。　ナカニ　アノー　オトコノコ

　　　遊んだ　こtt　あ・たが〉中・・　励　 男の3で’

　　♪

オ　ナンダッタヤー　ナントカ　ィッチヨンチョ　イッチョンテヨ
ベクく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズノく　タく　どコく　ズ　 ズ　ノく　パ　パ

　　イ可だったなあ、　　イ可とヵ・　　　　　　　　　　イッチョンチョン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ントカ　プントカ　イッラ”　ワラヅタジャンカ．　才トコノ　ブ：ヵ

どカ＼　何とカ・　言。て　笑。たて・・はな・…．　　男の　中

／…　一・。

の・・…

　　　ウ

ナー　「才トコノ　　ナーカ／　　マーメイソ」。　ナントカ　　ユー。

reあ「男の　　li”の　　豆入ツ．」　何とが　言う、

一509一



A

s

A

B

ナントDデ
イ1｛r　と二φ、τP

ッタナー。

つた亨あ。

ソーソー。

そうそう。

ソーストコ≧ドワオトコデオンナ／ナカエハイ・タや
そうすうと　　今度s；　　男で’　　　女の　　　　1ヂへ　　　tcl・t・　7た　　や

ツカ。ハズカシがッテ　カエッテ　干テ　イッンヨニ　ナッテ　コ

つが’回す列が腰　帰・て　剰ノー編’・　偽7

ンド7　オトコワ　タカシカ　タカンyチユッタナー　タケウマ／
今履俸　　　男儲　　　タカシカ’ノ　タカ．シと口つたひあノ　　　ケケ馬のこ：と

÷L弩ζ1（Bタ6ウマノ　コトオすン・　ハイ。　hケ　、菱為の　　　　　　ことを　ねえ　o　　　‘霊し｝。）

タηアンダナーヂソヤー。脱蝋シニ／ッテーソィカラア
タカアシ〈高足）だ享あ　　あれtE：。　　　タneシlz　　東ワ7　　　　そkから

リャ　カタアシトビ　アワヤ　シンプロッチユッタカプ　オトコノ

あれけ．　片足」銚ひ“ノ　あれは　　シンコいロと言ウたかな，　　　男の子は。

コワ。　　ンンプuデ’　ドコマデ’　イグノレカ　　シンコoPノ　　キョ　ーン

　　　　　シンプワで　ど’二窪で　行けるカ・　シンプρの　競争を

　　　　　　　　　　ぐ与）

二（Bllり熟1砿2塩≦＝ワ霧：よ，
へ　　　　　　び

ンツ7・

　け・うラ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　⑦
ズンナノコワナン　エー　ズ’テタ“マトカ　才ハジキトカナン・　ゴニ

　女。フ》子1；疹え．　　　　之．え，　　　」ゲ手王・とか、　　　25’1；じ’きと．カ、4k）え，ρ
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ソマシタナ・

ヤ　り　∠箕　し　アニ4’2ト。

A　　ウン　　オハシソキs．ヤッタナ。

　　うんノあ’はじき

B　　ソ／　　オ／＼ジキモ．

　　そめ　　 ｝）・｛3じきも

やったな。

イマワ　ア／　イロイロ
／今・・1ま　　　あめ　　　｛・ろPう

ン（B勃廓ワ、 ナイデ
；無い揚

　　ノ
　　　　　　　　　　　（8）
一ニ　コ　コシブソ　カワニ
　　　ズズ
ように　　　ノ1・シ炎の　 μ1に

　　lg）

インッチュー／　にロッテ　キ・テ

というのを　　　　才令・って

ズハジ’キ　ヤ｛ノマ5／タンプ需。

あ’1よ1”きき　やワよ1たの。

／ノー

そめ

ウットワマスグドナ
売・マ（　・　」Eす正偽

サツキ｛　イッタヨ

」。9t　言。た

ギレーナ　イシカ。　アッテ　　ア7“ラ

ぎれ‘｝㌻　　・kカぐ’　　あってノ　ラ由え7

来て（A簾宗）激；：：

途豆単（A器鴛瓦

／セデ　コー　ヤッテ　コー　スノしノー

豪せて　　こう　　やって　　 こう　　するのを

オマネキッチュィマシタ

ズマネキ　と壱nましr：よ．

三。

A　ウー　ウーン　ァッタ　アッタ。

うう　ううん，あ。た
　　　（IO）
ハジキデ　ズイテ　タクfン
おt3じ博芝　｛宣ρて　　たくざん

一コ

よ
ノニ

rB笑
あ・1：．　又

　　ア／一　ソレワ　オ

　　あの　　　　　　それi3

衛ノ（Bハイ　1｝い）ζ∴ζ

Oタ
た

ン
、

L
U
て

ミ
一
兇

ρ

’
、
フ

ソ
そ

｝
・
り

ソ
そ

一
、
フ

ソ
そ

「
、
り

ソ
そ

イ
ー＼

亭

ノ
　

8
f
監

6一
ア

　
ノ

ツ
と

レ
う

ノ

ヤ
や
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認　，オマネキッチュイマシタンナ アレナソ。

オマネキと言・3tたんですら　あれわ。

一ナン　 トッタ　 シト；プ

たくさん　　とフrz　　入が。

A　アレオ　 タクサン　タクサン
　　　　　　ゾxx　〆　8　芦x

た、L，rん皆匙（

　　　コボ覧シテ　　マタ

　　　こほい（て　　手r¢

（Aフン7ン　ふんふん）忽

あれz

ニカ

何が

｛

、
り

コ

、
｝

ポロポロト

13三。ろ‘3。うと

Bll，1）急競ナ

ナニカ　　ヤラナン，タ“。

イ巨「ヵ、　　　やら　なヵ㌧ノ．くρ

鶴　：コオぐシヲワ　ドーダ＼ンタカ　オ不いエトりマeンケドプン。

　　こぼ’してla　どうだ。たが　　覚えてoatkσa　tfh之。

Aエ⊥x
　　あikL　t　3

ZLe

’
コ

、
り

隔
一

マッア

ヤっマク

コー @ヤッテノ

＿つ　ヤっマ
　　　　　ノ

オレ　オトコモ　ヤツタ
毫努

・
れ

メ

菊 で・たな。

6　 ウン，　　ソレワ　 才ハジキ。

A

B

A

それ。3 ’あ・1審じき

幽オハジ’キ　デ　　ヤ・ソ　テ

あ’‘3じぎで’　やつマ

　　　　（1リ
カナクテー。

いけなくて。

／
の

ソ
そ

アタッタ／ワ

　　　あizつたグ）1き
　　　く12）
ツキ’◎ワ・・一一……　。

．VV．，N一一N－VV．A．．．一”v．．．．．

イチバ’ン　サイコ。7　ニカイ　ヤラニャ　イ

ニ番　　最後tO　二回　 やらひくτは

ト干ニワ

時lz　｛；

　　　ノ

プイプフ

8，役1ま

トッテー。

と：って。

トッテー．　イチバ’ン　サイコ。　ミンf　’ヤ’し

とフて．　　　つ番　　最後t：　みん字が1やる

コー　ニカプ　コ
　　　　　　鞠一つ　二回　　こう

㌢芋一（∵）

一ろ12一



ニカイ　 e一：コー　 スレハ“　トッテー

二回　　フ戎’功　　すれ6ボ

トコ／コe　ヤヅタナ・

男の子竜　　ヤッ1ヒな。

6　才トコ／コモ

　　　下め手も

A　ヤッタン’ナ。

ト
と
タ

だ
ッ
・
ン

ん
ギ
き
タ

ゆ
　
　
　
あ
や

舜
や
一
　
テ

’
ア
マ

　
ワ
ッ
賓

｛アB

キタンダヵ

来　rcのが，

　干タンタ“h

　来勧φ’，

　カイヲナ。

ああ　農をね。

ッテ　　オイ　デマスカナ．

つて　　いらっしゃるカ、な。

クライ　チーサクテ

くらい　ノjxさくて

篇2，（A鶏

鼠1競（

ナ。　アレワ

h。　あれi9

と：って
（㍗マり粥オ

ヤワマシタカ〉デナンハイ。

やり」しt 1’oか、しら4て鋲二之＿，　　‘3＝し，。

イッションプッテ，　　ソレカラ　 ア／一　　トキドキ

ー，1，看にな”マ。　　　　それカ・ら　　あの　　　 臼・寺々ノ

トーキョー／　キンジョエ　イッタ　ントヵ・　モツ

東京の　　　迩所へ　　行。た　人が’祷。マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t3）
　ア・レイワ　才イセ．サマエ　イッテ　カエ．ソニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ
　あう・嘔　　あ’イデ勢酵へ　行・τ　ソ’謬ワ1・

　　（βの隻駕鼠舞護擦半碁貌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　アノ　ナシチ．ユイマシタッタ。　キシャコ　シ

　　あの　なんて言のましたカ∵　　　キシャゴ　知

　　　　（慨毒∴㌧翻然：二

　　　（A；濡審ツテ／l；編グ

？私（A蘇；：♪～；ゴぜ第

A拠る㍊夏3畿ク熱ζ鰐説
チーサクッテ　タクサン　コー　ノサッテナン。

ノ｝、さくて　　　 たくさん　 こう（てのひらに）のってねえ。
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A

B

A

B

A

ソーソー。　アレヲ　フッ　オミヤケ。ニ
　　　　　　　　　　メメメメ
そうそう。　あれを　　　　お・エ，産に：

キット　コドモノ。

茜と　手携の。

フクロイ　ハイッテナソ。

俵へ　　入。マねえ．

ウン。　フクロイ　　／＼イッテ

ウん　袋へ　　入。マ

ハイ。　イマ／：ヨーニ　 キレーナ　ホカノ

’9い。　／今のように　　 きれu乙ζ　はがの

一　毛ノが　オモチャデ

カッテ　キタンダナー

賢って　呆たんだなあノ

　　　　　　　　　　ナイデ塾　アー　一ユ

　　　　　　iP，A，｛1ちヤガ’びいn、s，　ああい）

二才ミヤケ0ダッタナン’。

オソマシタナー。

いま（Tcなあ。

　　　　　オモチャー

B

A

B

そうそう

へ　　　　い

！ア　　’マ♂

で’　　まあ

ソーン’。

そうそう．

ソレ刀う

それから

アー

　　℃のが　　　あYちゃで　　あ・みや‘ブで‘た轟え。

ソーソーpt　oソーダナ．アソ　デシタナ0
そうだしな．

クフー　　シテ

エ．夫　　して

A

　　　，ソ”ソー。

ああ　そフそウ

メ1ニ　イ7セノレト．

尺．箆仁　　客わせると，

イマ／　 〉！フ・一ワネ

珍・φ　　人蓮．倦h，

ありませんで｛たな。

、ヤ　ッタン　タいナー　。

’やったA「桜0’竪あ。

　　　　　　　　　　　　（1・f・）
オトコ／コワ　ソレ　ゲン　　　　　　　　　　　　　ケンチュッタケドブ。

男の子’む　それ，7“ンノケン嬉・た鉢ど9乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
　　　　アレ　ナンチユイマシタ堵タネ・　イマノ

　　、　　あれを　 イ覚「と言‘，3itたっ！ナ撚。　　　／47kめ

ナントカ

何とか

ユーンタ“ワ。

よ茜うんだ覧わ．

一514一

シ

アレ才　インチャ

あれ，と　　ヤワマt＄



　　紹ζた畿（B毒19逸綴紅と㌧ヅ動二

／螺一

　　B　ll，o菟∵拷尭コ送髭

Bアソヤナンテユイマ〉タッタナノ16）

　　あれ件　イ可ヒ言‘塾ま（たか握え。

A　アソヤ　ナンチュ＿チッタッタヵナー（iz’

　　あれ13　イ司’と言ッたかひあ，

6　コド丑ア　ヨク　ヤソマシタニ。

A

B

3　4＃xtEF一　よく

ソーシテ　ソレヲ

そう｛て　　それま

ノセツ　ノ・Vツアー。

ヤっを　やつマ．

ッタり

っτ瞑り

　　　G8）
ノ　　　　　　　　　　リ

プユツア
と畜。て

（∵）

ブントカ

イ可とか

臓ソ（∵

スノレモ．ンダ㌧カラ

すS｛のだから

　てンゼー二

　先生に

　　アレワ

　　あれは

　ユツタナ．ン。

　宕u5Lσヒわえ。

イ’りま（たよρ

　ジプンデ　ウテコンデアイテノー　タオス

　齢で　打ち込んでン箱勃老a・・k御1ず

（βハイ　tEF　t｝）三宿雰茎／盆嘉ζ

　　　忽∵！∵ら（∵）駕憂

　　　　　　　　　　（19）
　　　イワレタ／一オー　才eイタ“シマスナー，

　　　卜われrzのを　　恩P玄（よす参あ。

　　プンチュー　アソご’ダ’ッタナー。

　　イξrとt、ラ　　薩～グre‘　7たかひあ。

　　　　ソレ1プ　ア／　ボ㌧カクシトカ　ユッ
　　　　それカ・ら　　あの　　；棒隠（とe、　　　rぎッマ
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A

B

A

壕クん傷）葺1評テ篇㌘霧ノ？・

薇宿テ（㌦）篇齢う∵／■悔さ

瓢（A㌃）雨受，∵見力∫許

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ilソー。　　　　　　　ポーカクシ＝＝　＝ヌ／デナー　ア／｛　シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pt　xそう。　　　　　棒ア恕・・　5？K　i・　・）て・ねえあの

窯　　劉㌶認（Bハイ　t3い）

　　　　　　　　　　　　力桝ンテ（Bハ∋ホ㎜シテマノレ　カイタソ

まるΣ　：筈。　’ft　t7

コー　カクi！トイテー

こう　　　ア，慧　｛　マお・t｝て

カイテ　アルカッデ

コ菩いて　あ3b“　t

ノレ刀ラナー

　それカ’らひあ

ジベ」　ゾペタ才
X♪くX

　　　地面Σ

　　　　　シカク
　　　　　lm角を　雀ξ｝たワ

　　　　　　　　（sff／，1）

　　　　　　　ユー／一ネー

　　　　　　　い1のまねえ♪

1謡）朔癌ソ

　　（20）

マタ　アレノ

凄た　あれと

才ンプ／コワ

　女の子fi；

エー・一　才トコ

亥トコ／コ7

男の子la

ヤラナンタ“ナン

1ろ　　13い

ソーシテ　　ド㌔コニ

そう　1て　　　　といこ　1；

アテ・ソ：コー　 シテ

当て。こ1＆r　して

ニコー　 ノtイク7ク　　ドー，フク
　　　ベベ
こう　　　　　　亥置くフ6＼　　　　と・・う6、ノ

　　ヤッタ方一。　ソレ・…
　　　　　　　　　一
　　ヤフたなあ．　それ・一・

　　　ソレワ。　ハイ。

やらを。か、つた4審ノ　　それ‘てト。　　 ‘さ・し｝

　　　　　　　　　　　　　（20
ソー　 オ’ンプノコワ　ヤラナカ

　　　　　o

　　　　　プンダ。
　　ズメベ
ヤ‘う　　　な’カ’フた。

そ（マ

ナニカ。

イ可か“

　　（B

ノ

ソレモ

それ毛

ええ　　　　　そう
　　　　　　　　ノ

女の子は

ソ
ア
あ
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B

アプエニ。
上．げ“て

　　　e

データ　ゲタ

「け’、た　　け“た

A　アーpt

　　ああ

デルカッチュ

出うカ、とし・う

　　　　コンボ’トカ　イーマ1シタyネ。

　　　　　　　　　　よ　　　　＝1ンオ＼’㌧4とb、　　苔t）よ〔lxお弥．

ソーカ。　アレワ　ナニカナ。　ウラ汐。
そう0、。　　あれte　、イ弓「か・芝ダ。　　　裏ヵx“

　　　、アテッコ　シタ／．カナ　アノァー。

ケ　ア／　ケ
xべ

　　あの　蹴

当て／含dを　　　（プニのカ・参

　　　　　　　　　ノ

B

A

アレ　ヤッタナー。

あれを・やったなあ。

あれ。3。

デノレカ　　オモテカ。

出るカ・　表がt

（B儲！．

一
　
，

／
の

ア
あ

ン｛
ウ

アレ！　オン
　　　凶　入凶
あれ，

ゾーソー。

ううん　そうそう。

アシタ　 オテンギニ　 ナレトカ

あした　あ’天気に　　なれどが

8　オ　オモデガ’
　　ズベ　　へ
　　　　表が

魏蕩憲キ∴（Aラ㌘／

　　アメフyタ“ヨヅ7　　ソー

　　肩ミ〕ア斧ワだ“よって　　　そう

A　　ウ欄ン　　ソーダ’　ソーダ’。

　　うん，　そうrt’♪　そうだ’。

ユー　コトモ

vラ　こと必

（B笥

イッナ。

Oて
　
つ言

ウラカ“　r’タヲ

み

贔が亀　出たタ

ソッチター　ミンナ　ソレ　ムカシア

といえげ　みん懇　それ　者1峯
　　　　　　　　　ノ

㌶：経二硫（Bハイ1ふP）

ヤリマシタ〉ダ：一．

ヤワました，んマ”9よ。

アレ　ゾーノバ沖デ　ゾ㌧
あれt審　　　そ”うワtg“ぜて；1　　ぞ“うグ

ミンナ　コド’モ　ミンナ

みんな　｝il・共ig　みんな
　　ノ

ゾ1一ワ　ノご　干デ’

ぞ’うりtE；“きて“

ヤツテ

ヤっマ
　　）

ソレ

そkを
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　　ヤリマ｝タナー。　アレ　才トコノコe

　　’やワ’aしたびあe　あ蹴を　男の｝t

B　オンナノコモ　ヤリマンタ。

A

B

一女一のrEZ－t　　　ヘトリ慰した。

ヤリマiンクナー一．

ヤリましたな’あ。

ノ＼イ　。　ソ　レデ●　　ソ　／　　　オン　ナ　／　コワ

はい。　それて・’　その　女の♂捧

シュ」7　ケ　ゲン／　コト　ナンテ
　　　　ベメ衆鯵　　　ケンの　争を　何て

憶断ゾ葛1纂IA姦，

コ：コラジ㌧ア　ク噂ンテ　ユーケド’ネー

ここらへんで捗　ケンと

（βハイv－　t1；い）為∵カ

チユー　トコモ　ァノレ；卜一

言う酋も　　　あ多びあ

才ンナノコe　ヤゾマ〉タ、

女の釜t

A

B

A

6

やり8乙た。

纂㌘（A∴りオ蛎／
　　　　　）

　ユ・ツタ・ソタカナー。イマ／

　言ったっげかなあ。　　今の

孫寝／l終芝飛跡

　　　　　　イーダ／

宅う‘丁れどねち飯田の

　イッタブ㌧一。　イマ
　言　フ　アこ　てメあ　，　　　　／今㍉

　　　（6り鰍結

テヤッチュー　コ’ド毛が

へ・チヤッという　与侠が

アレー　マタ　ハマッテ

あ嵌が’また　 拷し考牙ッマ

ソPtカナ
　　　　e
そうがな

フユンナ！レト。

悉に磐5と。

ア・Lブー　ドモ。

いうけれど毛
　　　　　“

オワマシタニ

あaワきしT二よ
　　　　　ノ

マフワデワネー一

　回ワて“‘3れ之　 ．

コF’モ　ベ’チヤツ

暑俣俘　ペチャと

コー　ウ“ノカラ　へ。

こう　才丁っカ、s

一518一
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A
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A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R2）
アレワネー　がヅコーデワ　ントコP　シテ　イケ…ネーナ〉テ
jS　n　l　3　ta之ノ．学絞で’t3　あう一晦・期1ては　e・u’r　rs”などと

セ：ン乞一力。　ユッテー。

1先生が’　　毒って。

アレ　カケトィテ　トワマスデ’ナン。

あれ俗ノ　貝君けてあ弔マかう　とワますから矛ひ之。

1荒ξ跡孟う∴窃ぞ1藁∴（8笥

蚤謂1賭（Bllξう弓19．瓢∴㌃
カケコ。ト／ヨーナ。

賄fプニいとのよう　をメ。

畜蘇『∴窟諺1ぼ瀞遂（6訳）討；
　　　　　　　　　　　　　（ユ3）
｝ト　アリマシタナー。

ぐとが’ @あワ凄しt二ひあ。

1謡窮纂ニニ紫’∴（Aラ農ン？夏諒∬’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
才求’エテ　　オィデノレ。

tz　tて　05。C？る．

シットワマス・ユ。　ヤッテ　ミマスカ。

知・て。ますよ。、やって　みますカ・。

　　　　sヤッテ

ヤって

アノー

あのう

　　7

こブ

み奪

コー

ら　 へ

｝フ♪

◎

し
「
　

o

　
と
ッ
っ

ヨ

　
外

テ
　
，

タ
た

ツ
っ

力
勝

撫テ

ツ
㌶

ヤ
ヤ

ン
ん

ナ
さ

ク
く

　
為

タ
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A

B

㌃）茄㌻ノ毒瀞計（A翁）糠ぞ楓端））

ヲ　「才ミーンナ　才サラィ」　ソレヵラ　「オーデノt’サミ　オー・v・

　　「才ミンプ　　　オサ噂ライ」　　それから　「才テハ”ケミ（あ・季挟み）

一テバ’ザミ　　■一tデハ“サ・ミ　オncシテ　　才ッサー　ラ・ア”　デつンタ”

ズテバサミ　　　オテバサミ　　才ロシテ　　　ズすラィA　　それて，づソ如3

環∵う一1錨ご両端rぜ∴奪スンナ．（A

就ζ諺♪第1∴先斗3，ゾご菊4㌶窄；

弱ろ∵’1㌶写＝、㌦1，11ン（A司馬

タい

ツズ’ Pルダケ　　ツズケノレノカナーe

　続けられるだけ　続けるのカ・なあ。

令10～∵猛焦ナえζ（Aエ；応／じ罫旭

乏，∵属二、ソオ姦∵競焔掲毒礼（A鉛r漏

漏㌻『’諺ご1髭ζヤ㌶∬πマ（Aフン　ふん，）

　　　　　　　　　　　　　　一ろ20一



A

B

A

B

アタマ　アク・テ　才テダマ　ムコー工　才クットィア　チィット

頭を　あげて　お与錘　向こうへ　送・マお・θて，劉脚く

葛箒の協需・（A病弊就）厚∫ぎ
ノ、一　ショ　　＝コク。レ　　．チ　一・ザナ　　ノ＼一ショ　　コク。レA　　　トカ　　ユ．ッ　：ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よノ・ンヨ　　　　コグ’レノ　　チィザナ　　　ハショ　　　コクot「　A　　　とか　　　Sって

（Aフンフン　ふんふん）畜西振翻鰐11甕．回向

バー @才トコノコダ㌧カラ　才オごエトラナカッタカ。　ソー　キ　キー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えズ
はあノ　男の子だかう　　覚えてい写が・たカ＜’　　そう　　聞（喰

タヨーナ　キカ。　スルナ。
」Lうruこ　　　三多し・ク＜、　　するな。

コー @ミンナ　ヨッテ　1・テイエンカeワナンカデ1ナン　ヤワマス／。
　　　　　　　　　　　　　ぺりく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こう〉みんな寄・て＊Z？縁側ひと・て・ねえ、　やりますの．

壬♪蘇ラ7

曾祖誤1す．（A誤一、義⊃蕩㌘二ζ二1訟二劉

葛旱（Aフーン．1一うん）＃）t’∵』鷺弘1ソ∵∫ヒ

ニ1倉∴ト（A蘇調罧（ヂ縦蹴

一521一



A イマ／　ン／一　ウタ才ネー　ア／一　キートッテ　ワシナー　：オ

今の　その　歌をわえ，あの　間・て・て　わ（脇

毛イダ’シタ／ワ　　ア／一　　コー　　ユー　　ウタ　　オボ’エテ　　才’レ　ズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズズノくを
！包・露け・瑞ノadi・S　こう　の　歌を覚えて　Oる，

イデノレカナ。

し㌔らっ（やうカ、なρ

ハイ。

13い。

「ヤマ　コシテ　カワ　コシテ　コ“ヤノ　才コンブ　オKイ」

「ヤマ（tu）コシテ　　カワ（pi）コ」ンデ　　コウヤ（縛屋）ノ：オコン→ナ　　才’イ」

　　　　　　　　　　ごヱの
アーソマス　アリマス．・ハイ。

あり設す，　　ありよケ・　麻い。

アレワブー　アレワ　ナニウタ・ンチューカ　シランクド’コドモノ

あれ停ねえ　あれ停　何歌と、・うか（どうウ・）　朱防ひい‘旅ど子株の、
　　　　　ノ

　　　k6）
ワバラ＝　ニコーヤカ。　アッツク。

1殊ご二　　舵屋が　　あっr＝うう。

ア　ハーハーハー。　ズコンプンチュー　ント　ァソマンヌ／・

あノ　1鋤1＄あt866　　あ’こんξんとt’ラ　　入が　　｛ぽ｛たの・

ウン　アッタンナ。　コーヤカ・　アッタン・

うんノあ・たんだ・　熊雇が　あ・rこんだ．

　　　　　　　　　　　　｛27♪
フーン　フン。　　　　　　　デ’　アソマシタナン。・

！3、う久〆　　諏3」一ん“’

ソコデ’ナー。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

そズ”㌔ρあ．　　　　、

　　　　　　　　　　　　　～322一
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A

I
S

アレナー　ドヤーマ　コシデ　カワ

あれなあ，bYマ　　コシテ　カワ

才・イ　　アンベ・　イカ　ーンカナ」　ッテ

ホイ　　アンベ纏び～・）イカンカナ（行力’ひいが痩」ど

フーン。

ふうん。

アーソじ”ニ　イギマシヨツチユ

遊びド　行きま（ようと・疹

缶美ξ（A房急1∂

ワシノ7ナ　オ：eシロイニ。

オつ（の‘きひ，　　あ驚｛，｛う日よ。

（イ。

｛＄い

「Y－tマ　コシテ　刀一ワ

「ヤマ　　 コシテ　　カワ

ッデ．z・一トプー“一・・

というと守あb

ハイ。

1｝い。

「マダネテ

：コシテ　カワラ／　1才コンサ

コシテ　　カワラ（jtlk）ノオコ，ンツ’

コー　イヅタンダナ。

コう　宮ワ1一一んなゴな。

コトナンダ’ナ　　アンベ’　イ■一ソ

：となん’rごねノ　「アンへe’　イカンカナ」

γレカラ　ツレテク／。、
それヵ、ら　　三璽Ll・i．マ｛1くの。

コシテ　 コーヤ／　　オコンナ　 ；±”イA

コシテ　　　コウヤノ　　　才コンサ　　　ホイ＿韮

A

　　　　　　　；tノレニ．4　・ソ　チュ　・ソ　ズ

「マタ“ @ネ〈寝）（　オンレ＝（いづ羨し1とし輩フζ

アツ　 ソPtソーP

あフ　そ）そ〉。

ソレカラ　ソ／　ツキ。　マヌ　「ヤマ

それか’ら　　その　〉’ズ　iG／　9tた　 「ヤぞ

　　　　　　　　　　　　　一525一

「ネガて“一タ“ナA」　・ソ　チユッテ。

「ネ才ごウタ“プA（寝坊フが拓蛎ど・㌧7

　　　　　　　　　　　　　e

＝コンァカワ　：コシデ　コ

コンテ　　カワ　　コシ：テ



s

A

B

一ヤノ　オコンサ　ホイユッチヌート　「一イーマ　カオ　アラソト

コウマ／　オコンプ　ホイ」・マρうと，髭イマ　　材磯）アラット

ルニAッチュッテ　「オネオぐ一目“ナA」ッチュ・7ラ：　「一ヤマ　コシ

ル・醗・て噌胡・馬て「tネノ対ウダ払」とtlってノ「ママ：シデ

テ　カワ　コシテ　コーヤノ　オユンサ　才・イユッチエット　「イ

　　カワ　コシア　コウヤノ　オユンナ　ホ伯と・．・うと　ドイマ

’マ　才ぞン・ε　タ・ぐ5ノレニA・ソチエ。「オネ・†ぐ一タ’亀ナA」ツチュツ

　　勲レぞ（こ撫汐殴・ト’・喫歓ぐ・腕と・ズオネホ㌧ダナム」とθ・ζ

　　　　　く　ぽウ
f￥ツノエ。　ソptシア　才卜」／」デeネー　／「bハ6・、　／ノー

1♂脇え。　　　こし（　男Dチご・も勝之ノ　＼、　侵いノ　あうう

がッ　コ　　4　ギ々。ゲニ　　ソ．一シア　　dンア”　アノ＿’　4タ／。

学ノ校＼　　孝ア5・カ・ご’ア～＝，　　　乙〉　｛し　　　　伊ケハ1ぐ・・　　歩・ガ1二　）0

ハハハー。　　　ア／一　ム刀ン　アソご㌧　 テオ　ツナイデ“　イ

侍ノ睦♪はあ。　あめう　昔はノ　遊．び覧’。　　手2　っ3’t｝ひ．

ツチマナン　；L・一　オーゼデ　「マe　コシテ　刀ワ　ユシテ　カ

／（テフマ（｝才｝ノし　こ）　　ノ（勢ご’　「・ママ　　コiンデ　　〃7　 ：コシア

ワラ／　ズユンブ　ホ6。　フ！ン．ぐ　イ〃ンゐプA・ンナ」　rツオ

7」ソフノ　ノrメンプ』小4。　　アン・ご　イんン〃ナ：フぐ　　やフを

ヤソマシタンナ　ハイρ

ヤ‘ノ審（たのノ　停。・

アーアー　ソッ刀ブ　ギタンダナー。

ああ，ああノそこから

ソレデ’　カ　ワラ／

それで・　「カワラ／

タ77e　シヒマーン。

ヵ’｛　　｛れません。

き『二んrc”なあ。

：オコンサッヲ：ソタケード　つ一ヤノ　オコンサ．タ㌧！

才コンづ㌧」とし，フ鳶けれといτ舳コーrr／　才コンツ＝tsた㌦た

一524一



A

B

A

B

紺屋で脇　　 ZZ，前Z“，そ〉そうそ〉｛＞iE；v

彦篇孫略翫オ霊訊篇7≒芸∴1の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨ。）
イッテ　才一ギプ　コエデ　ユートナー　オバーサン＝　才コラレ

i」ア・て　犬湾　声て“　言〉と勤　あ1（＄“あしtん‘c　叱られてノ

2　（6笑初宅：つ忽1、㌧謡寄覧
へL”“・ムカシフソンナ・サ　アノーウタオウタ。テナ
へkk・　91よ　そAUようrg　，あのう，歌2　歌。てねえ。

ン。

嚇瀦㌃∵良ほ二三、（B重三諜二

弘謬㌶詮（βつ1∵∴ζ；∴∴■
コー一Yッテユ．ッタナー。

コーヤと言フf：なあ。

エー　コーvッテユー／　アリマ1ンタ。　キッツァッチ2一　才ジ

祝、ユーヤとの・・　，効叙1・．「3．つebAと・））お鍵ま

ザマデヲ『ソ。

乙いねえ。

　　　　　　　．　（29）ソー。　　アノー一　ハぐオパ’サマ／　　ムコー／　　ミチ三ンタ／　　ウチ〃。

そう。　あのン　｛鯵ろ・げほ・）向こ〉の　亀至・，ドわ　象バ

コP　Y　7‘’　一t　．一 iB工一マエデソ　ソーン｛ハイうソ

A　ソ・・…　素ンットーノ　ワラベウタデナー。

　　そう，本当の　朗唱て”dgあ．

一525一
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A

B

A

B

A

ソーダナン。

そうて”す齢。

エ。　ミンヨートシテ／

祝。　民謡と1ての　　　童歌と。）mが’

ア・ソタトモーナー。

あっ’こ∠鷹、》㌻あ。

ソー・ソ｛。　ナンカ　 ナニ刀

　も　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　のぞフそン。　　4ρJウ、ノ　　｛ejか、

ナニカ　」メ／　／ン～ニ
イげ〃、　t「　・」メL‘＄ヲ／ぐン／ニ

マシツフ。

よσ（（“し，F）。

よ一 @ンー　ムー　芒グ　 ／ッタ　ウン。

え・し　そ）　い）　も・）が’　あ・なノ　うん。

アツヌ。

あ♪κ。

　　　　　　　　　　　（S2）
7ラベウタッチュー／ヵρ （β笥

アッタヨーナ　ギカ。　／くルプド’。

　あ・1＝きうな

トート　ソZア

ト厭、改ノソエゐ

気か“　∫多Cfれビ。

卜，クユ・一／ノク。　ノリ

とカ、‘、〉のカtss聾　あワ

トト　ンLf・／・フ”　　シUイ　ぐン；～二　卜ト　ソエテッテ　シロ

「経　ンエた・て，　t「Pm　4　マンマ＝　卜トソ£7－A・て，白・・

イ　　’〈’／（τンノン　ム〃シ〆　ヌ’ぐv声力・ソタ・｛三ンデ’。

　　ご／飯な〆レn・　管捗　　倹ぐらit’L掌力㌧r：｛りだ・ウ・う。

ソエデ　 タ“イiソニ　　シア・　クレタッチよ　　コトダ’ンダ’ナー　ウレ．

：それt“　人肇ド　　して　k“L　t＝とし’）　 ことなん’だ，なあ2　）んF

ンー　ユー　コト　ソー　ユー　コト。　卜ト　ンMア　ナンテ
　　　　　　　　　そう　　　扁　　こと。　rトト　ソエテ」　な，んて

　　　　　　　　　ノ『ンカ　　ノrシ　ti　一〃σッ　シカ　　　ツ〃　ンジャ　　　挙一

　　　　　　　　　写んか　1・Lnし〃’　　　付が9い・‘’や　か，

そ）　いう　 こと♪　　　　レ、：）

（鷲！　）演、

　　　　　　　　　　　　　一弓26一



な
）

A

u

、
A

間
し

ハ

s

プ7ナー。

カ’ 怩?。

　　もヘソ「タナソ。

そ）て“す＊“ρ

ウン。

）ん。

Aカシワ　木ント　アノー　オコメノ　ゴハンナンカ　　タベ’ルッテ

骨（冬　14A．・・＞1“．あみ）・み莱の　鍛反タルゥ・　食べ含との

ユ　L1ト　ァ7マ正ナンタ“テ“　Aソーン　エ一一』　ムモθノくシタ“ト

　　こ・、F劾‡むノ（・昨がう、、bそ）え一・　笈飯だとカ・

　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

η　に工・メンタト刀。

　　いえ（手卑／厳だ’乙が。

エ　一　　ソーデ’スネ。　　ア／　　シロ！∫　　ゴ’ハン　　タへこ夕／ワー一…。

祝ノわで’¢・r“．　あ・　白い　ご・飯ε食べ1期‘♂…∴

オ『シ・ヨ　一〃。ツト・一一…

み㌧丑臼ヒ・一一一’

　　　　　　　　　　　　　木ドシカ　ナカッタプ。

　　　　　　　　　　　　　　｛謬む’（カ、　なカ’つた㌻。

オ　／ヨ　一〃。ツ・・一『。　カン9もエノレ

あ・iE一　a・一・・

工一ρ

之之。

　　（3…ゆ
“

’　　o

A タカラ　シロィ

た1“o’ら，　自い

ゴ覧 `ソ　ーデ㌔…・。

ご5也乏一で＼…一ρ

タペタプ。

母～ぺ1ヒな。

数え5

二

　
8

冒
飯

マ
ご

　　　（34）
ウスttキノ

臼。〈きの

トト　ンエテ

あ・魚E　添え1

　　い　　／＼ンニ
e£　1：

　プンテ　エーノぐ　才“

　”’んて　譲’むK

シンz！妻ヲ　ノ＼クマイヲ・”

新kと　　白米で・
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A

6

A

B

A

ハイ。

峰t｝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（es）ソレ刀ラ　　アト　　オシ・il一力。ツ　ーケン〃ケρツク。ライ　ト　　アトワ　　セ”

それカ’ら　 ナ）と．　　お’町角　　　　　3夕月ぐ’らtlと　 ，　　あとは

ン7“ @∠→午。メシタいナρ

錘5　受塗反だワ。

ソーソー。

　そうセ〉。

魏lll／Y＞K／イ養瀦∠1（Bゑ1／競．1：1㍉該

ムキ。才　ツンッ7　オ・ノ・■シタデ　、／δソー　　．ニッ　ゑぞ．メシオ

　麦2！．　7Y一（　　ろ・｛1；しrゴ）（“　＼　セ〉ノ　え之　　麦・飯乙
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　（36）
タ・sごア　ゼワぐレ．ソ。

愛ぺ丸　　や’ノ＋（k。

／ワヲ　’ンク1ン7’カ’／。　 一こ一。

麦酒　　序・L　　粟乙　　作♪（呪えノ　　．しし。

γシε　タぐタこ〆　プシ丘チ・ノー’／ア　コワ魑エアノトー一⇔

彙モ　　／塗・ご’【二　L，　梁喰埠蒙厚（　　　：k＞しくなわ。

．1、／ユ素論託ヤ（義臨ゑ）～託留を；4㌃ぼ1∵

≠イカナン。

霞メ・・ζ“すが浸つ・。

ウン　ソレモ　ァノレ・　ウーン　ァ／コー　才・シヤ　コ／コut　オ・

うん，そ組e・9・　3。ううん，「ア／・ヲホシヤコ・コヲホ

シイトカ・　ミンナ　ウタッタンタ“フトー。

ンやAとカ、。　みん参　教？1くん1二”字あ。
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B コレそ：　ア／　ヨク　カンカ。エテ　才ソマー　オeイダシマスケー

こ漁毛　 あの　 よく　　；考曜えて　　　｛1れ！ボ　　恩t㌧鉱（凄すけれ

臓・（A凝う＝？魏ト瀦∫ワ（Aの

オせイタ“eマeンケド　ナカナ1カ　ム刀シワ　イ1：2イnv　ア‘ノマシ

，吃・・kせμん・アど）　なか働’者・ま　いろ喝　あワ訓

タPt　ソン方ヨ・一プー一　ウタ汐。。

たよノ　そん掌ような　一歌が㌔　　，

A　アーリマシタ　アソマシター・

’
ピ

あワ柔（1こノ　あう・lk（r：。

イッシゴニ　アソ乞タ“　シトη。

一尉t；　　遊んk’　　人が’

　　　　，　　　（切
ナデイッシ4ニ　ウダット・レ
んなて“一編1・　孜，Z（i　ti

フ「teイタ“シ7　7ルッチム

　1慧い宏tζ　　くると．口）

ソー　ス！レト

そう　すると

／彦工一一一・、　ソ〉ナ　ジ7“ン／

k之之ノ　そ砿β紛の

ゴ’ロク＝ン　アツマツテー　ミン

　ノ

ウテニ　　タ“レ71。　スユ｛シ：ズ・ソ

）う｛z　　誰力・〃ぐ　　　　“’一

　　　　　　コトノプ　ア〆バ’ナー0

　　　　　　ことtv　N”　　あれし」｝ト“なち。

オEイ．タ“シ、ア！尺η‘ナと．。　　ウンρ

！e＿・，去（手すが唱ね。　　　　♪kv。

　ハヂつ

ウン。

うん。
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注

（り　［土∬Oiユe

（2）　　〔bet3　LU　betS　u．t．　iユ。

（3）言野物矯水餅〔・a磁taヲane諏コ嬉・たついノだ嬬わ4・　9・

　一ジャンか稽cl入κらの間て・詠われる。

（4）話1与i＄この辺E3’カ・ば歌ってく、る。

（9）狂采の方言ひうばゼ・レ。

（ω存来の方言1研タマ。

（ワ）　イ王牙三の方壱it；■ン＼ンジキ。

（9）・」弦嘘X・・igSP＃”Pと下イ脚郡との境恥流れる些録音〔プ藻藩葛

　島の南縁お託れ6。

（9）髭汽浄グ，ラ豪家貢、こよ姓｛礼看黒Lbつるつう滑る鷹：’じめアる石だ〈一t）

　う。

（IQ）　才ハジ？ラ乙言うべきと二うであろう。

（Il）　旧来の方苔びうばイカプンデ，

（1　2）　よく聞き鍬．れひt）。　この吾阜・分ぼう青水底の認定一こそ疋フた。

d3）　　［kaeri了コ

（｛4）　めんこの方苔。

G5）　一志・ソ7t3過者の回想をあらわす銑　一ネ13共通語臼ワひ言こ・方。

（16）　いわゆるネッキ　（孝艮，木）　の遭びて㌦ある。

（17）・ナンチュッタッタカプーとあるべきところて“あろウ。

（1　8）　一ヨセヨナンテあるい｛9それと萎負イtsの表f昆で’3’Pとノ　ヨeヨナンチ

　ュツテでt＄正冠註ll（3文意ヵぐ漁売かひ‘，。

U9）言い渉どみがあってこうなる。

C2（〉）　　〔wa　atユ　と聞こ之る．

②）　ヤラナカッタと言いかけて，在采の方畜の言け方のヤラナンダに吉

　い・愛之r・　tの．

¢2）［ike　ne：1と中1・ホーズ’を置Pて発者1てt）る。ひ匿あ’，奔来の方

　言ひらばイカン，　迭たlaイケン。
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（23）　〉ヌ．ク㌔Bの発話と’童，ひり聞き員父ワ不斧色。

（24）　一ナがラ侍・共通語白勺、在来の方言なら｛ボシシナのよう1て一シナをとる。

（25）コンテキストカ・らt｝うと，〈オワマス　X’ノマ入〉とあ9べきとこ

　ろ。

（26）中ltl村人穿薯島の中の集落名。

⑳Aの発話こ重ひり文字化禰と。

（28）　一ナエはこの地方左呆の方言で’停Fい。　一ノエは上伊那君予中部メ北

　で3う’字われる。

（29）ハマオバサマのマの｛｝一　g　（a　’i　z芝糸完全に閉e乖鼻者ド聞こえる。

（30）み象の方勃朔バープマ。
（3　D　［　hontte：　no　］　．

（3ユ）［wafab・ぬt馳：・・菱L

（33）　兼通語的’ds言tl方。　存釆の方言9”iばダeンデeがダデ。

㈱八け・琶み魂と刎礫、せいぜい2◎俵・’3C・俵経度の量て㍉5，

　6軒のXイでやワ、ほ乙んごコ6て・終わ諮ドいう。

（35）サンがニチ（3プH）の畜口そこひi）。

（3の　く4ギメシオ　タベテ　シコ。ト■　ヤ’1マシタ〉とこ）うことヵ㌧そ

　続もくAX．メシズタベテ才りマシタ〉とあるべきと二うを．こ
　う畜｛1違，之r＝ものか。

緋Mi55・了し
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3　管の嫁入ラ

静〔s｝一

（瞬）　（弐，ぬン　（牲ン　く生耳ン

　A　・、・ラ野寒々晦詮32年生れ
　｛う　　1宥．蓉’鰺決1　男　明春37年壌xし

B

A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　（1）
ソレデe　　ドーダナ　チゼマ。　ムカシト　イッコー

それマ“も　どうだなノ千勢ぞん。　昔と　　い・二う1こ

ユーヨーーナ　タレエノぐ　マー一　コ5／ぐ／　毛ンダイデ’モ：

tlう参〉なノ　r㌶え1ダ　雰あ　言業ク》　閏是寒て“も

一／　　モンダ”イデモ　　，ηンコンソーサイ／　　モンダイデ‘e

　　　荷雨曝て・↓　　，冠嬬ζ葬祭フ》　　　腿是璽ご・・t

ワ　マツ・xoレ　アニ〃　／ttッtrノーツ　／コットノレプーe

　　で斜ふ．iノ　何・・’　タ長’　・（・、参二とt＄　綬・（o　一i」な∫、、

／　　・i　・ン　　ρ　　「ノ　　ぐ　／＼　ノ　ノン覧

タ㍗ノこ5’‘ノ＝素こい）rt’t

ダンタ“ン　t7プッチマ＿　イク，ク・ナー一。

ズごんrごん　　参く享？マtよ　　　いくカぐなあ。

才ソーシli／　ケーンキ　ケーシキ＞yマナイ
犀
　
　

＼

ア
ナ擬

野

鼠
で
一

　
ソ

　
一

｝
ソ

フ

、
｛
訊
ソ

寿
B

お
r

チン一
7

ワ〃

と享鼻
フわ変

遇ジン一｛

の侑入

（

ナニカ

ゲげが’♂

　　そう，そ外そ」ノそ）

エーエー一一 B　ウン。

ええ，ええ。　うん。

マソカタナン〃モ

’形戎じやなのノ

スごハソン　チノノ9ッ7・

随分　遠。て

で‘ノ才　 撃んカ・勉

　？マシタシナーン。

来aした（ね．
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A　ソレs
　　　曜　　それ’こ

　　カ。ッテ

ダイイチ　ソ／　コンレ”／

第・・一一・そのぐe6Kネしめ

1ンマイマシタシナン。

　　蓬って　｛ぶ‘、ま（な｛紛。

B　：7ンフンv’フン7ン。

ヤソ刀タワ　モ・一　ゼン’e’ン　チ

やワ方’よ　　竜う　　全劉

A

β

1へ

s

　と吻＿．kええ，礁、蝋厳）
　　　　　　　　　　　（2）

　　　　　　fヨ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
｛ニカ　／コットノし　コトク。　ア’レカナ♪・∠笑

伽・　残，，哨　。。。、〈i刎君，・belノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のソ”デスネー。　ア／一　　ミンナ　ウチ／　　プシ事ア”　ミンナ　ヤ

劾・“ア械・　あ・・う、み三門　差敷ていみ緒

ツタ　　「／z7L”．　　＜bハイ　’　　∠へ汐シv

でっr二　わげだρ　・、　渉｛，ノ　 管。

ソーデ　ァソマスニ。

そうで　　あワ3・すよ。

　るロ

タレモ　ド・γカ／　ソヨーソヤエ　毛チダシテ　了ノしズンテ　ドッ

考飢　どこがの　轡理屋へ　持ら劇て　やる・冨んで

ふん．ふん。・ふん小ん。

イマ　e－t　ソヨー示一デ’ソa一ソマミタイナ　hコエ　イッテ

今　 モラ　両方て’s　・粁理雇みたll掌　　と弓へ　行って

ヤ・レッチュー／＝ナン・reエーブヨーブ・一プヨー
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A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モワノ　　ヨ’プヨー一　　カンタンテ“。　ムカントワ　，ホンット　オコンレ〔

　様、勧柔・藺単て㌦　看・感　本当，お婦礼
　　　　　　　　　ゆ　　ロし　　タケ7不ンh一ニ　テ／1。ッ7　ンマイ1シタナー　アー。

　　だ・帯rs当斥　　違・て　（3一　o］（r・なノ　妙・．

13　－Z＿＝：・　ソyデモ　コチヲ「／　マー　オウチと　7ノレ
　　髭v歩t為学ク）。　　それC・　｛　　こらうt・EF．　ぶあ　 あ・ンち｛．　占tl

　　　　　　　　　ホー・バー／　窪ギ‘ノカ。タイヘンデ　1／　Aハづ・㍉

　　　　　　　　　方々の　お姦理が夫受て・　く一ノ

A

カ　　シンぜンケッコンナンカワ　イーケードIZ　ソa一ソマデ’モ

どこが：神前蒜台婚なんD・ts　　　いt、tltれど℃　　イ牛理屡Z・も

　　　　　　　　｛ev’

シンゼン7ッコンf＞テ」一一ンダ九’江∠βエコドーモア
禦戸前3看婚なんて　　　言ノんだげれども　i、　之之ノ　　どう！　4

レワキ・＝イランf　／笑
pl■　t；一気1＝　／＼ら菖いな。＼　ノ

マードッη＝ナーチ，。ト．マツ・・テアルカ　ナンタ》シノマセンケドナン

技あフ　と・　tがにな，　ちょっと　ネ乙・τ　　あ3が　　「」ノ（だゲ　2im　yま一tt　Aげピ’わ，

（り（B訟薪あ麗2魏魏フ駅つ（

イン　プンデ

しノそれび

オアソノレラ。

こ“芝“い宴t4＞。

イヤ　ァ／

いで　　9）の
　　ノ

ダ’ンダン　尺クナク　ナッテ　ギマシタシナン。　ソ
1♂ん∫ごん　 少時く　　掌，て　　来求（Tdしねt　　そ

気誓（β麸，

　　　7コーナ　コトカ◎

ふ〉‘礼　不奪ひ　　ごtが’

㌃読ヨ
ネ

ワチワ
うち‘季

ヤッハ。ソ　ソー　イフ

ヤっ1＄。ワ　　そう　 いう

アンマンクデ’プンテ　イ’マス〃　ソ

あワ｝（トの鰐　何と　言いふ了力’ノ　そ
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ノー　オテ｝一ニンチユー　コトー　シテ　オソマーンノ　ワワア

のう　お鯉・k・oう　　こtx　（Z’あ1’2・9t・tfんの、　Pt・IAa

仁・
｛ミ。

ハー　ハイ　ハイ　ウン、

i　；一あノ1抽ノ｛和、うん．

　　　　　　　　　　　　　　（～リ
ソレデ　アノー　ズテx一：ンコッテニユー　モ／o。　ナイモンデ’

それで’あの）　　オ鬼ウニhユという　　　　　毛のが’　募帰んだからノ

（墨継づ獄／裁∵昌鎚二㌃驚0（β号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　“OL）
／ウ／1　アタン／　btr丑　マ・ン／xeソ　ワソアイ　ハヤク　シェ
んうんノ　私。，　胤　ヤ，画塾吟　取　主

　　　　　　　　　　　　｛ID　（12）ジンが之2ナソマLt　i酵三ニエ『’Xlマツモト＝オソマ
人・が‘　なく㌻‘ノよ（尺の㍗　＼　えk　ええノ　矛aノトR　　　おワま

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ヌ　トキ　マー　ミクミバ’刀　アソマシアケド　ソレ7　マダ　チ

す　‘袴　　凄あ　　3雄ごぶ’か’ノ　あワ凄（たけれど，それ（＄　3た　ち
　　　ノ

！∵麟一デ∵頚護ン（β麦蓋）螺1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
Eンテ“　　ユコオkピ　　アノ　　オツキアイ　　　シマriζンニシ　　／βエーユニ

嫉・・う・ミ齪あの抑冶・X磁〃π7腿之．之之

つ獄ご三ぽ，㌘㌶謡ンデξま経毒，C義

Z之、　：L一。　ア／一　・ヂチ」U｛ユン才　イ7ツモーシトソマス

緬ノ㍑。あの）　あ仰凝　　幾・っもαあ嚇す
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B

1㌶（6㌘糺蒐轟り

ンコ・ソテ　ユー／が　オ・一オ・”一＝

　と　　　いうのが’　　方受に

＝〔一　ソーデ　アソマス。

ソー　スト　ソ／

そう　すると　その

デキマシテナン。

で’きま（マわ・。

A

之えノ　そうていす。

ソ｝’　ユ　／カ。　ナカプニカ

そう　　いうのヵ寸’

リマスケドナン。

いま・すけと“ね。

ナク

のう

タチモ　モー

豊も　Lう

ソトー＝

当tz　　すくひく

ナカワ　ナカナカ
田・含1き　参ヵ・なが　あ簸理が’　人変で

二2二三三＿’　：：：一・　晶晶リワ　タ

才チュー二

才チュウニンコ

B

A

B

ソ／　才ツキアイニ　タイヘンデ　ア

　　　　　なカ’なか　その　あ’旧き令いlz　夫斐て・　　t”5“

　　　　　　（B再読芳）窮乏二髪

　　　　　　　　　　　　（1　3）
アソマスケド’ナン。　ソレニ　マー　ウチカラ　デタ　オノぐ

こ’＼ぎ“い喜すけれどね。　　そ　yt　t：　　まあ　　うちか・S　　出な　　e5・　｛8”

　　　　タ“ンダン　ナクナッア　　シマイマシタシプン。　　フ

　　　　だんドん　tく亨。て　　（3いよ（r二（．ね。．．　本

　　スクナク　ナソマシタケド。　ソレデ毛　ヤッハ。ワ　ィ

　　　　　　　参　リま〔　kけど’。　　　　それて“〈、　　　ヤっcgoり

　　　　　オ柳糸イヘンデアソマスプン・（）

左篠．　友様ノ

ンデ　アソマス

で’　ごさいい3す。

三一。

ノし之。

　　　＊
工一。

ええ。

之之。 あ・義理’凄

　　　　　こしぐ’毘｝ま’す扮。

　　st　　　　ナンチュッテモ　タイヘ
　　ズx
　　　　イ司と言っても　　夫変

引マチバト　チプイマシテナー。

町場と　孟い3t19・あ。
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A　ム：カシワ　ァ／　マー　ソヨーケデ’ハナンカ。　マトマワマストナ

　　　看符　　あめ　まあ　両寡で　　　話ヵぐ　　凄とま’ノますとわノ

　　ン　モチロン　マー　ミァィ　ミアイモ　ワタシドモナンカ　シナ
　　　　　　　　　　　　　ゆノくバ　ズ
　　　　　竜らうん　まあ　　　　見合いも　私どもひんか　　しな
　　（ゆ

　　マンタケド　ウチト　ウチトデマーハプシヲ　キメマ又ラ。＊

　　い審｛プくけど’　　うらと　　　うち！とで’　　3iあ　　　言舌を　　　　　う矢め凄すて“｛sう。

　　ソ豆一ケデ　　アー　　ソノー　イロイロ　イマワ　　コンレーニ　　ツイラ

　　両象Z“　　ああ　　その　　eろ‘・ろ　　／勢捗　　《昏礼に　　　つ口τ

　　ソーダンナンカ才　イタシマスナン。　ソレヲ　モー　ムカシワ

　　才θ官咲なんかを　　　多文（峯すね。　　　それと　　もう　　者‘ま

　　セ：ご）／tご’ン／　 ソー　 ユー
@ ＝コトー　　∋／マセン／ρ　　ナフクエ　　ソノー

　　全編’　そゲρう　ことを　ほぜんの，　中へ　そのう一

　　才チューニンサマッテユーナコードか　タッチ　コチラエ　イッ
　　お伸！くネ峯と　　　い）　ひこうどが’　たって．こちらへ　行っ

アコーユーヨーソレデ’コテラエイッテ：コ＾ユ・ヨーマ
て　こ）　いう　GP　5て“1それて“　こちらへ　　（17マ　　こう　いうようて“？2

タ　1一　ユa一タいソーデス9ッチュヨーナ　コトー　キーテ　ソ
穿1＝　　こう　　　　c、う　ようだ’そうて“すよと・いうような　　　　　　　　ことを　　　　　聞t）て　，　そ

ノー　　リa一グデ　アッテ　　ソノー　ンタソーダン　　　スルナンテ

のう　両i参で　　　・会って　　ソ／一　　下相言炎と　　　するなんて

Z一　コトワ　ぜ・ソタイ　ソ／　ア／　ケッコン／　tマデ　アソ

いう　　ことiさ　　糸色女す　　　その　　あの　　急昏々昏の　　　βまで・　あク

巽蛎：（つ
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ダ㌧カヲ　ソイデ　イヨイヨ　マー　つンレー／　こ：ニ　ナソマス
だ’の’ら　　　　　それて“　　　いよいよ　　　　よあ　　　・女管．il一し（ハ　　　　　1ヨに　　　なワます

ト　ムコイワッテ　イーマンテナン　つ一　aメ／　ウチエ　ムコ

と　婿ハりヒ　参・沢τわ　　こう　工め　うちへぐ骨
　　　　　　　　　　　　　　ノ

・サ／10　才チューニンサマ／　アンナイデ6ソシテ　ソノ　マイソ

ごんがおイ杁様め、　案内てい，そほ　その　参ソ

マス。　ホイデ　ソコデ　マー　ア／　ソレニワ　ソ／　ロードー

狩．それ・“そ・礼抽，あめ　そde・f・　・a・e・d＞「のドウ・

ツラ　　ユ殉｝ノカ。　オトモ／　　イ　ミテ“　ロー　トーッテ　　ユー　　イミカ

　と　　　t、うのヵぐ’　　あ、ブ募の　　　づ竜llコ，朱，て・　「ヒエウトウ‘震”窪享）」と　（，う　　　意・味

　　　　　　　ノ

モ　シレマ乞ンケド’モ　ア／　ロードーッテ　コノ　ヘンデワ　イ

・・t知鱒せんけ鋭ノあめ「Pウドウ・と：a　L・・z・s　（“

一マスケド　ソ／　マタ　ジンセ．キノ　マー　才ジサントカ　ソー

i・・　9t　ff　（T　t・t・、その蒜親澱め　漆あ　お隠んとi・・　’そう

　　　　　　　　　　　㊥）
ユー @　ムコプンニ　　ツッテ　　チ刀イ　　シト〃ρ　ゴ億クユン　オ’トそ

の　婿菖に　つ・Z（鋤撃がり勾血Iしが　5，6人　あ・椥C

ニ　ツイテ　ア／　ソノ　マー　シンフ。ノ　イエー　キマシテナン。

　　つ日て，　あの，その，きあ，新婦の　家’・　来剥てね。

ホイ1デ’　三／ン70ノ　　イエー　　干　テ　　コンダ」　シンフρ／　　シ，ン7ρワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　ズ　ど　ノて　メ　ダ
それで　新婦の　纂rz　釆マ　・令度停　　　　　弓丈昂1よ

シマでンケード　シンフρノ　ソヨーシン　キョーダ’イト　アノー

けせんけ枇）　蔚婦の　両親，きのだいと．あのう

ナ　才や篇ノ　サカズキヤ　シンセキノ　サカズキヲ　ス’し　ワナ
tx

　　親6め　　孟ヤ　　　親爲・の　　盃を　　す5　わケ

デ　ゴザ’イマスナン．

で　こごいますね。
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ソーシテ　マー　ソコデ　マー　コ“チソーカρ　デテ　ソエデ　コン
そ，う1て　　まあノ　 そこて“　3三あ、　こい學也乏Lヵ〈’　　Sz，てノ　乏れZ“　／惣

ドワ　ア／一　カエソマスナンンンローワ。　ジデン／　ウチノ

偽　あのう　燐・接すのノ　新雨侍。　　自分め　うらの

ホーエ〈鰍nホエデソ・El二才チュー＝ンサマワコッチユ

労へ。　そk．　z・その　跨1・　漏転様継　　　こ・ちIC

ワ　ユーがタ　才ヨメサンズ　ヅレテ　コンドワ　シンロー／

　　タ方　　あ嫁ごん1il　連れマ　・令なt3　新伽の
ウ（1” ¥レコソ／、，！，，ント／オヨメイげヌナジρデソノトキ
民《

　　それこそ　　本当・ク）　　　ゐ’蘇2＼ワてt’すわρ　　　てs＞　そ1ク〉　．　時

　　　　　　　　　　　　　　　CI9）
ワ　マツバ。ツ　ソ／一　シンプ／　アノ’　ロp・・ド’一力。　ツイテ

は　で。1甥　 その）　新婦め　あのう　9P写が’　sっ・・て

イキマシテ　ソレデ才ヤワ　イキマセン／　ドッチモ　ゼンゼン。

行麹て，惣てい親は　下上せんの．ら瓠　三才
　　ぬれソレブ　ム：一エ　イッテ　コンドワ　マー　ア／　フーr／　サ
それで　　向うへ　　　行・て　　令彦に、凄あ　あの　夫婦の

　　ヘカズ午カラ　　ミンナ　ソ／　イマノヨーニ　　アノー　　シンセ干ス“ヰ

　盃。・ら　　　。みん．撃　　その　　／今・の♂うに　　　　あめう　　　寒見回、つ笠

（20）

／　サカズキ　Aコーノ　ゴソa一シント／メプカズ嘘ヲ　マー

の　　盗ノ　向うの　　こい二親乙の　　　ポ盃を　　まあ

！て、ソ　テ　　ソ　レデ’　一マー　　：コンレーノ　　　コ“ワヨ　一」／ン　ト／　　：才サカ　ス“

ヤ・てク　そ　kz“まあ　姶礼。）．　ご両親この　　　お孟

キヲ　　マー　　ヤッテ。　　ソレデ　　マー　　コンレー／　　才シキ・ワ　．才

客　まあ　　や・て．　　そぬで　まあ　 ぐ二三の　　み…式’停　終
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ワ’レ　ワヶデ　　ァワマスプン。

わう　わ‘ずて“　あり多すね・。

ソーシテソ／サ・キノオ・ヴシ／ヨづソ・一フツカメ
そう1マ　　　その　　さっきの　　　あ噛話（の　 ようt2ノ　そのう　　二Hダ）

ワ　ダィタイ　Aラマワリ　マチマワワッテ　イーマスカ　シンセ
1さ　犬弟本　　　オ寸回ワノ　　　厨丁回‘ノt　　　宅い9すか，　秦身ノ職’

キマワり、ッテイーマスカア／一才チューユンサマノオクサ
回りこ　　　　言。ますカ㌧　あめう　あ・イ中入ネ柔の　　　　輿・びん

ン刀。　ツレテ　ァルィテ　クダサッタワ　シテ　マー　シンゼキオ

が　9kて　歩μて　下凸勧　1て，翻　親・破を
マワッテ。　ソイデ　　ミッカ〆ニ　コンドウ　ァノ　サトカ・エワッ

回っ1。　　　そ欺で　　jL臼め代　　今渡19　　，あの　　望帰りt

テイーマシテナーオヨメプンカ。ハジメテァ／ウマレタ
　　言u豹て守あ，　あ嫁払が　gez・66て　あの　露れた

ウチエカエル／ニカエルッテユーカマカェノレ／ニコン

うちへ帰勃1㍉ジ勧と　の・㌧まあ，帰勃ら．A7

ドブ　ソチラ／　ムコサン／　ゴソヨーシンカρ　ツイテ　キテ　ソ

彦停　そちらの　々骨ざんめ　　ご両孝見が・　　ついて　柴て，

ノ　トキ　ハジメテ　ゾ／　ソヨーケノ　マー　オヤタチカ。　アウ

そめθ寺　 孝刀めて　　その　両募の　　ま、あ　孝尾．違1が’　・会づ

　　　　　（21）
ワケデスネー．　マー　チ　チカケソヤ　ィーケド・　ソレデ　ソ
　　　　　　　　　　　コくズ
わけで！すね之。　　まあ　　　　 」工けれ’審馳　いいけれど’。　そ承でも　そ

　　　　　　　　　　ノ

／　トキニ　ヤッノぐソ　ア／　サトがエワト　ンユートイソッテ

の　　時（ミ　　ヤっ13。ワ　　あの　　里帰ツと　　　しゅうとノ＼りと

イーマヌ：／ρ　ソ／　トキフ　シュート1。　ノ＼ジメテ　コッ・チー

参ほすの，　そめ　β寿侍　しゅうとが　勅叔　 ち，ちへ

　　　　　　　　　　　　　一34G一



B

キマス／。　　ソレデ

采ますの。　　そdtて“

ソノ“　　マタ　ァノー
そのう　ま・tc　あのう

シタン　シア　ソシテ
（たり　　して，　そして

1・ ¥マ・ス。　ホイデ
リ’昂ワゑす。　　　　そノれで

・ソファ・ニー　ノ：コッテ

実家に　残・て，

チラノ　ヨメノ　ホーノ

うらの　嫁の　方の

F　イッショニ　カネテ

　　一縮に　　　兼ねて

カヌンツア　ソレデ　マー

帰らて，　　それで　まあ

　　　　　　＊
1．（笑ノ・

サトがエリト　シュートイソ。　　ソレデ

里帰ワと　　しゅうと入ワ．　そ載・

　　コチラデ　マー　ナヨソト　ゴチソー

　　ミちらで　　まあ　ちょっと　　　こ，馳走

　　ソノ　シンロー／　シュートタチワ　カ

　　その　　：新郎の　　　 しゅうどたちは

　　シンローフ　：コチラノ　ウチ　ヨメノ　ジ
　　　　　　　　　　　　　メメな　　新郎18　めらの　　　嫁の

ソーシテ　 マタ　 イツノクメニ　 ：コンドフ　コ

そして　　ま　tこ　五βめt：　　今・度ば　　ぐ

　　ジョ「一シンノ　　シュショ　　シュートイジ
　　　　　　　　　　ズメアスベア
　　　両親の　　　　　　　　しのと入ワど

　　マー　　シンフーフワ　　ソヅチノ　　ウチエ・

　　gあ　　勧天4痢5　　　そっち　　　うちヘ

　　イッサイノ　ギョージカ。　才ワノレンデス

　　　1す；ηa　　　行事が’　　　，終わ3Aて’す

A

イマカラ　カンがエテ　ミマzト　ヨク
A7　o・ら　　秀えて　　　み法ずこ，よく

工1一ρ

之之。

焦／㌃∵努箒濡（Bエー　ええ）磁

リ　ナサルケーード。　イエト　イエト／　ハナシデナー。

・1　なさるけれど。　　寡：と　　象とめ　　三二（でひあ。

嘉。馬糞．（つ
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テ・…・。

て…一。

β　ソレが　ネー・すマ　ネー　ムヵシフ

それバ　姉さま，　ねえ，　昔i3

（A重f？こ㌶；

ソ
【
そ

木レカラ…・・

そtl・Zが～一・e

　　マユカイニ
　　　繭窟い1・

Aスメワ　　ドータ1’。

女良iδ　　　どうだ。

A　　アノ　　ウチエ　　ドーダロー・ソチュー　　コ　トデナーン。

キタ　シト汐．

采た　入が

陰．

あめ　うちへ　と：・・うだろうこい）

ソー。エッエー
・そう。　 ；之え，ええ

ことてtJね。

　Bソーソー・・

　　そう，そ），

　木レテチa一ドィーームスメタカラトカチ
　　そ徽τ　丁ノ隻　　いい　々艮だからとb’ノ

ヨードーイー　ムスコダカラッチュヨーナ　ハtシニ　ナジマシテ

了度　　いい　　，包子だガ9というようひ

　　zえ　之之　之え
　　　　ノ　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ
　（2R）

イテ　　ソヨ　ーホーテ’

Aaウ1・両方で・

苔古し斥　 なヲま（て

（B’一工｛エ｛翻審霧：1誹蘇
マー　ソー　ユー　ナカデ　ハナシオ　シテ
まあ　　そう　　c・う　　中で・　　言書（を　　　（て

クレル　シトか　アルト　マー・…　才タヵ。イニ　ンフベ！レ　コトワ

くれう　入が’あbU，まあ　み互・脈　調べる　ことfS

シラベ’レ　ワク’デ

調べる　　　　“
　　　ロの
一ダ’ロートカ　つヅチ／

～L”うrご』ろうカ＼乙ノ　　こっち（の

ヅテ　クレタグレドッテ

って　　くれ欠けれご」し

　　　アリマス。　アッチ／　ウチノ　ムスコワ　ド
わけで　こざ⇔9t　3。　　あっらの　　うちの　　息子fe

ウチ／　Aスメワ

うちの　玖侵13

ドーダロ

どうプこうつ

　　　7

ソー　　ユ．

そう　畜

ユー　ワケデ　シラベテ　マー　イーカ

・つ　・b　t7てし調一・て　まあ　・い
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A

ラ　ソイジャ　ヤ’ノマス　モライマスッテ　ユー・　コトンナワマシ
ら　 それて“t3・（・嫁‘⇒ヤ・ります〉　咳‘、9tすこ　　 oう　　ことfz　talワまし

アモワヨーケヵ。イッシ’eンナッテゾ／イマ／ヨーーニエ
tもノ　両家ij　・“　　　一壽看に　　　　ナッテノ　その　 ／勢めよ＞1：，　之之

　　　　　　　（24）　　　　　　　（ユs）
一　コンレン／　ttワ　イツ　キメマンヨー　ドンナ　クライナ

　　婚礼め　即ρっ沃めまし拗．　ど砿　くら・i　’e；

コトニ　ンマショーナンチ7一　コトワ　ゼッタイ　シマセンデ
ことに　　（ま（ようなどど（・う・　　　こt侍　　国色対　　　（ませんで’i

鴇窒函∴易霧磁窒：カ（笑）同月

＊

木ントダ㌦ソタラ　三塁モ　シラズニ7一一。

，本当だったら　　彦夢竜　顔コ多ずに＃あ。

ソーデアソマズンナ。　ヨク　マート　才モイマズニ。

そうで　ごさ“いますよ。　　よく　まあと　恩〔・ますcl、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C26　）
モ　ジューイククミ　ヤッタ　：コト　　　　　　　ダ’イッタイ　ソ

　　　す菱野等角でフつた＝こe・・一・・一・・一・”　　フ〈体そ

／　　ホーシキデズe’

｛ク）　　　方試噛で「す。
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ム
〔

6

イ／一オ　イタダイテナン。

糸舌納1　llたた“t　｝てね。

サヨ「　サヨー。

／L様ノ7乞篠。

アー。　ソレダヅテ　ミンナ　オチューニンナマ：が　毛ヅテ　ク・レ

ああ。　それだ・て　み麓　おイ中，《梯が　　符・て編

筏ζ忽謡説乙（B蕊）逸呼名1ノ，『

木レデダィタイ　ム　ムコカ。タ／　ホーワ　コ／　イコーダヵ．
　　　　　　　　　メズそれで　　．穴4る　　　　　婿方の　　　Tij’　t＄　　この　　煮：向だ’ヵ・

つチラ　ドーデスカッチュー・　コチラー　コチヲ．デ　マダ　つ一

ころらは　　ど’）ですカ’という。　　　　こちら侍　　こちらで　　まだ’　こう

キメマスケド　ソレダッタソテ　オチューニンサマ刀。　ナカニ　ハ

沃めますけ鵜　　それだったゲて　　み仲入．オ柔ヵ寸’　　　中へ　　は

評姦溜概の1う需翌1、㌃ソテ（6

競り麟ζ饗㌘霧：ぐつ
サッキノ　ハナシミタイニ　オチューニンプマッチx．一／7　ウー一

Gつきの　話（みたρに　訪仲・《様とPうめt・EP

　　　（切
　　　　ダイジ〉ニ　スル　 クケ。ンット

うんと　　大回に　　する　　わけ。
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A　　ソーーデ　　アソマヌ／。

　　そうで　　　ごさ”いますの。

　、モノナー　カンがエテ

ソレデ’マタホントダイセキニンデ　アグでズ
・そ中．て・・　まt：　　・4i一当　　　フ（一童イ塗て・・

ミ∫／ハ“。

　　るめなあノ考’えて　　　見れ1ポ。

B　　ウワ　ト　　エー　　ウーント　ダ’イソニ　　ズ／レ　　ワク’。

ごさ“‘，ま、す

A

B

A

B

お・鎖｝を　　　背負っこ　　特きまして払。　　ええ。　　　　え

E）

　　　　　　　　　　　　　（29）　　　　　（3の
イマデモネー　　ワタシ　ィータ“／　シトオ　ト　プク／　　シトオ　　バ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　メス今回ね之，　私ノ　喰如の　入ζ　　ブ左之の　入を女某

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐきリ
ノ乞イ諺認隷，（A翻㌃ご巳名酒観

　　　　　　　　　　　　　一545一

うんとノ　之え　　うんと　　、ズ漆κ　　　す多　　わけ．

ソヨーホー／　コト　イッサイ　にキウグテ。

両方の　　ことき　一勿　　引き受けて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラェッー．　ソレデ　才チューニンプマ才シテ　モ：ラッタ　トコエ．
之之．　　　それで　　あ・イ1ヂ・〈3茉を　　　　　（て　咽貰・た　　　ζころヘ

イッテ　コドモかデギル1一　コドモワ　ショーカ。ツ　才’ボ’ンニク

行・てノ子侠が’で陥と，子イ知　正月，　　み釦・はノ

ンa一力。ツフ　　カナラス’　才eチオリ　：ンヨッ：テ　イク　　ク：ナ　．

正月嫉　　　干す　　み餅ぎ　誉負。マ　行く　わけてつね．
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1起け’れども
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之之　え之之え
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t各　　それで’　いいと．
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います拓之ノde辺’め　迩前｛3・
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笑（ コンド　アチラデ
／ラKノ愛　　 あららてい

ソ’ノヤー　タイシタeンダL。

ヲん，〉ん。あれ。　　それは　　夫（なものたい。

’ノー　ユーハナシ　キーテオ1ノマスケーF’　o

オキキ

あ蘭き

A

β

A

そう　　　c｝う　　　吉古　（．　を　　　　1ヨ矯Oて　　t｝ますt・アれとt’。

フーン。

　ふ・うん。

ンレデ　ワタシノ　トキワ　三一　アノー　ジンソキシマデ’イキ

それで　弘の　時は，の　あの　入力車てい　　行き

マシタ　エー。

凄（rニノ　之え。

工一。

之之。

アー　ソレカ。マタ　イマハナシテモ　示ントニ　才カンーンデ酵

ああ，それが弗，今ま御てt　本当1・　あ・・…tいの

アソマスケードトワタシフジツ7ソ／オトートカDマダア
で”ｷけれご’ノ　　斥ムは　　　実は　　その　　　弟力く’　　また“

リマシタ／デナン．　イッタンワ・ヨメニ　イツタ　ワクデ　アソ

（そめ時停）いま（たので。　P・たんは　女家に　 いった　わけで’ご撫｝

マス　シュジン／　トコロエ。　ソエデ　ヤッ／ぐソ　ソ／　アカ宗㈲

凄す，主人の．所へ．　そ玖て・ヤ侍ワ　その赤穂
　　　　　　　　　セ　うのし　

7一 @イマ／　コマカρネデ’アソマスヶドナン　ンエデ　？ッハ。り

て“今の　駒帰歓こい凶まずけれど厩それて・ゼで糊

　　　　　　　　　　　　　一559一



アノー一　ソ／

あの　　その

至悪知
ソーデ〈Sl）マダ

vvvvvv
それz’

ラ　ソノ

ら　4の

ニキカラ

駅わ’s　，

ソーシテ

そ1して、

改だ

ロード’一カラ

即箸ヵ・9

ソーシブ

そ｛て

ム孟月ノ

迎えの

イキマシタノ。

4う黛3（たの。

ドモタテワ

子倍蓬は

マスケレド。

まずけれど。

笑

ジンソ午シャチ

ん力車で

コンドァ

今度上

総㌶二（つ（Bノ釧泌1．垢

　　稀㌘篇丁霊（つ（B蕊！

プカホ／エキデ才ソテカラ　マタ　アチラカラ
寡穏の駅で・下りてから．　ger。あららかう

カコ。カ。キトソマシテナン、　ソエデカコ。＝　ノッチ

賀寵が’果てuま（てね，　それて・算勧・棄・て

　　　（つ一M，1％／薪ζ膿コ

　　（つ元轟1オ㍗♂二黒乙ρ（

　　　　　　　　　　　　　　　こぎの

イ頴急孫二鵬農粛シ誓β
デンシャカ。　キテ　オワマセナンダ　ムコーカラ．

電動“　来てρませんで1た，向こうカ・ら．

コワチワ　デン》ヤカ。　ナイン。　ソレデ　ウチカ

こっちは　電車が　　σいムマ写。それで　♪ちが

　　　　”　イ争マンテ　ホ」レデ　カミカタギソノ

　　　　　　行き嵐して，　それτ’　よ．片桐の

　　　テンンヤオ　イッシャ　カイキグマシテナン。
　　　電車を　　　　 一向　　　　　聾し、＝き｛ノδζしてわ。
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β　ヘーヘー・

　　へえへえ。

A　ノリマシタケド’ナン。

　　攣ワまσdナれごね。

　・ヤ｛Zi才一ジぜワ

　　　　　N島の

β　フンフンフン。

　　をん’ふん♂ん、

A　ドーヤラ　ソノー

　　ご’うやら　　その

　　上三マデ2．

ソレデソノ　Eキワマーソンソキシ
それて・　そ〃）　時俘　緬　　人力孕も

アタ’ノニ　シプタ“イワ

あたワに　4／5噂魯t9

とこうまて“le．　入力車で

鴛）霧轟汐ノ
‘」キシ・ヤ　／　　／ノレダグデ　　アトワ

カ車に　　　参るだ’けで・　あとt＄

トコデ　Bソーデス午。エー

アワマンタモンデ’。

みノgecr・tのだがら。

　　　アノー　ロードーマデ　マー　デングヤデ　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　あの　即等まて・　まあ　電車てい、の

ジン懸デ

　　　　　　オウチデ　マー　才ヨメサンが　ジン

　　　　　　務て笹，勘お蘇字んが　　入

　　　　　　　　　ソ／一ロードーッテーノぐオ

で’　　　そうですね。え之　うんうん

一ク　アワマe’ンモンデナン　タ“イタイワ

Clのて“・し　こ“vs“C　1ま’ぜノ）td）て“すカ、ら毎ノ　　　メこ！体fま

トtノ　シトワナン　イキ・マシタンダニ。

　　その　　即培　と言之fE；”

ウンクン

　　　　　　ミンナ　アルイテ

B

構の入1きね
　　　　1
ウンウンウンウン。

疎略し転汽ですよ・

A

うAりうんノうん2ウん’。

ワタンワ　マー　チョット　つマカ。ネデ

孫：ム‘9：　　・i艮あ　　ちょっと　　馬句ケ孝侵：ていノ

一561一

男
ト
義
オ

みんt3　　ケnて，　あ・

トークモ　アソマスン
盛．く℃も　こさ・’い3…．すく



B

ソー　ユー　コトデ　アノー　カミカタキ。ワマデアレデイッ：デ

そう　いう　 ことで’ @あめ　　上・i｝　4iPtaまで・　　　あ4牧て・’　4テってノ

裳雲竜葬オ凱翻！凶纂薪条多麦素

へ一工一 @ムカシワ　ホントダ　エングミワ　る　アノ’　ナンタ“

へ之え之，著は　本当だノ縁組！ま　　あの　何鴬

ナー　アノー　コつうワ　ダイタイワ　シ毛イナ／　’ポート汐。オ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　が
びあ）　あのノ　ここら辺は　 メこφ李は　　　下づヲ｝那の　　方とが亀

一ク　オーク　ア’ノマシタナー。
K）くxx

　　　多づ　ご’こいP詳（rこね．

ハイ　シ石イナカ。　オーク　アソマス。

tE；　o，下伊那（とa．k5組）が多う　＝“g“cぼす。

　　　　　　　くゆコチラ／　ミナミ／　　シン　ゴ’ンンルイモ　　ミナミ／　ホーヵ。　ニオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx　　　　　　　　　　メメベズこららの，「Tの．　　　御親類もノ　南め　　方が

才一イナー．

多・啄あ。

∠⊥ゴ　ウチデ重ナー≧．＿才バタチ■7＿＿乱ン，t’　シモイナデ　アソマ

tEPo？う5て“もね　　　　みばr巧！み　みんな　下伊那てい　こご“（，

ス。

ます。

ソーデ　ァソマスナー。

そうで’　こかρますひあ。

カミイナノ　ホーニワマーホトンドア1ノマセ：ン。
上。イヂ那の　　方に13　　盛あ　　ぽとんど　こご・いません’。

フーン　ウン，
ふう層 �@うん。
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A　アノー

　　あの

コヨリ

タダ　マー　一軸ノ　デウチカ。

たた・　まあ　母の　　出たうちが’

キタデ’アソマスケドナソ。
ナと；てい　　　　こss（ぎいt｝ます’ナれどttチつL。

　　　　ぐタの
カミジマ　チョット　コ

上島，

こよ’ノ

β　7ン　エー　ハイハイ。

A

ふん　 之之　 rよorふρ。

　　　　　　　ぢのソレデ　ナナク才ぐ’ニ　イモ：一トカ。イ

　　　　　　　　　　　　　　　メxそれて“　七久保に　　妹・が亀

トワマ

ちょっと　　こ

ポトンド　シンセキが
（31とんど　親薦・が

ノ＼ハ／　イモート．7　e　イヅ

母の

マ　ソ／　テード1デ

ま　　その　　季tP　ts：て・s　　ナ乙の
ノ

銀鶏云耀誓（

　そ豪力x‘t　　いうて

キタ／　本一トワ

方どは

Bウンウンウン
うんうんうん・

）

ノデナン。

A

のでね。

アカホノ　ホーエ　マイルヨー＝　ナリマシタ

赤穂の　方へ　謡うように

ホントー二

本当ド

カミカタ干。ソマデシカ

よ＝庁／同　まで“　’（カ＼ノ

テ　オワマセナンダ」。

て　　あっませんで（た。

（6鶏

イマカラ
／トカ・ら

　　ノ

才モエバ　　才カシーヨーデ
1葱　之　‘ま“　　　　、チジカ・亡　t、よう　で・

ラ毒急ワ（∵

ムカンノ　ムカシ／

ひ’ノ夢｛た

　アソマスカ。
　　　　　ゆ　びか0ますが。

　　　ク
タッ／カラ　ヰ

辰野ウ’う　来

B　ソレワー　イマノー

そkC3ノ・今の

　　昔の　骨の

　　　ロしソ／　コーカバ’ンワ
その　　 豪華芹及．　tGPノ
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1ζ；欝就（A笑）を貨タ隣滋復磁な

（笑）

A（りを婁オ写や瓠影：，ζり漆誌〔り．
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ラ主

（1）　一マ博壷了い萄文意をあらわす才妾：尾語。琢文意格一サマよ’｝イ移・《ノ　ーサよ

　　　お　ワも尚t），

②結婚式の前’・、夫たうべ甥働・媒酌人ととも副串じめマその孝の

　生券を訪れること。

（3）維婚式の挽孝榔劾婦’禰そテす多入鼠ち4入が普通て“，多くそ

　のh・じが選ばれb．［ro：七〇：］のよう戯聞こえる・

　　　　　　　　　　　　V
㈹［dzen6dzeN3
熔）　下おりの吾Pづトは笑いで兄全・’こ‘X聞き昇又れびし｝．

（6）ilJ・嘘eり吻即鰐う1欄・える・
（ワ）　　1二hon．tto　］　ρ

（8）　thOn・ttO：コ。

（9）媒酌2（て≠とめr＝天婦X，子イ共とみ似てこ）oS。

⑩舅・と聞・こ，［jabba・il・聞・えるが，　sz　（手の惰水勢の認定

　1＝よりヤツパリと（r＝。

（11）ナクナリマンタンデeンの｛＄・・，　6のが，この方言の普通の言い方。

（12）長野県拡本瓦話し手の・1・池氏1状の像地の私，剃・し（；“　“く彊んだ。

Q3）　盛く聞きとれひt｝。

㈹共通語的野い方。在野の方苔ひらば乞ンとなる。話t手Bの矯水回，

　もそうであるが，A（h、］・ラ也銭でも乙きあ’っノ　1㌃来の方畜一ン1；づで牽）っ

　て一ブイが用いられるこどがあう。　すぐ次グ）ミナィグラ4テ“の一ナィ

　も同じ，

（1　5）　「付いて」が。ただし，話（手βのう看水比t＄「村tlてa　l3ツッラとte

　脇躰罵言う。馬瀬の調査し窪とこうて腕，『聞＜」「引勺「敷

　く」など1まノ荘来to方言て“1さキヅテノ　ttッテ．シッテと享るがノ「付

　いて誌橘そうならひい。あるいばツイテとソ・ソテ（添・って）の偶発的容ラ昆粛δ；

（16）　［hO：je］．

㈲〈コンドワシンロー・之〉の発知・ここて坤断～れ，意味の上
　で1さ）久t：糸売ヵ・なし、。「豪斤ゑ？のうちJと「言し，∂、rナて途中て・止のた毛のだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　一565一



09：）　一fン1よ一ネのように‘t，間き耳又れ3。

㈹・1師瞭・1　th劫に間・旭75s“　t清繍F従・シ・デノとL　lz・

ig・）［∫i傭晦加h・。］・シンe？ズドキアイノと言而’～ナτ途中て”桝

　たのガ｛1れ「d●しハ。

（zal）　r矢遣1を吾的言い＝ぢ。

（22）ぐマキキアフeテ47＞τ「両方て・’相談1あ。て」の意味だううカ・と

　清7K氏博言わ4tる。

（23）　共通．語約ひ言い方。二二の方言ひらばドーズラとひb∴すぐ次のド

　ーダロも同じ。ほか1こもこれと同じ類伊1カぐあう。

（24）　£koハre7n◎］　と聞こえる。

（2S）　　　「L、っ　｛こxx　　グ）意P討て・・こ　う　言　っ　た　 9ノ　め　カ、。

（26）　聞きとれない。ラ青水｛瓦ドよ．れ1ゴ〈ヤ・ソタ　コト　アルケード〉　で・

　‘凄ひいカ、とt、う。

（27）　〔Ltt：ntt。ユ。

（28）〔・塊卯薦・臓・］aよう1・助詞覇組笹鳴
（29）長野県・飯田布。

（30）　〈イーダ／　シトヲ　バイシャク　シタ〉こ苔いか‘↑て，イ左久の人

　のこと2，慰い玄亡て　シトヲトとトをカロえたもので’あろう。
　　　　　　　　　　ノ
（3D　〔k漉d撮］　と聞こえうが，疹舌（＄aラ肴水氏にそ芝いカタイと（た。

（32）シ肴木ec　a実家め義・女布の女艮を指す。

（33）野人の隠・｛・・　・て，il　ci7人よワも貢伽響く，氏の時園噺解新婦の

　紹介がう一切Zとり（きる．そして親子の関係（“・一　za続き．二と’・生

　まれうgeも縁・嘩がう二とに腸てV6という．　r認し私本地方
　で｛3ハネ・オヤと曙ぶのが普通のようである。

（34）長野県二条布人学里山辺ノ同入da辺，一帯を拷す。袖庵布の東部｛：diz

　覆qる，

〈3s）　存廉の方言享ら1ゴマンダ，

06）オバ㌧‘虎引入と親（んで呼’3鋳ド用いられる。才パーマよ’ノも敬

　意、のひい言い方。　t・

⑳ジフ・ン／て“tx意味が続力・ひP。
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C3＄）　　IFl［1方守方略言で‘さ　［二ka，七s・u．tide⊃　こ’発～者’す　る者と　⊂ka，t5　LLkG　deユと発音す

　　　　　　　　　　　　　　　ホ　5看とh・’　t｝多。後者の6・〈　gt、発者らC（1。二人の言古し舶さε　ka．　ts　Ut

　ide）。　　t　り・し，　＞Pta　K氏1こよれ1ポ「兄9ん」　侍　1＝∂L㌻＄εしwa　a〕　で覧あってノ

　⊂ap　i　saL　m　a］で亀健びいど‘、う・二ん脚易・合1こ清水氏でも［iコ　が聞力’

　れう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お（3ヲ）穿勿を（のぜてO、っし｝て“孝ラ〈G。＄反琶後と亡ノ両立而をっg二’デ’てiS・ノヒワ

　て・…ぐ。嫁八道具輪帯と“xのせて蓮ぶ1怖いる幽本囲語大辞

　細。
㈹ひとえの布惣嬬ど（・　＞ts・2ひ・塗もの。／屠櫃・長梼3この覆店燈

　旧びどめ蜘勿と1て用店水気や麹びどの汚れひご2？方ぐ，（伊ム辞

　苑』）

㈲［＄05deコ．最初の子昔〔・コめ摩榛｝弱。｝。

（42）荷物き蓮下す翫駄馬や人夫きひきっれ，その楯揮・監督・警衛1：あ

　儲・・。掃、そめ役．（㌔鞭諺旛勾
（43）　透諺玄尺すると　「そこて“言え1δご」　こびき》。　言毒し手グ》5青ノKグし13rそこZ“

　何X3う力兇言之ばユ偽意味だろうと言われる。

（牲）　中円村の木．字。多見．払め村の中1じ・碕ここ｛二ある。

（4S）

（46）

（47）

（48）

…・一 ｪイトt・1う寡名と祷っ寡。

ノリマシテの間違ρて“あろう。

一マ1ミついて侍ラ主（1）参夢煮。

長野県駒ケ根市太字耕糺iB　．t．伊簿卿赤響町。

（49）凌野県駒r根市，

（50）　囲轍♂飯飼線二片桐馬刀。下伊那：郡才aθ1町墨字よ』置旧にある。

（ぎD　ほ乙んど聞きどれをい。

（ぎ2）　下伊那郡祐引町友字大島，囲飲・飯田線イヂ那人島」駅力ぐある。

（53）諺（与小ラ也的の家の家尼。

（54）」二伊那郡｛和1村人雀序桐の集三各尼．

（ss）　一隅岬那郡・飯，島町犬字画ス、保。

（56）よ一俘那郡辰野町。働・鉄、履野馬尺かぐある。
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電子計箕機による国語研究
社会構造と書語の関係についての基礎的研究（1）
　　　　　一親族譜鍵と祉会構造一

家庭における子どものコミュニケーシmン意識

電1子・謝一算1幾による国語研；砂嚢）
　　　一新聞の鰐語贋字鞭打の処理親織一

社会構造と論語の関係についての基礎的研究②
　　　　一マ｝・マケと親族呼称一

中学生の漢字習得に関する研究
電子計算機による薪聞の語彙調査
電子計算機による新聞の語彙調査　　（｝更）

電子計算機による国語研究（III）

送りがな意識の調査
待遇表現の実態　　　　　一一松江24時鵜講査から一

電子計算機による新聞の語彙調査α紛

動詞の意味・用法の記述群研究
形容詞の意味・用法の記述的研究

幼児の読み書き能力
電子計算機による国語研究（IV）
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（3）
　　　　　一一罐生向譜彙と価殖観一

電子計算機による新聞の語彙調査（IV）

電子計算機による国語研究（V）

幼児の文構造の発達　　　　　一3歳～6歳ジ己の19ft一一　　　　　 ’

電子計算機による国語研究（職）

地域社会の自爆生活　　　一鶴濁における20年前と（叱較一
書　　　　言吾　　　｛吏　　　用　　　　ひ、　　　変　　　遷　　　（1＞

　　　　一MfiLS県北部地域の晦接副査門

電子計算機による国語研究（賑）

幼児語の形態論的な分析　　　　一動詞・形容詞・制帽名詞一一

現代新聞の漢字比喩表現の理論と分類
国立国語研究所資料纂
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国立国語研究所論纂
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